
形    態
(タト面)

含な物組成
刊
ｍ

湖
ｍ

色
ｍ ‖し   を

歿存キ
市

れ
器
隠

峯ArII 醐
レ ミガキ (幅 2

縦

ミ

帥

延びる。日緑・t那やや尖 り

気味に1又める。口微訛部内

エ ナアのち
平令ヘラミ″

4部チア 平

(II・J15 mm)。

遺粧山J里■

加

体部内0しながら外上方へ

延びる、口Tk瑞部丸く収め

口松一体部ナ

ミガキ (“ 12
脚
舵

日

ヽ
ヽ

ｍｍ

和 え ?西 村系宏 志器

ulIIj内 狂」「
`部

内Ⅲしながら
'卜

上方に

ラミガキ (�

口よ一体制
'べ

n4以 上)ユ ビ

倅部やや内りしながら外上
方に延びる.口森珊那メしく
lXめ る。口霰部タト面強いヨ

4.ljユ ピオ

`|.3 mm)。

ヽ
ヽ
価脚

舷
rkl磁塚元。

II.部 内‐
Jし ながらタト」i方 1こ

延びる。日緑端部九く,文め

法

ミ

鰤

4部内〕しながら外 Ji方に
延びる.南台のI」l llは 長方
形状を二する。

キ (1'54」 4).

lA tt Hh行 商
‖,平行ベラミ

き器 :椀 ?

延びる。嵐部鮎/1高 台.嵩
台 ll而 は三 角,レ状 を皇す

ナデjI・ .T7貼 ll

体那～ I●k苫トヘ

ラミガ■ (幅 反転復元 .

氏頑け テ.

遺IIII内 狙〕 (165)
体剖

'タ

ト上方に延びる。A部
前■ ,I台 。 ●Itt tl面 はこ角

体 .llナ デ ヘ

ラミオキ (姉

2m以 上 )。

体部一A.Fナ

エ)。 氏割
'兄

4‖内″に■ 踊
“

体部内″ しな力゙ ら外上方 ti

延びる。踏付商台。商台HFl

面は二/t形 状を,す る。

/4剖

`ヨ

ヨナ
デ。AttJ.湘

rh部 ～底部推

キ (lH 241m以

底剖
`

4主

`内"し
ながらクト上方 (こ

延びる。踏仕 .j台 .稿台断 デ.κ削期I仕
た部4nt子 1大べ
ラミ才キ (lI 反転復元.

避構山jH■ 購
И

びる.市台は高 くWl面形は

体JFヘ ラミ才

キ (幅 2皿 )。

み JI I用台。

ラミガキ (IIt
反1云復元。和泉ス H

Aイモ 体剖
'内

轡 しながら外上方に

面は台,レJAと 二する。

体都ヘラミガ

キ (嶋 3 mm以

」う.ll・ 剖
'lH

体部～A部ヘ

94J4以 上),

反1二復売。

411内 4■ 嘲
И

方に延びる。fH付商台。高
(l・

12 ma),
(幅 2 TII).

螂
‐

体部内

"し
なが らタト上方に

高台。

ヽヽ
ヽ
獅

巡hlj内 !に■ 醐
ワ

嵩台 rr面形は三角形状をユ 痕面格子状ヘ 和泉系五 器猟 Ⅱ―

Ａ

シ
市台。前台断面はこ角形状
を呈する。朽台勺に「「 」

止 .・ ナデ 反転復元.

世構内41■ 醐
“

延びる。稿台断面は十,形状
体・l・

ヨ コ ナ

体営[外 上方に延びる。附Il

・ j台。商台は

'高

広で駈面は
体部一A部 ナ

班成ミ好i lR‖�復九。

遺IJj内 理主

fh割

'～

底部チ

醐閻
都貼村市台。

k都ナデ。

体部上方に延びる。底部対 4冊 ヨヨナ

苫台、ナデ。

芍
膊
上，．

４

■

胆

反砿彼元`一 部合成

遺lrl内 里 J:

体

“

タト上方に延びる.Httll

嵩台。占台は還イとし低 く
4.f・ ～穴都平

(92)
口漂端都やや尖る。

―.体 部～ lt

キ (幅 i mm)。

石 亦 雲
Itb

反上I14元 。

近|・内埋i (23)

体 .lllく 外 上方に延びる。
コ隷端瀾,九 く1又める。底都
光みをⅢつ。

体H`短 く外上方 1こ 延びる。
口そま端部

'こ

く1えめる。

口徹～熊・ lヨ

同様瑞Jた く収める。口穣

部やや外反する。

ヨコナデ。A
耶ユ ピオサ

4部～え都へ

(74)

林部短 く外 にオに延びる。

部ユ t/オ サエ 部ベラミガキ
省

壮秘内l■土 帷
腑

る段を4す る。に桜部やや
外反し、朗那は九く1又める。

口It～ lA部ヨ 脱威lt好 。ltJAの務班

―-814-―



引止壬号 xr 糾 Fl ,1 器 種 形   態 含■物組成
測
巾

測
ｍ

色
ぃ残Fr■ ４

闘

瓦質■8 上方 tこ lTびる。口な珊部お
II都ナデ ヘ

ラミガキ (,S 班成長好。反ほ復元。

銀

】

口攘都タト反する。日jfA端 部

部に白然莉

反1工複元。口Iチから方

リーンの自然れ。

I“,質
=器

除
れ

延びる.内外面 ヨコナアに ヨナデ。収

“
回転糸切ウ(す

層

主
回患～lA部 ヨ 反転彼元。 Ifれ境 きの

石敦l.q辺
■ 1師 質IPI

体部内4.し な力iら ウト上方に

延びる。内外面 ココ,デ に

よる段を有するr日泳船部

口霰～A部 ヨ

回転糸切ウ(す

のこ掟有り)。

口霰～A部 ヨ

ユQ-28" 辻ll内 狸■
=n,質

r器

体部内暫 しな力ぐら外 二方に

延びる。口霰船部たく収め ヨナデ。人部

よる政を有する。口無珊部

ヨナア.A‖
回転ネ切ウ(す

体部内Wし ながら外上方に
延びる.口法船部九く1又め 回転糸切つ(板

目llt有 ウ)。 取 赤  雲

石放門辺
体君[や や内・Jし ながらタト■

方に延びる。
「

4承端都丸 く

回転～体喜

`ヨ
ヨナえ 底部 口伝～体都ヨ

責構 貫積

反監夕元。艇内系土lT

質工器。

晒脱伽

倅部内守 じながら夕(上 方に

延びる。日霰瑞都光 く,文め
k部回転糸切
ウ,(1蔵 の

礫層下 口嵌 方に正びる。日識部わすか

に外反。口濃船剖
`丸

く1又め

コナア。fLR郡

(PI減 の/1不
口は 一上部 ヨ

方へ延びる。口穣船部丸 く ヨナテ。八部
口な～氏部ヨ

上師質土器

体著卜やや内

"し
ながらウトと

方に廷びる。コ法端.Tj丸 く コナデ。k ロヤユ～氏部 ヨ
栓

PQ-2829 上rT賃 上器

体 .7jやや内管 しな力てら外■

方に延びる。回黒船郡九 く

日恐～底判
`ヨコナデ。嵐部 r‐ 赤 反転復元。

(102)

蜘『
■tT ttt洛

口縁～に部ヨ

It 赤 雲 笹

船雌伽
体部内世 しながらタト上方に

延びる。口TR端 .ljや や尖る。

口,テ
ー体冊ヨ

ヨナア、ltrヽ F

回転糸切り(板

目丈4ウ ).

コ緑―底都ヨ

大希

麺蜘
ＳＸ
割 坐ld用 , る,を有する。日候 II部丸

口伝～氏部ヨ

回転糸切 り。

日li～ 嵐都ヨ 枷
鮒 止冷

整地層 ?
離
И

体削:短 く外上方 (こ 延びる。
口根端部たく1えめる。

ヨナデ。た部
口な～庶都 ヨ

体部内,サ しな力tら タト上方に

珈『
螂
И

延びる。日緑端郎九 く収め

口綜～よ部ヨ

目痕■,)。

回転～に部ヨ

Po-299o ■

",貨

土器
体.ljタ ト上方に廷びる。日霰
船部九く収める。

ヨナデ。f_t部
口緑～Jrt部 ヨ

反1呟復元。

珈融
聰
閉

体部直線的に外上方に延び

る。日法船部九 く,天める。
ヨナア。瓜部

口霰～腹部ヨ

獅翻
土

“

F質 上器 朧
剪

4.Fタト上方に延びる。日霰
瑞部メしく1又める。

ヨナ為 火部
回転～X部 ヨ

賛(
口緑～小部に力W)で歪

珈榊
土 ll質 上器

4部直線的に外 L方 に延び
る。口伝珊部は九く収める。 回に糸切り。

長 赤 雲

石抜周辺
F地肝 ?

体部世撤的に外 上方に延び

る。口塚端部丸 く収める,

ヨナテ,A部
回転糸切

'(す

回族―底部 ヨ

P.l辺

(整地層 !)
主師質上器

びる。口霰・i都九 く収める。

内嵐面 ヨコナテによる段を
コナア。米・●「

口ft～ 氏部 ヨ
長 赤 芸

体者卜外上方
`二

ltびる。口な

射都丸く1又める。
コナア。大部

万組前阿 延びる。ロニ茨瑞都九 くI叉め

体部芭触的に外上方 Iこ 延び
る。口霰端部やや尖る。

コナデ。A部 R赤

鰤触卿
廷びる.口霰瑞部丸く1文め ヨナア。A都

枷納
避17内4■ 上rT質 上器 鵡

陸
方1こ 延tliる 。内IIヨ ヨナデ
による段を■する。口法瑞
.I九 く収める。 のこよ布 ,)。

口桜 一火部ヨ

石坂川辺髪 4菩 FIA線 的にタト上方に延び
る.回霰船都九く封又ゆる。

コrk～ fA訃 ヨ

庫1に 糸切り。
反主彼元。
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lt lR社 オ 器 fl
色
ｍ

肝

帆

醐
榊

体

“

亡ljれ,に 夕(上 方に延ひ
反は独元

味H下
illケ 年に器

体詢
`亡

Ijk的 に外 に方に延ひ

珈榊
方に延びる。口慧珊 I卜 ,と く によ～KM`ヨ 伐■4

枷榊

体割∫亡証的に外 に方に延び
ヨナデ.嵐 部

■師質 liホ

に私～瓜剖∫ヨ

蜘卿
にmi`〔 |=器 第

И

体剖
`内

けしながら外上方に

よる段をなする。に1ヤ ま珊刊
`

コナデ。人‖

にlⅢ 質I器

硼
伽

上側i質
「 器

体‖やや山」夕u米 にタトに方

ｍ
加

朗
莉

上側々しイド
体IF内 ″ しながらクトに方ヘ

剛
伽

る。ロイユ瑞部はやや尖る。

Ｘ２０３
和

る。に徐瑞刊,し くI叉める。
T十。

コな～康 .17ヨ

in質 I器
4営 Fば立気味に夕(上方へ延
びる。日療jn部尖う夕utttに

びる。日泳珊都は九く収め

叫
閉
螂
‐

4判,内

'ゆ

しながら外 に方に
ヨナテ,本 部

J:師 質上器
る。口よ射剖

`や

や失る.

珈榊
叫
開

方へ延びる。二14川 剤
`北

く
ヨナテヽ llk‖

(眸 沢のわ不 II丈 にぶいr 反転彼元。

IrTtt■ 器 びる。口黒州刊
`や

や尖 リタヽ

枷融
螂
勇

る。内外面ヨコナデによる

コナデ。人削∫

Fl辺 隠
レ

びる。 コイヤ珊常卜は尖 り/t味

剛
翻

■llI L器

翻
榊

■ 1“ I上器
l「Bほ 糸切ウ(〕

翻榊
lt・ 訂

`外

L方 に延びる。山クト

る。口|"出古|た く1又める,

口■～(出
`ヨ

翻
榊

上1師 質t器
恒は糸切

'(枚

翻
枷

Ll"Jli器
llN詢

`外

に方に延びる.ロイ|

翻
瓢

し1市 貨■器
体部内」しながら外上方へ

延びる,口 よ瑞‖メしく収め

翻
鞠

方へ延びる。 Iコ 報瑞m`光 く

魏
榊 る。口は瑞mりとく収ある。

口程～A部 ヨ い
０

蜘榊
上側iri器

体都やや内ウ しながらクトJ
コナデ。嵐‖

口il～ ,(11ヨ

翻
和 る。11は

'出

‖りとく1又める。
i菱 ⅢⅢ Ar

翻
剤

lh部やや内
"し

ながらクトに
コナデ。 l」 t引

'

口私～llk詢

`ヨ

瑯
伽

に伽ili■ 器

―-816-―



用  t rl 別 器  祉 形   態
削
ｍ

色
鶴

剖
ｍ

色
ｍ市

れ
器
町

4部内l.し ながら外上方|

体¬I～ 氏部ヨヨ

(FI仕 嵩台).

体部～熊部べ

ラミガ■ (liI 反転彼元。

柳融
PQ-9829 上師■■4 延びる。口霰錦菩卜丸く収め

口it～ A謝 Iヨ

回転系切,(rk
日択4,)。

回様～友部ヨ

よ,

硼翻
味

盛 tl,質土器
体部外上方に延びる。口縁

鶏部丸く1又める。
ヨナデ。瓜部

コ桜～大部 ヨ
長 メ 雲

卿翻
上師質土器

体部亡練的に外上方に延び
コナデ。大部

口隷～な都 ヨ

☆社

融細
昧

盛

4部やや内

"し
ながら外上

方に延びる。口緑in“Ⅲ九く
収める。

コナデ。A部
回転糸切り。

石 赤 な

珈剤
上師賃 上器

‖部やや内曽しながら夕1上
方に圧びる。口嶺鮒都わす
力Hこ タト反して内FF面 ヨヨナ

ヨナデ。底部
ロイよ～k部 ヨ

反転後元。遺物番号0。

PQ-2820 ilT質 ■器 方
`こ

延びる。口秩端部九く

口よ～K部ヨヨ
ナえ 氏都回転
糸切,?(す の
こ芙■,),

日振～flt.lヨ
反転宏冗

=i市
質i器 (114) (9B)

体孤内

"し
ながら夕ヽ 上方ベ

延びる。口綜鶏営卜売 く1文め ヨナ,お fI部 口霰～広部 ヨ

確用 下 ヨナデ。底部
回転糸切,(す

石 赤 一部反霊復元 .

蜘『
k部

に部やや山″ しなが ら夕十■

方へ延びる。口経州部九く

‖ズめる。
晨 赤

螂魏
際

塞 ■1"質
=LPH

体部内掛 しなが らタト上方に

延びる。日巖蛸部丸 く収め
口緑～瓜部ヨ

臨

る

体部洵お しなが ら夕十_L方に

延びる。
「

1霰対吉[九 く1えめ
口森～4啓 hヨ

命 反転復元。

確

盗 す師質■器 延びる。口森瑞 ./1九 く収め

口晟～A謝 Iヨ

減のあ不切).

鰤雌卿
土前,質と器 難

И
14t.I外 上方 1こ 延びる。日緑

端部光く1又める。

ヨナデ。壇部
回転糸切|(す

体部～虞剖
'ヨ

0 栓 戻ほ独元。

藍扁 上師質■器 (138)

方に延びる。体 .fl外面 ヨコ

族部わず力Hこ 外反 じ船部

'Lく1文める。

ヨナデ。 llk訃

回転糸切り(す

のこ求有

')。

石組
Q-3031

整i?
体部ウト上方へ延びる。口緑

端部丸 く対又める,

ヨナ/.底 部
回転系切,(縦

口霰～FA部 ヨ
一部反‖ほ復元。

郷納
礫属下 林部やや内管 しながら外 上

方 1こ 妊びる。口泳射削
`丸

く

1又める。
同 1嗽 糸 切 り

(眸減のため

不明)。

麺納
日松～底部 ヨ

戌黄糧

鰤榊
酷
い

体部内り しながらタト上方に 口TR～ 底部ヨ

回転ネ切 り。

口徐～A都 ヨ

I命
哉資持

fh部やや内
'コ

しながら外上

方に延びる。口縁船部丸く

Π桜～II部 ヨ
ヨナ,。 Fk椰

回 転 糸 切 う

明 )。

反転復元。

鰤融
体部やや内・Jし ながら外上

方に延びる。口法船コ:丸 く

口猥～4邪ヨ

回 転 糸 切 ,

(r置 の務不

口霰～腹那ヨ

伽細
体部やや内りしながら外■
方べ延びる。口法船部丸く
lrkめ る。

口示～体部ヨ

日tt古 り)。

枷榊
口怒

体部内II」 しながら外上方ヘ

煙びる。口漱翡部九く収ゆ i表貴猾 浅資橙

上mi質 土器

体部内Wし ながら外上方に
延びる。口秩船部丸く収め ヨナデ。A割

`

鵡
聰

国族～盛部ヨ
反転復元。

蜘榊
上1市 質土器

4部 やや内,整気味に外 上方
哲

(整地肘 ?)
齢
ぬ

4部 内守 しながら外上方ヘ

ltびる。体部外面 ヨコナア 口4R~体 部ヨ ロイニー体部ヨ
綺 反転復元。

蜘翻
礫扁下 土師質■器 (135)

体刊
'外

上方に廷びる。口II

椰わずかに外反 して回霰瑞
回転糸切り(板

石 赤 雲

柳枷
嚇
И

方へ廷びる。口織・l・ Ⅲ九 く

口伝～氏部ヨ

回転系切,(板
回転～A部 ヨ

にぶい橙 にがい0 反転復7Co

珈榊内
府
雄

体 .Vl・ 直線4Jlこ 外上方に狂び

る。口械端部九 く収める。
怜

鰤和
上師質■器 (147)

体郎やや内麟 しながらタト■ 口縁一氏部ヨ

波資0

方に延びる。口綴船

“

九 く

収める。

ヨナデ。A訃
回転糸切り。

☆糧
反転夜元。
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掲 llk番 号 せ hlj 測  整 測
耐

測
ω

色
ぃ 術    を器

叫

珈和
韓 F7下

略
わ

体部やや内ttし ながら外上
方へ延びる。日霰州部たく

ヨナデ。僕部
陣転糸切,(lk 浅世袴

珈魏
上AFrJ:器 (142)

14・ 部やや内彎 しな力iら タトと

方にたびる。日緑端部丸 く

収める。

ヨナテ。嵐部
(E● 滅のあ不
明)。

回霰～底部ヨ
にぶい竹

燃扁下 方に延びる。内床面ヨコナ
アによる段を有する。□縁 回転ネ切つ(す

口縁―llt部 コ
反ほ復元。

PQ-2a掛 際

盛 ■師質t器 延びる。国俄瑞部■ く収め

口を～嵐部ヨ
ヨナ/.A.T

のこよ右,)。

石 赤 蜜

蜘融
ttlV内型土 上師質土PT lTびる。口繊珊部売 く収め

翻
榊

(126)

体部やや内む しながら外上

方延びる。口縁瑞部丸 く1又

口縁～底部 ヨ
ヨナア。瓜部

枷榊
ヨナデ。底削,

口績～A部 ヨ

珈翻
礫層上臣 ■1"質 J:器

fF部やや山管しな力4ら 外上

方に延びる。内外面 ヨコナ
アによる段 を有する。日緑
瑞都九く収める。

回霧～え部ヨ

回転糸切り(す

のこIlttう )。

口族～氏部ヨ
雀

蜘『
(坐地肘 ?)

■tW質 土器 る。口緑端都やや尖 ウ気味

部
Ａ

ｈ
一体為
鉤

録

ナ
柱

長 赤 雲 奮 ,

主hF質 上器 びる。口緑削
'わ

すかに外反

口徹～賦部ヨ

I「H弦糸切,(板
目痕有り)。

石 赤 雪

枷榊
礫

盤 士前JttIPi 唯
Й 翡

“

丸 く収める。
ヨナア。A喜ト 石 歩

蜘的
(整地層 !

訃

１０

痕

シ る。口憲瑞部メとく1又める。

体 部 ヨ コ チ

え 痕部回14

糸切 り。

IA部 ヨ コ チ

資れ 資攪

燃月下
上含

"質

と肝
l■ 部に立揆ヽ味に外上方に延
びる。回振瑞部丸くJズめる。

コナデ。友部 特 反転紘うこ

痕

骸
びる。口な部やや外反し端

口搬～林部 コ
ヨナデ。人部 石  雲 混■精

翻
納

(101) ヨナデ。底部
回転糸切 り。

口霰～A部 ヨ
反転タテ

石

坐 ■1"質 ■器
体部亡立気味 (こ タト上方に廷

口振～監部ヨ
コナデ。嵐部 ■

蜘袖
盛土 る。口緑珊部九く1えめる。

口緑～体部ヨ
ヨナデ。本部

口巖～産部 ヨ

4剖
`や

や内盟しながらタト上
方に延びる。口桜端部九く
1又める。

ヨナデ.虚 那
回l・ 糸切 りの

口な～k部 ヨ
反卓復元。

翻
榊

確

４

II部内野 しながら外 上方に

廷びる。口森端部

'と

く1又め
口法～嵐部ヨ
ヨナデ。A部

口法～尺都ヨ
反転復元。

渫層 下
■価質土器

体常[タト上方へ延びる.コ霰
端部丸 く収める。

ヨナデ。穴都「
1霰～A都 ヨ

反ほ復元。

卿融
確月下

■師質iL器
体部内世 しながら外 上方に

延びる。に松鶏部丸 く収め コナデ。底都
回転糸切 う。

礫用下
主師質■器

体都やや内
'ク

しながら外上
方に延びる。日桜賠.fl丸 く

ヨナア。A謝
' k倫

嚇
ψ

林部やや内

"し
ながら外上

方(こ 妊びる。口な射部丸く
口織～/1都 ヨ
コナム 嵐部
回転糸切 り。

貨橙

蜘和
礫 LV・ 中 酷

И
ヨナデ。度部 赤 去

卿融
渫屈Ⅲ 峨

И

体部内」しながらタト上方に
延びる。口徐端都九く収め

口族～庶部ヨ

回転糸切り。 賛怜

HI層 下 体那外 L方 に延びる。日般
瑞都九く1文める。

ヨナア,A訃
赤  蟹

礫

盛 ■ 1市 策上拇 (122)

4部やや内轡しながら外■
方に延びる。日縁端部九く

ヨナデ。底部
(撃滅のあ不

にぶい笹 袴

枷和
■前

'質

土器 (144) (■■)
卜

“

F短 くタト上方に延びる。
f3候 端部メしく収める。

ヨナ嘉 底部
口緑～農部ヨ

反転復元。

PQ-2829 方に延びる。口緑瑞訂I充 く ヨナみ 氏部
口緑～氏部ヨ

反転夕元。

pQ-2329 上AT質 土器 帷
И

lh部 直森的に外上方に延び 『ナァ。つ
■i 赤

資金 黄4

礫耳下 体 HIや や内彎 しなが らタト上

方に延びる。国霰端部丸 く

コナア。A./1

(靡 流のため

口霰～点部 ヨ

瑯
和

体部内ψ じながらタト上方に ヨナ為 虞部
回転糸切り(板

回転～痕部ヨ
反蹴夕元。

周辺

(整地属 ?)
土

'市

質上Pi
庶部

体吉F内 サ しな力
'ら

外上方へ

延びる。日森瑞部丸 く収め
回転イ切,(板
目よ在ゆ)。

髭 赤

口緑船部丸 く1又める。

ヨナア。底部
回転糸切り(す 女猾

反1云復元。

-818-



鵜 Ik者号 出土地A 屈 ll 形    態 含有物組成
測
め

副
Ю

と
ぃ 猾   考Ｈ

れ
母
俄

蜘融
(146) 面

“

部ヨコナアによる段を有 コナテち底都
回桜～ム部 ヨ

反転復元。部分的にロ

上

“

F質土器 唯
И

廷びる。日緑船部九 く収め ヨナデ。嵐部
回転糸切 り。

口療～rR部 ョ
反転復元。

翻
榊

体部外上方べ延びる。内底

る。日よ訛部九 く収ゆる。

口様～A.Tヨ
ヨナア。人部
回転系切り(す

口霰～氏部ヨ

翻
榊

(108)

体糾やや内管しながらタト■
方に延びる。口滲珊都メLk

回4R~氏 部 ヨ
コナ/.度部

口禄～A都 ヨ

石れ前劇辺
礫層下

残土
(100)

体部内・Jし な力`ら外_L方 に

延びる。日級瑞部九く収め
口彼～IIk郡 ヨ

蜘細
ill質 ■器 方に延びる。口IJt珊 郎売 く

口巖～A.Iヨ
反1転夕元。

蜘細
聡婦下

土

“

,質主器

体都やや内‐jし ながら外上

方へ延びる。口4ユ都正立気

口霰～4部 ヨ

回転糸切 り。

赤  芸 省

翻
榊

礫層下
射部光く1又める。

コナデ。底証
口松～IA部 ヨ

石組」:面
土師質■器 方に延びる。口縁珊部充く ヨナデ。A削

'

日霰～体部ヨ
反帷復元。

珈翻 盛■月
■師質上器 瞼

レ

体部外 上方に近びる。内外

面 ヨヨナデによる段を有す
る。国秩脚

'光

く収ある。

ヨナデ。成部
回転糸切 り。

怜 反上復元。

4部内世しな力
'ら

夕ヽ上方に
正びる。Πttjh訃九く収め ヨナ為 flt部

槙日frTjう 。

翻
訥

上師質:上器

体部やや内Ⅲ しながら外上

方に延びる。 コ霰端 .llわす
ヨナア・ に部
巨弦糸切り(板

コ泳ヽ八ITNヨ
亦  雲 反恨彼元

石組市 鰤赴
上1市質七器 (1■6)

体都内

"し

な力ぐら外_L方に

延びる。日法瑞都丸く収め
口縁～A.lヨ

珈納
L価資土器 方に延びる。口線鮎都丸 く

口霰_FF部 ヨ
石 赤 雲

周辺

(監地f7y?)
ヨナデ。底部

回転糸切 り。

(196) ヨナデ。A.I

4部外 L方 に延びる。口繊 コナデーA那
回転系切り(慎

■師質上器

回法～底部 ヨ

回lt糸 切 う。

口法一人部 ヨ
反転復え。

ユQ-2829
体部内lTjし ながら,卜上方に

延びる。口伝部やや外反 し
て鶏部は丸 く4kゆ る。

回

'ユ

～庶部ヨ
ヨナデ。底部

回転糸切 り。

残土層 ?
(142)

体部内Ijし ながら外上方に

廷びる。回縦瑞部九 く‖又め ヨナデ。A.l
口嶺～床都ヨ

嗣訥
びる。口秩都わずかに外反
する。内面ナアにより段を

口療～痕部ヨ

回転糸切 り。

燦層下
■ 1師 匠二洛

底

ν
(93)

回転糸切,(板

PQ-2829 疎層 下
体 .Fl内

"し
ながらタト上方に

延びる。日琺船部九 く収め ヨナデ.熊 部
回転糸切 う。

(整地席 ?
土 lT質 土器

体部やや内ψ しながら外上

方に延びる。口霰船郎やや

外反 し、売 く,又める。

ヨナ為 A部

環 171 土tW賀 上器

体部やや内彎 しながら外_ヒ

方1こ 延びる。口霰端都九 く ヨナデ。底部
口俄～体 |・ rヨ

itE質主器
`部

直線的に外上方に妊び
回 IF糸 切 り

(眸 武のう不

釉
士

反t復元

翔翻
盛主層 ? 上lp質 上器

ll部タト上方に延びる。日稼

端部九 く収める。

口徐～嵐椰ヨ
反転2デ

枷醜
上側i質上器 (110)

体 .・ I直立気味に外上方に狂

びる。口候鶏郎尖 り気味に

収める。内辰面ヨコナテに
コナア。庶部
回f系 切け。

日緑～底判
'ヨ I橙

礫

盛 上師質IPi 方へ廷びる。口緻端部売 く
回転糸切ゆ(旗

口よ～氏都ヨ
獄橙 封橙

反1環復元。

獅和
盛■層 ? 主師質と器

倅部直縦的に外上方に延び

る。日霰珊部丸 く収める。 『抑］蜘蜘在り。

口法～嵐吉ヽヨ

獅
榊

都
И

体那やや内管 しな力tら 夕|ヒ

方に廷びる。口霰端部九 く

口器～底都ヨ

回転糸切 り。

螂枷
土師質!t器

除
И
螂
・

4部やや内IJtし ながら外J:

方に延びる。口法琳訃丸く ヨナテ名A部 にホい攪 腱貰持

枷翻
縁

ν

延びる。4部タト面ヨヨナデ
による段を有する。口霰端

口な_FLk部 ヨ
コナデ。A部
回転系切り。

口松―氏部ヨ

翻融
藍用 ト

盛■ Ihl
上師質「L器

体部やや山彎 しながらクトと

方に延びる。口よ珊部九 く

1又める。

ヨナデ。A(席
魔の務不明)。
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4■  ‖ 器

強

珈融
は
る

PTびる。日iユ瑞|`尖 り

'ヽ

味

略

独
flほ 糸切

'。

LttII「 尉 延びる。「 IIよ ‖ややクト反す

枷脚 I■状‖訃メしくI又ある。 イi 坊( よ ,ヽA

邪
弛

協
お

に前i仕 上肝
体剤Iや や内」 しながらタト「

in,ti器
体

“

Fや や内Ⅲ しながら外 上

匝ば糸切り。

枷榊
にな～4吉 [ヨ

に
'Wチ

ti澪
体IF内

')し
な力iら タトに方に

.Tび る。に|よ 鶏部メしく収め

■,Ⅲ ■■器
体詢

`内

,し ながらタト上方ベ

「JI_糸 tl」 り.

「 ll T(に ホ

郷
血

体士【やや内:,し ながらクトI

|な ～人 ILヨ

4剖:正 絋的に外「 方に狂び

る .「線 珊謝
`'と

くlkめ る。

口i報～瓜‖ヨ

珈
榊 る。日澪珊|トメしく収める。

測
榊

tiwr L器

翻
榊 「

“

げi■ .jI
る`内タト�FJ4い ヨヨナデに
よる段を布する。Ⅲlな 瑞削

`

回止糸切 つ

枷榊
「 1市 [1と イ「 (132)

には糸切,(Al

駒
ｍ テによる,を ■する。日よ

ヨナデ。(hi

珈細
報
勇 Ⅲl転ネ切,(lk

珈釉
ヨナデ 氏引

'

枷枷
方に延びる。 E峙本珊れ丸 く ヨナア。(‖

醐枷
味属下に■

4M外 上方へ延びる。内クト
,■ lヵ r・ サc

土llT(■冊
Il部やや内を しながら外上

方に延びる。山Ahi"、いヨ

に

“

,Iti器
体謝

'や

や内|,し ながら延び

に延びる.内 面ヽ 詢
` 

クト前体

那 ユ ビオ サ

翻
枷

4部内コしながら夕ヽに方に
延びる。朴ヤは厚〈

「
呼文瑞

珈榊
昧坪 下

“〕̈味用下

‖前りしく収める。
ロエ～A‖ ヨ

翻
枷

体‖外 に方へ延びる.山 監 ロイヽ～,(イ Fヨ

郷
榊

に111i■肝 た形

ｍ
ｍ

朗
獅

卿
征

―-820-―



器  Ш 形   患
(外面)

含4物組成
副
め

色
彿

測
酌

也
ｍ 備    考

瑚魏
pQ-2a29 L師 質上器 部はやや切E厚 し対部は光く

口黒～底椰ヨ

回転糸切う(す
k 赤 捜 密

勁榊
凍扁下

延びる。口緑端部丸 く収め

口絵～瓜部ヨ
ヨナア。A部

のこよ有う)。

″ 糖 反蹴復元。

翻
融

確将下
体都内り しながら外 上方に

妊びる。口霰端都■ く収め

口秩一度割;ヨ

ヨナ,。 茂

“
回転糸切り(す

のこ主なり)。

口法～A部 ヨ
反転復元。

fIII直線的に外上方に延び

る。口緑船部九 く収める。 榊『”卵土師質土器
4部外

=方
へ延びる。口縁

口霧～A.llヨ
ヨナデ。底部

柳納
盛■埒 ■41 tti器

回IR瑞部丸く収める。

ヨナア。は.T

回転糸切,(板

口霰～A剖
'ヨ

珈瓢
■師質上器

4部外上方に延びる。内面
ヨコナテによる段を有す
る。口隷端部丸く収める。

ヨナデ。底部
回転糸切う(す

口族～束部ヨ
赤  螢 密

卿榊
±4VttIPT FR部 1

4部やや内掛しながらタトL
方に延びる。回伝端部丸く
収める。

ヨナデ。氏都

卿榊
■師質i器 (140) (100)

体部内l」 しながら外上方ヘ

廷びる。口法船部九 く収め
口縁～ll部 ヨ

回l・糸切 り。

靱榊
露土層 i師 質■器

本部内l」 しな力∫らタト上方 1こ

廷びる。口秩端部丸 く1又め

回霰～Th部 ヨ
ヨナデ。嵐部
回転糸切り。

狙 ■

螂榊
■師質土器

方に延びる。内夕(面 ヨヨナ
デによる費を4す る。日伝 回転糸切,(す

翻融
盛■層 ? 雌

Ｗ
体部タト上方へ延びる。口熊
船部やヤ尖る。

ヨナれ は部
田霰～底部 ヨ

反上復元。

翻
融

上師質上器

体部やや内曽 しながら外上

方に延びる。曰霰瑞 .― T・丸 く

1又める。
糸切,?(群 薇

Ｘ２０３
翻

■m質主器
14・ 都タト上方に廷び、口繊部
は屈曲 して上方にltび る。
口霰瑞部九 く収める。

コナ為 底都
口緑～嵐部 ヨ

lrtЁ
『
蛾

柳『
th部 内・Jし な力ぐらタト上方に

・嵐み
翻

穣

ナ
転

反主復元。

Ｘ２０３
和

土師質主器 `部
外上方に廷びる。外面

ヨヨナデによる段を有す
る。口漱瑞訃丸く収める。

コナ/.k冊
回転糸切り(す

口緑一度部ヨ

麺和
主ll質 工器 (138) (105)

体部やや内彎 しながら外上

方へ廷びる。口霰i4部丸 く
回転イ切り(板

目霰～底都ヨ
長 赤 要

枷和
主師質主器 酷

И

体部外上方に延びる。口絨

る。口.l船削
`九

く収める。

ヨナ/.A部 口績～A部 ヨ

主山
'質

■器 (138)
瑞部丸 く1又める。

口緑～嵐部ヨ
コナ/.A部 口霰～庶部ヨ

蜘『 =師
質i器 雌

И
延びる。口法端胆 Lく 収め

口霰～lh“ ヨ
ヨナデ。A訃
回転糸切り(根

口霰～痕部ヨ

責経

珈軸
擦属下

方へ延びる。日隷蝸部尖 り

口憲～虞部ヨ
ヨナデ。質‖

目天なう),

口緑～藍部ヨ
猾 反蹴復元。

上師質上器 醍
И

14.郎 71TJし ながら

'卜

上方に

延びる。口霰川部丸くⅢXめ

口憲一体 .Tヨ

, Fx転 復元 .

上Fl質■器 (130) (90)

体部内彎 じながら外上方に

延びる。口法璃部丸 く収め
回転糸切 ,?

回転～底都ヨ

柳融
船都メとく1又める。内面ナデ コナ,お 本部

口法～底部ヨ

(130)
体部外上方に廷びる。日よ ヨナ為 嵐部

回転糸切 ,(根

蜘棚
上師質上器 「

部やや内llし なカミらタト上

収める。

口iチ ～張都ヨ
ヨナデ。康Ⅱ
回転糸切り(板

日夜有り)。

口漂～lle都 ヨ

PQ― 込29
船吉卜光 く収める。

口感～底都ヨ

回転系切 り。

石 赤 0

五組
PQ-2829 ±4V質土器

体都やや内

"し
なが らタト上

方に延びる。口TR瑞部九 く

口霰一体都ヨ

狙 にぷい0
責綺

反転稜元。

蜘『
方イこ延びる。口様珊部九 く

口霰～A都 ナ

糸切 り (すの
こIIt,り )。

口岳～度都ナ

費獲
反転復元。

蜘榊

141部亡立気味に外上方に延
びる。曰霰船都尖り気味に
収める。内面ナデにより段

口霰～A部 ヨ
コナデ。庶部
回転糸切り。

石 赤 雲 にぶい0

珈枷
itF質 と器

仕部やや内
'サ

しな力【らタト上

方に延びる。口霰・H七【九 く

口法～嬢都ヨ
コナア。氏部

Ej森 ～度部ヨ

上tl質土器 醍
И

体部やや内J JHし なが ら外 」i

方べ延びる。日隷部はわす
かに外反 じ船部は九く収め

コナア。庶訃
回転糸切り(根

石 赤 反転復元。
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形   よ器

枚

朋
ｍ

瑯
伽

Im'11上 肝

蜘榊
:11'′ 1■′十

除
々 社のあ不りD

帖
れ

反ほ独九

蜘
租

叫
陣

ll部内す,し ながらウト上方へ
延びる。コイよ・1部メしく1又め コナデ ,氏 部

Imiヶ にI jr

体謝
'内

ウ しなが らタトに方に
|よ ～,(IIヨ

「■よ～体制
'コ

「

“

F(■ 肝 延びる、には肌出
`九

く収め
口ば糸切,(Ix

擦‖ ト
世物希20`

駆
血

Lttilt「 器
l■削

`や

や内Ⅲじながらタトに によ Aヽれ
`ヨ

Ｘ２０３
和

体引
`内

」しながらクトに方に
コナデ 代前

`

郷
ｍ

Ｘ２０３
悧

タト反じ,tく I又める。

「 ,|― 卜お
`ヨ

日玉■,).

蜘
血

In,4■ 朴
体イトやや内Ⅲ しながらタト1

∞

―

Ｘ２０

莉

よ
チ
Ｌ 111

∞

―

Ｘ２０

榊

体士[やや山●しながらクト「
方にlTびる。「 よ珊‖九く

「 n,ti「朴
Il・ 常[内 ,し ながら

'卜

に方に
延びる。口,よれ

`わ

すかにク|

枷榊
4 反 llr r12う と。

上前ittlrj
に1よ 珊謝I九 く収める。

“

I■ネ切つ(杖

確用 ド

る政を布する。口泳瑞判,こ

蜘
聰

仏
'F山 'し

ながら夕Ⅲにオヘ延

|レ表～ll訂

`ヨ

購
‐

体 II丸 くに ‐
klつ にタトにオに

I缶,,(I器
l■洵∫内オしながらタト上方に
延びる。口よ瑞予[メしく収め

rJほ ～4詢
`ョ

「 ll質 ■汁
延びる。「け女瑞・.や やクト反

ヨナデて八 .lj

ilT質 JiPr 延びる。日▼1瑞

“

九 く1又め ヨナデ。人部

略
た

llhi`や や内ウ しながらクト上

方延びる。内面 ヨヨナデに
よる段をtす る。にけR‖ 瀾

`

にイよ～瓜訃ヨ

のこ夜

`|)。
Il・ ‖内ウ しなが らタトに方に 貰ば復 lt。 一詢

`仝
成く

全体的に[みが

「

じて

卿
″ 「 ll丁(I器 た,レ

L師 質 に肝 先 形 ヨナデ。(引 ,

■師」li jf

―-822-―



lt 構 種 テ, 器 rl 形    慰
(外面 )

副
耐

副
耐

ヒ
ｍ残在イ

蘭
か

器
破

期榊
上

“

,Ifi器
る。口秩端 .T・ 売 く収める。

ヨナ為 蕉 .l

枷和
味

盛 ill質 よ居 定面ヨヨナアによる

'を
有

する。コ隷端部九 く収める。

口緑～太那ヨ

のこ夜有,)。

口霰～A“ ヨ

翻
榊

工前
'質

i器

ll部 やや内・Jし ながら夕にし

方へ延びる。内嵐面ヨヨナ

デによる

'を
,する.匡 材

船部九く収める.

糸切

'!(す
の

翻
翻

PQ-2826 上側F質 上器
体 ,卜 外 上方に延びる。口

'捩瑞部九くlXめ る。

ヨナデ‐氏部
回転糸切,(略

ロヤ素～氏邪ヨ

上師lti器
除
る

方にiIびる。日霰船部メしく

口恐～氏封Iヨ

回転糸切,(す
のこ夜4り ),

翻馳
PQ-2829 味層下 体判

'外

上方へ延びる。日緑 コナア、業部
口Iは 糸切

'(す

「
子景～底剖

'ヨ 黄れ I椅

PQ-2329
を上層

±1“ jti器 延びる.E識瑞 fl丸 く1又め コナデ。庶邪

郷
融

雌
И

体部外 上方に延びる。ロイ求

回転糸切 り。

「 I法 ～民部ヨ

tW持 資獲

硼剤
PQ-2329 土EI質 ■器

倅部外 工方に延びる.口よ

船 .lj丸 く収める。

口i烹 ～氏 .fヨ

回転ヘラ切

'

ロイ
=～

嵐部ヨ

■, 女と

(整地層 ?
土rl質 ■ 71 (■■)

鶏絆 しく収める。

「
I縁～4.41ヨ
ヨナ為 A部 反転彼元。

TRilΠ辺
土師質上PT

II部亡立気味に外 上方に延
びる。口法瑞部九く1文ある。

ヨナア。茂 .ll

期的
4部 亡立穴味に外 に方に延

tplは 糸切 り。

コ燃～底部ヨ

獅榊
4訃外上方に延びる.回よ
瑞れ

'し

く1又める。
回転糸切 ,(F.

旗□慎古,)。

口,ま ～lA邪 ヨ
組 反怯彼元 .

蜘細
コ霰～点部 ヨ

回転糸切 り。

反恨彼元。

蜘細
■lT箕 土器

体‖I外 上方に延びる。ロイメ
E緑 一体謝

'ヨコナデ。氏部

PQ-2931 ■

“

,質 L器
ll部 外上方に延びる。口霰 コナデ。llkttr

口療～氏割
'ヨ

翻
榊

葉屈■

盛■層
上側

'質

■器
体コ

'直

報的に夕(上 方に延び

る。日族対部光く1文ある。
コナデ。A剖

'

口緑～llk‖ ヨ
長 赤 猾 反ほ復元。

体部直R●k的に外上方に延び

る。日依鮒都■く取める。

に徐～求‖ヨ
コナテ祐虞‖

のこllt右 ウ).

rl器 ～点部ヨ

体部やや内ψ しながら外上

方に延びる。内外面ヨヨナ

デItよ る,を /1す る。口擦
船部丸く収める。

口縁～tt邪 ヨ

回転糸切つ(す

珈和
tI.ll直 立夕ヽ味に外上方に延
びる。日緑船判

'わ

ずかに外
¬縦～A部 ヨ

明女協 明女召 反城復元
`

礫層下
林 IF外 上方に正びる.口拡
端常F九 く1又める。内llk面 ヨ
ヨナデによる段を有する。

回鷲糸tl,(す
橙

枷融
止ll質 ■器

fI部 やや山サ しながら外 1

方に延びる。日赫船郎丸 く 沐 雲 社 =本
い■

盛  上 il市 質主器 (146)
体刊

'外

上方に延びる.口器 ヨナれ 底部
回転糸切り(板

目ttri,).

枷翻
延びる。口霰船部丸 く収め

口縁～ll.Tjヨ

回転系切つ(す

のこIJt4,)。

口森～IIt.llヨ

卿触
礫屈下 体剖

'疵

く外 上方にltび る。 コナテー庶部
回転系切,(板

口ri■～瓜‖ ヨ

貨構 lt椅

柳融
茫■扁 上師質土器

4部短くタト上方に延びる,

に法―底部ヨ
回線～人部ヨ

4部狂く外上方に延びる。
回転itnコ :光 く1又める。

コチデ。A部
口孝～AⅢヨ

と

'W箕

■2,

II部 疑 く外上方に延びる。
回森端部九く収める。内雨
ナアにより,を ,す る。

コナデ。(部 口法～八判∫ヨ
成資金

イ地V?
体部短 く外上方に延びる。
日艦瑞部たくJ又ゆる。

ヨナア。度 .7F

回転糸切り。

口激一人部ヨ
浅☆精 浅資袴

枷榊
凍

魅 口iF瑞部メしく収める.
ヨナ,お A部
回嶺糸切り。

口緻～庶部ヨ
赤  雲

翔蜘
倅部短 く外上方に延びる。
内Flk面強いヨヨナアによる ヨナ7.瓜部

回転糸切り。

口候～広部ヨ
k 赤 反転復た。

礫用下
体部毎 く直執 llJに外上方ヘ

廷びる。口績鶏部九 く収め ヨナテ。A部
回に糸切り。

口縁～底部ヨ
石 赤 =

(WX地 扇 ,)
士師質上器

体

“

短 く外 上方に延びる

日Ik端謝
'光

く収める。
ヨナア。八部
回転糸切 り。

ll■ A竹
一部反転夕元。
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，
刊

ｍ

色
的

器

帆

栓

胸
蜘

ＳＸ
榊

に法～体剖
'ヨヨナデ。八れ

`

にオよ～べれ
`ヨ

に1よ～
「

ヽ
`ヨ

コナー.)ヽ 11

枷胞 取ナデ。，

を4す る。日承‖剖
`/tく

1ヌ
」l・A糸 切 ウ。

に霰～κ削
'ヨ

上1,Vi Ji器
Π松北‖,tく J又める。 恒ほ糸切,(lk

にIAヽ 八 m`ヨ

∞

１

２０

＝ 山瓜巨Fナ デによる段 を有す

郷
湘

コナデ。A詢
`

」は～Aン [ヨ

叫
И

コイよ～八古

`ヨ

J私 ～八部ヨ
lt女鶴

蜘枷
ロイイ～氏れ:ヨ

ヨナデ。(刊
`

せ社内坤オ|

体士[灯 くクトJi方 に妊びる
コナデ`(剖

`

I法 ～入れ
`ヨ 士椅

「 mi!i■朴 ヨナア。人 ..
|」な～A那 ヨ

勁枷
体部女ザくタトL方 へ延びる

」よ～氏IIヨ

ロ夜t,,,

ロイよ～(1[ヨ
反転復,t。

体刊
`短

くタトに方に延びる
ヽ 坊で 反は彼 Jc.

Im,質IPF コナデ、A刊すにl lj～ 止‖ヨ

３０
れ

２０
Ｈ

ＳＸ
出

コナデ。A‖
`

III～ 瓜出
`コ

∞

１

２０

ｍ にオ瑞削りしく】又める。

に,Iよ ～(刊
'ヨ

4イ [短 く夕十1方 にlTび る
回 ば 糸 切 り

(す の こ夜 布

R 亦 ″

■市,質 にrj
士む

融
枷

休削
'灯

くウトに方 (こ 延びる,

跡
血

ヨナデて l」R詢

`
責■

翻
枷

に時よ～A‖ ヨ
ヨナデ。に引

`

コ黒珊詢

'し

く1又ゆる。

獅
蜘

ＳＸ
榊 口漱珊部メしく収める。

コ|よ～

^‖

ヨ

L制

'質

上2t

」よ～べ‖
`ヨ

には糸切
'(す

」
'求

～K祁 ヨ

翻
榊

土付,質 に器
:Itユ～▲..ヨ

度 lt rlt元。

邪
融

弔
И

1′:～ (I,コ コ

鰤胞
山氏面|ヨ ヨナアによる段を
4する。日法・・詢∫九く収め
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と
ｍ

ri弦 川辺

コナア.八削:

rix″ 1辺
i'‖な(JIト 「けよ4‖ 前

`や

や尖る。

|けよ～llkれ

`ヨ

体I[Ⅲ く,[立 夕ヽI人にタト1方

Ⅲlは糸切 り,

柳胞
に延びる.に

'ヽ

瑞‖メしく1又 度ば,うと,

It

Ｘ２０
榊

灰は彼元

!11▼ ,1:ホ

ittIIⅢ ,長 よ, 灰は/12,し

ょ fJm`,と く1又める,

「 llテ (「朴

ll・ ‖0く タト「 方に延びる

ll‖

“

くクトに方に延びる。

にによ～4淑
`ヨ 『

肺

翻
脚

ば/12,と

4‖疵 くクトに方に延びる。

にれ,f〔 に器

林

“

ナ|く クト「 方 こ延びる ヨナデ。人キト

「 mift L朴 ］抑］］Ш一中熊Π ド

「

‖灯 くクト「 方に延びる

(‖ 短くクトに方に延びる

l● Wド 仕詢
`短

くクトに方に延びる コナデ。lFt判

'

■

“

ι〔L器

4削
`灯

くクトに方に延びる

珈
鰤

■■社内J!上 「 価ll上 任
にはヽ体耐

`ヨ

に時よ川部たく

'Xめ

る。

榊
ｍ

仕士F飩 くタトに方に狂びる。 に時く～体‖ヨ

いにネ切う。

ll I`短 くクトにオに延びる

体古[灯 くクトに方へ延びる

蜘脚
1「 1lF(1■十
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薇 ,1 器 Ⅲl 形    態
測  整

(内 面) (タト面)

機
耐

と

ぃ ‖i   考
残存キ

市

働器
瞬

(整地層 ?)
体部 I・ く外上方 (こ 延びる。
口霰端鯛 とく収める。

コナデ。A剖 :

体部 I・・く外上方イこ延びる。
口縁船部九 く収める。

ヨナア.A苗 [
口IA～ A都 ヨ

PQ― 丞29
疎

必 土師質土 Pi

口縁～A都 ヨ
ヨナデ。A部

口緻～A判
'ヨ

倅部短 く外上方にttび る。
口よ船部九 く収める。

口″～瓜.lヨ

ヨナデ。Al・

日痕有ウ)。

口,表～底部ヨ
波費構

盛i層 ?

口li・ n部 九 く収める。

回黒～氏都ヨ

赤  雲

郷
撫

凍

盛
仏 .l鞭 く外上方 1こ 延びる。
口凧報部丸 く収める。

コナデ。底部 「
i法 ～嵐都ヨ

なlx別 辺
土ll質 ■器

体部短 く外上方に延びる。 回転～llk.T・ ヨ

資℃ 士猾

遺tl・ 内lI■ と師質■器

LI隷 ～穴 IIIヨ

ヨナテ。底部
回転糸切う。

日泳～虞部ヨ

=師
質主器

体 nrN短 く外上方に延びる。
口巌～底都コ
コナアお 氏部

反に夕元。k部 スラグ

I“,質 ■器
ヨナデ,度 謝I 口霰～水

“

Iヨ

女栓

ユQ― 必カ 上lT貨 土器
内痣面ヨヨナアによる,を
有する。回急yJJ HI丸 く収め

匡隷～八割
'ヨヨナデ.lR部

日法～llt那 ヨ

ill質 よ器

ll部灯 く夕ヽ L方 に延びる。
回ヤ求瑞部九 くI又める.内衣
而ヨコナア (こ よる役 を有す

コナ /.体 .ll

猾 反:は彼正

(イ l thW?)
flt部 短く外上方に延びる。

曰緑～庶部ヨ

回転糸切り(枚
長 赤 反転復冗

体部■くタト上方にたびる。
口縁射部丸く4又める。

口霰一体剤
'ヨヨナデ。k部

明 )。

にふい横 反転復す

述lllttlf■ 土tl質 土器
口織瑞苫卜丸く収める。

回骸一体部ヨ

国‖ほ糸切 り。

鰤訥
外部拉くタト上方に延びる.

口4素瑞部九く‖文める。
ヨナ7.氏部

日程～lA部 ヨ

黄構
反転復元.

川辺

(整地層 ?)
II部 短 く外上方に延びる

口稼璃部売く収める。
ヨナデ。人部

口ri～ A“【ョ

枷納
PQ-2ψ 9

序

上 (ll1 5)

口法～底常

`ヨ
ヨナア

`氏
部

口霰～ム部ヨ

(路地肘 ,)
上師■■器 鵡

い
ll部 短 く外Iナ に延びる。

Ll桜 ～体 1ト ヨ

7H 長 赤 反Fr復元

枷醜
嚇
И

4部々くタト上方へ延びる。
IH根 射部九く収める。

ヨナテ七 嵐部
回転糸切 り。

橙

4訃短 くウトヒ方に延びる。
fH:兵 射都丸く1文ゆる.

回転糸切 り。
粉 反張夕元。

柳榊
碑

盛 上

'W女

■器
内虞面ヨコナデによる,を
なする。口よ報部九く1えめ

匡霰～八部ヨ

鵡
脇

4部直立気味に短く外方ベ

をびる。回よ鶏部九く1又め
回徐一体部 ヨ
ヨナデ。IIt部

回転糸切 り。
n 赤 浅養怜

体部を く外上方べだびる。
口績～度那ヨ
ヨナ為 A部

寵のあ不明)。

口霰～八部 ヨ

上耐質上器
rH族 謝 .l九 く収める。

回転糸切 り。
橙 戻ほ復,

iれ,質■怒

4.rll覚 くタト上方に延びる。
内痕面ヨコナアによるFxを ヨナア.llt部

卿榊
外部ウト上方に延びる。口稼
船部

'し

く1又める.

口怯～氏部ヨ
ヨナア。べ封I

反ほ復元。

(整地層 ?)
と

'W′

1上器 4都灯く外上方に延びる。
曰な鶏部光く収める。

「
f素 ～氏 ./'ヨ

珈翻
上師質■器

4都短くウト上方に延びる。
国秩船部光く1叉める。

には～庶部ヨ

土ll賓 」
=器

体部疑 く夕l上方に延びる。
国な珊部光 く収める。

回転一体苗[ヨ

眸
カ

II部 を く外上方に延びる。

口よ～体部ヨ

(14減 の務不
石 赤 督

`こ

ぷい精

礫Fr下
4部灯く外上方をびる。日
経珊部丸く収める。

ヨナテ。収部
口i余～▲剖:ヨ

枷和
4郎短く外上方べ延びる。
口法船部丸く1又める。

ヨナデ。底部
H縁～底謝

'ヨ

枷和
上lTll■器 林iF短 く外上方に延びる。

,コ i揆賠郎丸 くJ又める。
コナア。よ青

`

日法～八剖
'ヨ 女袴 女4
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件 卜「 ,レ   態汁
恨

体剖
`定

くクトよ方へ延 びる。
に

'よ

瑞那尖 リタヽ嘲tに 収め

獅
蜘

「ilk門 辺イ ‖コi抱 くタトL方 に延びる。

工1市 ■に小
体¬

`″

くタトと方に■びる。内

る。|によ恥判
`'し

く

'ズ

める。

外�Fヨ ヨナデによる
't4す

石 か

ネll,(上 1嗽 の

蜘『
ＳＸ
莉

石弦川辺 体イトl・ くタトL方 に妊びる。

珈枷
¬イ大乳れ

`'と

く1又める。山氏 ヨナデ.尺 |` 灰は彼 JL。

０３０
ｍ

ＳＸ２
榊

■ll ti上 淋
回
=珊

mりとく1文める。

的
師

ＳＸ
和

除
々

氏

デ
．

よヽ
ナ

Ｌ

に,,質 にお 吠面ヨコナデによつ段をイ「す

JI転 糸tl,,

内‖iヨ 〕ナデによるrえ を布 コナテ。A刊 ,

IIN洵

'l・

く外 に方に延びる。 コナデ.八 3`
Iイ |

翻
枷

聴
れ 口,珊 ‖九く収める.

灰|は彼 ,t。

L師 ケ〔にお 明
調

によ～llt冊 ヨ

翻
伽 「

ユ瑞削
''し

く収める。

辺
ｍ

朋

仰
鵬
お

“

洵
`Ilく

タトに方へ延びる コナデ。八れ
`

JI“,,tl器 (80)

にlil～ 瓜1`ヨ

ll謝 I丸 く夕|に方に延びる。
「Jiよ Vti`九 くJ文める。

に

'1～

氏‖ヨ

腑
胞

朧
〃

「
Iよ‖れ

'し

く収める。

上側
'1:に

器

「
i章北詢りしく収める

`

‖I卜 灯くクトにツチに延びる

「
“

,′と1器

上前ill「 器
体れ

`灯

くクトJi方 |こ 延びる.

際
４

F声 [IIく タトに方へ延びる

「 iよ射部りしく1文める, I` (F

ヨナデ。八 Iト

珈榊
林 }卜灯 くクト上方に延びる。

にi∫～A耐
`ヨ

∞

１

Ｘ２０

ｍ 1峙よ】Im,九 く4又める。

l.h`短 くタトに方にjIび る。内
末niヨ コナアによる段を4す

ヨナテ。Ц∴
`

蜘
榊

味用 ,

,け(珊部,tく ,又める。

在する。口な¶訃′とく収め
匝‖工糸切り。

灰‖ばr12,t
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鶴敲希号 II 別 形    態
測
耐

ヒ
ｍ前

ｎ
冊

強

体部短 く外 ヒ方に延びる

口法船割
'九

く収める。
ヨナア。k部

硼袖
鮒腱硼

上側ill■ 器

体著

`短

くタト上方に延びる。

内た面ナデによる破 を在す
る。口霰瑞部九 く収める。

口,よ ～林剖
`ヨ

体・lj～求

'Fヨ
【
鮒 獄咎

硼融
疎

魅 “

部短くタト上方に延びる。
山戌面ヨヨナデによる段を
4する。口縁珊削

`た

く収め

口TA～ A削 :ヨ

ヨナデ,凩 都 に緑～嵐部 ヨ

世構 jlt格

螂馳
上伽

'質

■器
体吉F行 く夕ヽ上方に延びる。
ロヤ女瑞都丸 くIXめ る。

ヨナデ

`真
部

に霰～IIR部 ヨ

渫

魅
購
И 「

部感 タト上方へ延びる

日秩瑞部九 く1文める.

コチテ。八部
口法～X吉 [ヨ

卿翻 密止用 ?
i闘 ,質 ■器

日縁 コナテ。氏訃
コ秩～崖喜トヨ

Lmi質 ■器
14.7'短 く外上方へ廷びる。
口絡船部九く収める。

口法～llt・ |ヨ

コナア、大部

枷枷
上mi質 ■器

ヨナア.ム部
回転糸切 り

コ法一氏都ヨ

(整地用 ?)
体都厄 く外上方 1こ 延びる。
口秩珊詢よ九く1又ゆる,

コナデ。llk郡
口松～八削

'ヨ

柳撫
際層下
盛■ lyJ

rhm,短 く外上方に延びる。
口霰船那メしく1文ゆる。

ヨナデ。AVL
ヨ法一llk剖

'ヨ

上師質土器
匡Iイ ナ珊部 )し く収める.

「
l緑～収・・ljヨ

コナデ.ム部 密 反1は彼え

石弦別辺 齢
И

体部練 く外Jittti延 びる。
口凧琳部丸 く収める。

コナデ。底部

輩地層 ?

体割
'煙

く外 上方イこ延びる.

口霰瑞椰九 く1又める。
回転糸り ,9

口霰～嵐部ヨ

珈翻
上FI質 上器

日秩～痕部ヨ

回転糸切 り。

赤  套

4.Tj灯 く外上方に延びる。
□根～茂邪ヨ
ヨナア。A部 石 長 赤

期和
礫 FV・ 下 体・lj短 くタトL方 に延びる。

El霰琳常[九 く1えめる .

ヨナデ。IIt刊

`

口桜～A部 ヨ

オ績 資締

石敦周辺
上

'"質

■器

|コ 扶～A都 ヨ
ヨナデ.llt判

`

口よ～k部 ヨ
反転夜テ

珈翻
口繊船剖:'と く1文める。

口綜～lx‖ ヨ

回転系切,(貯

賦の力不明),

r篠～IF‖ ヨ

上1"質 ■器
4部妃くタト上方に延びる。
回霰瑞削

`丸

く収める.

回転～大 iFヨ 口縁～XttFヨ

体古卜短 くタトL方 に延びる。
口執垢 II九 く収ある。

ヨナア。た.4j

体都夕ヽ 止方に延びる,日法

十袴

(整地層 !)
醜
И

体

“

【短 くタト上方へ延びる。 コナア。lA.ll

体常卜短 く夕1上方へ延びる

口桜瑞判;丸 くI又める。
コナデ。氏部

体削
'短

く外 に方に延びる

醜
開

体削
'煙

く夕ヽ に方に延びる。 体部～底部ヨ

口怨船部やや尖 ,欠味に収

船雄
体剖

`短

く外上方に延びる。

VIL層 ?

体部拉 くタト_し方に延びる。
口霰期 T.た く1又める.

(輩地用 ?)
酷
И

‖.lj短 く外上方にlTび る。
口霰端音Fやや尖る。

輩
'芭

属 ?

体 .lj4・ く外上方に延びる。
口縁瑞部九く収める。

枷榊
よ

“

,質 ■器 帷
И 回転系切

'(板

枷和
上lT質 ■器 酷

И
体部lfjく ウト上方に延びる
日は船訃九く1文める。

ヨナデ。本部
回転糸切り。

口怯一A君トヨ

石組■面
Lll資 ■器 醍

い
体部短 く外 L方 に//rび る

に緞船胆 しく1文ゆる。
ヨナデ。▲吉[

口松～A剖
'ヨ

柳『 伽卿
上側i笠 ■器

f4靭範く夕

`上

方に延びる。
口霰・.・部丸く収める。

ヨナデ。 llt引

`

口凧～A・ r・ ヨ

資n

枷翻
除
た

体・lI・ くタト上方べ延びる。
口霧船郎九く収める。

口よヽ体 .lヨ
ヨナア。庶部
(常 減のあ不
凋).

口霰～康部ヨ

■

'“

資Ji器
|1減 珊部九 く収める。

ヨナふ A.Tj
回転糸9・」り。

石 赤 よ 反転復元。
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削
巾

と
ぃ

ω

ｌ

２０

訥 「
||～ (‖

`

IIttjti Pr

碑 l llド

上

“

,す 1に Ff
Ⅲ前∫灯くタトし方に延びる.

体古[IL〈 クトに方に延びる。

イ「する。
「

ITi II前∫
'と

く収め 反ば彼冗

胞曲 「
1,Ⅲ 嵩七[ltく 収める。

第2包 ,用 灰1工 在元 .

ｍ
ｍ

翅
榊

＝
И に11珊

'Fは

/tく 〕文め4D。 「
よ κヽ前

`ヨ
1( 亦

剛
榊

は〕
`短

く外上方にたびる。内

「
暗ナ～人 トヽヨ

体‖ナ,く 夕ヽ L方 へ延びる

■判
`灯

く外 にオに延びる。内

る。口;よ 乳‖メしく収める。

体部窟くタトL方 に延びる。
ヨコナアによつ!を ,す LIは ネ切り

上師11■ 器 体ヤFケ

'く

クトに方に延びる。
Iによヽ 体莉

`ヨ

に止ネ t」 り

lk地トイ?

体i`灯 くクトに方に延びる。

に

“

ft■ 7j
は
お

lh詢

`lvく

外「 方に延びる。 コナデ,Aれ ,

雅ilk川 辺

珈榊
口iよ 1士 士卜尖 ,気 味 こ収め

ヨナア.(1ト

に1無 止ヽ¬
`ヨ

０３０
的

理
榊 |けよ瑞部ブしく,又める。

脚磁継酬
ヨナデ。A‖ ilk 【

鮒

卿蜘
に1げ JtIPI ヨナデ。人 H`

体ヤF短 くクトに方に延びる
1桜 ～■1'ヨ コ

ヨナデ。 l」R油よ

上1市 1lIP. ‖洵
`灯

くタトに方に延びる
口怒～,ヽ削

`ヨ

２０３
血

ll辺

灰は彼うと、

枷胞
L缶 ,rlに P・

体

“

灯 く

'卜

に方に延びる

いばネ切り.

郷
融 ヨナデ。(‖

`

赤

渤
れ

「

‖ 11く クトL方 に延びる。
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ILlに FI与 Ⅲl,J PI fl 形   態
測
め

測
耐

色
ｍ器

破

脚伽
礫用下

上側i rl上器

体 rll短 く外 に方 1こ 延びる。

山底腋iヨ ヨナアによる猿 を

なする。 」朕訛部九 く収め

コ松ヽ八剖
`ヨ

赤  雲

|」 法～た部ヨ

ロ艦糸切 り。

猾 反1漱独た。

枷細
L師女■訃 (711)

II・・F狂 くタト上方に延びる ,

日緞船削
'九

くTkめ る。

lJヤ家一体祁ヨ

■師資■器 唯
レ

体コ
'獲

く夕Ⅲ上方に延びる

「H4j船引
'丸

くIXめ る。

口なヽ八那ヨ

体部短 く外 上方に延びる

に14去対部九 く収める。
コチデ。A訃
回は糸切り.

14・ fllj短 く夕
`上

方に延びる。内
k面 ヨヨナデ|こ よる

'を

有す コナア.瓜 部

螂榊
II部短 く外 に方に延びる。

口承琳部九く1又める。
Fklは独元

上lI質 ■器 鵡
鶉

4椰灯 くウトL方 に延びる

口呂船都丸く収める。

口秩～A‖ ヨ

体吉Ⅲ短 く夕Ⅲ上方に延びる
` ヨナデ.代部

回鷹糸切り。

に霰ヽた部ヨ

Jitl T土器
口徐～flN都 ヨ
コナテ。氏tF

体 .TjI・ く外 上方へ延びる

■

`

イ地属?

体‖狂くタト上方にlTび る
にな鵬 F丸 く1文める。 口Ⅲ糸切り.

口様～荻邪ヨ
It 坊ミ 雲 反悦稜π

鰤榊
ヨナデ。人・ll 石 赤

よれ il構

柳翻
盛上扇 ?

ll剖

'朽

く外上方にiFび る。 ヨナア。水瞥

`

珈翻
■1"丁 (■器

体都短 く外上方に延 びる

lilth船 部

'し

く収める。
■

報
И

11,～ A都 ヨ
密 rtほ 独元。

ⅢlⅢ 質■器
“

.l llく タト上方にlFびる。内

る。「 ‖Vi謝りしく1文 める.

整地W?
体報IItlく タト上方に延びる。 ヨナデ。knlj

コ,ま 庶ヽ部ヨ
よ栓

螂枷
W/1L屈 ? `割

,主 立穴味に
'卜

上方に延
びる.回惑船部メしく1文める。

ヨナア。氏部 に示いTA 反:隊独九て

枷悧
上師!t」と肝 口語船郡九 く収ゆる.

に1森 ～代

“

ヨ

回T_糸 切り。

瑯
伽

に伽iμ l止器
体 .ljt・・く外上方べ延びる

日巖珊古F,と くlXめ る。

口触～A‖ ヨ

翻
榊

PQ― あ29
4‖ j・Jく 外に方に延びる
にTRttal'九 く,Xめ る.

には糸切 り。

四Iよ～べlFヨ 反げ彼元.

鰤馳 整地序
ヨナテ。llttF

l「_ほネtDり ,
IVl桁

鰤榊
口lt鶏 吉F尖 リタヽ味 に収め コナデ.A▼ F

回は糸切り。

口法～A削
`ヨ

引
動

ｍ

ｔ

Ｘ２０

釉 PQ― おカ in,質 ■71
体部命 く外上方 1こ 延びる

口法瑞部

'し

く収める.

口恐～A椒
'ヨ

4部′,く 外上方ド延びる.

凶柏Fヨ ヨナデによる段を有
する。口

'求

瑞Ⅶ,九 く収める

口怯～八・.ヨ
Ik転 宏元

`

ilTrl■ 器 コよ rt部 やや尖る.

コよ～氏部 ヨ

ヨナテ。fFr部

■ttV〔■器 体宙F短 く外上方に延びる。
ロイナ瑞部丸 く収ゆる。

コ徐～氏謝:コ

る。コイズ繋』光く,め る. 回転糸切り。

「Iは ～A.ljヨ

枷榊
に″～に苫Fヨ

」転糸切り。
赤 反は復元。

PQ-2329 倅部覚く外上方に延びる
日は鶏▼F丸 く,Xめ る。

ヨナテ.八 出
回転糸jll'(す

コ,テーに.|ヨ

陳用下
Jittitt■器

体都短くタト上方に廷びる。
日お瑞部九く収める。

口法～llt判

'ヨ

石恢・l辺 ll fl短 く外 L方 に延びる。
「,法珊 Fヽ九 く収める。

に1扶～え .1/ヨ

回転糸切 り。 栓

IFl lト
4部短く

'卜

上方に正びる。
内喧面チデ(こ より段をなす
るて日法船都ユしく収める。

口I家 ～佐営Fヨ

1コ に糸切う。

休部～llk苗トヨ
長 赤 芸

珈鰤
石阪I.lll」

幣ltW? ■1市 賃上器
体部灯 く夕ヽ上方に延びる
コ譲船Vl丸 く収める。

ヨナデ。(部
回ほ糸IJlう 。
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よいに希ケ
Ｗ
れ

也
ｍ卜

゛

ll洵 ,チすくタト「 方へ延げる。 ヨナテ。氏 m`

‖灯くタト上方に延びる �よ―氏‖
`ヨ

『
船

体ll灯 くウト上方に延びる.

蜘
融

■

“

,P,I器 「

出身|く クト「 方■延びる。

JⅢⅢti「 冊
叫
μ

lliFllく タトに方に延びる
●1ュ肌m`,と くlkめ るマ

翻
卿

ヨナデ (1ト

イ1共
'詞

jll

:111,Iイヤ
体袖

`灯
くタトに方に延びる

郷
謝

■ttitti器 li」ヽ

体詢:灯 くタト上方に■びる

反は IjE′ と

ｍ
ｍ

ＳＸ２
榊 帥�

I:1l Fi li'ヤ
llN詢 ∫灯くタトに方に延びる

「 I工‖刊I九 (1ズめる。 枷ナデ。嶋帥」に
'W▼

とに器
/1N‖ た|く タトに方に延びる

反は独,し .

度は彼ウt( 勾たm中 央

畑
蜘

ＳＸ
榊

捌:HI灯 くクトにツチに延びる。 (一 代前
`ヨ

いはネ切
'.

∞

れ

鞠

棚 に

“

,Fiた 淋
i扶 ～ 削ヽ

`

11は 糸切 つ。

Ｘ２０
榊

は
，

"ば
糸り ,。

ヨナデ,,ヽ 細
`11ば 糸tlり 。

休 Hi灯 〈夕ヽ 1=ノナに延びる。
コは吼部メしく収ある。

ヨナデ。(mI

|ケ 」(

体IF内 ウ しながら夕ヽ に方に

廷びる。にlil瑞 訃ややクせる。
に 赤 ■

「 血it L出

I,

卵帥
1と

'市

Pi l■ 1

醐
舶

1■ ,丁 th‖

∞

！

潮

榊

駆
ｍ
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i副   半 也
ｍ器

碇

,ti'耳
朗
辺

肝
間

仏 lrヨ ヨ ナ

‖L・ 注■オ1 反ほ復テt

「mirに 器
体常[打 くタト上方に延びる。

「
(∫北‖りと(lkある。

ll・ 常[′ |(タトに方に延びる。

柳�べ，レト

llN‖

`灯

〈J線 ||に タトヒ方ヘ には～大部ヨ

に
'市

rtJi器
IINm`短 くクトに方に延びる.

卵帥
倅m`庄 くクト上方にlfび る によ～人‖

`ヨ

体都泣 く外上方に延びる。
「

はヽ人m`ヨ

珈価脚
反,呟彼元

は
お

イト刊:航 く夕(上方に延びる。

rl.袖

`l・

くタトに方に延びる 【
附

いほ糸切 ,。

■

“

,ク t上イド 14部チサくクトJi方 に延びる。

(イ地,?)
聘

μ
体部灯 くタト■方に/yTび る。

ヨナデ。人削
`

i“ ,■ :L邸
唯
お

体

`F行

くクトL方 に延びる

体訂iれ くクト上方に狂びる′

¬イド珊‖メしく‖文ある ,

lllL戸イ?

Ｘ２０
榊

llN‖タトに方1こ 妊びる。
「 ,よ

にれ,質 I器
¬無北‖メしく収める。

にmi質 ■朴 内面ヨコナデによる技を,

∞

ｔ

Ｘ２０

榊
体洵

`拉

く外 に方に延びる コナデ.ヽ ¬
`

コイよヽ ,ヽ 部ヨ

体‖短 くタトに方に延びる。 には～ぺIFヨ

ll・ ‖短 く外 Ii方 に延びる

邪
報

「 法ヽ林部
`ヨ

I命

林常[庄 くクトに方に延びる。
lllクトな顧i中 心イJ近 にす孔

|けRヽ 体刊
`ヨ

翻
榊

体部霊 くタトに方に延びる

イ地‖?
■約i丁〔L器

lIN刊

`灯

くタト上方に延びる
に

'朝

1部九く収める。
コナデ。Am`

コナデ。八Wi

鰤側

「Ⅲよ―虫剖∫ヨ

赤 =

鰤例
は
れ

卜占IIヽ くタト■方に延びる`「
よ璃判

`九

くJた める。内た面iヨ ヨナデ。人剖
`

辰ば夕九。

In,11■′ド
ヨナテ 氏れ

`

「
,女瑞訥,メしく‖火ある。

叫
々

14N刊

'れ'く

クトよi方へ延びる。 1■ ヽヽ コ
`ヨ

範

！

Ｘ２０

榊 にlT;t i jj
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担 llj れ
'別

祠  4
(タト而)

制
ｍ

湖
ｍ

色
ぃ I「    を器

似

石lRJ=面
上師質止器

体・・ア|く 外上方に延びる。
Iコ よ‖部九く1スめる。

口な ～lh冊 ヨ

alほ糸切り(板
長 赤 装

`部
lilく 夕1上 方

`こ

延びる。
口よ珊胆 しく1叉める.

コナデ。IIk那
口な一瓜剖

'ヨ 黄枡 貨栓

礫席下 f4部 灯く舛 上方に延びる。
口緑iln部 メしく1又める。

口緞～▲訃ヨ

瞭属下
船都メしく収める。

日器～FLt都 ヨ

赤 雲

■

“

,rli器 回転糸切つ(す

のこlR4ウ )。

日隷～庶謝
'ヨ

体部 j・ く外 上方に延びる。 ヨナデ。度部
回転糸切り(す

pQ-2829 瞭

班
体 ,卜拉 く外上方 tこ 延びる。

口緑～A部 ヨ
コナテおA部 長 赤 雲

ｍ
揃

ＳＸ２
血

PQ-2930 上師質上尉
f4・ 都度 く外上方に延びる。
口緑琳部やや尖る。

ロイチ～嵐部ヨ
コナア。べ剤

`

石 赤 螢

柳帥
上れ,質 上器

口般瑞鯛 しく,め る。
コナデ.A部
回1・/糸切り。

上Ap質 土A
口般珊常

`丸

〈収める。

回霰～氏部ヨ

回1エ ネ切ウ.

反帳復元
`

盤i層 ? 上加質上器
口ll珊・ l'し く1文める。

口繰～■Ⅲヨコ

繊のか不明),

にバい枡

PQ-2829 味脳下盛」 上師質 上器
口III瑞 部丸 く収める。

口よ～氏椰ヨ

石 結 赤

体削
'短

く外上方 1こ 延びる。
口秩端部丸 く収める。

口は～k‖ ヨ

回転糸切
'(枢

浅資■ 哉貨種

上師質土朴
体制

'短

く外上方に延びる。 コナデ,底 部
回転糸切ウ(す

lF 4 階円形になつている。

凍月 下
r師質上器

体部短 く外上方に延びる。
口秩州部九 〈収める。

口緑～4部 ヨ
ヨナテち嵐部

(イ地用?)
体削

'短

く外上方1こ 延びる。
口,州部九(1又める。

ヨナえ A割
'

口嵌～κ部ヨ

螂『
M地用 ?

上師質■ 71 先形 rl濃 報苗

`九

く1又める。

口縦～水 .Ijヨ

ヨナア。氏判
'

珈碑
燃V下
盛■痛

体割
'短

く外上方に正びる。

鮒肌
Iれ,質 J:器

のこlltt')‐

口振～瓜部ヨ 合成。成形IJの 取上に

寄 り、El桜 男部がなむ。

土tl質 土器
体都をく外上方に延びる。
日霰瑞部たく収める。

口伝～体椰ヨ

回情糸切 り。

■獅,質 上器 に延びる。口執端部光 く収

口骸～底部ヨ

回嘴糸切 り。

醐
И

体部短 く外 上方に延びる。

日霰端部九 く1又める。

日候～体邪ヨ

(Fr蔵 のわ不
回転～氏部 ヨ

口霰端鯛 とく収める。
ヨナ7.嵐部
回 II糸切 り。

赤 雪

螂釉
密■用

体部な く外上方に延びる。
口な鶏部九 く,えめる。

コナ,「 虞部
回転糸切

'(す

上

“

,貨土冊
体.ll短 く直立欠味に外 上方
に延びる。日森船 prl丸 く1又

口法～ llR背 ヨヽ
ヨナデ。広部

日候～痕部 ヨ
石 赤 讐

石組
上

“

,質上器

口桜～flRヤ トヨ
ヨナデ。たIffj

日霰～水那ヨ

礫

養 上前,質土器
体部短 く直■穴味にタト上方
に廷びる。Π霰珊部メしく1叉

口,粽～八部ヨ
□秩～大部 ヨ

石 赤 雲 命

%地層?

4部短く外上方に延びる。
内蔵面ヨコナデによる段を
なする。口緑船吉卜九く1又め

ヨナデ。上喜[

回転糸切 り。

口み～八部ヨ

石組 上面
iFTtti器

体部短 くLH立 気味に夕ヽ上方
口隷一底割

'ヨ

(お 減の埼不
石 赤 1こ ぷいれ lxに 復元。

鰤脱脚
倅部短 くタトと方に延びる。
口縁瑞部■ く1叉める。

コナデ。底而
口よ～嵐那ヨ

蜘櫛胞
ll部短 く夕ヽ上方に延びる。
口縁瑞部■ く坂める,

コナデ。底部
口TR一 体謝

'ヨ

体部短 く外 上方に延びる。
口緑柵 ll光 く1文める。

ヨナデ。底喜ト
口器～底部ヨ

(整地帰 ?)
体 .It煙 く

'ヽ

上方に延びる。
日IF瑞部丸 く収める。

コナデ。成訃
口岳～瓜部ヨ

蜘鉤
土mi質 土器

体訃短 く外上方に狂びる。
口緑端部たく収める。内氏

口恐～A都 ヨ

り。全fF的 に

'|■

に至
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よ 介布物和1成
洲
巾

加

ｎ

ｔ
ｍ

014出 )

にF,1(■器

■付,Ft■ 器

J:hl■ ti器
l■刊

`t,く

タト上方に延びる。
浅■,

にII,(に器
lh刊

`|ユ

くタト上方に延びる。

する
「

報酬‖ユしく収める。

「 常予瑞‖ややクさる。

ヽ人前
`ヨ 冽て よ

伸
螂
貯

，す。

勲ナテ，脚期
灰ば独工

帥醜
体れ

`″
く外にオこlTびる

に,Ⅲ llに 器 ヨナデ,A,1 反は復工

Imi」 liL器

翻
血

延びる。11,よサH剖りとく4又め

に延びる 「 ⅢⅢ問詢

'し

く1ヌ

「
it求瑞部九 くJ文める。

Ⅲば糸切 り。

によ‖‖メしくJ文める。 反‖ム復J〔

¬よ鶏都メしく1文める。

辺
Ｗ

川
離

体都女Iく 外上方に延びる

"上
糸切 り。

Im,T(1器
恒l_糸 切 り。

度はな,t

剛
榊

体

“

[l・ く夕十い方へ延びる.

姥オ猜

F刊
`範

く止イ欠味に

'卜

●方

に,抹 ―八 tFヨ
ヨナア。止出,

＝
И 蜘幅

悠
脚

1,ゝ ～水出Iヨ

鵬
ん コ十デによる■を4する。

Hi大 ～体削
`ヨヨナテ。氏刊

`

＝
И

llNイ[灯 く外 L方 に延びる。
ittI10

嘲
レ

「
よ～▲れ

`ヨ

期
諏

ill'ItiPJ 第
И 「 恐珊刊

`メ

しく‖火める。
「け扶―llkm`ヨ

linIItffi器
「1l111剖

`メ

しく‖ズめる。

体郁ケ,〈 夕|卜 方延びる。 i

Π,I珊 椰メしくJ又める。
濃■,

コ
匝

ョ
輔

ｎ

“

。，
＝

Jオよ～〔刊
'

‐ｉ‐

々

ll刊

`文

|く 夕1上方にtFび る。
布 方で ど:

イⅢ‖:痺 く夕ヽ上方に廷びる

に1市 tiに 器
いは糸 tll,。
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lllI改 朴号 引夕   志
し
は朴

ほ

拗

！

体刊
`灯

くタトに方へ延びる。 コナデ。(‖
`

に側
'Jlに

7辛 4す る。 ¬法サ肖れりとく1文め

�
枷

よm'ιlに件 ヨナデ。に削
`

「れIT(に ホ
ll・ 謝

`灯

〈タト1=方 に延びる。 コナア.に郎
IIⅢ

枷枷
体洵

`灯

く夕〔L方 に延びる
口i求 ～人部ヨ

度止 lt元 .

枷胞
「師,tl上ト

「 よ～人 Fヽヨ

日は～点・17ヨ

邪
融

llN訂 Iや や内をしながらクトし
方に延びる。山タト而ヨヨナ

訃わすかにタト反して瑞謝
`は

(F地層 ? コ,I北郁メしくI又ある。

コ,ユ～八‖ヨ

lh出∫灯 くクトに方に延びる

に
'W,tr器

日程～八 Iト コ

上m頸 |イド

4引
`短

くタト上方にIびる,

卵獅
翻
榊

除
お

"は
糸切

'(|

反|は ,た

4m,灯 く外に方に延びる

ｍ

ｌ

渤

締

瑯
伽

■

“

,質「 器

体m`夕 すく外上方延びる。山

「血itt■ 器
ll・ 削∫灯 く夕(「 方にITび る。

r“ ,II上 器
曙

声
ll I[短 くウト上方に延びる。

枷胞
ル 2包 含H

聘

４
lh常 [IEく クト1方へ延びる。

脚ナデ。っ仇体‖ t・・く外 上方に延びる コナデ。八出
'

枷枷 “

‖夕すくクト上方に延びる ヨナア.lFRに |

体古

`短

く夕十上方に正びる

翻
和

よ船

'F'し

く1文 ある。内flt Wヨ コナデ。A剖 ;

体刊
'短

く夕ヽ「 方に延びる。

口ほ糸切り。

枷榊
I・ 部 I・ くタトに方に延びる

鰤和
先形

4it短 く夕十「 方に7/1び る ヨナテ。人詢I

翻
翻

L“「質 卜朴
■ヽ～A都 ヨ

体出す短 〈芥「 方に延びる。 ヨナデ。人‖

獅
蜘

ＳＸ
莉 畑』

忠
棚 111咬ネ切り。

購

４
体苗

`庄

くクトL方 に延びる。
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lE Ik社 ; 遺 lIIJ 形   憲
(外面)

含/1物 組成
と  測

(内而 )衆Fr4 器
嚇

上れ,質上ト
ロイオー体 .llヨ

回lt糸 切 ,.

コ霰 Kヽ培トヨ 郭
鮒

反I転復元。

に法～咸士[ヨ

翻
剤

体音[短 く外 上方に延びる
口秩珊部光く収める。

口緑～体判Iヨ

ヨナテ,度 ‖
回転糸切,(板 赤 蟹

■怜

鰤翻
上

“

,質■器
Elな 鴻き[九 く収める。

口療～Ц部ヨ
ヨナデ。A割

'

口よ～止削
'ヨ

反1は復え.

嗣和
体部短 くタト上方に延 びる。
器Etは lrく 口伝路那死く収

口霰～庶部ヨ

四1は 糸切 ,。

疎層 下
内A面 ヨヨナテによる段を
有する。日霰端椰売く収め

口霧～氏部ヨ
コナテ,点 HI

のこlR布 ,),

匠法～真部ヨ

llt栓
郷
船

“

音[短 くタト上方へ延びる
日縁船都丸く収める。

ヨナア.皮部
回!賦糸切 り。

k 赤 雲

EQ― あカ 礫層下
土師質■侶 霧踏

“

丸く収める。内代而ヨ
□霰～体郎ヨ
ヨナ∴ lB.Tj

回転糸切り。

蜘枷
土Il質 J=Pt

体椰短 く外上方へ妊びる。
口法珊部元く収める。

ヨナえ 嵌部
口緞～Fh都 ヨ

石 み 反H工復た。

珈瓢
礫

盛 土AI lt■ 器 体部独 くタト上方延びる。口

霰蝸部

'と

く収める。
コナア。底部

回巖～A部 ヨ

体謝,灯 く外 L方 にltFび る。
器■は厚 く口般州部メしく収

う段を4する。

日隷～体H,ヨ

回転糸切ウ.

赤 雲

±1市 質■冊 (● 4) 口秩瑞部北く】又める。器内
は厚い。

回霰～嵐言[ヨ
反転夕,

礫層下
ill iTI■器

コIf■ ～X部 ヨ

回転糸切り。

口微～fI部 ヨ

封件 ■れ

笠地l・ ?

口恐～F_都 ヨ

翔魏
f4・ .Tj短 く外上方に延びる。
口松船絆 しく1又める。

口法一体部ヨ

Щlv糸 切 ,。

日縁～体H'ヨ

貰府

瓢
釉

ir「 質 に器
口巖～度部コ
ヨナデ。llN.l

回転糸切 り。

上側
'質

■器 鵡
レ

体者1短 く外 上方に廷びる.

口i承端割,売 く1文める.

回な～底都 ヨ

区転糸切 り。
赤 雪

女栓

枷翻 =mittit器
直 立気水 に外 上方に延 び ヨナ/.A部 口緑～瓜部 ヨ

長 亦 雲 雀

石れ上面 主

“

,質 上器
4部短くタト上方十こ延びる
日縁琳部九く1又める。

ヨナデ。 FA部 反転復元。

枷馳
体部短 く外上方に延びる
口桜拙部九 く収める。

コ祓～瓜‖ ヨ
コナデ,度 冊

省

翻
翻

上師質上器
口緑珊部■ く収める。

口霧～体部ヨ

回転糸切 う。

口黒～氏 .lヨ

翻翻
聡層下

■師貨土器
口森端部丸 く収める。

ヨナデ。/1“

回転糸切めて

に法～真 .VIコ

枷榊
土

“

,質 二器
4部短 く外上方に廷びる
国法射部メとく1文める,

日よ～A部 ヨ

回転糸切,(板
目痕布り).

石 紺 赤

|コ 霰琳部九 く収める。

口″～米ヨトヨ
ヨナえ A.l

口級～腹部ヨ

期的
(整地帰 ?)

体部灯 く外 上方べ延びる ヨナデ。嵐部 石 赤 浅貰猾 載士絣

蜘軸
日霰ややタト反。 コ法船部は

回段～体‖ヨ

回転ヘラ切う。

翻
釉 訛納

ill質 ■器 嚇
И 日II瑞部やや尖る。

コナア。A謝
`

口法～庶営トヨ
ミ 赤 密

整地瞬 ?
ill資 ■器

体 .Th短 く外上方に延びる

口霰船部丸 (1文める。
ヨナデ。A.l 反転復元。

礫層下
主肘,質 ■器

口怯端部光 く収める。

口泳～辰都 ヨ
ヨナデ。人部

口霰～上部ヨ

枷和
土

'Ⅲ

質■器 隠
開

(92)

口霰～▲部ヨ

回ほ糸切り。

珈翻
礫

盛 口絵船部丸 く収める。

口無～林部ヨ
ヨナデ。IA.Tj

口禄～嵐部ヨ

蜘『
PQ-2930 体都短 く外上方に延びる コナ7.止都

回転糸切 り。

蜘胞
第 2也含属

体.I短 く外上方に延びる。
日霰端部 )し く収ゆる。

回霰～A部 ヨ
長 赤 要 命

土師質■器
体甚[短 く外 L方 に近びる。
日は瑞都丸 くI又める。

コナア。A剖 I

にIl t～ AIトヨ
1こ ぷい

'
0

WF地層?
上前,質 ■器

体削
'楚

くタトL方 に廷びる。
コ隷端都九くJ文める。

日は～茂品ヨ
反転復元。

蜘楓
PQ― 外29 礫用下

に霰船部尖 り気味に収 め

口景～k部 ヨ
ヨナテ。庶剖

`

石 赤
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訓  整

(山 面)残存+ 器
鰤

期的
石弦周辺

体判;短 く外上方に延びる.

内庶面ココナデによる段 を

4す る。口法瑞部丸 く1又め

口秩～は部ヨ

拒I転糸切つ(す

のこIA■ ,),

蜘『
上 1“ 質I器

体部4・・くタト上方に延びる
口繊琳部やや尖り欠味。

口織～k言トヨ

卿榊 (整地属 ,)
体部狂 く外 上方に延びる。

コナ為 よ‖
回転糸切,(す

口譲～嵐部ヨ

枷榊
PQ― 必

"
際

盛
嵌
珀

体 .lj筵 くタト上方に近びる

口松瑞営F狂 く1文める。

曰霰～庄都ヨ

回転糸切

'(す

口族～氏部 ヨ

枷細
(9つ ) (76)

体部短 く外上方に延びる

日搬瑞部丸 く収める。

口よ～八都 ヨ

日は糸切 り。

蜘榊
PQ一 必29 赳‖内迎土 主ll質 と器 (80)

体邪短 くウト上方に延びる。 ヨナア。氏部
口徹～k郎 ヨ

瑚『 卿糊
コナデ。k部

コ松～Fh都 ョ

石組共
PQ-2329

際

盛 とlI質 と器
体 .II狂 く外上方に廷びる コナデ。八那

回線～虚郡ヨ

礫

盛
倅部煙 く外上方に延びる

日霰船部九 く収める。

口法～小都ヨ

回転糸切 り。

日II～ Aを ヨヽ

翻
榊

除
ψ

体・fj短 く夕十上方廷びる。口

縁鶏部売 く1又める。

「H績～II部 ヨ
コナデ.本 部

口桜～庶HFlヨ
反H・ 復元。

翻
釉

土師質土朴

口縦―氏部ヨ

土師質土Fi 宅 形
4部短く外上方に延びる
日伝鶏部メとく収める.

ヨナみ tt部

回転糸切 り。
赤 4 橙 n

体部灯 く外 上方に延びる。

内Frt面 ヨヨナデによる段を

'す
る。口縁珊部九 く1えめ

口霰卜に椰ヨ

回転糸切,(す
のこ痕

`う

)。

口振～痕部ヨ

枷納
礫層下

上師質土器
体部■く外上方に延びる 口法～体部ヨ

回転糸切 り。

上1市 質上器 日松鶏 .l'九 く】又める。内面 ヨナテ。八皿
口霰～庶剖

'ヨ

周辺 体那短 く外上方に廷びる
」霰船詢,九 く収める。

コナ,お 氏面
口松～度 .Iヨ

体部痘 く外上方にたびる

口催咄 ll)し く1又める。 貴橙 責4

枷幽
・」面

と師質■器
体部短 く外上方に延びる コナデ。底部

口縁～A.Fヨ
反転復元。

翻
枷

礫層下
盛土属 `部

短く外上方に延びる。

する。日霰報部売く収める。

rl.v～ frk部 ヨ
ヨナデ。 fA苗[

翻
軸 触赴

i師 質■器 口縁船 .f九 く1又める。
ヨナ為 底部
回 1/糸 切り。

赤 にぷい栓

珈『
■4T質 土器 え形

体部短くタト上方に延びる。
口嶺端部丸く1又める。

口法一べ部ヨ
ヨナデ。Fr.Tj

回転糸切り。
料

整地層 ?
土師質■器

II都 短 く外上方に延びる。
口法拙 .Vた く収める。

ヨナデ。人部
口霰～嵐部 ヨ

石狙 上面
土師質■ 7i 山痕面ヨヨナデによる段を

口嶺～底謝
'ヨ

■

“

「質上器
口泳鶏割,丸 く収める。

長 赤 雲

石販周辺
日縁～底都ヨ
コナデちA部

■1市 質主器
回霰瑞部メしく収める。

コ

'デ
。虞常ト

回転糸切 り。

石

赤 袴

(堆地扁 ?)
上師質土器

f4・ 都短 く舛上方 ti狂 びる。
口霰瑞部

'し

く収める。

口器～K部 ヨ
ヨナデ。應部
回転糸切 り。

日霰 .l外 面に狭 (ス ラ
グ)付を。

翻
翻

礫層 下 4部短く外上方に延びる。
口怒.n部たく1又める。

ヨナデ。嵌部
口霰～k部 ヨ

石拡周辺 4部 4・ く外上方に延びる。
口振III部 九く収める。

口縦～嵐部 ヨ

分 2包 含層 土tl質■器
回霰瑞部丸 く,又める。

コナ為 べ部 反|は,え。

(Y地 膨?)
上ll質 と将 (■ 6)

体郎を く外上方に延びる。 ヨナデ,な 剖I

回転ネ切,(す
性 反に復元。

枷和
生術F資 上器

コナア。A部
(「・・減のう不

石 赤 要

4部 4・ く外上方に延びる。 ヨナデ。 FA都 口縦～A・llヨ

鰤翻
体部なく外上方に延びる。

段を■する。

口濃～lik‖ ヨ
ヨナア。腹部

翻
翻 馳欄

体都疑 くウト上方に延びる。

国族対部売く1又める。
ヨナデ。嵐部
回ほ糸切り。

口は一IA部 ヨ
笹 反ば復7E。

珈枷
には一体H∫ ヨ

ロ‖は糸切り。
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刊 Ik41号 と lllj lLi地 ■ 狙 ,J
劇  イ
(内面)

色 十jl 測
ｍ

と

的

“

I    を高
れ

ホ

は

(整地序 ?)

II・ Hj短 くタトよi方へ延びる
コイ承～Th謝

`ヨヨナデ。成m 口を～広常Fヨ

■|1質 ■冊
倅イト短 くタト上方に延びる

口器端部丸 くJ又める。
ヨナデ。flk),

に嶺～鷹那ヨ

土師質■器 離
レ

体部を く外 上方に延びる

口霰端部九 く収める。

口縁～度IIヨ
コナア。氏イ[ 石  赤

体椰短 く外上方に延 CI・ る。

口秩期 L九 く1又める。

口緞～A・ ljヨ

コナデ。医郵

蜘櫛
礫V下

■ ll質 上器
体 .ll灯 く外上方に延びる。

日桜瑞都売 く収める。

濃

ナ
転

土師質主器
体部短 く外上方に延びる

口法珊部光く収める。
反転復元。

蜘鉤
跛

地
酷
И

仕部短 く外上方に延びる。
口繊～に謝

`ヨヨナV.監
.71 Fx転復元。

im'質土器

体古[短 くタトL方 に延びる。

右する。口様瑞部九く収あ
コナデ。氏 .l」

世|, 資構
反職復,こ。

翻
秘

味用下
上ll質 上器

体部短 く外上方へ/1び る。 コナデ。(剖
`

女猾

翔翻
L41質 t器

朴割
'短

く外上方へ延 びる。 コナデ。庶割
'

貴, 黄構

珈榊
別辺 体部灯 く外上方に延びる。

fH祓 ～k部 ヨ
ヨナア。広割; 反は

'九
。

■1市 質 il'
コ解

(SO) 回イよ瑞部

'tく

収める.

口i素～A部 ヨ
ヨナ/.た部

確

盛

内
^面

ヨヨナアによる段を
反ほ復ラt.

上ll質 上器
卜部短 く外 上方に廷びる。

日法船 LT・ 丸 く1文める(

ヨナデ.A刊
'

女猾 資猾

期的
体削

'短

く外 上方に延 びる。

口秩 II都丸 く1又める。
テ。止イト回鷲 反1強復元 (

盛土用
唯
腑

蜘翻
rI・ 昴抱 くタト上方に延びる。
日霰瑞部丸く収める。 (fI・ 激のん不

「コ桜～ム密
`ヨ 止冷

にがい, rkIは彼元。

枷和
抵秘内狂 上

体訃短 く外上方に延びる。
コ織端 .lj丸 く1又ある。内京

面Jrい ヨヨナアによる段を

有する。

日な～A刊 :ヨ
口憲～A・ Iヨ

戒世猾

確肘 ■4U賀 ■器
f4削

'な

く外上方に延びる コナア。A割
'

郷
期

土師質■洛
体都短 く外上方に延びる。
日法珊部メしく1又める.

ヨナア。痕部
口縁～AttFヨ

石組

体部短 くタト上方 1こ 廷びる
口な一点部 ヨ

赤  芸 組 れ

珈幽
■ 1市 質■器 (,2)

体部扉 く外 ヒ方に延びる

コ綜船部丸く収める。

口霰～八邪 ヨ

資

`
責綺

瑯
翻

整上中 「 筒,質 土器
体部短 く外 _に 方へ延びる

口lR船部丸 く収める.
ヨナデ。(喜ト 反転復元。

枷融
魁■用 ? ■師質■ 71

4都簸 く外 上方に延びる。
口般瑞常卜九 く収める。

コナテ,氏 那
回転糸切,(す

口縦～庶部ヨ

4部々く直線,,に 夕I上方に
延びる。口霰端者F'と く1ズめ

口霰一嵐部 ヨ

密 橙

珈融
養土Fr? 上

“

,質 上器
l■ .l煙 くタト上方へ延びる。
日秩瑞判

'丸

く‖又ある。

口松一氏割
'ヨ

コ法～本部 ヨ

石lt周 辺

整地厚

口隷端部丸く1文ゆる。内底

面ヨヨナデイこより段 を布す

ヨナデ。虞部
回転糸切,(す

Vl田形になつている。

石俎北

鷲用下

盤上用

4都短く外上方|こ 延びる。
日振itt部 メしく1えめる。

コナア。底部
回転ネ切

'(す

氏 赤 ″

柳砲
上IW質 土碁

体部短 くタト上方に延びる。 ヨナ九 X部

蜘和
と

'市

質工器
4部短く外ヒ方に延びる。 コナテ。Frk部

回1転系切り。

Π法―に都コ

翻
枷

碑

盤 土師質■器
体部短 く外上方に延びる。 ヨナア。A那

翻
醜

上師質上器
体部短く外上方べ延びる。
口よ船部たく1又める。

コナデ。(.l・

回転ネ切,(板
口徹～底部ヨ

石 赤 雲

枷榊
鵡
捌 回法端部光く収める。

口法～A部 ヨ

体苫[屈 く夕ヽ L方 に延びる

回▼!船剖
'■

く収める。

口霰～A部 ヨ
口緞～底刊

`ヨ 責, 士10

口敲瑞部九 く1叉める。

口緞～べ llヨ
口巌～嵐・ lヨ
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欄 lk番 号 避 II rJ 別 冊  種
測
耐

測

ｍ

ｔ
ｍ苗

沖
朴

嶋

翻
榊

日よ～氏謝:ヨ

ヨナデ。戌訃
陣旺 ネ切り。

王  赤 密
よ猾

Ji'ゆ 質t jT 堆
レ

lh那撹 く外 に方 1こ 妊びる

コ徹琳出りしく収める。 貴社 士澄

H辺
■師質土器 コナデ。(訃

口法～Aコ
'ヨ

整地 l■
■lWttIPI 代面iヨ コナデによる段を有す ヨナデ。庶割,

蜘翻
ilTrt上 器

体・
・lj灯 くタトに方に延びる

口法鼎 lyメとく,只める。
ヨナふ 嵐・T・

口liヽ 1/t‖ ヨ
1増 ■綺

柳翻
/1常 [■ く外上方に延びる

口法鶏削
'光

く収める。

口佑一A部 ヨ

回転糸切 り。

瑯
榊

体部打 くウト上方へ延びる
口秩～▲都ヨ
コナテ.八部 石 亦 宝:

k■

卿た
嗣

上側
'質

i器 峨
И

に怒 ～体冊ヨ

ロl・ 糸切 つ。

橙

整 lL層 ?

体判
`短

く外上方にiFび る。 ヨナア。嵌詢
`

口lXヽ 辰

“

ヨ

に師質Ji器
fl・ 部短 く

'卜

に方イこ7y fび る.

口嶽 Va苫

`九

く1ズめる。

コナア、A部 口紺ヽ氏 .lヨ

PQ-29つ O 第 2包 台17 ill質 ■器
II詢

`灯
く外上方へ延びる。

口霰船郎

'と

くlXめ る。

コナアすk部
回転系切0(す

日徹～A‖ ヨ

鰤榊 琳 上
1●Iほ糸切ウ。

【 赤

周■l
Ⅲ2包 含用 上ll Flコi器

コ織船刊りしくJ文める。

には Aヽ刊;ナ

ll都灯く外上方へ廷びる。
口よ北ⅢメしくJXめ る。

コチデ.κ 刊I

回転糸tll,(4k

口桜～A都 ヨ
■,

生師′i士冊
体刊

`に

く外 上方に延びる。 ヨナデ。A剖
`

口承～床部ヨ

資猾

上師クiJ=器
4部短 く外 上方 (こ 延びる。
11燃 船部九 く収める。

ヨナデ,A‖
回lv糸切う(イ

性

莉
層

剛
蜘

体吉[■ く夕I上方に7/1び る.

コ緞瑞謝,丸 く1文める.

ヨナデ。八訃
|サ状～崖剖,ヨ

石抜朗辺 l■前す0く 外上方べ延びる。
コT珊‖丸く以める.

口凧～IA割

'コ

ヨほ糸切 り。

匠桜～瓜那ヨ
反■Ij4え。

II剖

`短

く外■方に延びる.

口愚船椰九 く1又める.

ロイよ～瓜訃ヨ 口4チ～氏部ヨ
明資桐 i刀

"格

石Iutt uI

体部短 く外 上方に延 びる

回転船 .rl九 く1えめる。

日ll～ 八.17ヨ

陣IIネ 切り。

に1よ～瓜部ヨ
あミ ぢ

鋤細 (Vk地 月 P
鵡
秘

体部狂 く外 に方べ妊びる

に転船部売 く収める。
回は糸切 り。

に1歓～X‖ ヨ
赤  よ

牡tH
4吉 F灯 く外 上方に延びる

口4埃～体.llヨ

i「11は糸切 り。

口霰～A訃ヨ

蜘和

IIN判

`内

管 しながら夕(上方に

る。lrrl市台速化。高台断 工.八

“

[1た IJ

によナえ 体

・lj平行ヘラミ

瑯
榊

魅 IFV

th.T・ 内・Jし ながら外上方に
延びる。コな瑞部光く収ゆ
る.lIイ |.j台延イヒ。i朽 十,断

部ユビオサエ
のちナア X

行 ヘ ラ ミ才

キ,内 八面細

環用下

体部内
'す

しながらウトL方 に
延びる。コ松珊部九く1えめ
る。lhll市台。脚F面 形は三

ヨナデ。ll削

`

よh仕高台。

キ。務台内顧
反転彼元

`和
泉Ⅲ-3

珈訥
瑞
聰

II言 [内を しながら外よ方に

¬桜珊剖

“

よ九 く収める。

ヨナデ,4部 |え ば彼た。和永皿-3

枷榊
口恩

体士【内 I」 しながら

'卜

上方ヘ

延びる。日振瑞洵:光 く収め
口徹 ヨ ヨ ナ

キ (1廷 2n4)。

■  赤

螂榊
体Hl内 ,しながら外上方に
延びる。回転端MHよ たく1ズ

める。賄■市台速化。

口継～k都 ナ

エ。氏剖
`晰

rl

礫

獲

4部 uilul的 に外上方に狂び デ。体削
`～

氏
度転復元。和来Ⅲ-3

体郡内η しながら夕(上 方へ

る`市 台Lf面 形は三角形状

デ。rh部ュピ

庶部ナデ (Ih

イ↓高台)。

枷翻
(152)

体剖
'や

やLl il的 に外 上方に

延びる。国は射部九く収め

ロイ埃ヨヨナデ。

キ (“ i na)。

反止復元。和択系瓦器

PQ― 必29 騨やｍナ。

度転復元。瀾烹Ⅱ-3。
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悩Ik希 サ 赳 lll
(夕 〔面)

器 ヽ
(残

'高

)

脚
融

謀
４

口癬 体部直線的に夕ヽ上方へ正ひ

る。日霰珊・
l'と く収める。

ミガキ (H12 石 赤

枷和
礫

盛
伝

‐６
体部外上方に延びる。口霧
船.ll九 く収める。

口霰ナデ。fh
口霰～体部平
イ
'ベ

ラ ミガ
キ (晰 1-9 反転復元。和泉Щ-3

珈融
10税 内埋■

4部内管しな力tら タト上方ヘ

廷びる。匡霰端都メしく収め
キ (liH 2価以

ア。41部ベラ
ミ才キ (,ヽ 2
mm以 上)。

百 赤 lxは彼元。和来Ш-3

枷翻
盛上FI? 体都外上方に延びる。口法

珊部北く1又める。

ラミガ■ (幅
2 mm以 上 )。

倅部ユ ビオサ

日森～体普[ナ

■ (帆 2 om以

琳部

'し

く1又める。

にntヨ ヨナ
口な～4邪 べ

ラミガキ (幅

211E以 上 )

反転復元。和真エーe

期榊 残土用
峨
々

4部やや外及しながら外上
方に延びる。口霰報常卜光く

デ。体部ユピ

ラミガイ (�

デ。4部ヘラ 0長 赤

蜘翻 鍋都は ,こ く収める.

ア。体部ユ ピ
反に復元。和/・kШ -3。

珈榊
醒
″

Il・ 部内曽 しながら外 上方へ

延びる。口隷瑞部たくIkめ

アにより長 を有する。

デヾ体都ユ ビ

ミガキ (幅 1

枷硼
必I層 ? 帷

И

4部 内4し な力【ら,卜上方に

,デ により段を有する。ロ
デ。体部ユピ デ。4那 ヘラ

和泉系瓦器加Ⅱ-2

翻
翻

延びる。口級船部光 く収め

口法 ヨ コ サ
デ。II部 ヨコ 口無～氏削

`ヨ

蜘翻
礫層 下 fI部 内りしな力fら 外上方に

延びる。日族瑞都九く収め

珈納
際

Ｘ 椀
延びる。国語外 m強いヨヨ

ナデ (こ より段を,す る。ロ

“

罰
`ユ

ビオt

コ燃 ヨ コ ナ

ミガキ (幅 1
反転後元。和泉Ⅱ-3。

体営[内 り しながら外上方に

Fk転復元。TH又 Ⅱ-2

翻
翻

r/L将 下
(41)

止部内・J・ しなわ1ら タト上方 1こ

41[ユ ピオ→ デ。■部ヘラ

(整地層 ?)
枕 (152)

F部内管しな力でらタト_ヒ方に
日組～tI部ナ

口緑～体 nrjナ

デのち平行べ

ラミガキ (�
反1ほ修元。Ilえ Ⅲ-2

延びる。曰緑外面強いヨヨ
口微～体 .ljヨ

ヨナテ。体部 み tl・・rjベ ラ
ミガキ (“よ3
mm)。

Fktr,元。和泉系瓦器
椀El-2。

輔
略

狂びる。口族瑞
=I光

く収め
口法～林那V

体常「やや内輩 しながら外 上

方に延びる。口,禁璃著卜九 く
え 体都ユ ピ デ。体郎ベラ

反HI復元。和泉系瓦器
椀。和友Ⅱ―I。

郷
融 船胤醜

体41外 上方に廷びる。口縁
瑞都丸 く収める。

口縁 ヨコナ
デ。r■iFユ ピ

■ (� 2mm以 IR

瑯
榊

礫扇 F
延びる。日松瑞部メしく収め ア.体 部ユ ビ

「
I緑～fh部ヘ
ラミガ■ ("i

(162)

体部内口 しながら外 上方に

延びる。日緑端 .71丸 く収め ヨコナ‐.ll
出
`ユ

ビオサエ
行ヘラミガキ 風転イπた。

躍
ψ

/1・ 部直線aljに 外に方に延び

アにより段を,する。口法
船都丸く1又める。IAIl前台
握化。前台断面は三角形lA 市台 .

Iコイ双一体上十

翻榊

体部内

"し
ながら外上方に

正びる。お台HJl面 形は三yl

形状にユする。貼IJ朽 台。
H台速化。

口候～4部 ヨ
ヨナデ。A部

口桜 ヨヨナ
デ。II常 [～ム

“

ヘラミ′キ
(帆 ワm)。 見
心み、キ行ヘ

反1五彼元。和泉系妊器
純Ⅲ-2。

石礼前

体部内Ⅲしながら外 L方 に
延びる。コ態琳部■く収め

7● 体士トユビ

ナア.k.Hlナ
え 射付お台。

l mm)。 A“【
和泉系Щ-3。

求西 脚醜

TIII内営しながら夕(上方に
延びる。口霰触 I九 (1又め
る。Frll前台退イヒ。断面サレ

し苗台。

によ～k剖
`ヘ

枷納
疎用 ド 4部内lI」 しなわfら 外二方に

延びる。口霰端郎は丸く収
口なナデ。14 回隷～4..へ

Fk転 復元。和真ユー3。

体部内

"し
な力

'ら
夕に生方に

延びる。日森瑞 .ljメ しく収め

口▼すヨヨナえ 部

ミ

酬
騨彰陀，。

灰 白 反転復元。和泉Ⅱ-2

r4t部 内
',し

ながら夕にL方 ベ

延びる。口松船詢∫北 く収め
る。口伝部外面ぬいナデに
より段 を有する。

掲灰
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'レ

   態
t 副

残Ff辛
ヽ
ｂ

訃
幌

求西
霰

‐２

体.ls内 ″ しながら外」i方 ベ

低びる。 コイよ船部九 く収め
ミガキ (li l

Ｘ２０３
榊

玲
И

方に延びる。日,承珊部光 く

Ｘ２０３
融

体部夕1上 方に延びる.市台

断面 ,レ tよ 三角形水 を皇す
る。商台速化。口霰鶏判

'丸

回伝一体部ユ

ナア。FFt削

'射

,党よ猾 反転復元。rl泉 Ⅲ-3。

瑯
榊

体部内世 しながら夕(上 方に

妊びる。口,療鶏部九く1文め 部 ユ ビオ サ
キヤ行ヘラミ

世椅

翻
榊

遺社内″l士

体部内Vしながら外上方に
延びる。口法部タトIF強 いチ
アにより,を 在する。回】

ラミガキ (4・

瑯
納

離
珈

140)
体 .F・ 山

"し
ながら外 に方に

延びる。「 眸泉端部丸く収め
口族一体部ユ

行ベラミオキ

ll訂 1硼 )。

反ほ復元.4TI泉 Ⅱ-3。

翻
榊

際将下
態IIhl

瞬
〃

体都外 L方 に延びる。口霰

瑶部九く1文める.
部 ユ ピ オサ 剖

`ベ

ラミガキ

翻
榊

碑月下 醍
カ

靱榊
れ

体 .ll腰が強 く張る.口供瑞

口緞一人謝
'平

A面F平 行ベラ
ミガキ (� 2

反に復元.和 来Π-3

卿
組

蝋

ィ

企部内

"し
なが ら外 し方 tこ

延びる。稿台断面形は三角
形状 を星する.占 台速化 ,

Πイよ瑞訃は光 く収める.

部ユピオサエ

のちナデ。す晴
ll i`台 ヨコナ

デ。4部 ～度
反1転独元.和 えШ-3

確上

“

IInl内脅 しながらタト上方に

廷びる。日緑船部丸く収め
口4～ 体 .Ijべ

和泉系瓦器椀Il-3

枷細
P/L 唯

］

体訃外 工方に延びる。口憲

高台断酌ittIよ 二角形】人を呈
ラミガキ (慌

2 4JII以 上 ).

”祉学的，。柳和
林部直報ntiウト上方に延び

口な～IIk営 トヨ
ヨナアち体.41

口献～k部 ヨ
点 /1 反!は彼元。和来Ⅱ―a

珈榊
(〕 59)

4者 F内世しながら外上方に
延びる。日I・■itt.lえ く1又め

口穣～体 .Fjヨ

ラミ′キ (llt イ
反転彼元.雄物4号0

礫厚「 朧
“ 延びる。lVI仕 お台退化。

口法～人部ヨ
ヨナデ体部ユ

付i嘴台。

Ｘ２０３
榊

辻lll内 埋上
職
れ

141苫 I内

"し
ながら外上方ヘ

延びる。口滋nlj外面張いナ
アにより段を,す る。「 1淑

え 体部ユピ
キ (幅 241m)。

瑯
和

礫帰 ド
体部やや内・ j・ しながら外 L
方に延びる。 04よ瑞部 ,こ く ラミガキ (幅 反lY復た。和泉Ⅱ-3

翻
翻

避‖内jI」
fh部内IJし ながらタトL方 に
延びる。には・●部メしく収め デ。tl部ユピ ラミガキ (幅

Э EJm以 上)

反〔夜元。和択Ш-3

郷
融

謀
Ｚ

体部内,,し ながらタト上方に

る。日伝部外面強いヨヨナ

口器一体‖ヨ
口霰ヽ体剖∫へ

赤  雲 ″

珈軸
盗上Fl

部丸く収める。rln“台。
宙台は低く台形状を,す

日献～嵐部ヨ
ヨナア。A部

キ (姉 2 mm以 責

枷翻
鵡
酔

4部外上方へ延びる.口 I芸

批鰐 とく収める. 叫ラミォキ。ぃ一
ミガキ (幅 2

反転独元。和i泉 Ⅱ-2

回霰～八削
`ヨヨナア。14部

IIIIl前 台。

「
篠～jlt‖ ヨ

■。l・ 台山面

延びる。口法端常F光 く1又め

E徹～体部ヨ
体

キ
上

縁

ミ

血

剛
和

(162)

体剖
'内

tjし ながら外上方狂
びる。日経船 .T・ 九 く収める。

高台三角,レ1人 を,す る。

7● 体部ユピ

コ徐～庶胡:へ

ラミガキ (幅

ナデ。内底面

平行ヘラミ才

反上後た。THttDl-3

勁榊
る。口怨競 Fや や失る。 .j

台は台形状を阜する。fh.Tj

やや顔が張る。

デ。FA部 ナア、

デ ハケ (帽 反怯独,こ。在jLネ

体部亡絵的に外 1方へ延び

める。前台断面は台,閉入を

口‖ヨコサ

デ。4部 一度
石 J 1/e白 反1呟な元。

卿
龍

獣

ィ

略

浴

体 ll内むしな力てら

'l上

方に

ヨナデにより,を tす る。
III寸 務台。商台断面はH角

口霰―止那ヨ
ヨナ/.th部

オサエ。米 ll

キ。前台内面
反転彼元。和泉Ⅲ-2

枷獅
(1511)

l■ 部内を しながら夕ヽ上方に

延びる。 11承「I那 九 く1又め
デ。体都ユピ ゆ朴『ヴ。

図

デ

ヽ
ヽ

ｍｍ

F'し 層
体部短 く外上方に近びる。

ラ ミガキ (幅
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3・

・ lt 含,物組班器 樹
(残

'商

)

RQ― z‐8カ 捌

Ih部内

"し
なが ら外上方に

ナデにより段を有する。射

ヨナア。体 .711 騨彰ｍ，・

回
奮

キ

鰤

蜘和
携 (134)

体部内曽 しなが ら外上方ヘ
口縁～体部ユ

回緑～体部)

蜘和
口霧朗部わす力」こ外反。底 II謝

`ユ

ビオサ
口霰部～底邪

戻ly復元す

翻
和

体 HT短 く外 L方 に延びる。
日14R珊 部九 く1又める。

オサエ。痕部
回線～底 .71ヨ

石紅周辺
残  土

体部短 く夕Ⅲ上方に延びる。
日経 I・・t都丸 く収める。底都

ア。嵐部ユ ピ に秩～嵐常Iナ

盛I層 口な船部■く4又める。底都
は丸みを‖びる。タト面に整

ヨナテ.仕 都
～A部ユビオ

口粽～大部 ヨ

l■部疑く,卜上方へ延びる.

回松端部光く収める. ］獅］一
回法～え部ヨ

体 Il短 く外上方に延びる.

口法鶏剖
'九

く収める。 晦祉一ナデ。礫PF下
体部短 く外上方に延びる。
日緑瑞部

'Lく

1来める.

口 秩 ヨ コ ナ
デ。体部～八

蜘櫛
腑
脱

体部短 く外上方に延びる。
口篠端訃九 く収める。 静祉一ナデ。分 ワ/IJ含

層
f4・ 罰

'短

く外上方に延びる。
日執瑞那九く収める。

口上ま―体・・llヨ

前川辺
1ヨ 濃鞘 F'し く1又める。

ヨナデ.大部

4削
'短

く外上方に延びる。
回転yt“九く収める。

ヨナア。庶部
回緑～虞部ヨ

反に復元.

味用
「盛■,

体制
'j●

く外 上方べ延びる。 コナデ。底剖
'

反1嗽復元 .

世‖山埋止
コナア。度 .l 口器～瓜削

`ヨ

蜘櫛
体部短 く外上方に延びる

口巖～4.ljヨ

l■ 椰 ヨ コ ナ

体・
・1短 く外 L方 に延びる。 為 k部ユピ

枷融
基土層 ?

ll部短 く夕1上方へ延びる。
口Ik船部た く4又める。

コナデ。A那
Π器～ll那 ヨ

枷駒
体‖短 くタトよ方にたびる.

口緻瑞割;九 くJ又ある。

日霰～A部 ヨ
ヨナア。A部

周 J/J l■部短 くウトニ方に延びる.

回献射都光 く】又める.

反転彼it

聰
路

口法瑞那わす力Чこ外反。八 ナデ。庶部ユ
口献～汽部平
令ベラミガキ 反転復九

`

卿袖
PQ-2&29 林部短 くタト上方へ延びる。

口霰～ll.7ヨ
コナデ。Tlt Vll 回は一度部 ヨ

醒
蜘

体部短くクト上方に延びる キメ水涯報が 反蹴復冗

喋屈下

回法琳部九 く,又める。
オサエ。水部 ヨナデ。内A

翻
魏

Th部 灯く外上方へlTび る。
口族瑞部九く1又める。

口隷 Tヽh郎 ヨ
ヨナデ。た部

ヨナア。内 llt

面積ナデ (1,
Ff 赤

瑞
И

4部やや内4しながら外上

1又める。

「1緑―林部ヨ
ヨナデ.k部 ア。体音I～ 氏

反転復元。純 ?

翻
軌

鰤
艦

鵡
И

延びる。
「

除 部わす力Hニ タ|
日候～r4.711ョ

翻
枷

礫月下
(1靱 )

る。に隷端卸,丸 く‖文める。
内而ナデにより段をすす

デ。穴都回転 曰隷～た部 ヨ

翻
翻

体部直線yJに タト上方に延び
る。口桜部ややタト反。口艦
蝸部九 く1叉ゆる。

ヨナ為 汽部

翻
魏

Id社内Jと主
体部内・Jtし な力【ら夕l上 方に

狂びる。日緞珊常[九 く1文め

口秩～4部 ナ
デ。床前回転
ベラ切り (薇

回猿,り )。

口級～4部 ナ
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嵐土地■ fr 別 肝 狂
調  整

(外面 ) (山面 )

胎 ■
測
耐

前
耐

色
ぃ 胡i   考前

め洛
瞬

翔翻 硼鯖肌

体部内4し なわ1ら タト上方に
延びる。日織端都九く収め

口霰～II部 ヨ

リ(幅 14 mm)。

赤  要 」k「番号⑥

体部やや山4jし なが ら夕十二

方へ狂びる。日法船部丸 く
ヨナ/.FK部 田法～底部ヨ

女猾

4都直線的1こ ウト上方に延び
る。日緑端部九く1文ゆる。

コナえ 瓜訃

(板 日本有り),

枷納
盛土層 ? 醍

呻
体部直線的に外上方に延び

る。日霰端部わすかに外反。
にがい掲

密■用

体都短 く外上方へ延びる。
内面ヨコナデによる段 を有
する。口霰 V.吉卜丸 く収める。

ヨナデ.A部 日器～庶都 ヨ

黄0 女袴

吸

地 口器瑞部■ く〕又める。

コナデ。広部

(A部 切り離
し2回 )根 日

口霰～人部ヨ

翻翻 推■彪
4部短 く外上方に延びる。
口般瑞都丸 く収ある。

回伝～茂部ヨ
郭
鮒

反怯夜元。

蜘和
遺朴内狙土 体部短 く外 上方にlFび る

口績～■部ヨ
コナア.張而

卿孤 魅主層 ”̈『
榊びる。颯
。

ltFl。 文Txな

瞼
閉

II都タト上方に延びる。口桜
鶏部わすかに外反 じたく収
める。体部外面に赳介、内

口緑～体部ロ

施れ1。 迪弁古1

クロナアのち
の賛

反転復元。確来年系。

瑚枷
際屈

霰船部メしく収める。
のよ欲 の■緑 反転独元.龍 泉々系。

蜘醜
第 2包 含層

体

``短

く外上方に延びる 口秩～Th部 ヨ ア.内農面抑
のよ緑)

A部 み蠅
反ほ復元。耐安空。

鵡
祀

体郁直線hJに タト上方に延び
る。日は乳都肥厚。口縁射
部上方につまみ上げる。

鉢 (262)
体都直線的に外上方 1こ 廷び コナデ,嵐 .I

回転系切り(板
戯猾

霰

‐６
る。国縁端

“

外上方につま 回黒～■部ナ
赤 蟹 反転復元.天緒系.

(240) (110)

体部やや内」 しなが らウトと

方に延びる。
「

隷端都は九

く1又める。 盛一。
都～底部板ナ

石

紺

石蕨F.l辺

V地属 ?

体部外反しながらウト上方に
延びる。口緑コド那九く1又め
る。体部短期。

え 体部ユ ビ

オサエ 板ナ

以上),デ 。

ア.fl部 依ナ

ナア (,ご 4 cm

避荘内」I■ 上師賀土器

ll‖ の器向は諄く,Iみ を持
つ。日承部内ほ。勢は短〈平
行に外方に延びる。,の 直下
よりlm.Tが 下方に延びる。

口緑～k部 ヨ
にぷい0

理融
方に延びる。口緑瑞音F外 反

口隷～頚部ロ

クロ,デ 施

口欲～凱郎ロ

反1ほ彼元。四耳密 ?

青軽

体部巨撤的に外上方に延び
る。口緑鵠部九く1文 める,日
霰部内面にベラfD文。rl部内
面にベラ載きのЯt簑文.

1霰～体 .llロ 日よ～体都ロ (内面 )

爾
灰 lt泉 窯。

石収

る。口伝部に輪■ を有 し、
ベラ状施文具でTh部内面に

お彫 りの報を入れている。

クロナデ 施
れ

'。

曰伝監花。

口献～f4・ .TIへ

の文緑 の■徐 血泉窯 I-2類椀。

盛■用
(12)

削り出し平占台。施る|は厚
く A部外面身体。II部内

度部併体。

の
イ

，
渡

駆

ル
帥

藝

帥
ぷ

魏靱
爛
陣

(33)

体部内曽 じながら外 上方に
延びる。市台断面形は台形
状を二する。射,商 台。

■ (� 9mm)。

氏部ナデ。高

体都～TA部べ

3 mm)。

ベルトC 整
=L用

4部 直線的に外上方べ延び
る。回伝部やや外反し朗ill

は九く収める。

ヨナ嘉 氏都 口様～庶部ヨ

SX確 層
(142)

る。回転船剖
'九

くlXめ る。
回転ベラ切り。

―郎な成。

雛
瑚

駆
難 上lF器

体部やや内管 しなが ら外上

方に延びる。口TR珊部九 く
,め る。

ヨナデ。広部
回liヘ ラ切 り

回振～体部 ヨ
茂■楢

SX瞭 層 帷脚И
(145)

は厚い。口I・t部 九く収める。
宏部たIINを もち底部の切 り

口繊～に部ヨ
コナア、 氏部 fH伝 ～林部ヨ

反転復元。

上tT器 州部九 く収める。嵐都丸味 ヨナれ に封
`

口4尿 ～fA部 ヨ
百 赤 雲 Fx革 復元 .

SX h面
ヨナア。庶部

口霰～人・・lヨ

貫朽
反It復 元。

翔融
II部 0線 |う に外 上方へ狂び
る。口松射部丸 く収める。

部
虞
【

ｏ

熱ナ，。四醐
繭
鰤

ＳＸ

盛

体部LI線 的に外上方に延び
る。口な鶏都尖 ゆ穴味に1文

コナデ。代 .|

(仁 日夜有切)。

一部反転復元。

|
|
|
|

|
|

|
|
|

|
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色 測 測

耐

色
ぃ

吸,4
占
＝

器
は

体部やや内 :サ しながらクト■

方に延びる。口承珊部光 く コナデ。 Ft引

`

赤  ■

SX確帰 下
コよ～嵐都ヨ
コナデ・ Ц部

瑚榊
珈
封

ＳＸ
基

(125)
体那F[釈 的に外ヒ方に延び ヨナデ。口

“

体剖
'直

線1,に

'卜

上方にlTび

FL・ 部光味をオ+つ .

ヨナデ。lA部
長 赤 雲

とlll器 唯
И

コナデ。庶部
口よ～庶剖

'ヨ

蠍

卸
獣
碓

(〕 lB) 方に延びる。日上家州那たく

口絡～成部ヨ
ヨナデ。虫古

`

口恐ヽ人部ヨ

方に延びる。日は瑞部光 く

「 J承～林部ヨ

Fk強 復元。

部直立 して 上方に延びる。
「l転 ベラ切 つ

(杖 ロエ■)),

口献～氏都 ヨ
4

Ｘ２０３
和

(■ 8)
休部亡立夕t味 に外上方に延
びる。国よ鶏部売 く1又める。

「
I黒 ～氏都 ヨ

Th“ ,の器Vは rJlく 「4船
部たく1文める。 (す のこ痕t

口猥～は .F・ ヨ

体部 l・ く夕I上方に延びる。
コ恐端H`九 くI又める。

コナ/.た部

(す のこ英れ

口法～A部 ヨ

コナデ=氏Ⅲ
回転ヘラ切 り

監前
■II器

林常[タトL方 に延びる.「 格

瑞鰐 しく1文める。
同ほ糸切 り。

口無ヽk‖ ヨ
石 赤 雲 lkは 独元

II那 短 く外 上方に延びる。

「
穣射都九く1文める.

口よ～F・ 冊ヨヨ

口Ik～ Am'ヨ
石

結

(2層 推地
口怒船脳 しく収める。

口法～止熟
`ヨ

,lIWj内 濶I」 ! (84) 口法川部九く1えめる。内 Fd
口徹～Arljヨ

Ｘ２０３
融 獅鰤

ll・ 部灯 く外 上方にlfび る。
¬松鶏樹

`■

く収める。

口嶽～成都ヨ
畿■1命 反は復元 .

SX礫母下
体部を くウI上方に延びる。

ヨナデ。氏部

回転糸切う。

民 赤 よ

螂
鉤

ＳＸ

盛 J!匈,質 上米
4剖

`j・

く外上方に延びる
,IIk出

'

4部短くタト上方に延びる
ヨナデ。k削

'

反1■独元。

Ｘ２０３
秘

SX ttlI下
林部妊 くウト上方に延びる。

「
候瑞部丸く1又める。八部

やや丸味を持つ。

口族～4常 Fヨ

ヨナア。止.ll 郭
蜻 ■袴

体削
'短

くタト上方に延びる。

顕哲。

コ,デ。A那
山1は 糸切り。

小llが 2枚麒オ。外 mi

にスラグ付壮。

鰤
師

ＳＸ
え

雌
И

体部内lllし なわ
'ら

タトL方 に

延びる。やや〕要が張る。晴

rlお 台。Ir面 形Iょ 九みを持
つ。

「
教瑞部丸くIXめ る,

口私～k部 ヨ

貼仕浙令。

口

'よ

～ jt部 ヨ
FkH嗽復元.

蜘

釧
獣
盛 悦 方べ延びる。 」は端都メしく

口よ～4部 ヨ

SX八顧

班±8
Π止糸切 り。

栓 反■複元。

鰤
揃

ＳＸ

盛 JJ市 質Ji器

体剖
'や

や内
',し

ながら夕(上

十こよるlkを ,する。ロイス端
コ,デ ー瓜部 」候～庶 .ljヨ

反1工核死。

Ｘ２０３
級 鰤闊

(127)

体部世:縦的1=外 上方に延び
る。口腺端.H.ややメしく1又め

口よ～監キ[ヨ
口泳～痕部ヨ

体都直線的に夕ヽ 上方に延び ヨナテ。A ttI

"は
糸切

'(す

赤  振 密

鰤
卸

ＳＸ
盛

■師質■器 方に延びる。日患・I‖丸く
口霰～Ih部ヨ

反1嗽復元。

ＳＸ２０３２榊
4・

rlやや内激 しながら外 に

方に延びる。
「

u伝端卸,丸 く 長 赤 雲

帥
瑚

ＳＸ
盛

生

“

F質 上器 (106)

体部やや内お しながらタトと

方に延びる。 コな・ i部丸 く

避社内lF!t 二HI質 i器 方に延びる。口il珊部たく ヨナデ。A謝
'

猾 反柱夕た。

体・41tF撤 約に外上方に延び

る。日な瑞詢Ыユ光く1又める。

口候～FA部 ヨ
ヨナア。k謝

'

sx ttmi ■師■■PI

小部やや莉

"し
ながら外」|

方に延びる。に隷端椰九く
口ft～ k邪 ヨ

口法～人部ヨ

―-844-―



Ⅲl口しⅢ
強Ffキ

ｒｉ
ｎ

朴
破

略
お

体剤
`世

上夕ヽF人にクト「 方に延
びる。には 鶏罰

`父

ウ気I米に
士r

反,ぼ復冗

ヨナデ。(l`

上,"質 ■ 71 る。コほ瑞都わすかにタト反 コチデ。lt iF

翻
棚

舶

酌
ＳＸ
除 ヨナデ。A‖

囃肝 T
珊都わす力虫こ夕l,ミ .■尖 り気

にな～八削
`ヨ

蜘
却

ＳＸ
強

L“ ,;t LFf
除
れ

方へ延びる。 」|よサ浩|[)と く

口な～サヽ|[ヨ

陣|ほ 糸切り。

勲棚
廟
朗

ＳＸ

花 上れ,生 に器
体部亡Ik的 に外 に方に延び

朋
倣 珊コ

`メ

とく1文める。 i上糸 LDゥ 。
反ほ彼元

Ｘ２０３
棚 珊 1卜 九く収める。

に

・
１‥―

ＳＸ

態 ヨナア,κ

翻
融

にれ,質 にPI
体Ⅲ!■ ,女 昧ヽに外「 方に延

上側iJt i朴
林剖

`や

や山■ しなからタトト

方に延びる。によ11詢

`メ

とく
ヨナデ。吠 hI

酌
卸

ＳＸ
丼 方に延びる |コ よyit剤 iナとく

いほネ切り。

鰤
肘

ＳＸ

ｈ
■詢,,[絋 れ,に タト上方に延び

朋
倣 (礫層 )

又は,,こ .

Ｘ２０３
激

上側
'質

li器
際
４

方に延びる。田状瑞削す■ く

珈
激

:,“ it r′ ド ヨナデ。人前
`

Lれ,質「 器

朴部内サしながらウトに方に

ヨナデ_オ (凱

`

叫
開

ドIIや や内巧しながら夕1上ヵ

上側
'′

it器 耐
１

∽
山

ＳＸ２
榊

ll・ |[ril・ ね,に クトに方に延ひ

翻
秘

体刊よやや山Ⅲ しながらクト1

２０３
血

聡
ん

「
け扶～ It常トヨ

近社内をとJ 上

“

,■ ■Fr
除
４ る。に,秋 II I`九 く収める。

LttP,「 朴

11‖メしく‖文める。

上m■■「 Pr 螂
И

‖訂,世 41れ,に夕ヽL方 に延び「‖よ～14削

`コ

」は糸切う。

２０３
畝 itW,(上

jT 林部直ユタヽ味に夕(上 方へ延
びる。「 は珊

“

メしくItめ る。

lit,す (サト
エ

ナ
転

蜘
Ｗ

ＳＸ

熊 に

“

,「 年に器
除
お

ヨナデ。哄前
`

坊

「 1直tl器
は
お

14莉

'タ

トに方 Iこ 廷びる。 1な

瑯
爬

土miI(「肝 は
れ

,ulj内川生1: 土

“

In i器 IIk

Ｘ２０３
脚

41Fや や直線れ,にタトJi方 に

ヨナデ。(削
`

翻
幽

体訥,止 れ的に夕(上 方に延び

嘲
ュ

に延びる。「法蝸41'と く収 ‖皮!は彼た。

I伽
'■

上器

―-845-―



jgJjは 終ケ ll llVj 出■地Ⅲ lll イt れ ,1 器 rl 形    態
洲
耐

副
め

と
ぃ 備    考終

破

鰤
封

ＳＸ

懸 i“,(■ 器
仕部直立夕胡朝こ上方 1こ 延び

る。日族瑞部メしく1文める。

日忍～44部ヨ

理融
びる。日推鶏部やや尖る。 糸切

'.(す
の

体部やや山,チ しなか
方に延びる。lAlタ トm
デによる激を有する

外

コ
ロ

コナデ。FA訃

F「11咀 糸切 り。

コな～汽部ヨ

上

“

,質 ■器
4部 直線的に

'卜

上方に延び

コ漱―FF部 ヨコ

よ■,),

口霰～llk都 ヨ

触融
SX味珂下

回霰～穴部ヨ
ヨナ為 A判

`

黄椅 HI命

IttI上器 林
体訂

`短

くタト上方に延びる
ヨナア。茂部

日徐 ～瓜訂
`ヨ

巡III内 J!土

陀
聰
螂
‐

回イF～ 底 /Tjヨ

ヨナア。点都

湖瓢
雌
И
帥
‐

びる。匠松端部 )し く収める.

口秩-4部ヨ
口譲～A善 [ヨ

資格 賀掩

瑯
融

Q-3031
体剖

'|・

立気味にタト上方に延
口松～八 Lヽヨ

コナア.腹 nf・ 長 赤 雲 密

瑯
融

体部直立気味にタト上方に延
びる。回転jt“

`た

く1えある.

口織～A部 ヨ
「

il j～ム削
`ヨ

に霰冊布みが4iし てい

水西
SX礫居下
盛iV 土

“

「ケ1■終 る。口霰鶏部丸 く,kめ る。 ヨナデ。底部
口秋～ミ凱

'ヨ
橙 反ほ彼元。

上

“

,質 Jと器
体前

`夕

Lヽ方 1こ 延びる.口 rk

船部四狛 く1文める。
コナデ.▲刊

`回転糸切う。
反転独元

`

Ｘ２０３
秘

ヨナア.A“【
口Iは 糸切り。

茂llt種

�
鋤

ＳＸ
睦 ■師rTi桜 ヨナデ。A削

'

■袴 資竹

触靭
る。内外面ヨヨナデによる

段を生する。口徹朗 .fjメ しく

国法～庶部ヨ
ヨナデ.A罰

`巨1転 糸切り。
浅班糧 反l・4彼元。白色系

SX氏而
itl ttI器 コチデ.All

回転糸切けて
,

林部内

"し
なが ら外上方 1こ

延びる.回ヤl珊部メしく1文め
回器～嵐都ヨ
ヨナテ花A吉 F

回ほ糸切り.

k“ i

(102)

林部やや内Vし ながら外上

方に延びる.に 法洲部 )し く ヨナデ。嵐部
日法～A部 ヨ

反転復元.

盛上屈

体剖
`や

や山,,し なが らウトニ

方に延びる。口縁船吉卜

'Lく

工 赤 雲

鰤

妍
Ⅸ
盛

上側F貨 上器 方に圧びる。口擦船都九 く
日森～fFt部 ヨ

赤  よ

疼■旧

体常,直激 1,に タトに方に延び

る。外 fHヨ コナアによる段

を,す る。回霰船部わすか

口振～ |● ‖ヨ

回転糸切

'(す

ＳＸ２０３２榊
SX人面

上師質■器 (15■ ) 方へ延びる。日秩j●部メとく コナデ,AlL 社

珈
融

上市,質 主器 (150) 方に延びる。日篠端 .I丸 く
口嵌～rh“ョ

皮ば宏五

勲靭
上師貨上器 醜

い
方に延びる。外而ヨコナデ

による政を有する.口般珊

部メしく1文める。

口な～A剖
'ヨ

体部内

"し
な力fら 外 L方 に

延びる。口患船部九く1文め ヨナみ A剖
'

SX礫 用 ■ 1市 質i器

体部やや内・ jし ながらタト[

方に延びる。内外面ヨヨナ
アによる

'を
■する。日8

船那九く収める. よIl,)、

醜秘 (蔭魃)

求 .lj

体謝
`や

や山

"し
ながら外士

方に延びる。
「

liF端 部

'と

く

口緞～44剖

'ヨ

回Ⅲ糸切う。

日法一体剖
'ヨ

方に延びる。口,表珊割
'九

く

口】～瓜Ⅲヨ

目式/1,)。

□器～嵐部ヨ
石 赤 浅 ll糧 反It復元。

SX k面
t師 質■器

林部やや内
',じ

本わ
'ら

,にL

による

'を
■する。口よ端

.ll丸 く収める。

ヨナデ。 llk謝
I

回l_糸 切,(す

口な～に部ヨ

Ｘ２０３
秘

flk祁

`.l ttIJし

ながら外 ヒ方1=

江びる。口法Vt部 丸く収め
Iコ 縁～llt部 ヨ

石 赤 雲

理椒
上側i貨 主器

4部 やや内IJし ながら外上

方に延びる。口Iス鶏

“

メしく

1文める。

に桜～II部 ヨ

回転系切

'(板

口iJ～ k訃 ヨ
反転彼元。

i師 質土器 雌
開

体吉Fやや内・」しな力tら 上方
に延びる。日篠瑞剤

'北

く収
によ～r4樹 :ヨ

石 赤 な

銚 味肘 ill,1■器 齢
“

4部外上方へ廷びる。口Iよ

珊部 /Lく 収める。
ヨナデ。A刊

'回転糸切り。
オ  雲

延びる。日巖端訃九 く収め ヨナデ。氏部
回に糸切 り。

に 冽ミ 反げ復元。
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協止番号
測
耐

色
ぃ (山面 )

商

ｎ

器

戯

Ｘ２０３
融

■1市質 ■7i

体割
'や

や内」 しなわてらタトli

方に延びる。 コ黒鮒・f・ 九 く コナア.人部

剤秘 『鰤
方に廷びる。内A正 ヨヨナ

デによる段を有する。口松

ナア。K部回は 口法～氏

“

[ヨ

鰤
卸

ＳＸ
必 に師質 に7t

方に延びる。内外而ヨヨナ

アによる段を有する。に隷

口絨～八封
'ヨヨナア。た部

方に延びる。口黒船 .ll,Lく コナア.八 部
口与よ～人部 ヨ

繭
卸

ＳＸ
態 L師 質t器

口族～FA割 的
コナテ.A部 口rl～ IA部 ヨ

触翻
脚
卸

ＳＸ
盛 上師質上器

体剤
'や

や内曽 し本力ぐらタトニ

方へ延びる。日秩北 .lj丸 く

コi狭～▲謝
`ヨコナ/.庄部 石 赤

石弦
方に延びる。口惑船部九 く ヨナア。底

“

上師質■器
体曹[や や内

"し
なが ら夕I上

収める。

嘲
嗣

ＳＸ
必 上Fl質 上器 (102)

コ森～点剖;ヨ

回転糸切 り。
反tt復 7L。

棚翻
ill質■器

倅部外上方に延びる。にな
端郎売 くオサエmる .

口よ～鷹部ヨ

回転糸切,(板

石組内 盛■隔
醜
開

方に延びる.コ転端部元く コナデ。八‖
コ級 一体部 ヨ

石拡 『醐
fh都タト上方1こ 延びる.¬緑
7fi剖

'■

くJ又める.

鰤
鰤

ＳＸ
必 上mtt■ 器

4部内曽しながら外 L方に
延びる。E秩瑞.l尖 る。内

口恐～A部 ヨ

鰤
卸

ＳＸ

儀 itn質 土PI

4部やや内
'サ

しな力
'ら

ウト上
方延びる。日縁珊部九く収

口霰～体部ヨ
ヨナデ。庶町∫ 准i 赤 = 反転復元 .

石組内

SX火面

ど ■肘

Ih都営似的に外上方に延び ロイ景～度剖,コ

理翻 船閉唖
上II質 土器

体都やや内曽 しながらウト■

方に延びる。口秋jH部丸 く

回黒～体都ヨ
口森～体 .|ヨ

魏翻
SX藤層 上師賃上J● (150)

44部やや内

"し
ながら外 1:

方に延びる。口縁船 .|」 梵く コナア。人部

方に延びる。口縁船部丸く コナデ.A部

蜘
帥

ＳＸ
ど

小部タトヒ方に延びる。口法

SX“や用下
口,兵 ～収.7jヨ コ

ナア。FF冊 ゴ転

A4Ⅲ ),

口忍～(部 ヨ

鵡
い

体部内背しながらタト上方に
延びる。日4RI● ‖メしく収め

曰執～痣部ヨ

反にイ文え。

方へ延びる。内/.A面 ヨヨナ
回転一嵐訃ヨ

回転糸切 り。
性 反転復フt

Ｘ２０３
融

SX疎用
えよ婦

体部タト上方に延びる。口綜

瑞部九 くIXめ る.

口4よ～成部ヨ

A面
‖訃直線的にタト上方に延ひ
る。口:素北部九く収ある。

コマヨ～点‖ヨヨ

林切,Iすのこ

ＳＸ２０３２榊
輌
胡

ＳＸ
Ｘ t“,質 ■器

4部やや内IIjし ながら外上
方に延びる。日霰端部丸く

回法～痕部ヨ
ヨナデ.k部

盛t層
林常

`夕

十上方に延びる。日協
Jt部

'と

く収める.

ヨナデ。人部

体吉F直 立気味に外上方に延
びる。コ緑鶏郎丸 く収める。

勲榊
上

“

「質■器

体部内4じ ながら夕ヽ上方に

延びる。口霰瑞部九 く収め
口隷一嵐剖

'ヨ

回転糸切 り。

反転夕冗

石 販

体部内野 しな力(ら

'卜

L方ヘ

延びる。「I器 鶏謝
'九

く1叉め

回隷～底部ヨ
コチデ。A部

勲榊
上ll質 と器

方に延びる。内広面ヨヨナ
口嵌～k部ヨ

E「Htrネ 切り。
枡

翻融
土師質土齢

氏部 体苫卜外上方に延びる。日法

射糾売 く1又める。
回転糸切 り。

曰桜～底部ヨ

翻
融 (僚屈 )

上師質土器 (150) (115)

体部やや山管しな力
'ら

タト上
方に延びる。口緑瑞部九く

口殿～4部 ヨ

回1転 糸切り。

石奴 (擦用 ) 瑞部やや尖る。

回れヽ成部ヨ
ヨナデ。度剖

`

日緞～A剖
'ヨ

勲細
勅
卸

ＳＸ
盛

酷
И

ヨナデ合jlR剖

`

口協～体刊
'ヨ

ttnttIPi ヨナデ。A部
口霰～應都ヨ

翔融 蜘帥
購
レ

F部内狩しながタト上方へ狂
びる。口霰端部丸くtXめ る。

rl綜 ～A‖ ヨ

日痕■,)。

口よ～度都ヨ
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色
ぃ ‖I   考器

帆

Imi(L朴 方イこ延びる。 |け状珊 m`メしく
にば糸t」 り。

■側irtiFT
附

れ
方に延びる。クト而 ヨヨナデ

卿珈側
醐
削

ＳＸ
小

lill'1111ヽ

4常 [やや内■しながらクト■
方に延びる。「 iよサ出常I九 く

ロイヽ林イ[ヨ

よる!を ,す る。「腑チ瑞,F

■m,Jt i?F は亡 立して 栓 反止復,こ

～瓜部にはネ

恒llA糸 切,(4k

コナデ。A削
`

に1な ～
'(.ljヨ

Ｘ２０３
融

にイペ～41【 ヨ

日痕4つ ),

蜘
削

ＳＸ
ｈ

妊びる。に,よ瑞士F九 く1文め
いは糸切 り。

鰤
削

ＳＸ
お

方に延びる。口,W品

“
`九

く

Ｘ２０３
胞

岬
い

ＳＸ
瞭

lPNIFや や内〕 しながら外 上

方に延びる。 |"崇

'出

‖
`丸

く

世lj内 ,呼 | L“,,ti器 螂
勲

方に延びる。「帝共サ出凱
`九

く
にばネ切り

(確解 )

コナデ。人前
`

棘
岬

ＳＸ

薩
�

コナア。A謝
`

コ患～k“ ヨ

鵬

イ による段 を llす る.口 ,よ北

脚
卸

試
茫

(140)

には糸 tl」 り.

コナデ。A罰
'

日はヽ (削
`ヨ

揃

ｍ
ＳＸ
峨

仏部タトに方に/1Jび るtに十,i
瑞判,,し く収める。

ヨナア。人 M'

「

肘
ＳＸ
は

出

れ

ll部やや内 ,〕 しながら夕(「

方に延びる。日は端 IF'と く 【
船

ＳＸ２０３２嗣
SX A亜 F

体士[やや内りしながら外■
方に延びる。に,抹サ出市

`九

く 止村 反l・r独 元。

購

お
方tt延 びる。内代面ヨヨナ

にIよ～(1`ヨ

蜘

Ｍ

ＳＸ

成
¨

L付F,tr器 (la6)

ＳＸ
は

L"`I(上 器 方に延びる。 1:す 乳‖
`メ

しく

“

l_糸 切り。

に呼女一代 Iト ヨ

■

“

,質 土器 ＝
』

小削
`内

オ しながらタトに方に
ヨナデ.ぺ‖

■

“

IPi上 器
臨

あ

SX ttW
四

お ⅢⅢI・ 糸切,(す

SX碑・l下

ＳＸ
餘

ll・ 前∫やや内,,し ながらタトJI
方に延びる。

「
は珊・l・ 九く

によ～体刊
`ヨ

"I鴇

唖
前

ＳＸ
ｈ 「

れ
`夕

|に 方に延びる。口i∫

は
お

方に延びる。 1峙酬 ‖九 く

コナデ。(1[
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llJl14rfを � lj ,レ   よ 也
ｍ

翻
棚

ＳＸ
峨

嘲
開

方にlfびる 「
暗よ瑞淑

`九

く ヨナデ (‖
`

にれ,lt r肝
体1卜 内■ しな力iら クトに方に

ＳＸ
破

聘
れ

方にlfび る。「 けよ射出
`丸

く

ＳＸ
は

恒1ほ糸切り。

「
`げ

ti■ 器
l.部 内,〕 しながらクトに方に

にほ糸切リマ

lJ ttFや や内■しながら夕IJi
方に延びる。1嘴朝社‖メしく
‖文める.

コナデ ll l

師
的

ＳＸ
除

略
４

蜘
朗

ＳＸ

碇
吼

(100)

‖部内」しながらクトに方に

よる段を4→ る に1,よ rJれ

'

度は彼工

酌
卸

ＳＸ

＝ 方へ rFび る.Iキヤ問‖ナとく
―ヽA‖

`ヨ

】tiF■ (I又める。
コナテ。A洵

`

イ「 赤 士

びる。ロエ‖郡ノと(1又める.

コナデ,A‖
`

は
々

In,7i■ 器
F‖やや内ウしな力

'ら
タド[

|によ～■
'Fヨ

際FI I
聘
お

川IF'と く1文ある。

石坂

は
ん

ｍ
勒

ＳＸ
峨

rmi■ 1器

4miや や内ォしながらに方

方に延びる.内にhiヨ ヨナ
テによる段を,する。「 ‖

コナデ K‖
`

SX ttF コナデ.哄詢
`

IIN出

'や

や内,,し ながらクト1

郷
秘

体出
'や

や内ljし ながらクトに
～ヽ末引

`ヨ

Ｘ２０３
融

ll・ I[山 サしながらクトに方に
延びる。IH禁 ‖I`〕しく収め

剛
翻 剤糾］

鰤
研

Ｓｋ
鴻

ll.17や や内〕しながら夕|■

J又める。 IJに 糸切 り。

「 よ～氏れ
`ヨ よ

'Ⅲ

Ｘ２０３
陣

1:,,Iti本

体,Fや や内:,し ながらタト上
「睛(～ AMIコ

赤 」

勁
爬 (確 IY)

方に延びる。
「

iぺ瑞刊
`九

く
口iよ～オ(れ

'コ

珈
融 (雛 甲)

方に延びる。口私鶏

“

F'こ く
司よ～水品

'ヨ

蜘

朗
銚
常

「IIよ (ヽ11ヨ

蜘卵呻
』
お

方に延びる。 |けよ11剖

'わ

す
liゝ～八 I`ヨ

鰤
Ⅲ

ＳＸ
ｈ |「 1l Ft r,ト

体謝∫やや山I〕 しな力fら タト「
方へ延びる。「け(珊‖ナしく
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器

碇

螂
卵

延ヴる。口4m`タト又し瑞詢∫

酌
詢

ＳＸ
体 方に逆びる。 コ:央す嵩イトメとく

Ⅲl二 糸tlつ (板

蜘
Ⅲ

ＳＸ

＝ 方に延びる。ロイよすR削りとく
コナデ.火 部

方●Itび る。内氏附Fヨ ヨナ コナデ.hi[ 栓 反転r12元 。

加
激

に
'1,tに

肝
体刊

'や

や内Ⅲ しながら外止

回は糸切り。

Ｘ２０３
胞

上荀,夕 i「朴
は
々

ナデ=A洵 I拒 怯

聰
И

方に延びる.コ緞軋刊
'九

く 灰は復えて

Ｘ２０９
激

「rr■ ■朴 雌
И

体 I[や や内,)し ながら夕|■

方に/yTび る。 ]状 11剖 ザしく

「 mi`〔「件 方に延びる. よ11刊 りしく

翻
幽

方に延びる.に は乳剖
`メ

しく

側

'rl■

?ド

ヨ4～ (lFヨ

る段を■する。ロイ珊訂
`メ

と
コナデ。Tr剖

`

瑯
融

‐ｉｌ

お
仕H`タト上方へ延びるて1移

２０３
倣

ｍ
ｍ

ＳＸ
餘

コナデ。A剖
`

Ｘ２０３
倣

(2川イ地

体部やや内,ユ しなが,

オに延びる。山氏ni: コナデ。(刊
`

に,1～ 代I`

触融
反Ⅲ彼元。

は
お

I・ ‖
`や

や山サ しながら夕H

中『］”略

る

体部やや内
',し

なわfら タトJ

方へvIびる。コ社北詢∫九く
I文 める。

翻
脚

‖士Fやや内〕しながらタト|

には糸切 つ。

遺lJ山 狙!寸 「 付,質 」:器

体部やや内iサ しな力゙らタト上
方に延びる。口,ユ瑞‖

'メ

しく

「 荷IIl l器
八

ν

体部やや内
',し

ながらタトL

方に延びる。
「

,1珊 詢
`九

く
|」 は糸切

'(板

ヨナア.(|` 反ほ復工

titW rlJi器

初i祁やや内」しながらタトと
方に延びる。

「
は凱コ:丸 く

朋
恢

ＳＸ
餘 (130) 方に延びる.「 け抹‖‖メしく に 赤 雲

副
融 帥刊

上側
'質

■イ:
llN部 やや内,夕 しながら外 に

方に妊びる。によ射淑
`丸

く コナデ。八謝
`

勲榊
酪
餡

仏|[内 ,す しなが ら「 方に延 コナデ。▲引
`

瑚卿朝
方にJIIび る。内瓜顧Fヨ ヨナ

"1呟

糸tll,(す

聰
的

ＳＸ２
榊 度 l・・ 復え

Ｘ２０３
胞

恥
障 回転糸切 り。

Ｘ２０３
胞

L血 蜜■器

I叔～べ莉
`ヨ

―-850-―



缶
沖

朴

破

■lⅢ I Jir. 方べ延びる。 Iけ求瑞削,九 く

晩
И

体出
`ば

PJ的 にクト上方へ狂び

る。「コ泄凱詢りとく1又める。
ヨナデ。(1`

翻
融

方にyTびる。
「

iよ瑞|`九 く

収ある。 日lfI14つ ),

口il～ 4れ
`ヨ

魏
融 口1・・ 糸切 ウ。

翻
融

SX球層下

l・ ?)

除
々

体,Iや や山,,し ながらタト上
方に延びる。

「
酷瑞部,と く

SX llk面 体 .ll亡■気味に夕十上方イt延 コ程ヽ卜1[ヨ

Ｘ２０３
融

sx ttFNl

■

'W質

」i淋
は
ハ

びる。山クト諏Fヨ ヨナデによ
コな～求削

`ヨ

ＳＸ２０３２榊
噸
卸

ＳＸ

に

lliFやや内」しながらタト■
方に延びる。「 は瑞れ

'ユ

しく

脚
削

ＳＸ

鷹 方に延びる。によ端部九 く

Ｘ２０９
繊

ＳＸ
は

方に延びる_内k而強いヨ

コイト‖判
`メ

しく収める。

にイメ～八�
`ヨ

方に延びる。にな端士F'と く

相

'｀

41つ )

購
お

コ■テ,(¬
`

コイ|～八‖ヨ

融融
恥
々

る.「 ,11詢
'ユ

しく収める.

ヨナア.度判
`

鰤
Ｗ

ＳＸ
ｈ I“,Pi土 イヤ

際
れ

ＳＸ２０３２
厠

べ，レト 姉醐
方へ延びる。に,1瑞 }`九 く ヨナデ´瓜古ト

とlT IIJ:器

体,I内 オしながら外上方へ

延びる.匠 献瑞‖メしくI又ゆ
ヨナデ k出

`

に私～氏m'ヨ

日4～ k割
'ヨ

Flは 糸tl,。
反は独元。

■lT質 ■器
際
々

体‖
「

れ的に夕(上 方に延び に1恐 ～人部 ヨ

は
お

(124)
方に延びる。タト距Fヨ ヨナテ

ll・ 七トタヽ 上方に延びる。 ¬:す

瑞 1卜 九 く収める.

除
れ

体常卜亡淑 1つ に夕1上 方に延び には～体部ヨ

『卿
■缶II(■ 1ヤ

体lF「ま級的にタトL方 に延び

'I七

十わす力‖こクト反し
'と

く1文
に,ユ～止‖ヨ

体前:山

"し

ながらタトに方に
延びる。口rlI引

`や

やクト反. コナデ.К剖
`

帥
卸

ＳＸ
基

仏剖,内 を しなが らタトに方に

延びる。 Jよ瑞判
'わ

す力H=

SX礫婦

上ll蜜 i器

Ｘ２０３
胞

口よ～14N胡

`ヨコナデ。茂 .17

im,資 1「 η十 『ナデ。叫ｍ，
剛
醜

imi資 に7f

朴れ
'や

や山

"し
ながらクト上

方べJtびる。I嘴承訂
`丸

く‖叉
り (板 H AFH

鰤
卸

ＳＸ

法
体和∫ri撤 的に外 上方に延び
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ヒ
ｍ 胡,  宅器

破

欄曲
上山,,,「 器

IIれ

`内

オしながらタトL方 に コナデ。k出 ;

略
お

方に正びる。I峙状瑞‖メしく
「 イよヽ (刊∫ヨ

は
お

|によヽ 人 m∫ ヨ
ヨナデ。(謝

`

叫丈～人‖ヨ

体部内,)し ながらウトにオに
ナア 八前

`会

を

11は 糸切,(依

せ冊山坦!し

,し ながらタトト方に

鰤
鮒

ＳＸ
琳

4部内Ⅲしながら夕ヽ「 方に

２０３
倣 (2厚イ地 L“ ,′とに肝 ‖はΠI‖ |す る。I情卜瑞lFユと

よ (ヽIFヨ
に,～ A刊

`

翻
棚

鰤
Ｗ

ＳＸ

継
14・ 詢

'タ

トに方に延びる。I峙」

鰤
Ы

ＳＸ
芥

Imi女 1器
ll部 やや内Ⅲしなわtら ウト「
方へ延びる。

「
よ北詢

`九

く

２０３
激

lli[亡 vAl,titt i方 に延び

聘
ん

体lF勺
',し

な力ぐら夕ヽ に方に にけよヽ 人 miヨ

鶴
轄

1=1市 llに 器

卜‖亡組 lJこ 夕ヽ「 方に延び

但はネ切,(枚

にiよ
ヽ代‖ 一H`灰 は彼ラt

蜘
胡

ＳＸ

成
，

L“,■■料 鵡
媚

コナデて瓜れ
`

翻
融

SX It肘 ド llN凱 iクト上方に延びる。 法

略
お る,「1は

'嵩

IFメしく収める。

1呼ぶ～人キ[ヨ

珈
融

‐ｉｉ
“

ＳＸ
は

削‖
`九

く収める. には糸切ウ(flk

方に延びるてタト�Fヨ コナデ 〕ナテ。Ahオ

瑚倣
SX棠 用下

Th部やや内」しながら夕|「

“

|ばネ切,(す

SX(I“
コナデ.八‖

コは～ll削

`ヨ

廟
帥

ＳＸ

柱 方に延びるてロエ‖Iト メとく コナデ。(洵 ,

は
お

積～K‖
'ヨ

２０３
激 方十三廷びる。「 よ乳出:丸 く

ヨナテ。Aれ I

灰転ケうと,

鰤
卸

ＳＸ

花 il椅 オ0

「
“

,′〔IP. ＝
明

方に延びる。口桜す滑前りとく 反lA復 元。

せ社内獅!上
仏謝す山根れ,にタト上方に延ひ

る。にアよj肖

'F'こ

く1叉める。 社

体コ
`止

ll・ 的に夕ヽ上方に延び

山外 ni� lい ナアにより段を
,(Jlt l Jtイ 丁

鰤
勘

ＳＸ

卜

叫
お

ヨナデ。(イ [
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III  V
肝

帆

蜘
動

ＳＸ

止 ■11',1:′十

体Ⅲ

`内

,,し がらクトに方に延

る,文 をなする.口承珊謝
`九

ヨナデ.八‖

鵬
路

4キ F内 1ず しながら夕ヽ に方に
延びる。「略珊IF'L(1又め

瑯
融

Il¬

`亡

■k4,に外 上方に延び

t“ IIII器 方に延びる。にイよ瑞

“

メしく 赤 反に彼,t.

ll報

`や

や内,,し ながら夕「L

には糸切,(拡
粗

蜘
朗

ＳＸ

に
玲
И

にlfびる 内代前ヨコナテに

に|は 糸切つ(す

にtli質 Ji器
口よ珊謝

`)し

く収める。
に 赤

コ韓 ～l」 油
`ヨ

翻
秘

「
1凛 ～人 I[ヨ

ヨナデ。大部 灰 l・ flkラ i

辻‖山4 上師ft上 器

螂
И

体部狂 く夕l ti方 へ廷びる。

瑯
倣

41[''く タトに方に延びる。 |けi～ flk削

`ヨ

■部ナ,く タトに方に近びる。

ll部 ,く 外 L方 に延びる。
「峙ょ瑞都メしく収める。

蜘
削

ＳＸ
眺

体訂
`範

く夕|に方へ延びる。

鰤
制

ＳＸ
猟

コナデ llk出

`

石 亦 と

瑯
融

師
的

ＳＸ
餘

体謝
'短

くクト
「

方へ延びる

rtl ttt r器

陣は糸切り。

「lは 一llk'ト ヨ
ヨナデ。lFt部 4

翻
勒

に

“

IT(に 器
口,は糸切 り。

翔倣 口法珊m`ltく J文める.

加脚
体イ[灯 く外 L方 に延びる。 にiよ～八前

`ヨ

SX凍 用 下
コ|1北刊りしく収める。

コナテ。人謝
`

「 市,It r器
除
４

Πイ

“

脂詢
`九

く‖Xゆ る。
コ十デぅh罰

'恒転糸t」 り。
長  水

体刊
`拉

くタトに方に延びる

喘
々

ll都 よ|く タト上方に延びる

ロユ北士[,と く収める。

^ル
トC

仏部新 く舛 上方に延びる に法～人常トヨ

勲棚
鰤

卸
蘇
ホ

IIヽ トナ0く クト上方に延びる
には～体‖ヨ

ＳＸ２０３２畑切
」は糸切う。

によ～瓜‖ヨ

ｍ
め

ＳＸ
餘

Ｘ２０３
秘

昧Π 2用
口i求珊那九 く1又ゆる。

「 iよ ～4‖ ヨ

除
μ

1呼ま～人‖Iヨ

にtl lt i器
にな～体 l.ヨ
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lLJ‖ミ希,
'レ

   よ 色
ぃ

器

磋

「 鰤ケ1に Fi Ⅸ鯛
,Aヽ (‖ ヨ

如脚
L師 ケtに 7j

畔
お ⅢⅢ糸切,(積

翻
融

柳
肌

I師 ケt!L器
によ～K謝 ,ヨ

「
‖珊謝

`九

くJ又める .

度ば侮と。

帷
″ にⅢネ切,(llk

体イF灯 くタトに方に延びる

Ｘ２０３
融

嘩
々

●法～4ヤ Fヨ

０３２
ｍ

ＳＸ２
榊 蜘

謝
ＳＸ

熊

に

“

,Jlに ホ 聡
ん

体削
`範

くタトに方に延 びる コナデ lt剤
`

il～ ミIIヨ

螂
ｉ‐ｉＡィ

ＳＸ

体 IⅢ状・FV訥

`北

く収める。
は1哄糸切り。

には瑞削りとくJ文める。

２０３
倣 卿

硼
ＳＸ

た
�

「
1な H社 洵りとく‖文める kiF

メし米を

'↓

つ言

「 前■tiイ ト

ＳＸ

盛

代

ロ
ＳＸ
小

林罰
`l・

くタトに方に延びる

ヨナデ。人削
`

糊
傲

郷
微

llN部

`と

触|,こ クトに方へ延び コナデ.(謝
`

1〕市Jt■ F・

11市 ,と 上器

ＳＸ２０３２棚
輛
朗

ＳＸ

淀
工

鵬

々
佑IF狂 くウトに方にlJび る。 ヨナア (詢

`

共

"
上師,tiお

Ｗ曲
郎
怖

体翻
'タ

トに方に近びる.口 il ヨナデ。求粕, 灰はケJL。

鷲Π下 内人山Fヨ ヨナデによる段 を

瑚棚
口▼1珊 訃メしく収める。

SX人 顔F

(87)

口iぺ～K‖ ヨ

士船訂
`九

く収める,

Lよ ～
ll・ 謝

'ヨ

帥］ｍ
Ll“′i「器 ユi!瑞 出

'光

く‖又める。

輌
側

ＳＸ

旋
一

「側T「「器
ホ刊

`灯

くウト「 方に近びる。山

る。| ;!瑞 tF'し く11め る。
水

「

“

,質 に器
コナテ 代詢1

「 i制 ,lr ltく J文める Ⅲは4切 ,(板
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IIJl碇 社, fl 別 肝 薇
色 ,ll 測

ｍ

色
的 術    考高

沖
器
破

コナア.A部
回■系切う。

茂資持

コナデ。A‖
回転糸t9」 り。

J11市 質Jと器 (102)

目捩～戌部ヨ
ヨナ為 frk.l

回転糸切 り。

石 赤 = 反転復元。

体 .rlj紅 く外上方 1こ 延びる

口法船部丸 く1文ある. 回転系切

'(す

鰤

螂
銚
丼

体

“

F短 く外上方へ廷びる

口緑船剖
'丸

くIXめ る。

口法～底部ヨ
コナア.八 部

には～rlt部 ョ
反転復元。

赳llj内 4■
体部短 くタト上方に延びる。
日霰端判

'丸

く1えめる。

コ識～底部ヨ
コナア。八部

口i凛～虐部 ヨ
罠 赤 = 反Iは復元。

体割
'挺

く夕

`L方
に延びる

日般船部メしく収める。

口II～ A部 ヨ
コナデ,穴部 反ll復元。

睡
И

体都短 く外上方に延 びる

日霰船 .lj丸 く1又める。

口霰～武部ヨ
ヨナデ.A割

`

4部灯くタト上方に延びる
日霰鶏部■く1又める。

日は～4部 ヨ
ヨナデ。A都

体 .Tj灯 くタト上方に延びる

口霰鶏 HF丸 く,又める。

日法～ム
=Lヨヨナえ 八.ll

Ｘ２０３
秘

林11を く夕十二方に延びる
ヨナデ。(部

口骸～rh部 ョ
二  赤

SX城 F“
上側

'Il上

冊

体常

`短

く外上方に延びる。

日緻瑞‖丸 く収める。A部
コチデ。A‖

盛土厚

体都Ж 外 L方 に延びる

口霰銚

“

氷 収める。

回社～虞部 ヨ
反転宏元。

SX繋 17 ■10質 ■ /1
体部短 く外上方に延びる

日Ith瑞

=`メ

しく1文める.

日霰～火‖ヨ

反転ねた。

競靱 珈卿
■1市 ,(■ 器

体部灯 くウト上方に煙びる

国法瑞 1,光 く1文める。

口霧～汽部ヨ
反嘴彼元 .

除
開

4部疑く外上方に延びる
日攘鶏都光く収ある。

ヨナ∴ A部
回ヤよ～4を ヨヽ

■,WFiFi
ヨナテ̀ 底 Ⅲ

勁触
■1市 質■器

II都 えヴくタト上方1こ 延びる。
口恩船・ljメしく収める。

口ll～ A部 ヨ

翻
融

鰤
釧

ＳＸ
盛

上師′t上洛
II都 短く夕I LttI二 延びる。
口霰船部メしく1又める

`

口縦～度部ヨ

上m資■器
4部 I・ くタトに方に延びる。
口歓珊部九く1来める,

口な～A部 ヨ

itl‖ 山4■ Llp∵ iよ器
体部疑くタト上方に延びる。
田法船部九く,Xめ るす

には一人 1【 ヨ

体部短 くタトに方に延びる。
回桜瑞樹

'光

く収ある。 Π II糸切ウ(板

口It,う )。

反止復元。

翻
融

SX tt1/J下 lh洵 :llく 外上方に延びる。
口,よ川部九く収める。 回転糸切う(板

口恐～llt部 ヨ
rk砿復元。

体

“

外上方 Iこ 延びる。日歳

“

Fわ す力Hこ 外反。に1示 yt部

尖 り穴味に収める ,

ヨナア。張剖
'

翻
融

揃
醐

土師 Ft上 器 口徹珊部丸く収める。

口織ヽ人部ヨ

『耐
上l「 ■■器

倅郡短 く世線的に外上方に に松～氏剖
'ヨ

Ｘ２０３
融

SX ttV
ill質 と器 (酪 )

体都Ж タト上方にたびる

「
緑瑞都丸く収める。

口よ～X削
'ヨ

回H�糸切り.

日隷―A都概

鰤
苅

ＳＸ

瑳 ill tt■器 (64)
口徹船 H`九 く1ズめる。

口忠～A.・ヨ

加鰤
土師女■器

体部班 く外 上方に延びる

口篠珊訃九 く収める。

口森～A古

`ヨ I精

妙融 整地層 P

J=師質土器
4部紅 くウト上方に延びる

口は酬那丸 く収める。

回線～A剖
`ヨ

糸 ty」 り。

辻tljttJ4土 上

“

,質 土器 (64)
林部縦 く外 上方に延びる

日法端刊
'/tく

収ある。

口法～A営トヨ
石 赤 雲

SX礫 層下
上側

'資

上件 (64)
体部打 く夕ヽ 上方に延びる

にI緑 瑞 .Hlメ しく収める。

口法～A都 ヨ

上

“

,質
=L冊

fI都 短 く外 上方 1こ 延びる。
口緑琳部′しく収める。

口よ一嵐‖ヨ

回転糸切り。

口緞～A部 ヨ 反ば復元。外西「に
グ,若。

41社 内」R上 上師質■ 9i `部
拉く夕十二方へ延びる。 口な一広部ヨ

回転糸切り。

口穣～尺部 ヨ

Ｘ２０３
融

礫厚 よ層 ■ lⅢ 質IP●
4部短く外上方に延びる。

コ桜～庶都ヨ
コナテ。Flt部

●lH漱系切う。

に4状～A割
`ヨ

士「市質士器 (88'
体部短 く外 上方に延びる。

Ⅲl転 系切 り。
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命在 FJ和 t成
胡

ω

也
ｍ

２０３
倣

lli[′ ,く 外 L方 に71fび る
は復九。

触棚
SX ttH F

にれ

'生

■ 74
体‖よ灯 く夕

`L方
に延びる。

Ｘ２０３
榊 L教瑞謝,丸 くltめ る。

コチア。(1[

帥
卸

ＳＸ
光

略
々

仕

'F短

くタト「 方に正びる。
にユ 八ヽ都 ヨ

明女欄

翻
棚 ｍ曲

購

浴
卜削

`l・

くクトに方に延びる。 ヨナデ。Am`

悧=Iliケ ,〈 外 L方 に延びる。
内T:市iヨ ヨナアによる段

拠
融

「

炉

ＳＸ

帷

駆
似

近I‖ 内期!十
仕‖

`灯

くタト上方に延びる
ヨナア。八|[

瑚
倣

林‖垣くタトに方に延びる
ヨナデて八‖

は
４

私～1(前

`ヨ

は
々

体∴Fれ くクトに方に延びる
」|よ 一体剖

'コ
1晴チ～人古トヨ

反ばケ元

ＳＸ
は 「 F,jlに任 体部11く タトに方に延びる

口iⅢ出祁九く収める。 ,(`

昭

た

「
出
`五

く外に方に延びる
ヨナデ。人‖

ＡｉＦ‐
Ｗ

ＳＸ
＝

体訥
`ケ

すくクトに方に延びr
К 坊 |"赤 鴇

叶よ～(れ
`ヨ

上師jlJ:器 卜

“

矩 くタト上方に延びるコ
1ヤ Ⅲ出士[ん く1文めるマ

「 洵,資 L器 体洵,短 くクトに方に延びる。 ヨナデ_(前
`

I″ ,

上側
'′

干「 P.
llN部 航 くタトに方に正びる(

によ～A詢
`ヨ

SX ttW下

ltlL'
に,IFt「イ【

には～A判
`ヨヨナデ。 (十 [ れ

叫

郷
跛

「 ,よ珊‖メしくlkめ る。

ヨナデ。代 ,F

iよ～Aれ
`ヨ

溢
激

ＳＸ
は

■師!と に朴 体詢
`狂

くクトに方にlTび る

1壻よ‖祁九く収める。
Iは～(‖ ヨ

Ｘ２０３
融

上mit「 器
「1な～ll詢 ,ヨ

「 よ～|に 出
`ヨ

■する。にIA吼‖,し く1又め
ヨナア。(イ [

邪
畝

ＳＸ

市 に師;tL器
体

“

短くII執 1つ にタトに方に
延びる.日 (1北‖ユしく収め ヨナデ,大 削

`

―m`灰 ばllt,t

瑯
級 刺闘

に,市 ri■ 器

イilr (鮮W)
〕ナデ。人 h`

帥
削

ＳＸ
ホ に師■「 器

状の人士

`(上

状ヽII台 ?)

嘲
朗

ＳＸ
＝ |けよ琳詢

`メ

しくlkめ る。 h,A

Iけよヽ 止‖ヨ
「けよヽ 代れ

`ヨ

曝
お

ヨナデ。人詢す
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(内 rn)残4半 器
嚇

,llIIj内刑tJi ■師質■器
体・l・ 短くタト■方に延びる。 日Tl～ III‖ ヨ

回転糸切り。
■猾 A冷

反に核JE●

Ｘ２０３
翻

礫属 下 口器鮒部尖 り気味 に収め
口巖～嵐都ヨ

石 lk

帥
耐

ＳＸ
鰈

体 .ljI・ くタト上方に延びる。
口緑競邪九 く収める。

回転糸切 り。

日嵌～底部ヨ

石弘
■

“

,Tl上 器
回転糸切 り。

It緒 又転後元

蜘

瑚
銚
売

体部 4・lく タト上方に近びる。
口法琳部元く収める。 回転糸切,(す

口法～氏部ヨ

鰤

鋤
銚
睦

体部短 くウト上方に延びる.

□示船部充く以ある.

デ。庶削
'」

I_ 1コ 4よ Aヽ“

`ヨ

勲榊
rlN部 短 く外上方に廷びる。 ヨナデ。人部

口1よ～A部 ヨ

礫扁下 土側F■ ■器
体冊短 く外上方に延びる。

]桜 ～A詢∫コ
ヨナア.よ 剖I 口lk～ 八古

`ヨ

SX礫 用 Imi貨 ■器

コ継一体部ヨ
コナデ。鷹.H

巨1l�糸切り(

「 前i質 ■器 (84)
体訃 IIく タト上方に延びる。

E秩～氏部ヨ
コナデ。A部

H訟～度剖:ヨ
赤 雪

瑚翻
(疎M)

体部飯 く外 上方に延びる。 デ.A“回1ば 脚
為

体 IFD短 く外 上方に延びる。 コナデ.(刊
`

」社一A謝
`ヨ

0

胡鰤
〕ittjtt IPI

に1よ0出 ll丸 く1又ゆる。
コナデ。A剖

'

密 0 反1転復元 .

石放
鰤
卸

ＳＸ
盛 土m'」 ti‖ 鵡

頭
体部灯 く外 上方 1こ 延びる。
日織瑞‖九 く1又める。

ヨナデ。A椰

体‖短 く外上方にlfび る。
口篠 lh冊 九 く収める。

回転糸切 ,(

鰤

釧
Ⅸ
熊 1=師 ll■ 器

隠
れ

(a5)

ロイ家～求

“

ヨ

回ほ糸切り。
Fk転 独元。

上
'W'it器

体部免く外上方に延r/tる 。

なでにより段を有する。

口,求～八部ヨ
ヨナ為 X部 石 赤 」 ■■

士

“

〕質上器 (a3) (仰 )
倅部紅くタト上方べ延びる 口秩～A部 ヨ

ヨナ/.水部 X上夕元。

銚 It�
■師賃上指

体訃悠 夕I上方に延びる。
日伝船都光 く収める。

「l,I～ 体 .Tヨ

ヨナア。(部

H棋 右ウ)。

口霰～体剖
`ヨ

翻
融

上側iri器 (811) (68)
コヤ承船部

'し

く収める。
「

縁～底都コ
コチア。(‖ 石 赤 雲 0 n 反1は彼,こ。

■側F■ ■器 叫
И

体都 19く 外上方に延びる。

「
鵬 端部九 く〕Xめ る。

ヨナデ。庶部

郷
激

獣
４ 朗

鰤
ＳＸ

盛 土団
'Il■

齢
口緞4部 )し く収める. 同|・ 糸切つ(板

反l・A夕え,

除
々

fh部抱く外Ji方 1こ 延びる。
口霰船部

'し

く収める。
Fkl嗽″元。

SX瓜 面 倅部短 く外 J=方 tこ 延びる.

口篠船炒 しく収める。

上lW4上 ホ (73)
口扶珊都

'と

く収める。
赤  雲 糧 民転彼元。

郷
翻

SX味用下 上

“

,質 ■器
・l転 糸切

'(Vl

近llVjttlf■ ■lW質 ■器
口法瑞謝

`た

く1文める。
ヨナア。瓜吉[

瑚榊
SX虞 面 ■

'W4■

/1.

体Mtt L方 に延びる。日禄

瑞,卜充く1又める。
ヨナデ。(哲

`

口献～ll部 ヨ

上側
'質

■器 反転復元。

体都短 くタト上方に延びる
ヨナデ。底剖

`

口泳～
44・ 刊

`ヨ

体部10く 外上方に延びる
コナデ。底削

'

」器～flk判

`ヨ

瑚靭
Th部短く外上方にlTび る
口扶珊部九く収める。

ヨナふ 底部
口よ～/t部 ヨ

石弘 鯖琳卿
14部短く外 L方へ延びる 口霰～尺‖ヨ

礫

Ｌ
th部 短くタト上方に廷びる
国桜瑞部

'と

くrXめ る。
,1転 ～III部 ヨ

体とF疑 くウトと方に延びる

ロイ求瑞剖
'光

く1文める。

にTI一 水邪 ヨ

体れ
'紅

く夕ヽ に方に延びる

コ緞瑞部メしく収める。
コナデ。A椰
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含t物和1疵 測
Ю

也
出

肝

帆

(瞭Π )

略
々

上

“

,Iti那
:方 に延びる。
lXめ る。

瑚糾ｍ
■1l ri「 1、

石坂

昭

れ

SX ttmF

細脚
Imi質上器

■ |`チ ,く クト上方に/1Fび る。 コナデ.lI II
に融～氏訂

`ヨ
反弦復丸

価

Ｗ

廂

円

に1家 ―瓜‖
`ヨ

けよヽ 氏莉
`ヨ

SX味 用

LIよ ～べれIヨ

Ｘ２０３
椒

4詢 ,ナ,く 夕|トケ1こ 延びる。

rhれ
`灯

くタトJi方 に延びる。 にIよ～八‖ ヨ

内人 hFヨ ヨナアによる段を ナデ に+に は

lJ4状瑞詢
`丸

くI文める。

Ｘ２０３
倣

ltsIF短 く外にツ,べ延びる
度ばrtt九 .

剛
激

ヨナデ ,八常F

瑚畑初
上

“

,ft iη 干 に1な～八謝
`ヨ イi4。

SX Tri川 ド

口忠すHIト メしく1又める、 【
船

は
お

測
倣

蝦
山

粟
和 ■

'

SX味 用
llN士 FIす くクトと方に延びる ヨナデ.AII 郭

船

Ｘ２０３
棚

SX哄 将 ド
林詢

`灯

くクト上方に延びる. に世よヽ 火剤
`ヨ

|に表～lr mIヨ

( 方ヽ

触爬
にれ,Il「朴 日i"H詢

`'し

く収める

翻
融 陣1は 林切 り。

朋
倣

コナデ。止出
`

晴
お

1埼よ～瓜詢:ヨ

Ｘ２０３
秒 口よ瑞刊りとく収める

２０３２
制

喘
お

Ｘ２０３
胞 口法瑞訂りとく収める.

は
れ 1法珊m`ナとく収める。

鰤
ｍ

ＳＸ

■
は
々

1町求～■m`ヨ

瑚細
にけよ～(莉

`ヨ

ホ切り。

Jな～体‖ ヨ
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掲報希号 胴
耐

測
耐

色
ｍ m   老器

俄

�
棚 (碑層 )

体」卜短 く夕ヽ上方に延びる

口霰端都九く収める。 糸切
'(す

のこ
Itt')。

口法～A部 ヨ
赤  雲 橙 反転複元。

■ll質 ■器
体部短 くウト上方に延びる。
日候船剖

'丸

く収める。
ヨナデ.度部
回転糸切 り。

と前,質 i器 4部経くタト上方べ狂びる
口織瑞.I'こ く収める。

ヨナみ ▲部
口濃～氏部ヨ

橙 反転復元。

ilT質 工器
体部短 く外上方に延びる。
口霰錦訃丸 (lXめる。

ヨナみ A部
口霰一人部ヨ

ill質 土器

口霧～A部 ヨ
ヨナア。A部

口森～A部 ヨ

石叛
(2層整地 上洵,質 i器 体部短 く外 上方にlIび る

口緑～llt部 ヨ
ヨナデ。庶部 反主復元。

体部短 く外上方に延 びる。
日巌鶏部九 く収める。

石狭
(2扁 整地

阿 ?)

体部短 く外 上方へ延びる

口よ～成部ヨ

“

転糸切り(板
蔵☆栓 反転復7E。

盛土扁
土師質上器

日霰lif都 九 く収める。

口縁～A部 ヨ
コナデ。八部

日無～A都ヨ

■師質土器
体都灯 く外上方に延びる

口繊～底部ヨ
コナデ.Fh部
回転糸切 う。

反転復i。

体音I短 く外 上方に延びる
日霰研部丸 く収める。

ヨナデ.大 部 反転縁元。

『鰤
imi質 主器 l■都筵く外上方へ廷びる。

日緞端部■くlXめる。

回黒～庶部ヨ

束西
SX礫 影下 i師質i器 体部短 く夕ヽ上方に延びる

¬法訛部丸 く1文める。
ヨナデ。A部
回に糸切う。

石以

謀 礫用 酷
∽

体部短 く外上方に延びる.

」綜端部売 く収める。
コナテ.A吉

`

笹 反賦復元。

姉曲
■lT質 ■器

`部
短く外上方に延びる。 ヨナデ。A部

口TR～ 嵐部 ヨ

『帥
■師質上器 (34) (14)

口霰～氏部ヨ
ヨナえ /A都

口霰～底部ヨ
長 赤 芸

石組山
鰤
妍

ＳＸ
お

体部短 くタト上方に延びる
国桜船割りとく収める。

口桜一体
=ト

ヨ
ヨナデお上部 赤  ム

鰤
鮒

ＳＸ
盗

帷
И

ll那短 く外上方に延びる。
口族対酎

`メ

しく1又める。

上れ,質土器 先形

口秩～え部ヨ

回転糸切り。

瑚納
酌

蒟
銚
盛 口織鵡部メしく収める。

口俵～A部 ヨ
コナア,k部
回転系切,(す

日,よ～嵐部ヨ

SX味層下 体部短 く外上方に延びる。
口法瑞部たく1又める。

口な～ム部ヨ

融融
SX確 ,下 嚇

И
体都赳 く外上方に延びる。
口綜瑞胆 しく収める。

口霧～底部ヨ

SX礫層 下 上師質土器 体.fl灯 く夕1上 方へ延びる。 コナア。蕪剖
'回転糸切 り。

口な～氏部ヨ

SX A面
褒i層

嚇
勇

f4・ 部短く外上方へ延びる。
口綜jl部丸く1又める。

口rl～ A.Fヨ
コナデ,A‖

日択なり)。

口器～k判
`ヨ

歳士袴

螂融
ＳＸ
葡

上師質上器
内底面ヨヨナアによる段を

有する。Π献瑞都丸 く収め

口献～A部 ヨ
コナア。庶部
FnHl雲糸切り。

回無～庶都ヨ

輌
鰤

ＳＸ
盛

体部範 く外 上方にlTび る。 コナデ。A都
匡I議 ～底部 ヨ

長 水 螢

主師質■器
体部短 く外上方に延びる。 コナデ。 Flk部

Fa11ほ糸切 り。

回線～辰那ヨ

周辺
上mi貨 ■器

日緑船部光 く賀叉める。
「

I識～度都ヨ

回1秩糸切 り。

石  赤 反嘘復元。

体

“

屈くタトL方 に延びる。
口は‖部丸く収める。 反転復元。

確

上 Jill質」:器
体謝:短 く外上方に廷びる。
口霰端都九く1叉める。

コナア。A剖
`

回器～A割 :ヨ

瑯
誡 『卿 `那

短 く外上方に廷びる。
口霰瑞割

`九

くI又める。

口凧～k‖ ヨ
ヨナデ。な謝

`

のこlltt,)。

口法～氏部 ヨ
反転復元。

瑯
融 (環層 )

■ll質 上器
4訃短くタト上方に延びる。内
蕉面ヨヨナアによる段を有す
る。口綜略

“

九く1又 める。
ヨナデ。FAttI

回転糸切う。
泣 反転復死

体古卜短 く外 に方にたびる。
回線端部丸 く収める。

コナア。A部
匡巖～lA部 ヨ

Fx上復元。

触倣 ＳＸ・」而鰤
ill質 工器

llⅢ蘇 タト上方に延びる。

回ほ糸切 り。

回線～火部 ヨ

蘇 A面 土lTtti器 体部短 くクト上方に延びる。
口法瑞剖

'光

く収める。

口繰～体部ヨ

回‖工糸切り。
石 赤 密

TV■ 用
上側itti器

口嵌瑞 .r・ 北 く収める。

ヨナデ。度 .T

回転糸jll'(す
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拙報番号 避 III 1日 上地沖 属 位 41 別 訃 fJ
測
耐

ヒ
ｍ冊 お

理脚
上師賃上器

体部灯 く外上方に延びる。
コ緑瑞部丸 く収める。

にな 一体部ヨ

のこ夜石り).

SX八面
ヨ霧珊部んく1文める。

ヨナデ。八部
回転糸切 ウ。

百 赤 要

郷
翻 整地屈

上師資■ 71
体部筵 く外 L方 に延びる

日隷・ll部九 く収める。
コナデ。(判 :

日程～庶音Fヨ

Ｘ２０３
融

(2層イll
f4部 短く外上方1こ 延びる
日法瑞伸 しく収める.

コナア。A剖
'

翻
融 『醐

口忍～A古

`ヨ 度ば夕元。

瑯
融 勘醐

工

“

,資 ■器
体・Fj短 く外 に方に延びる

に霰端部九く1又める。

口霰―氏 .V・ ヨ

封r

翻
棚

除
И

体部を く外上方に廷びる。

口稼脚 I九 く,又める.

口法～llk.lヨ

瓢
秘 (ET厚 )

林常

`獲

くタト上方に延びる

回転端部丸 くJ又める.

回転～l■部 ヨ
ヨナデ。嵐 .‐

j

口に糸切 り。

口族～嵐古[ヨ

融融
■mitt■器 口森嬬 T・ 北 (1叉める。

ヨナテ`八 市F

回に糸切り。
石 赤 雲 n 反転彼元。

翔融
■IT質 上訃

体部短 くタト上方に延びる
コナデ.人 部

理融
体

'F短

く外上方に延びる

E除船‖メしく収める,

コナア.A剖
'

に師質i器
口緞～A.ljヨ

郷
船

Ｘ２０３
融

■

'Ⅲ

女I PF (91)
倅・・ll,|く 外 L方 べlTび る。
口腰端部九く収める。

口4ヽ k部 ヨ

,ulj内埋■
鵬
た

体 .ll俎 くタトヒ方に延びる に1:よ～火謝
`ヨ

翻
融

4部灯く外上方に延びる(

回ほ糸切う。

口な～R部 ヨ
明I材 灰転彼ラt.

上側
'■

■器 「
都狂く,卜 上方に延びる。Ⅲ

(顧 Fヨ ヨナアによる■をtiす ヨナテ.llt部

回転糸切う。
密 反ば夕え。

脱融
上

“

,質 ■:器 コナア,(吉 F

鰤
獅

ＳＸ
差 に師質Ji爆 (72)

内嵐血強いコヨナアによる

技 を/jす る。ロイテ船‖ ,と く
コナデ。A常ト l・

f

勲刺切
体刊

'短

く外上方に延びる。
口,ま瑞.lメしく収める

コナ,。 A袖
`には糸切う.

口解～A割
'ヨ

皮■復,こ。

嘘
珀

粟
榊

体部短 くタトに方に延びる。

口桜BII部 丸 く1文める。

部
瓜

【

，

痢ナデ…卿耐

口黒～A部 ヨ

瑯
瓢 『鰤

上前,質上器 (84)

仕剖:kJく 夕ヽ上方に延びる,内 口凛 ～X‖ ヨ

ベルトω SX ttW ■1市 貨工器
国i求端部光く収める。

鰤
柳

ＳＸ

艦

]4赤～八削,ヨ

/1れ内
imitt■器

体】【短くタト上方に廷びる。
に霰～l■都ヨ

日,よ～llkイ トヨ

(確F/)
上師質 1上 器

体都 IEく 外上方にIIび る。 ヨナデ。よ刊
'

に
''A～

底部ヨ

融融
体 .ll短 く外上方に延びる

「
除 珊部たく収める.

ヨナデ。A部

上肺Ft i器
Iコ 線鶏部九 く収める。

口族～Al[ヨ

Ｘ２０３
融

上

“

,質■器
「

部拉くウトに方1こ 延びる
口転4部九く収める。

IJ族 ～A・ llヨ

帥

欄
猷
盛

‖邪疑く夕ヽ上方に廷びる
ヒ徐端都光く収める。

コナア.広 部
女糧

体ЧI短 く外上方に延びる。
日霰端都メしく収める。

コナデ。氏 .h
口黒～庶Ⅱヨ

螂
И

体 .Tj獲 く外上方へ延びる。
口よ船胆 しく収ゆる.

コナデ.八剖
'

口緑～度部ヨ

4椰・|・ く外上方に延びる。
日体珊鰐 しく収める。

コナア。ヽ割
'

口移～庶椰ヨ

本部何 く外 上方に延びる。
口稼報古F'と く1文める。

反転復元。

蜘

卸
銚
盛 tll質I器 れ

翻
靭

林部灯 く夕ヽ 上方に延びる に族 Aヽ.F・ ヨ

石弦

体 .71短 く外上方に延びる 口ll～ 氏 .F・ ヨ

体部短くタト上方に正びる
回転端部メしく1文める。

ヨナふ A都
口よ～氏都ヨ
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避 lll 出主jし芦 T4 位 r重 ,1 ,レ   態
副  整
(内面) (外面 )

削
め

と
ぃ 術    考

残/f卒
務

れ
器
碗

■師質と器
lh苫 F楚 くタト上方に延びる。

「
は瑞都売く収める。 回上糸切 つ

ヨナみ た部

SX環層 除
歿

体部短 くタト上方に延びる。

日法・
Pn部メとく1又める。

ヨナ為 A.l 性

魏瓢 (際層 )

体部短 く外 に方に延びる。 コナア。度部

翻
融

体都煙 く外上方に延びる。
口織瑞部丸 く収める。 回は糸切 りの

回秩船部光 く収める。

日松～底部コ
コナデ.嵐 苫[

口搬～尺部 ヨ

縮
”

r4都 矩く外上方に延びる。
日霰瑞部丸く収める。

口霰～TIR苗 Iヨ

コナ/.な部 赤 安

SXと A
盤土層

ヨナデ。庶部 口線～A部 ヨ

勉融
上m質 上器

体部短 くタト上方に延 びる。
口級鶏部

'し

く1又める。 反ほ復元。

体部灯 くタト上方に延びる
口霰～底部ヨ
ヨナア。llk部

口法～kヤトヨ

繭
削

ＳＸ
盛

体

“

短 く外 L方 に延びる.

日霰瑞部丸く収める。

口縁～瓜郡ヨ
コナ/.氏部
回lr系 切 う。

Ｘ２０３
瓢

■1市 質上器
体郁短く外上方に廷びる
口縁船部丸く収める。

ヨナデ七え部
回霰～た部ヨ

■埼 橙

勲棚
4■ 層

rl都 短 くタト上方に延びる。
口族瑞都丸く1又める。

曰猥～庶部ヨ

回|・ 糸切

'(板

ll樫 内ll`J 上価質■器
口漂～A著

`ヨ
ヨナ嘉 A部

口,よ一人部ヨ

瑚軸郁
体都短 く外 上方に延びる
口霰 I・4部九 く1又める。

口法～武部ヨ
ヨナデ。氏都

翻棚 期的
■師質止器

f4都 短く外上方に廷びる
日攘瑞部丸く収める。

回転～庶謝
'ヨ

赤  芸 粒 反転復九。

瑯
融

酷
泌

体部短 く外上方に延びる
日嶽瑞部丸く収める.

口fよ ～A部 ヨ

回転糸切
'(す

二1"質
=L器 口秩乳都九 く収める。

口な～林証コ
ヨナみ A苗

`

口霰ヽ八部ヨ

1コ 族 y「 t部充く収める。

回は～八

'Iヨヨナア.庶 部
回転糸切 り。

勲棚
口積船部えく1文める。 回転糸切つ(す

口霰～A部 ヨ

■師質■器 (a4)
体謝,短 く外上方 (こ 延びる。 ヨナア。点謝

'

口霰～氏剖
`ヨ

反張彼元。

勒榊
SX嵐 面

と師質土器
口な瑞部丸 く1文める。

口森ヽ八部ヨ
口縁～鷹 .FNヨ

翻
融 帰 ?)

体 r・ 外上方に延びる. コ霰
瑞 /F光 く1又める。

回ix～ A剖
'ヨコナえ 茂部

回転糸切り。

土ll ttI器
体部疵 く外上方にたびる。
口稼蝸剖

'九

く収める。 貨社 lk止 夕た。

盛■用
(79) (64) ヨナ為 嵐

“
回転糸切り。

口隷～A部 ヨ

差■層
倅部短 くタト上方イこ狂びる
口嶺鶏都九 く収める。

ヨナみ IIt部

遺IV内4= ヨナア。底都 笹 反転彼元。

石 lx
itl質 主器

口緑～A部 ヨ

回鷲糸切り。

翻
融

i'"質 と器
体‐F塩 く夕

`上

方に廷びる。
日lR珊部■ く4又ゆる。

口恐～庶那ヨ
コナデ。H部
回転糸切り(す

笹

im,質 i呂

II部 41く 外 た方に延びる。
内痕面ヨヨナアによる段を

/1す る。口法瑞 nI光 く,只め
コナア。は都

繭
劃

ＳＸ
盛

体部疑く直組的に延びる。
回縁朗都光くlrXめ る。

に1緞 ～FA部 ョ
コナ,お k部

反転復え

触瓢 層 ?)
上師質土器

曰隷～X部 ヨ

回転糸切り。

回徐～え .T・ ヨ

iFl質よ器
4部 短く夕ヽ上方にltびる。内

る。日霧蝸部九く1叉 める。
ヨナア。床郎
回転糸切 り。

EI伝 ～k都 ヨ

翔融
SX碑用下 Π霰～A部 ヨ

回転糸切り。

魏融
日霰―FBr部 ヨ
ヨナデ。庶部
回工糸切 り。

回tよ～應.Hlヨ

ヨナデ。底都
回転糸切つ。
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,レ   態 含,物祀成
制
め

測
耐

ヒ
ｍ 笠器

碗

赳II内 ,里■ ■lTttI器
体詢

'灯

くタト上方に延びる。
国は珊部九 く収めるて

「
松～大部コ

■19 世糧

郷
融

SX礫 層

(2扇 イlL In,質 i器
体rTj短 く外 上方に延びる。
口法猟・L九 く収める。

口織ヽ政部ヨ
金

体椰霊 くタト上方に延びる
日霰～に部ヨ

明女帽 切I禍 庭lv復元。

醜翻
■師質土器 (OB) によ瑞部九く】又める。

口穣一人部 ヨ

鰤
師

ＳＸ
柱

上師質上器 日霰部は山luに 新 り返 し瑞 コ,ア.友部
コ霰卜に部ヨ

蜘
開

ＳＸ
班

土洵,質 土器

体制
'短

く外 上方に延びる。
口継咄部は内llへllり 返 し

四角く収める。

コチデ。A部
回は糸切ウ。

石  亦 反ほ復元。

測
触

(2層 路地 ■1市質■器 (70)

体・・ll灯 く外上方 1こ 延びる。
口法珊部はrく 断面i,レは円 コナデ。庶部

回砿糸切 り。

■師質上器
4部短く外上方に延びる ヨナ為 A割 ;

翔融 腑斯鰤
Lrl質 主器

ll邪疑 く,卜 上方に延びる.

内面ヨヨナデによる

'を
■

する。に繰端 .17丸 くJ又める.

ll・ .ly灯 くタトL方 に延びる。
口霰‖部九く4Xゆ る。外諏i

スラグlp者 。2個体融オ。
ヨナデ言llk部

回転系切う。

ラグ

'者
.

瑚榊
蜘
鰤

蝋
盛

■鰤
'rl止

器
(79)

Ⅷ
⑭

体 .ll短 くタト上方に延びる

に燃 瑞部丸 く収める.

口隷～氏冊ヨ

ユ師質IP.
体部短く亡報1守 に外上方に

口′チ～▲部ヨ

上師k上士
体

“

角く外_は方に延びる
口な端割

'丸

く,スめる.

,コ イよヽ k部 ヨ

赤襴

反H呟独元。内タト面スラ

瑚融
SX撚甲T 体部短 くタト上方に延びる。

口な端削
'九

く取める。
ヨナデ。llt部

回に系切り。
枡 反驚彼元。スラグ付オ。

Ｘ２０３
融

上師質上器
体訃短 く外上方に延びる。

口器鵬 ll九 く】ズめる。

部
虞
煎

≡

癖′駒動

口巖ヽII部 ヨ 反に彼元。1澪よlljタト面

獅
融

上側i質 上 P● 口法瑞 .llや や尖る。

口継～k割
'ヨ

■拌 裁判

理翻
よ側

',ti器

用
４

体部鉦 く外上方 I=廷 びる 口嶺―■部ヨ 反は復元。口繰那夕
`面

i

SX礫序
上師11上 附

郵
И
螂
‐

II・ I卜 短く外上方に延びる.

体近た。Aヽ卜のみ残

'。

テ祐 八 .lj回 転

糸切

'(椋
回

林部～A部 ヨ

組
卸

ＳＸ
亮 土れ,T土 器 口競狙部

'Lく

収める。k部

日法～4剖
'ヨ

畿内系主IIPT‐

枷
醐

ll.41直 線lJに 外上方に延び ナ

デ
．

部
誼

朴 ‖ ヨ ヨ ナ

蜘
朗

ＳＸ

態
体部外反 しながらタキ上方に (高 台 )ヨ コ

ナア。氏部回
石 赤 =

貨枡 女軒

理懃
上師Tiし 器

lh,I撹 く夕ヽ上方に延びる。
AttHこ穿7しあり,3カ 所あ
るが、1カ 所だけll迪 して

口秩―医割
'ヨ

辻IIj内 埋上 れ
る.古台退化。 ““

～庶証ナ

エ。代那ナ
=‐

「
I縁 ～FH部 ヘ

ラミガキ (l・
反IA独元。和泉Ⅱ -3。

盛J:層

体部内4し ながら外上方に

延びる。口秩珊 とヽ

'と

く取め
ア。口な～倅

キ (� 21111以

繋月下
142)

体部内Ijし ながら外 ヒ方に

る。日は刊
`タ

ト面Jjlい ヨコナ

口緞～体削
`ユ

に嵌～佐割
'ヤ

('Ml～ 2cm).

ＳＸ２０３２榊
鰤
釧

ＳＸ
熊

(156)

体 .lj内世 しな力tら タト上方に

形状にユする.市 台還化。

ア。ll音F～大

のちナデ。晴

ll防台ヨコナ

れ 4“ F～瓜

jl牲内ll!よ
状を
「

する。lh'市 台。嵩
台送イヒ。

ア。体

“

～成”̈抑抑呻”『加

和泉系瓦器樋 lI― a,

翻
棚 獅肺

方へ延びる。口霰瑞都丸く
ミガキ (幅 2

Fk転 な元.和泉皿 -3。

鰤
鰤

ＳＸ
盛 (150)

体部直線的 1こ タト上方に延ひ

る。日縁船部メしく収める。
タト面強いヨコナデにより段

ヨナデ。■部

ちナデ。IItttF

コ霰～求

“

F平

(|・ l mm)。

瑚細
SXム 面

延びる。日

'ユ

端都メしく収め

コよナデ。4

工。A部 ,お 41

日,デ～IIt削 :ミ

盛■屈
醍
И

仏部内II」 しながら

'卜

上方に

延びる。口搬珊部

'tく

収め
デ。体剖

'ユ

ピ デ。4謝 ;ヘ ラ Fx転 復元.和 え系瓦訃
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鶴収希号
削
耐

‐刊
耐

色
ｍ前

師
器

破

延びる。日織蝸 II■ く収め

る。稿台斬而形は三角,レ状

市台 チデ。

回よ～氏部ナ

延びる。口よ珊■

'と

く1又め
ア。林・

rFJベ ラ

～3 mm)。

反笠複元。和泉系瓦器

椀Ⅲ-3。

翻
硼

体部内世 しながら外 上方に 回黒～体・T・
ヨ

戻1咀復元.和 択ユー3

醜
И

林士F内

"し
ながら外上方ベ

延び/p.口お船部丸く収め デ.体都ユ ビ
↓時隕

瀞納
岩

，。

ロ

ア

ヽヽ

側

勁融
sx ttFl下 鵡

”
延びる。口霰珊旨,メしく収め ラミガ■ (“ 反は復元。和/1P Ⅱ-3。

翻融
猟

14占「内l」 しながら外上方に
延びる,口霰船部九く1ズめ

口,芸
ヽ尺部ユ

ピォサエ。八
部尉Il稿台。

部

ミ

血

酷

井

椒

■，
．

反(復元。FHユ Ш一a。

触融
4‐ l内 習しながらタト上方ヘ

延びる。口よy.I部

'と

く収め
デ。体剤

`ヨ

コ 口燃 ヨ コ ナ

康 反止復元。和泉al-3

瑯
触

方へ煙びる。口法射Ⅲ丸く ア,Il朝 ∫ユビ
デ,4部 ナ

反1ほ独元。イHえⅢ-3.

翻
棚 鰤脚ｍ

加

14部やや内管しながら外上 口縁 ヨ ヨ ナ

為 林部ユ ビ 反止彼,こ。

瑯
融

端
粥

体・l外」i方 に延びる。に1隷

端部丸 く収める。
ラミオ■ (朗 戻ほ復九。和 7FR Ⅲ _3。

いヨヨナアにより■を有す

口縁一体部ヨ

反1エタ元.和真Dl-3

瑯
級

SX tr用 ト

4部 内を しながらウト上方に

延びる。日私外面強いヨコ

桜硝部売 く1文める。
”狂獅祉靴

明

■,I内 サしながら外上方に
延びる。口泳川部

'し

く1叉め
口よ～体部 ヨ

ガ キ (幅 2 反t復九.れ,真 Dl-3

報
略

延びる。口緑珊部九 く1又め

rl嵌 ヨ コ ナ
テ。III部 ユピ

和択系瓦冊椀皿-3

瑯
瓢 盛土層

報
閉

体ユ[内 4し なが らタト」
=方

ベ 口 綴 ヨ コ ナ
ア。体部ユ ピ ア。体

“̀ヘ

ラ
ミガキ (慌 3

求西 SX礫隔

4“やや内り しながら外J
方に延びる。日は端都丸 く

口族～II部 ヨ

行ヘラミガキ
(ti1 l mm)。

ラミガキ (2

螂融
樋

船言

`丸

く1又める。日程Ⅲ夕ヽ

面jjい ナアにより段を布す
反転稜元。れ共Ш-3

鵬
お

体部直報41に タト上方に延び

る.回線瑞部丸 くJ又める。

口Iよ ～4著 rヨ 口法～
「

部平
な 赤 反転復元。和真Ш-3

螂融 (礫屈 )

口 務 ヨ ヨ ナ
ア.体 喜Fユ ビ テ。体訃ヘラ

～2nm),

和共系瓦冊椀Ⅲ-3。

盛土用
』
И

体部lkltJし ながらタト上方に
延びる。口霰琳部売(1又め

口縁～Th部 ヨ
コナふ 体常[ 反HI独元。表�炭索ネ

た。和泉II-3。

瑯
翻

体常1短 く外 ヒ方に近びろ

口霰端都九く収める。

“

ガ

鰤

一
ミヽ
、

峨
ヘラ陣
」

盛や
・

口なナデ。■
部ミガ■ (幅 反電独え。和泉Ⅱ-9

潮融
擦用下

加
瑞音F'tく 1又める。

口無～体部ユ

キ (幅 4 rm以
反転復元。和友亜 -3。

翻
融 蜘鰤

体刊
'内

TjJし ながら夕(上 方に

延びる。口霰珊剖
'■

く収め

J緑～林剖
'ナ 榔

醐
一

キ
　
。

噺
ガ
耐

瑚翻
SX礫 帰 下

体宮卜内警しながら外 L方 に
延びる。回転‖都光く収め

日隷～

“

部ヨ 回転～II喜【ヨ

反転復元。イ,泉江-3

触幽
須恵貿土器

SX礫扁下
II部やや内lyし なが ら外 上

方へ茫びる。 LI黒 瑞 .ll九 く
デ。■.Tjユ ピ

キ (幅 のma以

理翻
SX際扁下

体部内■lし ながら外_し方に
に霰～

“

都 ミ

魏幽
体部内・ Jし ながら外 L方 に
延びる。口法船部丸 く収め ミガ■ (� 2

反:は彼7C。 和泉Ⅱ-1

触融 櫛胸
f4・ 部タト上方に延びる。口怒

端部九く,又ある.
ラ ミガキ (晰 i
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掲 1碇 番号 台●
‐
物紅成

刊
耐

色
ぃ

謝
酌

と
ｍ缶

ｎ
器
破

η
И

91びる。 1コ 泳瑞削
'光

く1文め

ピオサエのち
ヨコナア。

“

巌

ミ

ｎｍ

反転独元。れi7●.Ш -3。

廻
似

延びる。口繊対証九 く1又め
7.体部ナデ

キ (幅 2 mm)。

反情夜元。和泉Ш-3。

遺fr山
'ど

!土 加 (140)

4常 [内 ttJし ながらクト上方に
延びる。口激端吉[九 く収め ヨナみ 14都

口II～ II部平
行ヘラミガキ

(幅 21m)。

ilhI内狂J=

体部内管 しな力=ら タト上方に

廷びる。日4ユ船都九 く1叉め
口法～14都チ
デ ミオキ(幅

l or以 上 )。

瑯
融

体部内曽 しなが らタトヒ方に

延びる。腰が張る。前台tFr

面形 1よ 台形状を皇する。苫
台退化。片口。日よ船部九 ナテち 射仕朽 ］祉時■。臨

ぬ
廷びる。口濃瑞部九く1文め

回線～体都ヨ 口霰～II剖

'平

キ (1嶺 1～ 2
mm)。

反に復元。

魏級
蘇 礫扁下 螂

靱

F部内警しながら外上方に
延びる。口霰夕I函 i"ヽいヨヨ
ナアによる政を石する。出
台退化。

体都～庶部ヨ

ア。底部ナデ

恥 りll高 台。

キ ('市 1～ 2
反F転復冗

触融
騨。体部、一ナデ。

口縁～A=Fナ

五 lk

ヨナア.末割, 口霰～ぺ訃ヨ

石阪

SX礫影下 体部短 く外上方に延びる。

口霰～A訃ヨ

口霰 ～X部 ヨ

lV・■
反転タテ

瑚融
船部九 く収める。日泳外雨
強いヨヨナアによう段を布

ヨナ/.体部 国寂～体苫

`ヨ

翻繊
輌
め

ＳＸ
除

口緑～腹都ヨヨ

リ熊し方法不明
体部～A部 ヨ

Ｘ２０３
棚 姉唖

ヨナ九 点部

ちナア。

口器～成都ヨ

体部煙 く外上方に延びる。
目Ih鶏部えく収める。

口霰一A部 ヨ
口よ～A.Ilヨ

反転復元。

獅榊
部～X部 ユビ

口継一AHlヨ

唯
い

fh部短 く外上方に延びる。
日緑硝部丸 く1又ゆる。

反1賦復えて

盛■ F● l

回器船部九く,又める。llt喜 [

は

'し

みをr.びる。

凹晟～

“

引
`ヨコナデ.II部

～尺部ユピオ
1者 灰黄 戻強彼元

触翻
SX礫雇 下 昧

И

体部外上方に延びる。口霰

珊営卜光く1文める。日族外面
甑いヨコナデにより段を/1

口泳～IIt部 ヨ
ヨナデ。林苫F 口f玖一体判

`ヨ
反城復元。

鰤
鰤

ＳＸ

盛

体部内

"し
ながらタト上方に

延びる。高台IFr面形は三角
形状を三する。苗台退化。

個体で着。

ア。体部～A

デ。附,苗 台

デ。体部一度

割
'ユ

ピ オ サ

部ナデ,

SX止面 鵡
拗

方に延びる。口霰jt部丸 く
コな～体部ヨ

反転復元。

遺IIIttjm■ 察忠器

4部内轡じながら外上方に
狂びる。口織珊部光く1又め

口縁一体苫|ヨ 回伝～4部 ナ

瓦質土器
4郎直線1,に 外電1/hlこ 延び

口綜期 ll四 角く1又める。
ll部 ユ ビオサ サ

ふ
よ

。
体 女仄

襟用 F 林那直森的
`こ

外上方に延び
灰 白 反城復元

須I質 ■器
回伝部外反。口伝端部四狩
く収める。体都内●jする。 タキ (幅 38cm 反転復元。十瓶空。

擦印下
須恵質土器 tFf面 実測。他山ス。

遺III内 坦■ 家な質土器 舛 る。日線

“

[やや肥厚。国候
部わす力Чこつまみ上げる。

口縁～II部 ヨ

前北 る。国な.fやや肥厚。口伝琳
口は一II部 ヨ

体部 LH線 1,に タト上方に延び

る。口巖tH部四れ く収める。

コイスー林部ナ
反転復元。

翻融
デ ナ7.k
部ナデ。 体鰤

密 火 白 反転復元。束猛系,

翻
級 『卿

家.Vj「 くJの 申状に夕IFx。
口法と4部の 面ヽの堺は明

法

オ

デ
ケ (9条 以上
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ILIt■,
ll  准 測  整 色  測 測

耐

色

ｍお
れ

器
破

SX際用F
(2M輩地 ■前F質 ■2T

体制
'内

jJじ
なめ

'ら
外上方に

延びる。回法

“

泄やかに外
反する。口,承鶏部LH角 くlX

口よ～4,Iナ

飩

鋤
甑
祐

(44) 粗

S(A面 延びる.コ秩 T.ウト反 して内

・JHす る.回 よ瑞部丸 く収め ”］̈
↓
ニ

線

。
４

にぶい0 反1転彼元,

瑯
融 (際 Fy)

入オ・Tjに乳顔 (状の)つ ま ■弦つまみサ
デ.体 割

'～

広

期胞
第4包 含層 イ治焼

Fl卵 形の体部。局部はlEII
たたき (1士状 待

沿
え

反城稜元。す■ 5W択
(13C後半)。

触醐
M戸班

(a2)

林.Lや や内fJし ながらタトヒ
ナに芝びる。内外面施和。
和は江セコント面に一・llれ

'エれ。熊判
'萬

台は和は伝き4k

り、商台の削り出しは,掟い。

如『。高台っま”帥
らい■

みの女
反転復元。

Th●T2LH確的にタト上方へ延び
る。口隷蝸」I九 く収める。

ヨナア。氏苫F

回にヘラ切り
のち

'デ
(板

日lft布 り).

口よ～A部 コ

避IJj内 4↓

体部亡IIl的 に外上方に延び

内夕1面iナ デにより段をなす

遺tl山 Jを■ 上側F質土僑
4部 苗線的にタトに方に延び

る。に1よ II部九 くI又める。

日よ～氏‖ヨ

it椅

(126)

II部やや直線的 1こ クト上方に

延びる。口霰鶏

“

[九 く1来め
口法 ―ll‐

`Fヨ :ぶいn 反転復元。

jillT ttj14■

体部やや内守しな力くらウト■
方に延びる。口泳‖部)し く
‖文める。

ヨナデ。IIR郎 lt 赤 」

アによる段を石する。口II

鶏都丸く収める ,

口法～A部 ヨ

℃ 0

せ社内狙上 上師質上器

体都直立気味にタト上方へ狂
びる。口桜珊都光 く1文める。

内ウト耐ヨコナアによる,が
日はヽ成椰ヨ

方1こ 延びる。fJlタ ト面ヨヨナ
アによる,を すする。日緞
船鰐 しく1又める。

口,夕～k那 ヨ

回転糸切 り̀
亦  蟹 こぷい橙 にボい0 反ば復元.

辻llj内 坦上 i“

'資

■1'

II‖直線4,1こ 外上方に狂ひ

る。回線瑞・T・ 九 く1又める。 ヨナア。lltiF・
口桜一A邪ヨ

―部反1はな貢

口霰

小都営縦1,に 外上方に妊ひ

4を 有する。日器鶏部
'と

く

日患～嵐部コ
コナデ.A古【
回転糸切り。

遺杜山4■ 上師質:と器
体部直立気味に上方へ延び

る。回森珊都九く収める。

口】～底‖ヨ
コナデ。庶部
回転糸切つ(檄

目張有り),

日霰～庶部ヨ

土lptti器 (1'1) る。口霰端部丸 く収ある。

口Ifk～ 庶部ヨ

回転系切

'(板

避411ttIに よ

体部直立気味に夕〔上方に7kI

びる。口法端都ややウト反 し

て丸 く収める。内面ナアに

ヨナデ底部国

1転 糸切 り (独
明I協

体七卜直線的にウト上方に延び
る。口緑晰 Fやや丸〈〕えめ ヨナデ。JIRI`

回転糸切り。
良  赤

体を卜やや内,ひ しながら外上

方に延びる。口よ瑞部丸 く
回転糸切ウ(振

目式■
')。

反lt復元。

避lt内 4■ J=師 質■器

体部やや内輩 しながら外上

方 n延 びる。国漂舶 T■ く
コナア。A部
回転糸切,(板

口よ～A吉 [ヨ

びる。口標瑞 IIIつ まみ上げ

尖る。内面強いナデにより

段を士する。

口燃～底著ヽヨ
ヨナア。A部 反!IA彼 元。

赳IWj内 埋土
体部クト上方に妊びる。日楡
鶏営卜光く1又める。

口i象～Frt割 ,ョ

コナデ。 rrt部

ulfI内 狸よ ■ 1師 質土器 方に延びる。口織珊部九 く
コナデ。ヽ訃

のこ求奮ウ)。

口な～A都 ヨ

避科内理■
体部外_ヒ方に廷びる。口議
端部丸く収める。

コナア。ll‖

回転ネ切,(掠
口法～大部ヨ

確女笹 哉貫橙

題IIIj内 狸主
体部世立気味にクト上方に延
びる。口Tk射都やや尖る。

ヨナアヽ 人部
口な～本部 ヨ

反転復元 .

遺社内ll士 上師質よ器
4音 [や や内・4し なが ら延び

る。口II瑞部

'し

く1又める。

コ緑 Kヽ割
'ヨ

回転糸切りの 赤  雲

kllVI内 埋七 上側
'質

■器 (132)

体 .lや や直線的に外 上方に

廷びる。回転瑞・ F・ 丸 く収め

口桜～来 .llヨ
口霰～嵐部ヨ

避構内4L上

朴部内世しながらタト上方に延

貨精
反転夜元

狙卍内lIE土
びる。日緑 /t部 丸 く収める。

回上糸切 り。

Ii 赤 去
資猾 I怜
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形   よ
測
め

也
ｍ

気味にタトト方に延びる。
「 女れ

女栓

叫
カ 瑞削

'九

くJ又める。
苫[回 転 糸 tl

コイI～ AttIヨ

遺fJ山1lJ:
除
た

林部やや山」しながら外 Ji

方に延びる。内夕Imヨ ヨナ
アによる段を/1す る.「lよ

鵡
砲

方に延びる.に 法鶏剖
'尖

り 民 赤

dlI内

"!ト

上側
'ケ

II肝
口壮珊常[九 く収める (

コナデ,A剖
`

除
物
螂
‐

ヨナア.火 I`

ヨ ナ デ`八

卜‖

"く
外 L方 !t延 びる。

辻■内,1を上 上肘げf土器
“

前
`灯

くタトに方に延びる。
コな瑞判,メしくはある。

世社内)1上

体前
`灯

く夕十上方に延びる。

コナデ。八 11 〔 冽

口1米す出イFJと く収める。
ヨナテ。人‖

遺|‖ 内1l I 畑』継削
■

'1'ケ

(:′ :

ll出

'泣

くタト「 方に延びる。

ヨナデて瓜討
`

竹

避‖内刈!J
に4酬ⅢメしくI又める。

口な～床‖ヨ

陣|は 糸切う。

に

'よ

I削

'北

く1又める。

」4状～A剖 ,コ

上側質 〔器
体ヽ

`莉

くぷ張「 方に延び

「 縁～lII l.ヨ

匝転糸tl, il猾 A10

巡l ll均

“

I上
IItt I・ くクトL方 に延びる

Jlrホ 切り。
明士村

叫
い

コナテ。A〕
`

に
'1～

A‖
`ヨ

体凱∫灯 く夕Ⅲ li方 に延びる。
匝 性 糸 切 り

止椅

内而ヨヨナデによるコを右
ヨナデ。人 ,`

【
鮒

1冊 内j呼J
日よサ洵ヤトメしく収める。

コナデ
`T」k]'

ビ|な ～,ヽ 部ヨ
赤  よ

避冊内Jを上
口il珊胆 しくI又める。

に1イ よ～,(1`ヨ

上tl′ (I器 に
'1瑞

激
'ユ

しく‖又ゆる。 竹

世‖山狐■
に

'I瑞

刊りしくJ又める。

体灘I灯 く世 上穴味に夕ヽ L方

～ヽ(Iト
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協■番号 出土地点 層 位 種

'1

調  整
(ウ 師面) (外面 )

調
⑩

色

ぃ喜
袖

器
破

第 2面
直上

■獅質■器
体部短く外上方に延びる
日霰jh部丸く4文める。

回隷～IIt.4ヨ

回転 糸切 り。

(す の こ痕有

口縁～底蔀ヨ

獅戯
(231

体部Alf管 しながら外上方に

延びる。窮台の断面は三角
形状を景する。

口絨一度部ユ 口綴～虞部へ

ラミガキ (幅

2m)。
雀

皮転復え。みこみに平

体部内麟 しながら外上方に

たびる。体部内面にヘラ状
工具による施文 (車 It文 )

及び綺描文を施す。

駆施和。体都

下半盤胎。
ち施釉。 の資緑

断面 i

同安察系。

糧VF内理上

体都短 く外上方に延びる。

コ縁船部やや尖る。内面

`部 と底部の堺 に一条の lt

線。内店面 (み こみ)に革
を文を施す。

クロナデ後施
釉。熊部測 り

出 し平 高台。

焼成前にれを

猛 きとってい

口縁～氏部ロ

施れ。内度見
込み 1三 花文を

長 赤
反転復元。龍皮窯系背

FI盛

体部内警 しなが ら外上方に

延びる。口縁部外反する。

賠HIは 売 く収ゆる。

クロナテのち
施rn。

クロナアのち
施釉。

の賛 の資

鵡
い

体部内41jし ながら舛上方ヘ

延びる。口縁鶏部売く1又め
ア。体部ユピ
オサエのちヘ
ラミオ■ (幅

2mE)。

ラミガキ (幅

2m)。

反転復元。和泉亜-2

体部ヤや内鞍しながらタトと
方に廷びる。口霰船部丸く
収める。

コナ/.底部
回 箪 ヘ ラ切

り。

口隷～底部 ヨ
澄 反転復元。

愧

体部内彎 しながら外上方に

建びる。 El候靖部丸く4kめ
/.体部ヘラ

～9醜 )。

口振 ヨヨナ
/.14都ヘラ
ミガ■ (幅 2
4m)。

反転彼元。和菜系瓦器
椀皿-1。

■tn質 土器 齢
И

(136)
体部やや内4jし ながら夕,■
方へ延びる。口録鶏郎売く

口霰～体部ヨ 口霰～II都 ヨ
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第 3遺構面 遺構内出土土器観察表

態
(タトtI) 含有物組 Jt

綱
ｍ

測
め

色
ｍ器

い

購
開

口松部尼耐Iし て外反する。
日黒 j・ ti部は丸 くlXめ る。

石 赤 よ 灰(材 反ほ復元。

第3面 1巧� 帥
И

4部 内lJし ながら上方に延
びる。数刊

`上

方に延びる。

体郎ハケ (帽 体部ユピチア

(TH 12粂 /19 灰世格

的『朝
醜
開

体部内Ⅲ しながらタト上方に

延びる。頸部直立 して日法
は外反する。に緑賠部は四

狗 く
'PAゆ

る。

(lli 8条 /13

キ (幅 2m)

え yl剖 レ ケヽ

部ヘラケズウ

(幅 14c日 以

(中層 ) 須を器

口族～天オ部

井部ケズリ.

(第 4包 )

II部内脅 し 下方 1こ 延びる.

口宏端部やや尖る。
ヨナデ。底都 良ほ後,と。

須忘器 朝ｍ
体剖

'内

む じ外上方へ延 び
る。田縁端割I丸 く収める.

天 丼 .l'ケ ,

嚇
И

天州:言臣よメしく口桜珊部は九 メ。天ナ部へ
良上彼た。∝ ム

(第 3前 下
口縁船部 )し く以める.

(“序) る。日嵌川 .17九 く収める. 反I眩復九。

ＳＲ

シ 受那は

'卜

やや上方へ延び鮒
デ。氏剤

'ユ

ピ

ＳＲ

シ 須志洛

口,よ都は山傾してタトR気味
に立ちとが,瑞部は鋭い。
受.lは 外やや上方べ延び船

デ.A都ケズ
リ 自然rh。

褐

輌
⑩

ＳＲ
い 独忠器 (1&5)

び
部

，

部

く

コな Aヽ那 ナ 口桜～A部 ナ

珈獅勅
41N身 (135)

嵐判;や やザと味を,ち体常F山

',し
ながら外上方に延び

る。口な部は■く収める.

■都Iよ 山憤し上方に延び
κ

“

ヘラケズ 口縁～A部 ナ

揃
り

ＳＲ
い 須志器 (150) (&つ )

口は部は内傾 して外反気味
にユち上が り瑞部はたく収
める。受剖Чま外上方へ延び

瑞翻Чよたく1えめる。k都 は

波 く平〕旦。

回転～A.llサ 口秩 べヽ割け

(第 4包 )

口緞・ lは やや外反夕ヽ味に立

ち とが り船 .7F・ はやや銃い。
受都は,I方へ水ヤやや■向
きに延び川部は

'し

い。

デ.Tlt部ケズ 口嶺～八 .Fjヨ

6C後 半。

(第 3面下 須恵 7i

日漱 .fjは 内rlし て外反気llN

に立ち■が り、珊部は

'と

く

収める。受け部は外上方ヘ

延び射部は,と く収める。X
部は伐 く平jI。

SR I面
(第 3面下 須な∬

体邪由報的にウト上方に延び

る。口II珊部メしく収める。

によ～虞部コ
ヨナア.A部 ―吉F反ば″元。

(窮 4包 )

林部内,し ながら外「 方に
延びる。胆都下方に拡がる。

ナ/.A/1ケ
Fk転 復元。

(第 4包 ) る。 コ霰端都丸 く収める。 唾
デ。

反転復元。

(分 4包 )

痛球形の体

`卜

に口緑判
`を

″
合 し、口霧j■部はややつま
み 上げる。□法山面にベラ

記,Fり 。

口愚～4‖ ヨコ

6条以上′12m

日族～体部 ヨ

:じ 弓 青れ rk

タキ猿 )。

反転復九。

層 (白 然木
台在)

口器イF直線1,ti外 上方に圧
びる。口霰jI I部 尖 り気味に

は。

コナデ。体刊
`

(ⅢS 8条 以上
/12cm以 |う 。

ヨナデ。体部

爽。体部 下半
ハ ケ (幅 12

)上 )。 嵐都
ケズリ(1,14

一部合成
`

(熊 4包 舛3 める。日無部外反 して直線
的に夕1上 方 (こ 廷びる。九 lt。

部～嵐部ハケ
口緑～虞部ナ

女構

ll14 1■ ilTPI
頻部直立気味に近び夕I反 す

日巖～4都獅
II文 (幅 4余
/1S am以 上)。 (幅 7条 以上

/17 mm).

『蜘的
体部～嵐部ナ
ア ミガキ (嶋

石 赤 雲

(舛 4包 )

体部屈曲してクト上方に延び

る。口緑船都外反 して丸く
収める。W部 下方に延び裾

口なナデ。林
郁～脚部ハケ
(� 5条 /tn」 )。

脚部ナデ。
(� 5余 /cm)。

赤  雲
明赤禍 反強復元。

(ル 4包 )

して

'卜

上方に延 Lliる .口恐

船部裾都はタト反 し光く1えめ
る。脚 .T・ 下方に延び、招部

ナ

ケ
。障“」

林

デ
卿

デ。II都ハケ
(� 5/cm)脚
.Fjケ ズリ。W
招‖ナデ。

密 明I褐 ―部反止復元。

士師器
杯剖

'

方に延びる。口法射 .llタ ト反
し 四猪く収ゆる。

蕉部 ミガキ

SR h・質i厨
(自 然木含有)

欄
И

方に延びる。日は船部外原 長 赤 よ 奮

ＳＲ
晦
耐

体部内世しながらタト上方に
延びる。口器瑞部は九く収
ある.脚 .lj下方に延び裾と[
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掲1戯番号 辻 IIj rl 別 器 れt

法   it

(外而 )

含右物組成
測
め

測
雨

ヒ
ｍ 備    考

残/f辛
市
ｎ訃

叫
SR Id町■V ■lT器

延びる。脚部 不方に延びる。 世桂

体部内り しクト上方に延 び
社 ―邪反H砿独元。

(第 4包

"3
上前,器 (148)

体部内Ljし ながら外上方に

延びる。日霰端都丸 く収め まヨコ熱
コ
的

綽

瓢

元
反ば復元。

(第 4包 )

高fTN脚 部

“

(.fj

第 4面 ・ Jrr・脚部
断面形は円■状 を呈する

脚部下方に拡がる。
―部反転復元。

上側
'器

卿都下方に延び、桜部は拡 為 樹部 ,ヽ ″
塊サ脚 赤  蟹

(第 4包 )

IH部は下方に延び、裾部は
脚部上半ベラ

ケズリ(幅 II

cm以 上 )。 下

半ナデ。

(第 4包 第3 おIf・ 螂
閉

脚部下方にlfび梶部は拡が
脚部ナデ ミ
ガキ (幅 4 mm

SR II質 土Fl 潮
舵

に外面から3方向の日形の

(102)
`郎

直線的に外上方にたび

る。日族端部内面洸撤がる
る。口縁端 .Hlつ まみ上げ丸 回I」

ヘラtlり

反転夕元。内夕I巨i亦 と

師
鉤

ＳＲ
悌

に師器 純
「

部世激的(こ タト上方に延び
る。に霰端部

'し

く収める。
貼付苗台。高台断面は四れ
形状をユする.

にIR― FF部 板
ゆ 方 向 に 暗

輛
⑩

甑
い

II部内世 し、外上方に延び

る。口霰瑞部やや外反 し丸

く収める。plィ ャ常台。(方

口隷～庶都 ヨ

ナデ 射付苗

(白 外木含/H)
瞼
ぬ

体部内け しながら外 上方 |

延びる。回は船部わす力Ч
つまみ上1ナ九 く1文める。

コナデ。体著F
～た部ユビオ

柄 誌
∽

体部内・Jし ながら外上方に

延びる。商台断面は台形状 コナデ。k部
射仕商台。

石 赤 蟹
反転復元.内夕I耐 赤色

IRr毯彩。

(舛 3面 21 峨
И

IIIall直線的に外上方に廷び

る。口転端都丸く4Xめる。

口隷～底部ヨ コ霧～熊菩[ヨ
反転復元。

(第 4包 )

Ih部直線的に外上方に廷び

る。口族瑞部■ く収ゆる。
夕IA ulにベラ記号か。

ヨナテ。成 .l
石 赤 a

(瘍 3面下 (123)
4七 F直線的に外上方に延び
る。日級端部メしく収める。 長 赤 雲 密

顛
鉤

ＳＲ
∽

上師器

II著卜やや内けしながら外上
方に延びる。口法瑞部メしく
J又ある。

九 体部残推

瞭。

デ。体・I～ llt

.Tjr耗のあ l・I

監不明唯。

長 赤 雲
反転復た。内外面赤色

顔本至彩。

(44包 )

体剖
'直

線的に外上方に延び

る。口法珊部メ
`く

1又める。
外嵐面にヘラ記号。

「
I継 ～氏都ヨ

リ。ベラ記号

口霰～A剖
'ヨ

反ほ復元。内外mi赤色
腕オ4形。外面痕面に

(舛 4也 )

る。口霰鶏剖
'わ

ず力Jこ 外反
じつまみ上げ九く収める。

口霰～本部ヨ

口ltF～ 底部ヨ

(第 4包 )

在部やや内世 しながら夕ヽ 上

方に延びる。口様蝸 ./1囚 角 にヽい粒 1こがい0
版ll塗 彩。

第 4 4fll面 延びる。 日iR部 外反 し璃

部はつまみ上げて九 く1只め

コナデ。jlt.l

回転ヘラt.」 り
口Fi～求部 ヨ

石

結
文橙

反転復元。

師
り

ＳＲ
∽

体部,く 外上方に延びる。
口秩船割

'尖

り気味に収 め
ロヤま～lit r・ Iヨ

石 赤 雲

蜘姉輌
る。隊］蝉翔

懲
脚
丸

部

凛

へ

れ lltttF「 H幅
長 赤 密 明赤禍 十こがいれ

(舛 4包 )

日縁船Hトメしく収める。夕ヽ八
口法～A判

'ヨ

反電後元。内外面赤色

腕オ塗彩。

『姉２０ｃｍヴ
lh部 営糠||に 外上方に延び
る。口霰瑞割

'丸

くIXめ る。
口よ～末部ヨ

(第 4包 )

庄部 ]

体部タト上方に廷びる。口.II

・
jl外

反 して瑞部は丸 く収め
rH療 ～A部 ョ

密
―部反1工復元。内面に

赤色頸壮1甦彩。

(第 4包 )

に延びる。
「

緑船部丸 く1又

ある。内度面にヘラ記 弓石

口無～底苗[ヨ
回徐～A部 ヨ 反ほ復元。赤色lllオ 14

輌
Ｄ艦

伽
上師器 常台仕皿 朧И

(174)
体部タトL方 に延びる。日級
苗[外。回縁船部やや尖る。

口松一広部 ヨ

喜台。

台内面ナテ

弦合ljt有 り。

反Iは複た。内外面赤色
顔オ14形。

蛹
⑭

甑
い

体都外上方に延びる。
「

器
部外反する。日法船部メしく
I又ある。

口巖～庶部ヨ

聴IB苫台。

口縁～底剖
'ヨ

明赤務

(第 4色 )

(140)

体HTJ内

"し
ながら外 li方 に

延びる。高台断面形は台形
14・ rll～ k部 ヨ

型,市 台。
`割'～

点部ヨ

なり。

反 l・夕元。内タト而赤色

阪本1塗彩。

(第 31u下
20 cm)

聴
И

天引:部 は平坦。口患部 下方
口霰～天オ割

'

(第 4包 )

体部外 i方に延びる。口緑
端常卜は光くlkめ る。

体

ガ
状

禄

一
く

ォ llNミ ガキ)。
赤  =

反上復元。内夕I面 赤色

顔l14彩 。
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jBIttlfr=

pt  it

'レ

   態 含在物組班
測
耐

色
ｍ

(残

'商

)

(第 4也 )

回桜 びる。口霰都「くJの守:状

に夕十反し射剖:ゼ耳角く1叉 め 4部 ～ハケ
(幅 11余 /23 ”柳］呻”“

王
４

任
赤

(第 4包 )

lth部 内LJし な力fら 上方に延
びる。日霰都「く」叫路状
に

'卜

反し鶏謝
`九

く収める。 II部八ケ (幅
”柳鉤中”札

ロ

ア

‐２
体

エ
ケ

ＳＲ
伽
耐

頸部「 く」の字に

'卜「
x。 ロ

候端部ややlF張する。倅都

山4し なが ら に方 1こ 延 び
口桜ナデ。ll

・
IIjナ , 茅今

赤  雲 tP r 資橙

Ｈ
ω

口法鶏 h四 狗 く収める。日

霰端部四角く1えめる。14部
内り。

デ。に秩～体
日′F～ 体 IIf・サ

資椅

(第 4包舛3

�下00cm)

上師器

体部内背 じなが らタト上方に

延びる。日嵌謝:や や外反す
る。 コ篠船部は四狗 く収め

帷秘料陀輸
“

.Tj上 十ユピ

リ (に 15 em)。

百 継 赤 密 反‖哄彼え。

(第 4包 )

酷
Ｗ

体部内4し なが ら上方に延
びる。日献都外反し珊部は

ア。林吉Lハ ケ

(� 10余 ハ 5

デ。4言 [ユ ビ

(第 4包 )

体部内世 しな力ぐらタト上方に

延びる。日緑部「 く」の字
状に外反 じ

「
禄射部はやや

つまみ上げる。
尖/em),筑 ‖
■サ1」ttつ 。

(幅 5条 /cm)。
灰女桐 反は復元。

矩 螂
ｍ

延びる。回転部はわすかに 坤
ケヽ
航

雌力拗
反互夕元 (

(142)

口療端部メとく収める。日嵌

部外反する。体部内uし な

力【ら二方に延びる.

４
サ
髪熊一如め

(舛 4包 舛 3

面下 00 cm)

上4P淋 姓

体部内脅 しな力` ら上方に延
びる。国鉄喜脚よ世立 し船 .ll

はわす力Чこ夕十反する。丸庶。

口縁端部メとく1又める。

ア.林 謝
`ハ

SR Il質 上酵
(白 沐木台有) 冊螂効

(72)
方に延びる。

4部 ハ ケ
(lF 7条 以上 体部～医部ナ

デ (4kナ デ).
郷
鼎 資鴇

(第 4包 )

珠
И

甑部「く」の字状に外F/。

口霰部つまみ上げる。

口緞 ヨ ヨ ナ

体 剖
'～

ハ ケ

(幅 9粂 /23
en)。

ち′ヽケ (幅 19

条ρ3cm)ユ
ピオサエのち

『姉痴
鵡
И

デ。卒盟
`ハ

ケ

(幅 7粂 /cm).

口振ハケ OF

蜘姉輌
上師器 (お 0)

体部直線 llに 外上方に延び

る。日級靖部九 く収める。 割
'ハ

ケ (幅 8 ft 赤 雲 にぶいで 反FF夜 元。

揃
⑭

ＳＲ
佛

鰤
‐０５
蜘
は

IC部外上方に延びる
ナデ。体部ハ 石 長 赤

獅
⑭

諫
い 翼IL手 把手 Iよ 同構状を呈する。 祖

土師器
把子は同な状を望し、外方

体部ハケ (帆

8条 /12 cm)

把子ナ∴
体部ナデ

ＳＲ
ω �犯手

把 L7T9卜 方に延び上方に尼 I臨

する。珊 frllは尖る。 賞橙

卸
に 単拗的

厳

¢ 責袴

(第 4包 )

螂
レ

Th甚レ 上ヽ方に延びる。内面

報が巡る。平薔台。

体都～穴都ロ

施釉。A剖
'韓

貨みの

にぷい褐

師
⑭

ＳＲ
悌 土i市 質主器

林剖
`直

線的に外上方に延び

回 転 ヘ ラ 切 み剖
'ヘ

ラミ才 社  雲 密 栓
彩。

『獅駒
体.IttWし ながら外 Ji方 に
妊びる。口療瑞剖

'光

く1文め

口緑 ヨコナ
え 4部～痕 口縁～鷹部ヘ

2 mm)。

(第 3而 下 れ

体部内轡 しながら外 上方に

圧びる。TH隷 射部光く収め

る。射仕出台。市台断面は
三角形状を▼する。

騨朴一^
反上復元。―部合成。

常清焼 4・

憲

‐２

日よ吉Fタト反し、船部は上下
のよ触 の大級

反 F_夕元。

さ

９６ 厚 77 結 金か定の電体。

①と②の間
帷
И

体部やや内
',し

な力tら タト上

1叉める。

口森一体部ヨ

行ベラミオ■

②と◎のW る。苫台は高 く端』Чよ光昧
ヨナ為 え部
Ⅳ訂子商台。

長 赤 雲 省 女命

II.flttiψ しな力くらタト上方に
延びる。口緑珊部丸くlRめ

回憩～体部ヨ
ヨナみ A部 口緑～体部ヨ

ベルト◎ 狂びる。日巖船営[九 kl又め
回よ～4.Fヨ 口森～II部 ヨ

醍
ぬ

体部亡報 11に

'卜

上方に延び

丸 く取める。内雨稜漱 上に

ヨナみ 瓜部 口縁～人部 ヨ 反転復元。 lklウ ト雨赤色
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遺 継 形    態
整

，
測
耐

と
ぃ

湖
巾

色
ｍ 州T   を訃

町

4部夕I上方に延びる。日緞
Ⅲややタト反。日族瑞鯛 しく

ヨナテ。A部
回■ヘラty」 ウ

口承～4部 ヨ
石 赤 雲 仕 反ば彼二

旺梯ゆ
②

体部短くタト上方に延びる。
匡″北ET2丸 く収める。

口法～A剖
`ヨヨナデ。止部

唖材動
①

前台何小川1
体部外方に延びる。□体鶏

邪九 く収める。

口桜～應冊ヨ

②と⑥の間

th.T内 ,し 外 に方に延び
る。口法判ウト反する。コ縁
船Ⅲ丸く‖又める。

ア。部分的に

ケ (幅 6条〃

ベルト③北
鵡
貶

(400)
致部「 くJの 字状 に外反。
日綜瑞 11は

'し

く収める。

②と③の問

開

お

口篠1卜 ややЛ巳レじ外反す

赤 雲

体都タト上方に延びる。回緑

に松～A削 :ヨ

4111j内 1里 上 望

体 .ljやや内・.・ しながら上方

イ】人に夕I反
「

1隷 船‖I下 に

1/A破 する。

ヨナデ。体』
'

条以 上/24 mm

ハケ (幅 8条

(|.u6条 以上

u‖ PljF上 鯉 鵡
” 張する。

デ.A剖
'ハ

ケ
(幅 14条 以上

ケ (� 14条

ull内れ生に
II部 上方1こ 延びる。黙封

'「く」の学に外反。口縁411

口濃ナデ。体

部ハケ (ni 3

口法ナデ。体
.Tハ ケ (幅 3

粂/cm)。

反ほイЯえ。

避II山
j14■ 体判,内 Wし 夕1上 方に延び

口法―A都 ヨ
コナデ。庶部 却

船
明I鶴 反に彼え。

t■ 硝内111■ 鵡
И

fI“やや内・Itし ながらタトに

方に延びる。口霰船部九く ア。TA部回‖は 反ほ復元。

赴IIIttJI J ■mTt上 器 `.ll山

世 し外 に方に延 び

る。口漱射剖
'九

く収める。 ヨナデ。FA.lj

匝輯糸リウ。

口霰～末部ヨ

上側
'11■

7f
体部年 くクト上方に延びる。

日扶射那九く収める。

には一痕営トヨ

Πl・ 糸切り。

口法～八 .rlョ
石 赤 茎

遺trj山 4■ 独な質 と器

体剖
`亡

秋 1,に 外 上方に延ひ

密 罠転被ラε.末 jrl系 。

体樹よ上方に圧びる,回族部
夕1反 し射剖猟まややつまみ■

方向のハケ (IFi

日

'状

～体 .Tjヨ

同のハ ケ (4

4部 I・|く

'卜

に方1こ 延びる。
口無都外反して_L方 につま

ヨナデ.嬢部
回転ヘラ切り

反漿夜元。

酷
勢

4部外方に延びコ緑部外
反。「 霰硝部つまみにげて
尖る。

ヨナデ。4● I

に5余 )。

ア。体部ヨコ
石 赤 雲 反城独7L。

霰
酪

「
部内世しながら外L方 に

ltび る。曰伝剖∫「く」の守
沢に外反して日霰4常卜はや

L#～ 体都ヨ

(幅 9糸 以上
/18 Dm以 L)。

に秩 ～ Ih“

`
ハケ (1烹 7余

■)。

コチデ。人部

体部
lh部 やヤタト方に

'〕

きながら

上方に延びる。 IIl・・l・

“

共に

卍子がつ く。

釣 糸 以 上 /4

℃コ以上 )。

ヶ

４ｃ

除
お

体言F直線41に タトに方に延び

る。 コ骸船部丸 く1又める。

コIIA～ 4部 ヨ

(康 )

よll■ 土A (80)

体常

`や

や内」 しながらタト■

方にたびる。E緑賠部丸 く

口松ヽ庶 .7Tヨ

回1呟糸切 り。

口法～FFk割

`ヨ

よll質 ■器 (86)

体部内tjし ながら外上方に

延びる。回桜瑞部丸 く収め

にな～ム部ヨ
ヨナデ。A部
回転糸切う。

口霧～点部ヨ

Jit市 質上訃 (116)

体 M'や や内塑しな力【らタト|

方に延びる。日篠端部丸 く

Iコ よ～よ部ヨ
ヨナ嘉 庶都
回転糸切り。

口Iイ～A部 ヨ

■洵,質■7i
体部亡立 /1味 に

'卜

上方に延
びる。口緑鶏都やや尖る。

ヨナ為 瓜‖
回転糸切0(lk

口巌～人部ヨ

I師 質I器 る。日徐珊部九 く1又める。

コ徐～度部 ヨ

ヨナデ。本部

えオ部は九く日巌I II部 は
't

上師質■器
体刊

`短

く外 L方 に延びる。 コナみ 底 .I

回転糸切 り。

口TF～ 庶都ヨ

土Fp質 ■器
体部短 く外上方に延びる。 ヨナ為 底部

回転糸切 り。

コ級～嵐部ヨ 『
船

ItF貨■器 完,レ
4部短く外上方に延びる。 ヨナデ。人部

回転系切 り。

L前iri器 体部短 く外上方に延びる。 コ,デ。A部
ШI転 糸切ゆ。

i師 質土器
体剖

'短

くタト上方に正びる。 ヨナ,お A部
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IB載舒, 避  船 出土地声 tl 別
Il  イ

含有物組成
削

０

色

俳
t 測

残rF辛 器
嚇

上tll質 上船
口霰船部九 く収める.

口凛～底部ヨ
ヨナデ。点部

口Fi～ 水部ヨ
反1弘復え。

口法鵬 T・ 光 く4叉ある。

口よ～虞那ヨ
コナデ。A部 長  赤

tFr質 土器
体部 I・

jく 外 上方に延びる。
口霰鶏都九 (1又ある。

コナアお嵐部
口な～八 .V3ヨ

言 雲 反転復元。

土n,質 ■器

回転糸切 り。

口な一A七

`ヨ
ス黄掲

(all) (192)

4部内

"し
ながらタト上方に

延びる。口緑部「く」の●
状に

'卜

皮し、jli部 わすかに
肥
「

●する。■A。

工。
「

部～嵐

“

ハ ケ (れヽ
12条 /蟄 cm)。

lh‖ ～ll“ ユ

ケ (幅 13糸

fI都内Ⅲ しな力ぐら夕十二方に
延びる。口稼珊部丸く収め

口よ～A部チ

|・
/f文 。氏部ミ 明示網

「
k転復7E。 内外面赤色

口lR
体都直線的に外上方に延び
る.口療端 .ll尖 り気味に1又 枷抑時・

日徐 ～底部 ヨ
密 1こ ぷい袴

反転独元。内外・ I赤色

顔■4形。

除
嘘

部夕〔反する。口iチ射剖
`つ

ま
コ伝ヽ火普[ヨ
ヨナテ。底部
回転糸切り。

反転復元。内外面赤色

■ 1頂 質■器
体 .4や や内lllじ タト上方に正
びる。口Iよ船部九 く1又める。

ヨナデ。lt.fl
回猥～た部ヨ

雌
路

部夕I反 する。口器 II苗

`つ

ま 反賦夕え。内タトm赤 色
顔料塗彩.

遺iVttll fI
体部虚線的に外上方に延び
る。口霰鶏部九 く〕ためる。

口恐～底部ヨ
コナデ。八部

石 赤 雪

除
И

体部内ljし ながら外上方 1こ

延びる。日無y●部,と く収め
口よ～点都ヨ

回転糸切 り。

回はヽ成邪ヨ

4部短くタトに方に口霰珊ntl

九く収める。底部メロ水を4' 帷祉］一
ア。体部 ―庶

疏
珀 回霰瑞鵬 しく1文める。

コナデ。 FA那

回転糸り,(根

体 IIIやや内・ J・ しな力【ら外■

方に廷びる。内タト面ヨコナ
デによる段を4す る。日lF
鶏都光く収める。

回転糸切,(す

回殻―A割 :ヨ

上1“ lt上 ト
〕」霰珊部狂くlXめ る。

コナデ.llt那
回転糸切 り。

口隷 Aヽ剖
'ヨ

炭上復九.

体部亡報 1,に タト上方に延び
体士[～ A剖

'ヨコチデ。fiR部

厚Iば 糸切り,

II“ F～成部 ヨ

女活

」tll質 :に器
体 .Tj短 く外上方 1こ 延びる。
Π禄鶏部九 く1又める。

口献～成邪ヨ

石 赤 賞 『
船

上柿質」
=器

小部煙 くタトと方に延びる。
口緑鶏部メしく収める。 ■糧 賛裕

口績珊部丸 く1又める。
ヨナデ。llk都

体部直,気味にタト上方に延
びる。口恩船部九 く収める。

口II～ 底部ヨ
コナデ。氏部

よ社

上mi質 土器
体部短 く外 上方に延びる。
口は垢都九く収める。

Π織～A剤 ,ヨ
風上夕元。

15)
にI議 ～ r■t部ョ

回は糸切 り。
反1は夕元。

上

“

,it■ 器 る。内ウト面ヨヨナデによる
段を,する。日隷射謝

'丸

く
ヨナ∴ llR部 Fk転 復え

体部止線的に外上方に廷び

る。口,泉朗 1卜光 く収める.

凹よ～末常ヽヨ
ヨナア。嵐部

上rli■■器 延びる。回縁端 .l九 く収め
回霰～広 .Ilヨ

投 反転夜貢

コナデ。度部 反転復元。

鵡
盟

14・ 七F短 く外 上方 に延びる。
日法端部メしくI又ゆる。

口慰～底部ヨ
コナデ。llt謝

`

石 赤 よ
貴0 ±■

土

“

,質■器
体部笠く外上方に延びる
口4粽珊.I光 くJ又める。

コナデ。茂部
回はヽ嵐常卜〕

員  赤 瞥

■ 1"質 上器
4部 直款41に 外_L方に延び

日i承～嵐 .llヨ

回 転 糸 切 り

(す の こよ /1

ロイよ～痕部 ヨ
反l・

‐
復元。

ｍ
受
胎。

蜘
帆
』
文。

は
瀞

口
茫

口縁 jlれ
I。 受

み叫
の■承

上師■上器 “

都直報的に外上方に延び
る。外 Ifヨ ヨナデによる蟄
を■する。口霰射.Ijた く収

Iコ 霰～k部 ヨ

回転糸切り。
赤 誉

I怜

峨
レ “

謝,や や内世しながら夕ヽ■
方に延びる。コイま端部メしく

口な～A.ljヨ

」蟷糸切り。

日緑～底割;ヨ

土 mi質 ■モ 体 IVf短 くタト上方に延びる
日振～床割

'ヨコナア。庶 .. 赤  養 密
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羽 lk番 , 世 1/・ PI や| 形    を 含オ物布!成
削
耐

，
刊
ｍ

仕
的器

叫

体部直線的に外 上方に正び

る。日嵌珊判
`光

く1又める。
コナア。 FA部

4・ll短 く外上方に延びる。

Bよ オリ),

郭
軸

上師箕上器
仏那灯 く外上方に延びる

口法 IA‐
Ijチ tく 収ゆる.

口よ Aヽ部 ヨ
ヨナデ。k都

(す のこ爽4

方に延びる。内外 Wiヨ コナ
アによる段を有する.に

'よ射部メしく収める。

口緑～底部ヨ
コナデ。点部

口器～床部ヨ

体部th立 気味にタト上方に妊

口桜～氏‖ヨ

回転糸切,(板
赤  安

びる。日法翡部尖 りit味に

口iチ ～k冊 ヨ
ヨナデ。(‖

H求 なり)。

女r 引
鮒

体部芭練的 Iこ 外上方に延び

内外前ナアにより段をオす 回は糸切り。
哉■■

上側
'Itに

Pr
体部短 くタト上方にlTび る.

コオ～A.ljヨ
コナデ.八部 赤  雲

in,質■器
方に延びる。日識珊 .l'し く

口よ 氏ヽ部ヨ
コナデ。A部

にな～▲判
`ヨ

郭
触 女社

に延びる.回伝鶏 .F'と く1又 ヨナテ。人声h
にな～llkIIヨ

際
お

日法～体部ロ

クロナデ lt 呻知″
用
灰

口法～瓜‖ヨ
コナア。A部 赤  雲

林Ⅶ
'営

立みヽ味にタト圭方に延
びる。日黒端部九 く収める。

上

“

FttIFF
体都直立気味に外上方に延
びる。口泳船部つまみ_Lげ

に1l�糸切 うr

「
識～氏m:コ 郷

舶

方に延びる。国縁珊部丸 く

日瓶～FF冊 ヨ
コチテ。藤部
に怯糸切り(板

in,質 ■淋
林部短くタト上方に廷びる
に巌船削:メしく収める。

ヨナデ,■ 引,

のこ択4,)。

口ぷ～八削
'ヨ

体部疵く夕ヽ上方に廷びる
に桜珊絆 しく収める。

回i承 ～R部 ヨ
コチデ。氏部 li雄 藝

購
反怯復元。

上n,T士 器 4部″くクト上方に廷びる
にllV削 光く収める。

コナデ。氏部
J″～llk吉トヨ

口▼|～監部ヨ
コナデ。A部

コTR～ 氏判
`ヨ

I前
'質

i洛
日緞瑞削

'た

く収める。

口Iよ ～に・fjヨ

向上糸切り。
貰橙 藝

蛸

上前i質 li器

「
lII船 謝

'■

くJ又める。
コチデ。な部 猾

主前itti器
日森船判

`光

く収める.

口忍～庶・ljヨ

コチア。底

“

【

主mi質 i器
にI恐 珊削

`メ

しく収める。 回は糸切り。
反ほ復元。

(80)

「
I恐 珊削

'■

く収める.

コTF～ 氏.T・ ヨ
コナデ.A刊

`回1転糸切り。
茂 止

■師器
日恐服 M'メしくJ又める。

上側
'質

士器
体剖

'短

くタト上方に延びる。
ロイ求那やや外反する。

「
It

射部丸く1又める。

口Tk～ 虞都コ
ヨナデ.氏 士ト
回I・ 糸切 り。

士mitti器 H恐船絆 しく1文める。
ヨナデ。嵐部
回1転 糸切 り。

反1は復元。

ill tti器 (80)
日織珊‖メしく1文める。

口f葉～嵐都ヨ
コナア。A訃
回転糸tylり 。

郷
蠅

引
脆

反怯復元 .

L師 ri器
日経 V II剖

'メ

しく収める。

回桜～A部 ヨ
コナデ。flt刊

`回転糸りり。

in,質■器
にIイ

=船
謝りしく収める.

コナデ。嵐刊
`

体部々 く外 上方に延びる

ヨヨナアによる,を 有す

1/る 。

□桜～底営Fヨ

回転ベラ切 り
反1嗽復元。赤tlf卜 4

硼
眈

鰤
И

II部正撤的に外上方に廷び

る。口よ瑞訃光 く収める.

ヨナア。に削
`

口霰～嵐部ヨ

彩。

硼
延

峨
И

夕(反 し瑞部上方にややつま
(ti 10条 /22

デ。■部―ハ
ケ (幅 10条
/22cm)。
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器

帷

にれ,女 lL器

Iけ|～ !ヽ ‖ヨ

コイナ
'出

)F尖

'気

「
米|こ I叉 め

聰
わ

仰

ロ

サ・ン

″

加

卯
度はIl,t

体れ
`内

″ しながらクト
「

方に

「1は‖古
`'と

く収ある。
にば糸 tf」 ウ。

恥
″

“

‖短 くタトに方に延びる。
I llJ

L“ ダtに器 ム・lj灯 くクトに方に延びる。 コナデ。 れヽ
`

にIイ よ～八悧
`ヨ

体謝
'1■

れれ,に 外 に方に延び
‖ k

■詢,内 オしながらタトにツチに

購
浴

体‖やや山 ,チ しながらクト|

鵬
お 呻抄”

皮,二 彼元。

雌
‐

体苗
`や

や内オじな力
'ら

タトL
方に延びる。市十ヽ断山i形は
,lll形】大をilす る.

サ
鵬

＝

。
ＪＩＩ

度は彼元。市十ヽ山hiJ

,ll j山 )[「

恥
浴

ヨナテ七 八‖, 度は独元。山タト山坊(也

帷
蘭
螂
貶

「 Iな ～八‖ヨ

度は独元。山タト腋F赤 色

」1呟 ヘラ切ゆ

遺冊山狙「
峨
る 1ヽ‖光くlTAめ る。

遺壮山Ⅲl■
晴
お

に あミ

略
独

朴 m`山 報 1,に 夕十
「

方に延び

には憎
`や

やタト皮する 山ni

卜‖
`

コ
外
　
。

的
嘲
別

世lll内 111
デ。A‖いは 肺旺仇町

|じ 号4ウ 。

爛
明

デ。赤とlll■
1

デ,赤と肌!|

遺li内

“

口 峠本一kl.ヨ
,lⅢ  4杉 .

小詢
`外

に方に延びる。 1叶ユ ～体I[ヨ
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出土地点 hYl 位 れた別 FI IJ 湖
め

測

ｐ

也
ｍ嵩

れ
器
悦

赳ll内 Ⅲl■

体苗[内
44し ながら外」i方 に

lTびる。口霰 .l「 く」の字
よにタト反 し端部はわすかに

のち敦莉卜 41

3条 /cm),lI
al下 部格子 日

ハケ (1置 3条
/ca)。 誡部ハ

ヨナデのちハ
ケ (liH 8条

醐
И

体部内雪 しなが ら上方に煙
びる。口識部外反。ロイま瑞

テ.体 部～ハ

ケ (幅 2余

ケ (l12条
/1 em)(5条
/15 em)。 体

石 赤 要
赤材 赤協

反転彼元。

遺概山狙■ (256)
衷剖,「 く」の字状に外反。
口議船 .llつ まみ上げる。4
部上方に延びる。

ナデ。体部ハ 口伝～体訃 ヨ

赤  要
反転復え。

鵡
И

頚都「 く」の字状に外反す
口法～体部ヨ

/18 mm以 上)。

口憲～体 部
ハケ (“�5条

「

 赤 罠転独二

担tFllyl狂 士 (260)
びる。口縁都「 くJの字状
に外反 し端都わすかに拡張

回霰 ヨ コ ナ

エ。体部バケ
デ。 林 吉[～

(幅 H条 /20
℃m)。

■桐

醜
函

体督[内コ しながら上方に廷
びる。口霰部「 〈」の字状
にタト反し瑞都はわすかに拡
張する。

口療一ヨヨナ

ケ (幅 8条
ア。4部 ～ハ
ケ (幅 H条 明赤褐

遺fil内 4■

II郡山L・ しな力tら 上方に延
び 口族部「くJの字状に
外反する。口,テ瑞部上下に

ア。体 .lナ デ
ハケ (幅 7条

口伝～瓜都ナ

9条 以 L/14 反 l」 彼え

fh都直線的に夕I上方に延び

る。日霰瑞部九 く収める。

口秩～嵐割
`ヨヨナデ。庶吉F

遺構山lF■
螂
‐
醍
卵

ヨ

'テ
。痕部

回に糸切 ウの
回霰～底郎 ヨ

QR-338 i14質主器 (123)

体部やや内・Jし な力てら夕十上

方に延びる。日稼瑞部九 く ヨナ
'お

氏部
」な一A常

`ヨ

主師質主器 醜
И

体部短 く外上方に延びる。

口霰～AttFヨ
ヨナえ た部

密 明赤褐

醍
睛

4部疵くタト上方に延びる
口桜瑞剖

`光

く1又める。 回転ヘラ切り

口候～底部ヨ
反上復元。

体 .fl短 くタト上方に延びる。
口様

'出

常卜九く収める。

口霰～八那ヨ
ヨナア。底部

内に部ヨコナアによる身を
有する。国示阻 f7丸 くJ又め

44‖ ヨヨナ
デ。底部回l�

糸切り。

体底部ヨヨサ

思任内」L■
釣
脇帥

〕
ハ
条

ｃｍ

胞
み

ｍ
上

ハ
条

ｃｍ
赤  雲

遺程山狂J Ltl質 ■FT ■

円術形のkFdHに 台形の焚口
の上方に庄を■つ。焚口両
観上に銘状のIw■+布 う。

触伽ナテ，

ほケズリ後ナ

①と②の問

体部やや 」ヽ じ外上方に延
びる。日霰訛部丸 く収める。

口法～A部 ヨ
ヨナア。茂部 口霰～ FFk▼ トヨ

上rn器

林部を く外上方に延びる ヨナテ。人部

(務

民 赤 雲

中］
口霰～氏

'ト

ヨ
ヨナ九 痕部 口は～X部 ヨ

糧

須志賠
体部短 く外上方 1こ 延びる。
口霰賠椰ややつ まみ上 げ 回IIヘ ラ切り 皮転彼元。

(324)
目森ナデ。II 口巌～II部ナ

体部外上方に廷びる。 橙

i師質土器
口緑～底 .flヨ

口赤～八判
`ヨ k椅

酷
И

fI・ 都やや内

"し
ながら外上

方に狂びる。口桜端部丸く
「

赤 雪
世橙 貴14

■ 1市 質■ PI
日縁瑞部丸 く収める。

コナア。底部
口伝～底邪ヨ

橙 反転復元。

都外反する。口松瑞部丸 く
回転ヘラ切 り

に示い糧 にぷい0 反転復元。

(第 3面下
の cm)

体部直線的に外_L方に延び

る。回線端都丸 く1文める。

口濃～底部ヨ
ヨナデ.人部

え 赤
=

攪

遺I jttIE■
4部 F!線 的に外上方に延び
る。口織琳部丸く収める。

日稼～底部ヨ

回転ベラ切 り
口縁～FR部 ョ

IAli判 4形。

密

体都直立気味に外上方に延
びる。口FF瑞 常I「 くJの 字
に山がる。口法瑞部やや拡

デ。体割け デ
ハケ (II‐ 7条

ケ (II「
‐10条
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第 4遺構画 遺構内出土土器観察表

l.Jlu rTサ
と
ぃ

｛

帳

脚
И
肺
Й

体部内」しながらタトに方1こ

延びる。口i4‖‖
'し

く1又め

“

t,也子

Fl[山 |」 しながらクト上方に
( 力ヽ

体削
`亡

ftl,に 外上方に正び |いよヽ 止m`ヨ

動的中‐ｔｉ

体刊
`や

や内」 しながら外 [

fh詢 ∫やや内,しながらタト|

方に延びる ロイⅢ門lrメとく

反止独元.赤 と,十 i4

狛i。 兄JAみ に,1'レ の‖
班あ リィタヽ人山‖こヘラ

処脚
除
れ

lliFやや山Ⅲ しながら夕II
方に延びる。口松す出謝

'わ

す

かに‖タトlkし  瑞都は九く

珈　勒一雨

は
お

体i[内 ,,し なか【ら
'卜

上方に

ll・ れ
`直

報的に外上方に延び

唖闘

体刊
`内

」しながらJ:方 にlr

し ,nが張る。口i扶刊
`「

カ

4m`― ltm`

八部匝ほべ

,K-1つ zll
liよ～llk‖ナ

びる (」 k,,,よ の体削
')、

「
桜・i襴,J約 く】ズめる。頚判

'

常よ～4判
'ヨ

騨祉『�
cm)。 体|[―

硼］嚇
叫
珀

「
イヤ削

`ク

ト反じ IIIIm`タ ト融口:

止凱
`

rno L台 内‖
肝i。 古」り‖Iじ

体秘～AM`れ
伐I冷

止士[山サしながらに方に延

コ

下

ラ

‐９

は

ち

い獅訃『柳”如

錦
レ

内|〕 しながらタト上方に延び

める。Il柱 出
' 

歿狙罰
'の

現 反はI1/元

「1よ～AM`ヨ

譲やかなカーブをもつ林士

“

は少し尖ゆ気米に氏詢;は 近物 rTサ 22。

しながら外 に方に延びる。「
口よナア。大 反ば彼元,タト人面平行

忙螂
い

のナデイウ。

に  お

紀は拡がる。2条 のたよ を

施す。掘瑞削
`や

や拡大する。 4kな り)。

lIN前 Iケ ズリ(枚

クト戻する.に 1よ 11削 気よ)と く ハケ (幅 6条
ンヽ/cm)。 1lξ
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器 IJ

法    R

'レ

   態 耐
ｍ

刊
め

色

ｍ
器

破

聰
勇

口縁部外反 し端部はたくJヌ ビオサエ。体
部ハケ (幅 5 騨ｍナ。

ロ
デ
リ

反転宏元

(7■ )

体部内Ljし ながらタト上方に

延びる。日縁部タト反 じyw部

は四狗 く1又ゆる。

九 4都ハケ
(幅 11条 以上

ア ハケ (lu

ilt登
皮転復元。

(255)
める。14・ 部内彎して上方に
延びる。地アブ中央にキ耳

[隷～4部ハ
ケ。把■部ナ

口rlハ ケ。4
部ナデ 狭合
芸有り,f4・部

上

“

「質土器
体部内4し な力tら 上方に延

石 赤 = 灰☆tB・

天引:部 は九味をもち体.l山

"し
ながら下方に延びる。 デ。灼

体部内彎 しながら外上方に

廷びる。曰緑鑑部つまみよ

げる。脚都 下方に拡が り端

部田海く1又める。

灰 白

口霰部外反し射部は丸 く収
める。■都は山FIJし ながら

'卜

上方に延びる。
部～A.Iハ ケ

口霰ナデ。体

ケ 組ケズリ 士橙

4部 内」 しなが ら上方に延
びる。 口継部外反 じi・ t部
丸く,又める。九A肩 .I外 面
「+Jのベラ岳E=。

営トハ ケ (1晶

11余 /10

口1環 ヨコ ,

デ。44.部 板,

7.嵐 都ナア
に 赤 雲

タト面肩.Fl「 十」ヘラ記

体苗I～
底部

体部内管 しな力ぐらウト上方
体都～虞部ヨ

リ (按合よ4
り)。

郷
齢

外而 :燦 Ilオ。

須な器

口緑笠部は内領じ 短い卿
部をもつ。体部内・Jしなが
ら外上方にたびる。

え 体部ケズ

リ。体都～嵐

口森受部は短 く内傾 し、短
,灰

体部内麟 し、外 上方に延び

る。口療船 .‐ Fj尖 り気味に1又
ミオ■ (幅 1

石 赤 養

IIN常Fは 内,,し なが ら外上方 杯部板ナデの

HIIN
体A部 から人の字水に開 く
m蔀 が付 く。端部は九 く収

キ (幅 51111以

上)ヨ ヨナ

廷びる。口法部はタト度 し端
部は九 く収める。

部～氏郡ハケ
口霰～庶部ナ

I・ l命
にヽい橙

膝
帥

務tF・ (215)
体制

'尼

曲して外上方べ延ひ
る。日縁都外Fkし 、端部ほ

四狗 く収ゆる。

口上ま～体部ナ
,。 17減のあ
.H推 不切Jrr。

彊
体部内控 し外上方へ延 び 仕都～fre部 ナ 体耶～氏訃ナ 一部反転復元。

“

な材を,つ。
コナデ。体都

口法～辰部 ヨ
反舷復元。

森

Ю
びる。日

'ユ

部タト反し瑞部は
たく収める。

ふ fI部ハケ
(幅 5余 /cm),

長 赤 娑 止猾 反ほ復元。

臓
々 は光く収める。

12条 /12 石 赤 要

螂
晩

Th部～′サ (1正

7条 約 7 cm)。

体 .41～ llt部 ユ

反ly復元."ヽ ■水

須忠器
天非 .T・ 。列点文。4部 中央
に移が巡る。口霰部は外反

点文 かき目。
体

“

～口族ヨ
天

'「

営[～ 回線

占林脚部 体部外 に方に延びる。 ケ (幅 7余
/1lcm).

瓜剖
`ユ

ピオサ

体部内彎 しながら外上方に

延びる。回転鮒部丸くⅢ文め

口緑ナア。林
部ハケ (幅 6

条 /cm)。

石  ( 反 転 復 元。1/カ ド

商lr・胸部 体剖
`上

方に延びる。平llk。
京都剤離のわ 底部ヘラケズ

体剖
`外

上方 (こ 妊びる。IIN康

部から「人」の学状に開 く。
杯 IIT・ ～庶部ヨ

ミ才キ (獅 5
石 赤 雲 賜赤得 脚部の内面 tこ 黒班 有

明猾 反i復 元。

須恵器

林部内サしながら,I下方へ

延びる。口な船部
'し

く収め
る。内タト面強いヨコナアに
よるrxを 有する。

デ。天,FttF回
rl憲 ～天丼部

入井部は九味をもつ。口務
り。体部～ロ 棄  赤

(50)

天丼都は九味を,ち体部内
彎しながらド方に延びる。
口緻・li部

'と

く1又める。
オ吉F回転ヘラ

螂ｍ
天オ糾は,い末を持ち 体部
内・ tし なが ら下方 に延 び

る。口霰瑞部光 く収める。

回転ナデ。天

非部巨I転 ベラ
色J71社

粗

酷
め

口恩受那は内傾する。4割
'内り しながらタト上方に廷び

る。A部 夕十面にベラ記号布

口漂～rh部 ヨ
ヨナデ。frk部

Fx転 復元。

A部やや九味をもちII部内
世しながら外 庄方に延び

受けntは 内傾じ上方に延び
デ。II部 回転

転チア。
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ItJlttる, 世 lfVj Fi fr
(外hD (内 i節 )

測
め催

哄

際
お

口霰受けコ引よ内傾する。fh

七Fクト上方に延びる。

回転～4都 ヨ

(“市Iク cm),

鶏
И

口伝え

“

は山傾する.体部
内■しながら上方に延び コナえ llt剖

'

石 赤 な 密 戻ほ独元。

須,よ 器
歳いШ[形の計 ,レ `直線 1,に

収める.

‖ほナテ毛下■ 口縦～八 .lj同
反上復元 (

■師器 光
回法部はタト反 し船部は■

収める。
ケ (幅 5条

日嵌～体・F・ ナ

(240)

¬な部芭立気味 1こ 狂び 外

反する.口霰瑞部丸く収め
(帽 10条 以上

ロニユ～4訃 ヨ
石 )

口桜ハケ (幅

8条 以上 /13
口法ハケ (|・

7糸 以上 /19 反転復元。一部金疵 .

翌
頭判

'「

く」の字状 にタト反。

日猥瑞部丸 く収める .

え
鰤

■

孵
孵

御

９ｃｍナ．

ケ.体 .ll～ ユ

貰栓

ω
ω
ビ

体部内世 しな力tら 上方に延

反 し丸 く収める。

'Lflt言

↓蹴
ｍ
ｍ，。

陣湘
′ヽヶ脇

””獅め
剛
匪

体士[内コ しなが らウト上方に
デ。体郵 Lキ

余 /cm).F

条 /cm).

測整不り,,

F■  受 糾i

体訃内″ しながら_L方に延
体那平行タタ

キ (幅 10条
体‖ 講解波文

須恵器
央丼部
(40)

・9し なが ら下方 tこ とびる。

剛
卿
班

体部やや内管 しながら外 L
方に延びる.日霧鶏イ['と く

J又める。

「‖よ～A判:ハ 」霰―に剖け

４０

０
る。日嶺射部売 く1又め る. 転ナデ。市台

転ナデ,苫 台

４０

Ю

ＳＢ

朗
4部内,サ しな力ξら_「 方に延
びる.口法部は外反する。

ア。4“一枚
に本い栓
4淑

`:灰白

反上複元。弥■ ?

llユ トレンチ

体部内彎 しながら外 上方に

延びる。口濃瑞

“

卜は亡ユす
体m`ハ ケ (IF

6条 /℃m)。

体部ナデ

赤  =

輯
И

る。
「

I'よ瑞部尖 ウ気味に1ズ い「／ｃｍ，。鵡
い

コ

“

よ都タト反する.回伝凱部
■く収める。

口なハケ (幅

8条 /14cm)。

一部反鷲彼元

II部内
"し

な力
'ら

_L方 に廷 体制
'ユ

ピオサ

=ぷ
い欄 反l・ 往,こ。

体部亡立夕ヽ味に 上方に延び

る.口桜硝部は四IVHく 1えめ

lJ-2122 酷
И

びる。口IR船割

“

ま九く4又あ
る。口黒.lj「 く」の年よに
夕Ⅲ反する。

部ハケ ('“ 8

9条 /10 cm)。

林部 Ji半ユ ピ

キベラケズリ
(“

“

13cm)。

都
カ

方に延 びる。 口緞言[や や

外反 して鶏部は四れ (1又め
口縁～代刊

'ヨ

1巌～瓜 .rjヨ

貰褐

体訥∫亡立気味に外 に方に延
びる。1コ Ix端剖,九 く収める。

口縦～体部ナ
和1 反ほ独元。

貼床」1属 内
脚
腑

体.l内 4し なか ら し方に延 4営 Fハ ケ (幅 林部ハケ (ni 一 /rj反
1工復た。

【」-1516 脚
％

日は～体‖レヽ

ケ (幅 10条
/14 mmメ エ).

脚部下方にのび、lgnFは拡

似
匡

rl部内

"し
な力

'ら
,卜 上方に

延びる。口TR珊部,こ れく収 聰
ア・

短
Ｌ

林部内■・Jしながらタトに方に

延びる。日伝 1よ 外反 し鶏郎
は四ね く1又める。

ケ (|・ 3余 ケ (桜合ljt有

棚
И

体部内Jし ながら外 L方 ll剖

'タ

タキ
長 坊て 雲 綱

体部内Vしな力fら タトに方イ
跡

‐５

嘲
輔

ト

ア

，
。

体

ナ

帥

14・ HF～ 求剖
'ヘラケ

^り

(幅 ″ 登 にぶい■ 一部反転復元。

廷びる。 コ緑瑞部

'と

く収め 4rl■

猫i末 土け内 斗
⑩

なカーアを持つ杯jl。 鶏邪
は■く1又める。

口嶺～4部 回
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出ilt点 V 位 れ1別

よ    よ

(外面 )

測
め

色
ぃ

器

破

除
れ

rf法 ■部は内サする.体 nlj

内Ijし ながら外上方に延び
る,二部は短く内傾する

倅部内

"し
な力ぐら に方にlT

魔ほ夕元。

ll.|・ 内jJ・ しな力tら タト上方に

延びる。受剖
'内

ほ し上方に
EI離 ～に都ナ

察オA IIN功

渡い四角形の器形に

'.llは直線的に上方に延びる。端

|コ :ま～A部ロ
転ナデ.Tキ
部ベラケズ 反転復元

体部亡立気味に上方に延び 口器ナテ,4
赤 雪

ω
区

饒
５

耕
傲

内椀 しなが ら下方 に煙 び 井部回転ヘラ

傾 じ夕|_し 方に延びる。端都

蜘下
傾 じタト上方に延びる,琳部 コナデ.― 割,

螂下
れ監掘肖J 須忠居

伐い凹形の器形に

'言

卜は亡
ほナデ。 下半 ¬,ス～八削

`回

螂匪
枷
廟

ＳＢ
流 商林脚音析

帷
И

延びる。口森船部やや尖る。
口は～flt都ユ

■4 反転彼た。

底部ユビオサ
り (幅 17cm) ―rT/反転独え

期醒
酷
え
」

延びる。JIIttL台。市台断
面形は四角形を二する。口
霰鶏‖外反し

'し

く1又める。

口隷～flt部 ナ

5条 /cm)。

口桜―底都槻

帷
И

体制
'内

彎 しながら上方に延

”デ。体都′、ヶ］ｅｍ，。
ア。体都～ハ

I持

1'杯 脚言[
脚相:郡 下方に延びる。脚柱 石 長 紺

たi 長 赤 密 怜 明赤褐 一部反1は彼え。

t師器
体判

'内

Tjし ながら

'卜

JI方 に 口器～嵐部ハ

ケ (晴 4・rな

上師器 (123) (70)
る。口僚珊部九く1又める。

笹
反転復元.内外面に万

部
お

体剖
'世

稼的に外 上方に延び

し九 く収める。
倅部ナデ

杯
シ

杯割
'内

4し ながらタト上方に

延びる。口徐洲都九 く】Xめ
部ハケ.

長 赤 套 密 命

林

ν 連びる.口霰端都は光く1又

杯部内け しながらタトL方 に

煙びる。曰秩射都九く収め
12余以上 /18

い

”

体

デ 省 怜

体胡
'内

IJし ながら上方に虹
びる。口窓部外反する。体
Iljに 日形のケ子とを持つ.企

口桜―IA部 ヨ
コナア。体制

'

察■器 (120)

畿い皿形の器形に受部は直

歌hlに 上方に延びる。端那

口患～体部回

転ナテ。自然
れ桐お。

石  赤 反ほ復元て

硼亜
須■器

体部内

"し
 外 ド方1こ 延び

る。回転船部メしく収める。
IIl面 ナデにより政をtす

口黒～天引1部

須忠器 靭∽
コ霰～夫■.If 反|は,元。

体部内」しながら外上方に
延びる。■部内Flし 上方に

口rr～ 体部ナ
テ。4都～A
部ケズリ。

口,テ～A判け

須恵器 (n3)

「
1よ～体部ナ

デ。4部範北
烈汽文。体剖

'～A部ヘラケ
反転復元。

独恵器
大

２４

体部内暫 して上方にlrびる

(球状の体都)。 コ縁部外反
し瑞部は屈曲して上方につ

まみ上げる。九た。

ア。4部一庶
部タタ■のち
体部上半 下

糾かいカキ

/.体部～水
.flタ タキ (H
海波紋)の ち

″ 一部反転夕元。

薙1匈 で球1悧 に近い,口禄部
外反 し船部丸く口繊部内面
にヘラ記,「 ×」。4部中

回隷ナデ。 II・

部～戌部ハケ

(幅 6条 /cm)。

(幅 6奈 /cm)
「×」のベラ

FFt部 ユ ビサ

lk 赤 贅
反帳復元。口な内而に
「×」ヘラIE,。

14部内むしながらに方に延
びる.受糾は直■する。焚
口部は不明。受部瑞部丸く

ハケ (幅 8条

上)ヘ ラケ
百 赤 雲 反に夕九。

体部内ユψしな力ぐらタトに方に
デ。体都～ llt

体 都 ヨ
反は復元(

(129) メしく1文める。
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協1ミ猛号
調   整

(内面 )

商

れ器
齢

杯 身 線的 tこ 上方に延びる。端部
目縁～痕部ナ

/h部 内け し外上方に延 び

る。口献端部内傾 し、つま
み工げる。内面ナアにより

須な器 IIN身

林部内りしながらクト上方に
延びる。ロイ象端部はILく 収
める。受部は内傾し、上方 H虫ナア。 密 反lF復 元。

睡
И

林部内
'ψ

しながら上方に廷

タト反する。口彦硝部は光く
収める。

口桜～A部 ナ

4部 内彎 しながら外 上方に

延びる。口候部外反 じ船部 ”デ。体部ノ、ヶ］�

口縁～底部ナ

(幅 10条 /17
cm)。 体 部板
ナれ 虞部ユ

如
区

瞼
勇

体部内
'り

しながら上方に廷

口繊ョコナテ。体都′、ヶ］�

口縁ハケ (幅

10粂 /13
cm)。 体 部ユ

宏恵器
天丼部は死く口霰船部は丸

口縁～Ih部サ

(152)

回法受宿Hよ 内傾する。体をL

内管 しなが ら外上方
`こ

延び Fk転 復元。

つ。体部ヨコ II都 ヨ
反転復元.

(121)
に立ち上がる。体部は周形

状を里する。国桜瑞部は丸
―部反慎夕元。

頭部外反。口継瑞部九く収
める。4部内彎する。 (媚 6余 /13

法

ハ
板

赤  善 反転復元.

口法
顔都外反する。体部内

"しながらタト上方に芝びる。ロ
口隷～体都ナ
デ。4部ハケ。

口怯一体部ナ

仙
ビ

・X犯手
把子は屈 10し て上方に妊び

flt部ハケ (幅

9余 /1B cm)。

4k手ナ7P.

赤  = 4 明赤協 にぶい紹

焚口部

ｍ
配

監部
体部～魔部ヘ

ラ ミガキ (幅

2-3 ma)。

14.部 ～FLt部 板

方に延びる。平嵐。
舛潮陣磯

勝
癖
ケ
以

，ｏ

仕

ミ

ハ
条

ｃｍ

反嘘彼え。

楚

林判的 攣 しながら外 上方に 口t■一体部ナ
ア ハケ (幅

6条 /cm)。

口継一体部ナ
ア ハケ (幅

6条 /cm)。
赤  雲

期 反弦復え。
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第 5遺構面 遺構内出土土器観察表

形    態 含有物it成
測

め

測

０

色
ぃ lI   考

残存キ
器
破

ｍ揃
“

無れ tl器 剛
閉

削 り出 し朽台 (平

“

台,

体 .ll外 上方に延びる.

古〕り出 し前台

平市台。

士割
'～

腹割
'ロ

れ和 (無 Il)。

哉いよ 浅い貫

ｍ
・Ｅ

体 .l蜘 背 しなが ら外上方1=

延びる。口線 ll部 九 く収め

る。た那外面に線刻のベラ

記 ケ。

曰級～体部回

転ナデ,嵐 .F・

デ。A“ [口鷲

体部内

',し

なが ら J=方 に延
びる。口な瑞判

`や

や尖る。

口霰～嵐部ナ

石 赤 =

帥
区

煙びる。口霰剖
'は 'し

く1又め ア.体 部～A 口よ～k部 ヨ
壁栓

体部短 く外上方に廷びる

口緑射部光 く収める。

口霰～穴都ミ
ガキ、A剖

`同

回転～た部 ミ
にがい社

(7B)
郁観 く外上方に延びる。

回法-41・ ll回

転ナア。A部 石 赤 =
責橙 止r

ｍ
醒

(146)

る。口a船部はやや尖り気

附仕苗台。占台断画は四角
形状を皐する。

口法～体部巨〕

転ナデ。高台

部ベラ切 り。

にI縁 ～▲言トロ

部
お

tlN部 内IJし ながらタトL方 に
延びる。口緑部と4部の桜 林 部 ヨ ヨナ

反 し、VF部 はややつまみ上
R転夕元 .

剛
唖

ＳＲ

一
る。口4R部競やかに外反 し

口霰～林部ヨ 口よ～体部ヨ

①

体部タト上方に延びる。口な
部ゆるやか|こ ウト反する。ロ
器船部は四角く収める。

杯

シ

ｍ
区

煙びる。口縁部わずかに外
口霰～II・ 部 ヨ

ｍ
区

郡
た

体削:直歌的 (こ 外上方に延び
る。端判,は 売 く】叉める。

/℃m)。

口法一体都サ

聴
距

体都屈曲しなが ら外 ヒ方に

延びる。日綜船部は尖 ,夕 t ケ (鰤 8条
口療ハケ (ltl

8条 /cm) ｋ
強

れ
赤

反転復元。

都
１

林部は内

"し
ながら外上方

に垣びる。口緑端都外反 し

九くJ又める。杯部 下位に明
Jrlな 鞍を持つ.

Π穣～41N部 コ
― .ll反 !隊彼元。

延びる。口憲端部 ,と く収め ラミガキ (|.

脚部下方に拡がる。脚柱部は

日在部を呈する。VJ経 部に3

口IR～ 卿部ナ 回転～体部ナ

第 ll・ l 上

'市

器

Th部内けしながら外上方に
姪びる。国嶺射部九く収め
る。脚部下方に拡がる。

け押中のち，ァ．中のち，デ。一

コrR～ 瓜封
`ヨコナデイ脚部

∞

Ｗ

Ｒ５

・

rh部内け しながら外上方に

延びる。日桜瑞郡光 くJ叉め
ロイチ～f4.l・ ヨ

体邪
林部内jJし な力tら

,ト ヒ方に

延びる。日よ珊部九く1又め
デ ハケ (III

S奈 以 上/12

口伝～体部ナ

ｍ
醒 3 mm).

反転復工

ｍ
車

4部内
"し

ながら外上方に
延びる。口岳鮒部尖 り欠味

口隷～体割
'ナ

回転～林部 ミ
石 赤 去 灰資itt 反転彼元。

隷
勇

4部内炒しながら外上方に
延びる。口緑珊.rl丸 く収め 反転復元。

部

Ｖ

fh都内■jし ながら外 上方に

延びる。回徐鶏部九く収め

訃
銘

脚■削
'3方

同に円形透か
し。飩裾都下方に拡力くる。

lT・ 部 二 部 ナ
デ。TJJ剖

'ナ

為

ア.脚柱部撤
りよ。脚縄部 貨橙 貨栓

内面 :脚裾都にベラ記

号TIり 。一 .lj反転彼元。

那

Ｖ

脚柱部下方に拡が る。脚
社部に 3方向の円形の透か

上部ベラケズ

つ。下剖け ,。

苫林脚部
都

″ し。卿循部下方に拡がる。

脚柱部板ナ
デ。脚▲刊

'ヨ

脚■.lナ デ,

W監部ハケ(|・

長 赤 雲

杯都から「人」の字状に開

1文める。タチしつ力所なり。

キ (IB 4 mm双

上)ヨ ヨナ

卿部ナデ ヨ

密 橙 0
穿孔は2カ 所右るがた
右対称ではない。一部
灰に復元。Ю。

鉤
ＮＥ

ＳＲ

一

笙

‐６

台

″
脚組部 Iよ 下方に拡が り船部 以 上 /cm)

部

″

脚都 下方に延び、脚裾部け

舛方に拡がる。瑞剖Ыよ丸 く

1えめる。

キ (慌 5剛以
にぶい桐
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形    態
嗣
ｍ

色 測

(内 置)

器
俊

ｍ
・ｗ正

上師器
脚部ナデ。脚

江訂[絞 りよ。

螂
第

脚裾都下方に拡がる。
VI柱 部 縦 り
llt。 脚裾部ナ

躙
“

脚注径 TH裾部は下方に拡がる。硝
.Tjは 丸く1えめる。

脚部ヘラケズ 結

套 粗 明亦初 明赤褐

■師器 苗ITN脚 部

II注 都下方に延びる。卿
II部に3方向の円形の透か

り。下部ナデ.
浅責澄 郭

的
∞

Ｗ

ズ
一

Ｒ５

一
５‐

常

“

卿`都 (104)
部 8方 向に円形の透かし。

脚 部 上 部 ナ

嘉 下部ナデ。 貴4

嵩杯卿都
脚 部 郎から「人」の生状に開 く

脚部が付 く。瑞部は丸 く収

4ft都 ～康部サ 脚部～A部 サ 石 長 常

女橙

延びる。日霰端都丸く1叉ゆ ケ (幅 10条
口縁～八部ハ

ケ (� 9条
/ユ B cm)。

石 赤 雲
す構

瞼
И

体部内・jし ながら上方に延
びる。珊都は丸 く収める。

石 赤 雪 灰■網

鵡
И

体部内 l」 しながら上方に廷
回霰～体都ヨ

赤 蟹

びる。口法都妃 く外反 じ端

回転ナデ。体
剖
'唯

lnのあ.f 長 赤 にボい4

錦
黎

体部内・Vし なが ら外上方に

延びる。日森珊部九 く収め

る。IH縁 部わずかに外反す

「l霰～庶部ハ

�〕9 cm)。 女命

4部内

"し
ながら外上方に

廷びる。口隷端都わずかに
族～A部 ハケ ハケ (幌 5条

■ )。 板 ナデ 貴橙

ｍ
・ｗ

体部内l」 しながら上方に正

口桜船部丸 く取める。k都 長 赤 = 『
難

体部内Ijし ながら上方に延
びる。交出 しない平虞。ロ

4衣報部尖 リタヽ米に収める。

口縁～A郡 ナ

］獅ｍ
黄橙 ill怜

第 1扁 体都E撤 的に外I方 に延び ′ヽケ (� 8条

■師 2● 体部I19く 外上方へ延びる.
林

“

F― f■tnZIけ

第 1層 直口主 (101)
る。

「
霰端部は■ く 体著[

は球 lI状 をヨする。扇部に
「一」ベラ記号 (森列 )。

体都～氏言【ハ

ケ (I‐ 13条

部～八都ナデ
反It復 元。外画の体謝

`にベラ記;?有 り。外
面に媒付47。

■師器 0 (100)
II部内l・lし ながら回縁部直
線的に夕(反 し船菩Fは 九 くJ又 (1野 文 )。 Th部 部ナデ ヨコ

貴朴 資金

小部内管 しなが ら上方に拡
がる。口霰都直線的に外 エ

方にの延びる。端剖

“

よ九 く
茶 /cm)。

hTjユ ピナデ 減よれ 反転復元。

(lα9)
勇那直立夕ヽ味にタト上方 1こ 延
びる。口伝瑞都九 く収める。

口候～顕部ヨ

ラミガ■ (幅

2う 硼 )。

口縁～家部ヨ

∞

Ｗ

Ｒ５

・
嚇
い

R 赤 安

体那亡立 して と方に延 び
る。口霰端部わすかに外反 回転～体都ナ 口搬～4部 ナ

酬
却虹

製塩■器
収ある。PIFtは非常にお く

ミガキ (幅 3

責F

ｍ
・ｗ

韮

体部内彎しな力
'ら

夕ヽ上方に
延びる。口,チ船部九く1又め

(幅 4-11条

口霰～lA都ナ

ちナデ 弦今 反1工復元。体制
'内

置蕨

狙 (184)
仕部内lJIし ながら上方

=廷
び

る。回隷部外反し鶴部わすか

口伝～痕部 霰

一　
ｏ

輔
И

体部内

"し
なつてら上方に延

びる。口器都「く」の字IA

に外反。日法瑞部四角く収
ア。4部 ～FA

本/14cm)。

石 亦 雪 冷

醜
И

II部内聖 しながら上方に妊

瑞都丸くJ又める。

口霰一体部ヨ

(幅 7条 以上
ケ (幅 7条以

上 /cm)。 体
石 赤 雲 4

口li～ 体部ヨ
コナデ,体部
～ハケ (幅 6

条 /12cm)。

ケ (幅 0条以

上)。 4部 ～
石 赤 蟹 狂 にメい桐

韮

口IR部は4部 内曽 しながら
上方に

'卜

反する。口舘船部
は丸く収める。

/.倅部ナア
のちハケ (幅

13条 以上 /13
mm以上)。

口徐 ヨ コ ナ
デ。体部ヘラ

■褐 黄褐

外 面14部 一部 Ft転 復
元。蛛付た。

役It掘削
(含む

びる。口霰部「 く」の字1大

に外反する。国黒瑞都 1よ 四

狛い。
(,こ 11条 以上

0余 以 上 /11

mE以 上 )。 体
都振ナデ。

反転復元。

土師器 醒
И

体よF内ひ しなが ら上方に廷
びる。口催都外反 し瑞部四

(幅 IO条 /18
回転～■部ハ

ケ (幅 19殊 黄袴 貨0

ｍ
ｗ齢

タト反する。口献珊部丸く収 口TRナ為 体
口霰ナ/.倅

条 /cm)。

良 赤 雲
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―

IfJH改 番号 形    態
(外面 )

含布物姓成 測
ｍ

謝
ｍ

色
ぃ 術    考

残存キ
苗
ｐ

器
は

上師器 斐 購
И

体部内Wし な力
'ら

上方に延
びる。口法削

'外

反 し船部は

ョ
部

Ю

嚇
デ。【
ｎ

力
ケヽく
畑
炒

は
ゥ
条
部

・

回
ア
ーＯ
体
ワ

帷
勇

体部内脅 しなが ら上方に延

びる。口霰都外反 じ端部口

狗 く収める。

' 
ハケ (幅

7た /14 cm)
のちナデ。体
▼Fハケ (|・ 7

10条 /15
cm)。 体 部ハ

ケ (Wi1 5条
/1B℃ m)。

剛
・Ｗ “

燃
卿

びる。口法部ゆるや力Hこ 外
ナ

ケ
。

部

。
体 デ。体部ハケ.

蜘

ＮＥ

獣

・ 冊鰤硲
体都上方に延びる。(長胴)。

■底。
ケ (l.H余 cm)。 4部 ～

嵐部ユビオサ

蜘
・Ｗ亜

瑞都は九 く収める。体部は ア 体 部 ハ ケ ア。体部ケズ

聴
ぬ

口縁～顕部ナ
デ ハケ (�

6条 708 em)。

口霰～双 .Tjナ

テ 桜合猿有

(125)

体部内咎 しなわtら タト上方に

延びる。日霰部は外反じ瑞

口緑一体部ハ

ケ (幅 7条
ケ

ｃｍ
如

長 赤 反1二稜元。

第 1属 148)
瓢岩

`外

反する。口朕船部僣
サエ。4▼ h～
ハケ (幅 7条

口秩～II部ハ

貫命

帥
区

口隷 LTj外 反。国は瑞都をわ

すかに方形〕太に収める。
ケ (1岳 7」 奈

ケ (|・ 4条
力 5 em)の ち
ナ為 桜合英
なり。ケズリ

女糧

外反 し、瑞部メtく 収める。

口法ナデ。体

都ハケ (幅 7

条 /cm)。

灰賀材

卿蜘・ＮＥ

回般「く」の字状にギア半
する。日森船都は丸く1又め

(幅 7奈 メ■

え 体 部 ハ

ケ (幅 7条 以

上 々 師以上 )

石 k 芸

分 6層上層

体部内脅 しなわ【上方に廷び ハケ (幅 5条
/1 2cm)。 ■4

びる。回転都タト反し瑞部四
角くJ又ある。

嵐部ハケ (I. 4条 /cm)。

土Ap器

41,内 けしながら外上方に

でIil部 はわずかにタト反し尖
口秩～体コ

'ナ

口縁ナデ。体

■

'W器

短lllで 球明に近い。日巖都

外反する。わすかに平た。

■都中央に犯手がつ く。

体都ハケ (幅

8条 /cm)。
戊謝

'・

・ 耗の為

外反 している。体部中央に

犯子力Чすく。

ケ (幅 12条
/側 )の ちナ
デ。把底ユピ

ｍ
区

十耳第把手
把子 長

に

厚

Ｃ
牛■把手。断面円形状を皇

螂・Ｗ輸
itF器

把子は旧 HHし て上方に延び

る。賞口 .tT・ に庇力fIIき 上部
のには前方に がヽる。受け

部下向きの把手が付 く。

板ナデ
担子は反は復元。断面

杯 協
天り+部丸 く収める。口霰yt 天オ部ケズ

ワ。体部一日
級部ナア。

天丼 .ll～ 口線
長 赤 よ

反II復元。天ナ|・ I山 蘭

酬
・Ｅ配

天丼部 天丼部は九く回体船部は九
く収める。

天州1部 ～体部

口霰吉トヨコナ

天)部 ～回ヤi

部ヨコナデ。

躍嚇婉
宏忠器 (120)

え州!部 売 く1又める。国霰鶏

部九 く収ゆる。

天 丼 部 ケ ズ

リ。体部一口

天丼ヨ

“

よメL味 をもつ。日経
船部は丸く1文ある。

離
ニ

天lF部外面に自然狛I。

帥
⑭

天丼都繊やかなカープをも
天丼都～口緻

■部ヘラケズ 回モナア。

舛 3層 Д忠器 (147) (98)
びる。日織船都丸 く収める。

回転ヘラケズ 反転復元。

勘
・Ｗ

主ll器 り。体部～ロ
資命 資橙

IJ-25 延びる。回秩瑞都売く収め
口縁～天オ都

須恵器 杯 書

rF部内背 しな力ぐら下方に廷
びる。口織船部尖 り気味 tこ

天丼部～口緑
天オ都～日i■

■

察恵器 杯 祐 (144) (56)

4部内llpし な力1ら 下方に延
びる。回転瑞都失り欠味に

天ナ部回ほヘ

濃都回転ナ
石 結 赤 反転復元。

帥
・４

f〕 -25 天丼部元味をもつ。鑑都は 天丼部一口伝

∞

Ｗ

Ｒ５

・

ラケズリ。林

那一口縁 ヨコ 省 夏H�復元 .

―
　

‐
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協張希, Ы土地I 71 ・tl 測
ｍ

削
ｍ

ｔ

ｍ残 rr単
高

れ

器

ぬ

宏▲器 天丼・lj一 日器

ｍ
ＮＥ

ＳＲ

一 (al)

天丼部ヽ日緑

独忠器 (142)

入井部ヘラケ

回情ナデ.

天升都～「
l霧

回転ナア.

回転瑞密とは九 く1文める。天

井古,競 やかなカープをもつ ‖】ナデ。体部
～ltk都ヘラケ

口よ～成部回
I隊ナデ。

反は彼元。

帥的
天オ部九味をもつ。繊やか
なカープをもつIIN輩 .回級
冊部は九く収める。

天丼削
'～

口8

+部ヘラケズ
天引:部 一日議 一刊

`反

転彼元。

第 l el

F部内

"し
な力ぐらタト上方に

延びる。日は船部′しく収め

口霰～成部ヨ
ヨナデ。た部
回転ベラケズ

回森～に部ヨ

鞠‐。８
央丼部は九 く回識北常[は ,L

体 .Tj～ 口霰 ヨ

端部は九 くⅢめる。械やか
反1ム復元。

独恵器
天引:部 は平I「 。に法射刊匈よ

大引:訃 ～ コ怒

哲

天

'1謝

;～ 口議

(含 む 4子

`下

方に延びる。コ緑瑞
都丸く収める.

には～天ソ1部

天丼 .llほ 九 く口縁端翻Ыよ九
ll“ ～天非部

曲
判

天丼都は平jH。 口怒y●部は
たく1又める。 反転独元。

ｍ
・Ｅ

廟
‐

天丼割猟よ平ltI。 口級j.部は
民 亦

(144)

天,+剖 Hよ 丸 く口漂端部は九

入オ部～体都
入引!剖ト ロ縁 反t・ 復元

宏忘器 醒
珀

程 やかなカープをもつ林 口積～■都回
転ナ,,二 十 反1転復元

延びていく。口隷瑞部尖 り
天州:.Vh一 口泳 反は復元.

体部内」 しな力てらタト上方 1こ

る。日繊端部は九味を持つ。

+ナデ。Ih部

下ヤ～A部 ケ

代部は平H。 体部内世 しな

がら外上方に延びる。口憲
受都は内額する。日は端 .ll

口縦～体 .rljョ

ヨナア.鷹 部

哉い皿形の器形に受部は直
撤的に上方に近びる。瑞部

口無～氏部回

生ナデ。

波い皿形の器形に受部は百
線的に上方に近びる。珊部
はたく収める。

口霰～体●F7回

転チ7.4部
～嵐部ヘラケ

奮

II部内世 しながら上方に延
びる。曰霰受 .Tjは 内撤 じ
上方に延びる。

コナデ。A部
ヨ法～べ部ヨ

(97)

コ法部は内Mし て外反気味

収める。受部は外 上方へ延
F

舛 3層 (126)

戌いjll,レ の器形に受・llは LL

森的に上方に延びる。瑞部
は九 くJ叉める。

転ナデ。下+ 口lk一 人部同

直釈的に上方に延びる。yt
口TR～ 熊襴,Ln

部ヘラケズリ。
‖転チ為 石  雲 瞥 灰 白 外面 tこ 躍IL/Jり

弟
И

lJIし なが ら外 上方 にlTび
転 ヨコナア。

ｍ
・ｗ正
韓

須を器
口霧

体著Ыよ内ηしながら外_L方
に延びる。口緞

=者
卜は内面

執攻,のベラ記号Ftり 。

コチア。氏古F
口霰～A.‐ Fyヨ

醐
・

4部 上方に延びる。氏.Itよ

戌く平担。ウトに面(こ 撤列の 口IF～ A都ナ
口綜～底hTけ

タタキ (Ifi好

タトA面 にヘラ記号布

須恵器

Π伝部は内傾 して夕ヽ反気味
に立ち上力て,、 珊部は丸 く
収める。受部は外上方へ延
び、射剖Чよ,Lく 1又める。A
l日 よ哉く平JH。

口法～A・T・ ナ

須忠訃

4喜 F内管しながら外上方に

回法笠都はf/1傾 し上方に延

口▼ム～体割け

反転復元 .

縦的 1こ 上方に延びる。鶏 .F 転ナデ。下+ 口候～広郎回

須忠7i (150) (38)
‐」しなが ら外上方に延 び

る。口松川部は九 く収ゆる。

コ積～林剖
`ヨ
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掲報T・ 号 形   態 含在物組成 Ｗ
ｍ

測
ｍ

色
ぃ 備    考

残rFキ
前

れ

器

俄

第一 172 宏忠PI 内T」 しながら外上方1こ 延び

蜘一ＮＥ
体制

'外

上方に延びる。茂い

4L形を呈する。口綜鵡部内

傾 して丸 く収める。

口TR～ 底都ナ

反転復た。

第一層

波い皿形の器形にア部は亡
稼的に上方に延びる。端部

日緻～底部回

転ナ,お ド半

部 ヘ ラ ケ ズ
日TI～嵐郁回

転ナデ。

須忘器
除
々

(こ 立ち上が り、端部は丸 く

収める。受け部は

'卜

上方ヘ

近び、短部は丸 く収める。

口縦一体部ナ ロイスー体都サ
反転復元。

須恵器 める。受部は外上方べ延び
ytttIは 九く収める。底部は
平理。

ヨナデ。度那
口霰～嵐部 ヨ

(142) (40)

に立ち上力tり 、端部は九 く

収める。受部は外上方へ廷
び、瑞都は■く1又める。米

部は波 く平」。

口繊一度部ナ J縁～八音[ナ
反嘘復元。

須よ器

伐い皿形の器,レに受部は亡
線的に上方に延びる。お部
は丸 く収める。

転ナ∴ 下+ コ嶺～体那回

反lt復元。

瑚
・Ｅ

体部上方に延び、口綜瑞部

■く収める。外太面にな刻
のベラ

'Eケ

「 /」 有 り。

コナデ。康.TI

天丼

“

卜に扁平なつまみ力t付

く。入オ部九ITRを もち、ロ
縁部は尖り気味1こ 収める。

ド+.lj回転ナ
―.l反 権復元

須ミ器
天丼椰ほ偏干なつまみがll 天丼都～4h部

天リキ部 ケ ズ

反転復元。

天オ部は=「坦。体部中央に
稜をもつ。口緑部四角く収

ちケズウ。小 天丼部一 コサ

酬
・Ｗば

高IIN

体 .I内 け しなわヾらタトよ1方 に

延びる。 コ隷受 .f.は 内傾す
る。短い脚部をもつ。脚裾

.IPj拡張する。

に部ベラケズ

林Ⅶ
'口

隷～八

〔J-24
tlN部 内彎 しなが らウトヒ方 |こ

延びる。口霧受け割;は 内傾

する。短い脚都をもつ。
氏部ヘラケズ 一部反転独元。

酬
・Ｗ

古II〔脚都

脚部下方に延び裾部は拡が

る。TH札 部中央 Iこ 2条 に沈
卵部 ナえ 2

条に泥線。

ｍ
・Ｅ

びる。体部はやや扁が大る。

嘉部夕ヽ反 しながら外 上方に

延びる。日部 tこ 円形穿子と。

転ナデ。4部 口霰～A部回

須■器 (ヱ 6)

体部内ψ しながら 上方に延
びる。肩喜卜やや弦 る。鋏

部外反 しなが ら上方に延び

る。月 .H5に 日形穿イし及び線

刻ベラ記号■ り。

蜘
・Ｗ

よを宅する。口な朗部は九

口 4R回 転 ナ

え 体部回転

議 き目。

口iよ一

`部
巨

須志器

口顎部は体部より外反気味
に立ち上がる。回隷鶏都は

,あ り。

lfナ ア。回転

須恵器
属な形の本部に回伝部を核

(幅 7余 以上

(幅 IO奈以上

林部甘れ波線

(円 心 1人 タタ

■痕 )。

反1咀復元。

一部谷成。

第 1層 宏想器 台仕長.・

j霊 (117)

体部内4し て外上方に延び

る。敷部E撤的に外 L方 に

廷び回縁鶏都丸 く収める。

口縁―林部口
上ナ為 頻都

線状の7rみ 。

4部 に2衆の
転ナデ。

内外面に自然れ

`。

一部
合成。と半のみ残4.

体部内管しな力【ら上方に延

kんで上下にtt線が巡る。 中↓〔体.l内 を しながら上方に延
び、肩が張る。顕部外 上方

霊ナデ。林部
～嵐部ヘラケ

百 長 赤

帥

ＮＥ

訳

・

口縦端部短く直
'し

、体部
は肩力張 る。口嵌」1部たく
収ゆる。肩部に,完い沈組 (凹

口霰～体部回

帷ナデ。

日経一体都回

転サア。

Ih都内rJ・ しながら

'卜

上方に
反転復元。

期ＳＥ
独忘賠

体部内ftFし なが ら L方 に延

績部外 Fxし 琳剖Чよ光 く収め

ふ知加き目。【航

睡
紗
鞣
獅
移
條

口みナア。体

円文 タタキ

∞

Ｗ

お

一
察忠器

体部内4し ながら上方に延
体剖

'～

度割
'平イテタタ■ (幅

な条 /cm)の
●イ洸波紋)。

陣全磁

体椰内曽 して夕(上 方に廷び

る。頸部Fi立 気味に立ち上

がり 口森剖ljI反する。は1

法瑞部丸く収める。

ハケ。 ll椰 上

デ。小部下硝～

部ケズリのち
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協lk器, 属 位 ,レ    態
測
ｍ

副
ｍ

と

ｍ高
側

器
は

雌
ψ

馘那直立 して田緞Fl外反.

鮒者Iつ まみ 上げて尖る。
都 ハ ケ (幅

口伝～引 .llナ 反転彼,t。 夕1面 口I求剖
'

∞

Ｗ

Ｒ５

・
rlryォ1壻 弥生土器

敷郎直立に上方へ延びる.

口法部外反 し端常卜やや Iト

1こ 拡張。

コ穣ナみ 頸

烈点紋 /1り 。
部ナア ケズ 長 赤 雲

賛穫 封猛

硼酬
政常卜ど立 し、日蒜

“

外反す
る.回艦珊部は下方にITAPat

口献ナ7.頸
赤  犠

して外上方に立ちにがるロ
″部.蝸 ‖tよ メしく収める。
口縁都票郡班には鋭い稜を
形成する。

苫Iハ ケ (幅 9

条 /cm)。

日黒～数部ナ
密

止橙
灰☆召 反士復元。

第―層 班■■8 二玉 Ll霰 五
除
お

大きく夕十反する。.J部 と屈

る。日緞部とからなる珊訃
を方形状にわさめ、 ¬な部
域那

jJiに は鋭い稜を形成す

］つ獅／‐。ｃｍ内嘘獅ｎ

口 霰 ヨ ヨ ナ
デ 根 ナ/. It 沐 奮

る。口蒜

“

外反と琳 .T・ は直

チア。凹組 3

粂.ナ デのち
ハケ イIw 7条

反上復元。

画
・Ｗ躯

(164)

コ部直立気米に外 L方 に延
び 口搬部外反する.曰態

川部わすかにつまみ上げて
四角く収める。口秩船部夕I

雨 1こ 刻目。

石 赤 雲 えば毯元
`

O
醐
い

内 )。

ナ
帆

師
灰女欄

螂
‐

4部タト上方にたびる。平康. ケ (幅 14条
/1 2cm内 )。

体 .lj～ llk lflヘ

Fl i上器

体部内苛しな力!ら 上方に延
びる。日桜.T「 くJの字状
に

'卜

反。コ法船部つまみI
げて尖る。凹撤文が2余巡

縦 文。 II部
～ 八 IFハ ケ

(幅 10条 以上

石 赤 蟹

第 二層 芝

Ih部内む しなが ら上方に延
びる.樹卵形のlA.Fわすか

1こ 平嵐をとどめる。口族部

「 く」のす:よにタト反 して対

口霰ナデ。体

奈 /cn).

ロユサア.4

螂
・Ｗ罐

弥主上器 菱 (13つ )

体.ljttfrし な力tら 上方に延
びる。日霰「くJの字状に
外又。口競珊部はわすかに 部～嵐部ハケ

(幅 9条 /cm)。

戻Ⅲ後元.

蜘
・Ｗ

第 3層
反。口i泉競郎ややつまみJ;

げる。■部内背 しなが ら上

方に延びる。
(� 8条 以 上

回憩～体.llヨ

ケズリのちナ

醒
И

体都心Ⅲしながら上方へ延
びる。口霰部「くJの ,状
に外反してj HttFTよ つまみ に

(幅 8条 /cm)。
貴■

整 鵡
И

体部内

"し
な力tら 上方に近

びる。口巖那「く」の字状
に外反して珊

“

上方につま
み上十ヂて尖る。

ヨナデ。体部
ハケ (|.8条

上 )。

に1桜～体・lヨ

ケ (I・ 5条以
灰黄4J 灰li欄 反l・ 復元

廷びる。譲吉[「 く」の学状
に外反する。口縁端 .Fつ ま (l・ 6茶 以上

に1は～体都ユ

聰
陸

口霰端 .4は わすかに拡張す
口桜一体部ナ 口霰～rh・ lす 反1は複元.山タト面に択

何者.

嚇
レ

体 .llタ ト上方に廷びる。頚都

外反する。口法瑞訃四角く

〕えめる。
(l18茶 以 !

回緑～II都 ヨ

醐
勇

口徐～Ih部ナ

コ級 部,デ
・ A部指ナデ

怯rl活

第一扇 tlN■■器 る。わずかに上十す氏。

体部～底部LF

たの為耐|‐ 不
明。ミガキ(ti 耗の務.I整 不

▲言,

/cm)。

切F■ L器 翼

体部内弩 しな力tら 上方 tこ 延
びる。わすがに平水をとど

II吉トハケ (幅

又 資 反転夜元。

(22`)
外 Fkす る。口桜珊部尖 り気

口霰～■常トベ

ラミオキ (1れ 『細い
反転復元。弥ti`末 。

酌
・Ｗ

酷
貶

体.l直 線4,に 外上方に延び

る。日隷瑞部つまみ 上げて
テモロi求 ～

“
部ユピオサエ

蜘瑚岨醒
臨
勇

fTN部 ゆるやかに外反 しなが

ラケズリ (悦

ｍ
・ｗ唖

(212)

体部内脅しな力
'ら

タト上方に
延びる。口法川邪九く1文め

IIミ部日

'ユ

～llk

部ナア (ヘ ラ 明赤19

剛
ＮＥ

ＳＲ

一
(165)

/1部 屈劇1し てタト上方に延び

る。日経部縦や力Hこ ウト反 し
て日霰鍋訃九 く収める。

コ隷～/1都ナ 口漂～

「
部べ

ラミガキ (1濡 にがい

'
反喧夕元.弘 ■赤

即 部 上・
・llナ
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掲址■, 前■ttI
測   髪 色  測 色 』

槻

'   
考占

Ｄ
器
硯

躙
ン 肺加

卿瘤:省
脚部祖は下方十こ拡がる・・1割

' 的押一ｍ
H締

炭に彼九.ヘ ラiこ号布
り。台■士 脚 ?

醐
区

切ヽ■■器

底部短 く正立 してllⅦ ;内

"

る.辛 llk。

ケ (幅 9条
/cm)ベ ラ
ミ才キ (幅 3

m以 上)揉
■締

4部 やや山善 しながらタトI
方に延びる。口松

RII都は四

角 (1又める。

口法～瓜部タ 口泳～R部 ヨ
反転復元。

拗,上 I器 4じ 外 上方に延びる。わす

サ
場］け。帥

И
体 .I山 サ しながら外上方 ナデ ハケ(幅

5条 /cm)。
骸合爽有 り。

石 k 絡 郭
齢

反ほ復元。

整
体部内廿 しな力くらタト上方に

ハ
条

都蜘帥］え
体都～虞部サ

切ヽ■■器
略
お

体.Tj内Ⅲしながら上方に延
Ctる 。にI.I部「く」

'状
に

外反。口よ飛都囚狗く1ズめ
み 林吉Fハ ケ ア.II部 ～ユ

体部内 TJ・ し、外 上方に延び

る。 コ霰瑞部「 く」のケに

タト反 しややつまみ ●げる。

日伝～ ll部 ヨ
ヨナ7.企部
ハケ (1'6条 ヨナデ 板ナ 反恢稜元。弥■終沐

嘲
‐

体部内EIし ながら外 上方に
恢■網

鰤
И

体部直線1,に

'卜

上方に圧び
る。わず力Hこ あげ嵐。

体那― l■k主

`枚

拗■とに器 型
庶剤

`ベ

ラケズ

上 下面i喪 くⅣむ。 ボい0
IT用 の保Ⅲ只 ?

体樹,内 世しながら■方(こ 延
びる。rl給 .4・「く」守:状 に

る。上方に延びる。口桜部
外反する。口法‖判りしく1又

口秩 ～
tl・ 部 口霰ヽTl都

輔
い

体部内りしながら上方に廷
びる。日4素部外灰し端割;丸

ヨナデ。体書[

ハケ (IF・ 5余
余 /14em)。

確世袴

よ上亀 L側

'71

回森部外反 し瑞洵

“

よ丸く収 日桜～II,ト ナ 石 王 紺

体部内世 し外 L方 へ延 び

る。曰縁部外反。日よ船都
わすかにつまみ にげる。わ

日憲～束・flヨ

(帽 8条 jl i

霰

ナ Fx止 夕元。球伺オ.弥
生終末。

勝
お

(208)
日器謝

'外

反 し船部わす力Hこ デ。4部ハケ
(幅 10条 /10
cm)。

法ョョ純”・体部内中しながら夕ヽ上方に
延びる。朗部「くJの ,1人

に楓～ll部

デ。4部～ 石 赤 去 に示い糧 反転彼元。

コ霰 .T夕IFkし 端 .fは ,と く1又 反Ⅲ傍こ。

日族部「 く」のイ1大に外反

する。口隷船部は丸 く1又め

に搬一体‖ヨ

(,,9条 以上

口は lヽl部板

fh剤

'山

Ⅲし 外上方に延び
る。口霰蝸部「く」の字状
にタト反し、ば触的にタト上方
に延びる。口激鶏部光く収

にぶい栂 反は稜元。弥IIt米 。

Jl■ ■器 体部内者しながら

'卜

上方ベ

狂びる。口無船部やや尖る。

国法～嵐部ナ

ア 板ナデ。

口法～TA出

`ヨ

一部反ほ復元。弥■κ

JK-2021
.ll.41ウト反する。口は鶏判ゆ

組 I袴
反転似元。一部合成。
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遺構内出土土器観察表 (6区 )

翔 l� 警E 用  他 狙 別 器 If 形    態
と  副 嗣

Ю

色

ｍ ll i    を
残存半〔

高

師冊
嚇

卵
・Ｂ亜

螂
И

百Jり 出し湾台。前台〕あはTh

を猛 き取る。■,き 。前台

アのち施fm。

商台。十二台脱、
ullき 。高台

I緑
うすい

ll都内管しながら夕l上方に延
びる。口捩路部外反し,し く収
める。財伺高合。高台IT前は

三lf形 状を地FFNす る。

口隷～lR部 へ

2 an)竹 子水

Ｄ２０‐
・Ｂ亜

村

な 螂
レ

底

Ｇ
睛
⑩

JH何 商台。高台断面は丸味
をもつ。■部内彎 しな力

'ら
タト上方に延びる。

体部器ll点 ナ
デ。k剖

'回

転

体部～FA部 ハ

ケ (幅 9条

r4部 短 く

'I上

方 1こ 煙びる。
口縁船旨,九 く収める。

部ユ ピオサエ 口緑～IIt部 ナ
反転復元。

Ｄ２

・

緑端 .Tjは 厚 く断面形はビH角

形を呈する。日は童下に錫
力tIIく 。鍔は短く外方に延

部ハケ。

口艦～体部ナ
反H工復元。

卵
・Ｂ

体部直線的に外 上方に延び

る。工法口移 .

施和。
の資

回転～医 .ljヨ 口伝～A部 ヨ

体部短 く外 上方に延びる。
口森～体部ナ
デ。llk常 [回

“

fh部前く外上方に延びる。
回法珊部たく収める。

ヨナ,,痣 .H
石  員

k■
反転復元。

体部 内管 し外 二方 に延び ケ (ni S炎 以

ミガキ ?(購 石 赤 蜜 反に夕元。

瞼
И

体部内Jしながら外上方に
延びる。口な捐Ⅲ九くIXめ

口緑 ヨヨナ
デ。4部ハケ
のちナア (幅

7余 /i ll em)。

匡霰～4剖
'ヘラミガキ (幅 石 亦 笹 にぷい猾

卿都下方に延び、摺部は弦

体都施釉。穴

都an/1宙 台 ”獅『柄
の貨灰白

一 那反tF復 元。 白磁
Ⅲ類 12c半 。03年 盛

(14)
背Iり 出 しの平ヽ台。

ア ■胎。JIR

.ll肖 1り 出しヽ

ll引

'一

A部 ロ

施為I。

・l安守。03年 度

岳色土器
B氣

体都山」 しながら外上方に

持つ。貼付苗台。

ラミガキ (ti

l～ 2n4)。
FI仕商台ヨヨ

■ (1ヽ 1～ 2 ラ ミガキ密。02年 度

械

任都内IfJし ながら外上方に
延びる。前台新前は■くヨ 転ナデ。庶割;

体部～卜./fy回

l■都内・jし ながら外上方に
延びる。貼ll,ヽ 台。

体 部 ヨ ヨ ナ

ヘラ切 り (萩

口掟なり)。

|・l■古台ヨヨ

k 赤 雲 1こ がい橙

F部内けしながら外上方に
延びる。市台断面形は台形

体都～虞部ナ

虐都回転ベラ

デ。射付高台
赤褐

反転復た。

螂
‐
醜
酪

体部亡縦的に外上方1こ 延び
る。田●Ijh苗 [,[く 収める。

回主ベラ切り
(す のこ丈五

匡霰～底部ヨ
一部合茂。

勁
６

体都 i直 躍的に外上方に延び

る。
「

熊蝸部Iは 九 く収める。
転ナア。 FA部 口霧～床郡回

醜
И

体部直雑的に外上方に延び

内外五強いヨコナアによる 反転復え。

工

“

I器
る。日穣瑞 1/hは 九 く1又める。

口■ 体ヽ‖回

鵡
И

体部直礁

',に

舛 上方に延ひ

る。同森州言F'し く1又める。
ヨナデ。藍部

口緞～八刊
`ヨ

長 赤 よ 反転復え。

工ll器 (160)
る。コ稼瑞那は

'し

く1又める。

転ナデ。A.l・

体都短 く外上方に延びる。
Ll識 酬部メしく収める。

口患～嵐部ヨ

回転ベラ切う。

体
=[短

く外 上方に延びる。
口霰■TI“ 丸 く収める。内面
ナデにより段 を在する。

口患～民椰 ヨ
ヨナデ。度

“

潰資綺 浅☆種

体那 j・lく クトに方に延びる。
コナデ七た部
回rrNヘ ラ切り 赤 4

体謝
'短

く外上方に延びる。
口献珊■

llメ しく1又める。

口淑船部メしく収める。
反l」 復元。

嚇
％ `都

短 く外上方に延びる。
口森船 4[メしく収める。

口霰～FA部 ヨ 反転復元。03年度
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弱収器 , 厚 l・ れ ,, 卜 れと ,レ   態
色
山残存卒

門
＝

器
破

口法船古

`九

く収める。

「
1法珊祁九 く収める。

回転ヘラ切,.
浅iV狩 伐■,

苗冷イサ小樋1 口嶽射
=`九

く1えめる。射イサ

する。口秩部とIh剖

`の

境の

稼は明IFr。 回線瑞部はどH角 (幅 7余 以」:

ハケ (幅 7条
以上 /14条以 載黄村 反ほ稜元。

鵡
“

(313)
味 ti収 める。 ～ハ ケ (嶋 5

ケ (幅 7粂
/22 cm)。

石 赤 螢

口法都タト反じ瑞部拡張す

さ

‐４

厚み

4部やや内・Jし なわfら 外上
方に延びる。口族船部■く
1又める。 回転糸切 り。

口法―lA.・ lヨ

I栓 I栓

卵
旺

よll▼ 1■ト
「

秩～虞 .lけ

糸切 り。
藝
鮒

反 l・ 復九。

Jim4
台ヽナデ.瓜

報
開

延びる。口績鞘 [先 く1文め 行ヘラミオ■
反弦復元。和 /・Rコ ー 3。

Oa年度 SD2016.

機猟侃苗1

体部内Wしながらク

`L方
に

延びる。口,葉鶏部光く1文め

口繰～A部 ヨ

炭転復元。和坊を�-2。

梃撤hI苫 1 酷
腑 る。コ泳削

'に

人の棋祥4り 。

口隷～4割 :ヨ

ミガキ (lt 2
ラミガキ (幅

反重夕元。和泉 ユー3。

口霰 部外面に央の爽。

て (/F)を lk月 1?

体部内をしながら

'卜

上方に近
びる。|.イ1商 台,市 台町II形

はヽ角形をξtす る,内武前に

格子米のヘラミナキ。

4都～虚常Iナ
デ 平イ,ベ ラ
ミ/キ (|・ 1

反転復元。IHttШ -1
134度 SD2o16。

加 叫
開

体都内ljし ながら外上方に

煙びる。 コ法報部メしくIXめ

LI巖 ～■判;ナ 口よ 4ヽ部 ミ
反!は夕え。和泉Ⅲ-1。

延びる。
「

法鶏部光 く収ゆ

訃
■呻一ｍ

IxI艦 復元。和択 H-3。
03年 度 SD2016。

陥
И

仏部外 L方 に圧びる。Fh句

お台。

体 .l・ ～IA部 ミ

サエ。鮒■市

才■.内 はIri

(み こみ)に

“

fh部短く内ウしながら外 に

方に延びる。口恐川

“

L九 く

ミガキ (I‐ 2

rII).本 部Itu

口級～A都へ

体M直線的にタト上方に延び

る。コ楡瑞剖生LFに 拡がる。

肘合Wf面 形は四角形1人 をユ 蜘『唖嚇
fh部～AM`施
瓶 (工釉)。

納
岳
脚
黒

rh部亡i・I的に外上方に延び
る。音1,出 しヽ 台(イドI台 )。

th部～lH部 ロ

施flH ロクロ F部～Arllロ

施和。

体部直線的に外上方に延び

る。口法射割
'光

く収める。
内点面 に級刻ヘ ラ記,■

「
1社 ～A剖 Iヨ

明赤褐 明赤綱

内タト面に赤色47rll14

報
距

4郎 直線的に外上方に延び
る.にI献 瑞都九く収める.

ロイ抹～八罰
'ヨヨナア。▲部

ウ (Irk口 よ4
口,よ～尺‖ヨ

る。口iぷ端 .l九 く収める。

光味をもつ。

口緑～林謝
'コヨナア。Th部 日族～A常

`ヨ

反ほ復元。競内系■師

林部短 く夕I上方に延びる。
口隷端都は光く収める。

にI緑 一体 .lj回

転
'テ

。八部 口巖～A./・ 」

■ lT資 上掃
よる段をFjす る。口巖瑞刊

`

日隷～体H;ヨ
ヨナデ。 Fh部

|」 蹴糸 切 り
L it～ 鷹割

'ヨ

体 .T短 く夕ヽ上方に廷びる。
に霰珊部つ まみ上げて九 く

I又める。

体那山・jし ながら外上方に

延びる。回献部外反 し瑞部
は上方にわすかにつ まみ i

コ霰～体部ヨ

休都短 く外 上方に延びる。
口織珊 .lj■ く収める。

「コ釈～氏部ヨ

口霰～A都 ヨ

貫0

より前

f4・ 部短 く外上方に延びる。
口法瑞部丸 く収める。 ］好帷嚇

口縁～瓜部ヨ

布する。日器船部メしく収め

口核～べ部ヨ
ヨナア。度部

(す の こ夜 有
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爾

掲‖碇番号 遺 411 形    態
測
耐

と
ぃ

測
ｍ

と

ｍ市
ｎ

器

懺

体吉[短 く外 た方に延びる。
国な鶏部丸 く収める。

(す のこFRIl

口霰～選部ヨ
反ほ復元。

体部短 く外上方に延びる. コナテ。た部
回転ヘラ切り

ラ切ウ。

口縁～嵐部 ヨ

体都短 く外上方に延びる。
日

'よ

船部九 (1又める。内▲
面強いヨコすテによる宏を 摂)右 り。

ウ
崩

勺
ょ

上師器
口怨船胆 しく以める。内底
面ヨヨナアによる段 を有す

コナデ。点封;

口秩～八剖
'コ

一部合収。

口霧硝部九くI又める。

コチア。衣郡

(す のこ痕右
り).

石 赤 雲

体都短 く外 上方に延びる。
口霰鶏部丸く収める。

回アF～ k部 ヨ
コナア.底・ F 石 赤 雲 奮 反情復九。

体部妃 く外 L方 に延びる ヨナア,瓜 部 :ふいれ

■tl器
4椰筵 く外上方に延びる。
口転端那丸く収める.

口法～痕部ヨ
ヨナ/.It.ll

(す のこllt有

コナデ。度‖

艇内系■師

4吉 F短 く内4しながら外I
方

`こ

延びる。f3霰 端部丸く
収める。A部の切ウIIIし は
不明lF。 庶都は九味を■つ。

一謝,Fx転 夕元.

方に廷びる。口徐 Va部 光 く

回転～は部ヨ
コナ,,k邪 石 赤 蛍 反王復元。

体部煙 く外 上方に延びる

口仔 tl部 九 く収める。

口稼～茂部 ヨ
反上夕た。

より高
口lF～ 度部 ヨ

加
ＩＩ

商体即部 円
'状

を三する。
ミガ■ (幅 6

勺
ょ

■m貨土FF 嗣
３５
２９

即 .l断 山F形はヽ方形を里す

体部内

"し
ながら外上方に

コナデによる

'を
有する。

日緑端服は九く収める.壮
付市台。市台断面はi角 形

回森～r4部ヨ

ーム部ユビオ
コ稼～氏部V

反Ⅲ彼光。和泉hl瓦 器
椀Ш-1期 ,

体部短 く外上方に延びる。
日隷瑞郎丸く1又ある。

コナデ。嵐部
コi7-嵐 都 ヨ

石  赤 rk転 後元。和来

(_RO)

林部タト上方に延びる。〔縦
瑞 .Iつ まみあげて丸 く収め

口桜～A剤 :ヨ 反転復元。内タトm赤色
額4塗彩。

高

“

(脚 部 脚レ
脚柱都断面 7角 形 を皇す

期
」

霰

‐２

体部狂 く外上方に延びる。
に霰鶏都タト反 しつまみよげ

ヨナデ
`A部回転ヘ ラ切

回縁～底部ヨ

(160'

4部 内彎 しながらクト上方に

延びる。日霰船部九 く既反 ″̈蝉］］廠

口な～4訃ロ

施 fF 泥線

,(舟胎 I

の(

II部やや内7Jじ ながら外 二

方に延びる。口法鶏罰Hよ 丸
口伝～嵐部ヨ

瑯
Ｆ

4部内llし な力∫ら夕ヽ上方に
延びる。回霰yt部九くlXめ

る。1古 付古台。断面三角形 2皿 以 ■ )

ラミ才キ (li

2 nm以 上 )

II部直立気米に夕

`上

方に延
びる。内底雨」4い ヨヨナデ
による段を/1す る。外火面
すのこ式右り。口無端部丸 『坤］］り，。加

区
■ 1市 質±71

コ4ユ
体 .ll直 立歩ヽ味に外上方に延
びる。日よ部は内・I」 す るて
口緑jH部は九 く1文める。

デ。A剖
'回

転
口よ～A.Fjヨ

期
区

土師質 t器 (1lB)

口採～体,トナ
デ。TIN糾 回1転

口銀～瓜部ナ

卿
閉 角形。

り (幅 26cm) り (IIを l cm)

音,赤色顔判II

II部 短 く外 に方 1こ 延びる。
□I・h端部九 く収める。内嵐

市する。

曰霰～A.7Fヨ

回転ヘラ切り

加

r4部内

"し
な力

'ら
タト上方に

延びる。口法船部ユしく1又め
口森一体

“

ユ

■ヘラミガキ

暉
腑 難６０

頚ど卜直立 して 上方 に廷 び

る。内外臣iロ クロ

'ア
によ

アのち施釉。
頚.llロ クロナ
デのち施れ

'。

キみの
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,F別 形   態
測  イ
(内面)

測
耐

色
俳

削
ｍ

ｔ
ｍ ,I   考嵩

ｎ
器
破

茂

体部内l」 しながらタト上方に

延びる。舛仕H台。高台斬
デ。大部チ崇
Лl'商台 ヨヨ

体部～虞都ヘ

ラミガキ (�

びる。口霰部は厚く断面形
は四ね形を呈する。男は短

目霰～体部サ
口″～体,トハ
ケ (� 10条

資料 資栓

る。山外荷 ヨコナアによる

,を すする。旧族船都丸 く

1又める。

'を
有する。

「
u緑

口器～体都ヨ
コナデ。広部

反ほ復元。

延びる。口森瑞部光 く収め
凹療～嵐部ナ

袴

駆
区

帷
嘘

II部内4し ながらタト上方に
延びる。口隷瑞部えく1足め

ラミガ■ (幅

2 mm)ユ ビ
帷
木
加

回転～氏部ヨ
ヨナみ 虫部
回転糸切 り。

口候～FH部 ヨ

郷
区 縁ド嵐部抑い。

口移～真剖,ヨ
にぶい粧

部)は水iFに 延びる。口器
杯都～脚部ヨ

長  赤

底 部 体部内171し ながら外上方に

延びる。前台断IRは 九い。
4き I～穴都ム

反転復元。西村系 .

止1市 質上器
る。口徐端部丸 く収める。

ヨナデ。A訃
日It～嵐部 ヨ

須■質土器 針 (284)
4郎 直線的にタト上方にたび
る。口療部わす力Hこ Л巴厚し
四洵く収める。

口霰～体苗|ヨ 回法一体部ヨ

体部やや内盟 しながら外_L

方に延びる。回転端 .T九 く

口な～A“ ヨ
コナ為 監部
Lnば 糸切り。

螂
И

延びる。高台の断面形は長
ム.Tl～ A部 ヨ 体都～IIt部 ナ

戻1鷹独元 .

体部行 く夕ヽ 上方に廷びる。
口巌囃部丸 く収める。

コナデ。庶部
口社一八剖

'ヨ

醐
И

‖部外上方に延びる。
粘部は九く収める。

コfR～八都ヘ

ラミガキ (幅

姑Il前台。
2 mm)。

石 赤 雲 袴 及転彼元

4部狂く外上方に延びる。
口緑瑞都尖り穴米に収め

ヨ ナ デ。 底
都 回 IIA糸 切

う )。

曰霰一尺部ヨ

体部短 く外上方に延びる。
外体 .llヨ コナアによる段 を

すする.口縁瑞部九 く収め

口法～4那 ヨ

回転ヘラ切 ,

(す のこlR右

り)。

口承～К部ヨ

ll部 短く外 上方に延びる。
日霰・lH部は■く収める。

口伝～Th部ロ

1ほナデ。氏都
回転ベラケズ

口よ～A都回
にぶい0

体部短 く夕ヽ 上方に延びる。
内巖面ヨヨナアによる段を

'す
る。口IR鶉剖

'光

く収め

口器～度部ヨ
ヨナデ。(剖

`

(す のこ択有

ロイま船謝
'九

くlkめる。

口法～底部ヨ

ミガ■ (れ ,2
mm)。 嵐部回

ラミガキ (幅

2 mm)。

赤  套

4部疑く外上方(こ 延びる。
□法端部九く1又める。4部
とllk部の立に沈線が巡る。

ヨナデ。A部
百1,出 し干前
台。

虞部 (山 庶顧i)

の資
F・ 安黎。

tI都短 く外 上方に延 びる

口療射部メしく収める。

回霰^底 .r・ ョ
ヨナ為 戊部 赤 督

方に延びる。日振vti部 九く
賞澄

醐
虹

土ll器 体.T短 く外上方に延びる
ロイFi・H部は九く収める。

口秩～小部回

回 転 ヘ ラ 切
密 1こ ぶい橙 1こ がい褐 反1ほ復元。

蝸都光く収める。内体真
面ヨヨナアによる■を/1す

コナデ。広凱, 石 員
赤 蟹

完形
延びる。□級鶏部はやや外
反し、メしく収める。FFkttЧよ
丸味をもつ。

/.A部回転 口TR― ム.lサ

4部内T9し ながら

'卜

上方に
延びる。日霰端部はやや外
反し、九く収める。庶部は

口縁一体都ナ
/.八部回転

痕布 り)。

口霰～嵐部サ

(130) (ao)

4.T7外 ヒ方に延びる。内外
雨 ヨヨナデによる残を有す
る。国書船剖

'光

く収める。

ヨナ為 べ.Vll 口稼～瓜部ヨ

itti器
II都直線的に外 上方に延び
る。に秩端者卜四灼く,えめる。

タキ (幅 5条
口霰～4.llヨ

赤禍
反1転夜元。外前球,オ 。

帷
％

体罰
'に

霰的に外 上方十こ延び ヨナデ。A部
k埼
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掲1改希サ
Il  tt

(タ ト顧i)

測

ｎ

と
ぃ残存イ 器

嚇

体部とは部の境に泥稼。A
部は

"1'IPし

の平r.j台。

体制;～ 人・ljロ 体部～点部ロ

lk‖二々え,こ。

体 .l亡 縦的に外 上方に延び コナデ。(部

体Xll世 立夕t味 にタト上方に延

る段を有する。日le咄部丸

く収ゆる。

ヨナデ.庶 部
回 幅 糸 |」 り
(す のこ演4

口縁～氏郡コ

■

'"質

に器
右する。口F珊部オ く収め

口はヽ氏都ヨ
ヨナデ.八 部
回転糸切 り。

回般瑞部メしく収める。

目よ～FF部 ナ
デ.嵐部回転

0区 須工質■ 71 針 (3411)

体部th縦 的に外上方に延び

る。口霰船部はlE早 じ拡漿 反転彼元.末松系

体 HTj短 く外上方に延びる

回は鶏部■ く収める.

コナデ.Ilk部

コナデ.庶 割, 日
'I～

A都 ヨ

ヮ
ズ
一

Ｐ２

６‐

キ (“�3nm)。

底Wナデ。射
何古台コヨナ

ラミオキ (幅

a mn)。

延びる。口霧瑞部少 し夕I反
の A

鵬
明

体部タト上方に延びる
ヨナデ.A刊

`

日伝～庶 H― fjヨ

R )t よ 反l」 復元 .

体 .I亡 縦的に外上方に延び

る。内外mヨ ヨナアによる

歿 を■する。口緞珊部狂く

口移～4部ナ

のこIIt4り ).

反転復え.

ヨナデ。虫.l・

り).

口級～氏‖ヨ
長 赤 雪 省

酷
腑

体部外上方に//1び る.口緑
舶 flは 九く1又める。

口振～体部下
+ミ ガキ (剤

服のん lII紫 不

軸

沖

上

口

才

獅

反転独元。1日 /1・kH-3。

体制
'直

撤的に外上方にのび

る。国な珊都たく,又 める.

外面ナデによ う段 を,す

口器ヽA訃 ヨ
ヨナえ 穴判, 口縁～A/1jヨ

除
ゐ

体部タトL方 に延びる。口森
端・flは丸 く,Xめ る.

日級～4.llヨ

体削
`匁

く外 上方 (こ 延びる

日霰船常F丸 く収める。
コナア.氏 部

流

lh部内iチ しながら外上方に
廷びる。日は珊謝∫メしく収め
る。難イJ朽 台。

mm以 |=〉 ユ

那FIl,占台。

口燃～張部ヘ

ラミテキ (,a

2mに以上),

rkt似 元。和泉コー J

珊部メしく収める。内虫箭強
いヨコナデによるとをゆ■

口法～▲4[ヨ
ヨナデ 回転

口霰～点部ナ

4部狂 く外 上方に煙びる

口緑瑞部九 く1又める .

コナテ,(部 回転～k部 ヨ

延びる。口縦jiI部 丸 く1ズめ
ア。体部ナデ

曰4家～体部ヘ

枚 .

反砿″元,和泉正一J

れ

体部内を しながらタト上方 (こ

延びる。口霰船部九 く1又ゆ

口嶺～■部ユ

反H7彼 元,和 泉Il一 】

』
閉

Hfい ヨコナアによる段を有す
口な～lA部ナ

主h,質 i器
チアによる猿 を有する。 1コ

反転復元
`

林訃屈 く外上方に延びる

に

'二

端部売くI又ある。

コ

'テ
。収古F

主師質土器
体部短 く外 上方に延びる

口霰船 Ts九 く1又ある。
コナア。氏部

口霰～▲剖
'ヨ

上W器 (13)

14.部 短 く夕ヽ 上方に延びる。
IIttFか ら瓜部の内外面ヨヨ

ナデによる安 を有する。□

コナア。鷹郎
長 赤 雲 密 茂I枡 5tiは独た。

体部タト上方に延びる.内▲

4す る。日IR瑞削

“

よ北く1文

コナデ。氏 .T

回転ベラ切 り

(す の こ末オ

日IR～ A剖
`ヨ

“

都上方に延びる。内氏�i

る。口撮鶏謝
`た

く1又める。

コ器～代部ヨ
コナデ。k部 ( 赤 雲 lxに 彼元。

祭‡器
口無炒 卜反 して瑞謝猟よ四狗 口 1抹 ヨ ヨ ナ

螂
И

4/11虫俎的に外 に方に廷び

る。
「

松班都は丸 く1又める。
憶ナア。A.|

―-892-―



層  位 社 ,1

法    f

形    態
(内面 )朽

醐
器
は

延びる。曰霰瑞部九 く収め 行 ベ ラ ミガ 反転ケ元。在地 P

延びる。口霰鶏部九 く収め
る。BhII簡台。

口徐～A部 ヨ

オサエ。底部
員削 高台。

口隷～k部 ヨ

ミオキ (幅 3
密

反転復元。和泉Ⅱ―

二前,質」i器

口承～X菩 [ヨ

ヨナ九 点都
日緑～底部ヨ

体.I短 く外上方に延びる。
回転賠部たく1又める。

口霰～体部ナ
デ。た.tS回転 反転復元。

■師器
口縁船

/1'し
く収める。内八

面ヨヨナアによる段を有す 『ナデ。農時
日隷～底Hlヨ

睡
И

え込みの部分の釉を崎状に

気ムの白色を皇する。口桜
競郵丸く収める。体都は内

粗い賀ivI
夕

ｏ

転
策

口霰鶏 VIは
,と く,又める。

転ナデ。嵐部
回
=ヘ

ラ切
石 赤 雲

林吉[短 く外上方に延びる。
口徹賠部は九 く収ゆる。

転ナえ た部
袂糧 淡笹

回lk糸 切 り。

口候報部九 く1又める。
デ。llk部 ユピ

回霰～体 .● F7ヘ

部みこみ平イF

体部内BIIし なが らタト上方に

延びる。日秩瑞部メしく収め

曰禄ナデ。体

工。A部船Il

口霰～嵐部 ミ
反転彼元。

(34)
る。4部 内面に一条の沈薇
が巡る。口縁瑞部光 く収ゆ

□器～体部ロ

施れ
'。

口縁一体削
'ロ

施和|。

の大

ミ才キ (幅 3
価 )。 FAttpl

,高台。

林郎～八部ヘ
ラミガキ (li

5 mm)。

密 反転宏元。

みこみ部平行ヘラ ミ′キ
回TR～ l■k部ヘ

完形
体部楚 く外上方に延びる 「 l緑 ～作都ナ

糸切 り。

Th部 短く外
「

方に廷びる。
口族瑞都光く収める。

回線～庶部ヨ

回転～痕椰ヨ
灰貨網

II部 短 〈外 上方に延びる

国霰鶏都売くFxめ る。

口族～A'Fヨ
ヨナえ 広部
回転糸切 り。

百 赤 去 にがい粒

4部短く外上方に延びる。
内底面よこなで1こ よる段を

'す
る。口TR珊部丸く収め

ヨナ/.虞部
回 転 糸 切 り
(す のこ業有

口緑～底 .Iヨ
密 にぶい

'

■1"質 ■器
内flkⅢ ヨコチデttよ る段を

有する。日線船都九く収め

口候～底部ヨ
ヨナデ。A部

口縦～底吉[ヨ

体都短 く夕

`上

方イこ延 crる

口緑瑞営Iは 光 く収める。

転ナデ。rlR割

'

り (すのこ夜 転ナデ。
密

赤樹

体M'外上方に延びる。内タト
面ヨヨナアによる段を■す
る。日霰期 F,と く1又める。

口緑～底部ヨ
ヨナデ。A部 口lt～ 底部コ

体部短 く外上方に延びる。
日縁端部は■く収める。

口器一体制
'回転ナデ。rik部 口松～FfN部 回

にぷい奮 反転復元。

醐
レ

体那短 く外上方に延びる。
体部からfA‐ 部の内外面ヨコ 口桜一体部ヨ

回l」 糸切 り。
,表黄種 伐大帝 反転復元。

体.l短 くタト上方に延びる。 ヨナア。k部
赤 雲

■ll質 ■器 醍
И

体部直線的にタト上方に延ひ

る。口巖端都九く収める。 反転復元。

体部直線的にタト上方に延び ゆ沖”帥乱

Ll縁 ～4部 ヨ

上rT器
口緑蝸剖

'丸

く収める。

ヨナ‐.A訃 口搬～嵐部ヨ

前台■小皿
古

ν 高台部ナデ。

苗台付小皿 嵩訪台 浅責橙

螂
‐

苛1出 し旨台。前台断画は四

“

胎。山外面厚く施和。ねヽ
の発色は,みを士びた緑色
を皇する。た部の器内は厚
い。4部内4し ながら外■
方に延びる。体都ウト面(こ 節
巡介IIo llは切瞭。内面に
た線状の,が巡る。

体部～FA割 ,ロ

jtれ
1。 “軸 獅靭

― .F反 鷲復元。龍え黎。

―-893-―



槌殖番 号
(タ ト前)

商

れ

器

強

■tti質 ■器

口嶺～八 .lヨ

回転糸切 う。

に 赤 芸

螂
″

を■する。Fa‖イと欲をIIIく 。
深くi・ い肖Jり 出し高合。

村蹴阻
Th割 ⅢAM`ロ

の黄 の世

抑‖廠。森田分類V―

体邪短 く外上方に延びる。

口秩射部売 く1文める。

日緑～太 .T.ヨ
反は復元。

日穣～林Jへ
tL炭 オ灰 Fxげ 彼元´

卵に
体音I短 く外 上方にiTび る
口識IIL都 ■ く収める。

ヨナア。べ部
反弦復元。

醐ば
土EI質 土器

ll部世執的に夕「上方に延び

る。口器射訃九 く1又める。

体制
'外

而強いヨヨナアによ

内水nヨ ヨナデによる

'を,する.回転端fII丸 く収め ］コナデ。峙けり。ヴfh都 短く外 に方1こ 延びる。
口縁珊部狂く収める。4.Tj
と庶部の境に洸級が巡る。
削り出し平高台。

口般～PA jl・ ヨ
コナア.お台

高台。

テ.llt部櫛1大
同去察。

加
区

銚
６ 口霰Ja部九 く1えめる。

口法ヽ嵐部ヨ

体|`や や内り しながらタトI
方 に延びる.Th部 外 面強

る。口緑船部四れ くⅢ又める。

ヨナ為 氏部
日よ～llt・・ljヨ

4部灯く
'I上

方に延びる。
口秩珊那光く】又める。内A
面ヨヨナアによる,を ■す

に族～氏部 ヨ

(160) (∞ )

体都内

"し

て外上方に延び

る。内瓜而 1こ ベラ状工共に
よる却ロカt施 される。口法

たれIo lt那平
高台、回転糸

ロイよ～八郎ロ

晩醐蜘
高台

する。消台古hPI岡 を円形に
,ち 欠き路形。ケズリ込み
は深く、細く、高く,立 し
た務台を■するもの。,金上

がJL弦 的多い。剤|は llく 、
fF部泄軌台剖

`"仕
近まで施

ち施れ1。 青1り

T..

石 赤 よ 江い■織

髄醐期
蜘
貶

断面,レは命形状 をユする。

削 け出 し高台.内 ウト而施

稲。ウトmiは 体剤
`下

半までjt

れ|。  .j台および■みヽ削猟よ

択
ア。“

体都～床 .l・ ヨ

ヨナデ。大部
回イよ～A部 ヨ

林那世報的 1こ 外上方 1こ ITび
る。口緑船部九 く1ズめる。

回転糸切 り。

聰
И “

部灯く外上方に廷びる。
口霰瑞判:九 く1文める.

匡隷～庶部ヨ

回Ⅲベ ラ切

体M'H撤 1,に 外上方に延び

間に段を有する

口桜～底M'ヨ 口療～氏割
'ヨ

独忘器

f4・ 都外上方に延びる。回霧
瑞都1よ 外反し上方につまみ rt 赤

色顔オ,IT形 。

船部外炭 じ上方につまみよ ヨナデ.κ部
日器～魔Ⅲヨ 反 1呟 復元 ,タト入市煎こ赤

色顔Ⅲと形。

底判
'

体部直線的にタト上方に延ひ
る。曰霰端 .I丸 く収める。

内タト面赤色顔十1笠形。

口様～崖言

`ヨ
ヨナ/.X部 ド 」

純 (156)
4部内

"し
ながら夕(上 方に

延びる。1コ 法珊‖丸く,又め
によ～4古

`ヨ

法

ナ

ｏ
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包含層出土土器観察表

‖報TIケ 予[別
(内面 )

測
め (内而)

"t   
考苗

れホ
嚇

外]包冷吊

41“やや内世 しながら外上

方に延びる。口は弱剖
'丸

く

1えめる。底部は丸1火をもつ。

口腰～4部 ヨ
ヨナア。TIR部

i堤■冷 i表■■

第1包台弔
弁 14‖面

上師質■澪

Th部上方に延びる。コ縁船
HF丸 く1ヌ める。内庶画強
いヨヨナアによる段を,す

デ。底都回転

糸切 り (板 日
灰 白

費織

反は彼元。白磁碗II―

“

訃窟くタト上方に延びる。
にイ秩端割,丸 くJ又める。

ヨナテ。嵐剖
`

口伝～R部 ヨ

体謝
'短

く夕ヽ上方に延びる

によ端部丸くIXめ る。

口縁～べ

“

ヨ 避元班成のため冗質に

第 1 41TJ面

亘■
に延びる。□霰鶏部は丸 く

口法～氏甜け

口法～底著トコ

第12含層 沈

II部内,しながら外_L方に
延びる。苗台断面形は合,レ

lh部 ～虞・ljユ

ピオサこのち
ナ‐.財 仕お

浅貨竹

方に延びる。日器部やや〕じ

口激～体部ナ
デ.体部～A 口私～A部サ

`部
内をしながら上方にlt

びる。内外面施Il.口 縁部
は直立する。どt,前台は離

口,～成部ロ

施れ。

体 1世鵜面

亡_L

4=卜山

"し
ながらクト上方に

延びる。口蔽船 ..尖 リタヽ味

高台断面は三角形状を皇す

施れ。辰那肖J

難胎。 きVkる 。

(122)
4,F外 上方に妊びる。口法

船常I売 く収める。

口霰を虞割
'ロ

施和。オ胎。

第1包台層
第 1赳lll面 店IF皿 (128)

コ霰～大剖
'ロ

れ和 ″胎。
鷹鯛 1り 出し

日霰～に.Tロ

石  赤 4 哉光袴 減 ll命

鵡
И

体部やや亡撤的に外上方に

延びる。回篠細
'尖

り埃u米
回霰～体 .T7ナ

日隷～体都ナ

ア 丼:自 (幅

fI部外上方 1こ 延びる。日巖

部拡張 して上方に延びる。

唯。内面 1こ 櫛状工呉による

口族 ～倅部ロ
日般～体都ロ

射,ウ ロ (櫛 1大

I共 ).

反曖復7L。 血衆

“

I類

る。口法部拡張 して上方に

延びる。日級部と体部の鋭

口霰すア。4

条)。

れ]世程面
ナデ。自然釉。

4部タト上方に延びる。茂部
削出平古台。タト痕 IHベ ラ記
号有り。

デの ち施和.

床郎肖〕出平前

体部～A部 ロ

施莉。

2包 含層 初
酷
地
螂
‐

体

“

F内

"し
ながら外上方に

延びる。口繊端部九 く1文め
コナデ。A部

り。苛台Jttll

.j台 .

口松～水部ヘ

ラミガキ (幅

2 mm)。

第2也 合隔
る。内外mヨ コナアによる

段を■する。口法珊部九 く

口振～lK部 ヨコ

ロイよ～氏都 コ

よ袴

弟2包合属
直上

土師器

卜都よ森的に

'卜

上方に延び
る。口よ対都九く収める。
内床面ヨコナデによる,を

コナデ。k部
口,ユ～A部 ヨ

体部直線的に外上方に延び

る。口霰酬 .Fj尖 り気味に収

口稼一代部 ヨ
口よ～氏部ヨ

体部直fA約に外上方に延び

る。日緑船部丸 くⅢ又める。

口よ～仕部 ヨ
口綜～A部 ヨ

反転夜元。

体部内彎 しながら外上方に

延びる。口候yR部やや夕1反
し九 く収める。llt部 メし味を

赤  雲 密

体部短 く外上方に延びる。

口岳珊部は九 く1又める。

fH級 ～求部ナ

第2包 台層 瑚ｍ
体部内面ヨヨナデによる段
を有する。口桜端郎九く,又

４
ナ
絨

`部

ヨ
。症Ⅲ

射2包含ll 口は船部丸く収める。内底
霧
ナ
雖

。|● ‖
口霰～ Ft割,ヨ

第2包含ll

(■色V) 回転瑞部

'と

く1又める。

ナス κ訴回転

kt,)。

口緑～A謝
`ヨ

第2包合厨
体部外I方 (こ 延びる。口穣
端訃ヴとく1又める。

口献～瓜都ヨ

灰 褐

th,質主器
口霰 itH部 北く収める。

転ナ為 は部 種 夕1面 ―訃反転復元。

第2包 台属

仕部をくクトL方 に7xrび る。
内外両ヨヨナ,こ よる段を
4する。口転端割,丸 く収あ

E示 ～鷹割∫ヨコ

赤  雲
浅r埼
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jPJtt rr身 遺 構 篇  位 11,」 器 IE ,レ   態
測  聖
(内面 ) (外面 ) (内面 )

lII   を
残存4

高
約

器
懺

内外4都 ヨコナデによる段
を有する。口器珊部九 く1又 ■椅 lllr

上師質土器
体 .tj短 く外上方に延びる。
口緑yn部 尖 り気味 に収 め

口稼～嵐部ヨ
ヨナテЪ に部

曰腰～底部ヨ

猫2包奮層
る。日法瑞都九く収める。

口縁～林部回
転ナ為 底部

(す のこjR有 転ナア。
の責

の資
反慣彼元。V-4類 。

体部短 く外上方
`こ

延びる
コナデ.底都
回転ベラ切 り

(す の こ痕有
り)。

口霰～穴割
'ヨ

反転復元。

口縁瑞部やや尖る。

回抒一体割
'ヨコナア。底部

回転ベラ切 り

(す のこ痕有
り)。

Fk 赤 i尭資絶

II部外上方に延びる。に繊
瑞部売 く収める。PAlえ 面強
いヨヨナアによる段を有す

回緑ヽ底trlヨ

ヨナ,。 庶 .f

回転ヘラ切ウ。
赤  雲 反ほ復元。

体部短 く外上方に涎びる
回霰朗部売 く収める。

口霰～A部 ヨ
反ほ復九。Ⅳ―I類。

第2包含層
体部内面 ヨコナアによる段

口候～4部 ヨ
ヨナテ。度都

(す のこ痕有

口ll～ k部 ヨ
賀0 貨締

弟2包合層
倅部タト上方に延びる。口4=
jt部丸(1文ゆる。内嵐uHヨ デ。八部回l・4

回霰～虞部ナ
長 赤 貴みの白 一部合成。 V-4。

第 2避村両 体部短 く外上方に正 びる。
口隷瑞部丸 く1又める。

コナデ。庶 HVI

口議～庶都ヨ

第 2避 IIjr4

直上

体部短 く外 上方に延びる。
体部内面ヨヨナアによる段
を有する。口法瑞郡丸く収

コナデ.広割,

回転ヘラ切 り

(す の こよ右
り)。

体 ./1短 く内彎 しながら外上

方に延びる。内底部 ヨコナ
コナデ。IIN部

(す のこ慎有
り)。

回転～嵐部ヨ

亡上

‖部外 L方 に延びる。口稼
船‖光 く収める。

回転～底部 ヨ

荘2赳程面
体

“

[短 く外上方イこ延びる。
口緻鳩 卜売くl「Xめ る。稿苗
台、日れよを里する。

口霰～庶部ヨ

のちナア。賄
Il tt台 ヨヨナ

口織～痕 .Fヨ
長 赤 ・■

rt裕

第2也今M 主師質i器 嵩台付小皿
霰

形
る。日緑端部は九く収める。

内底面ココナ,1こ よる段 を

有する。

口隷～高台ナ

わ軸 み軸
反転復元。外面に/11弁

徹。乱 7jt察 。

型 (1&2)

体部直す気味に上方に延び
る。壕部「く」の字1人にタト
反。執部と体部の授の稜は
明跛。口療鶏部つまみ上げ

(lh 9条 以上
/18師以上 )。

(幅 5条 宏上
/12 mm以 上 )。

長 赤

臨
И

数部外反。口伝lh部四角 く
ピオサエのち

口TA～ ヨヨナ

ケ (幅 11条 石 赤 浅資締 反に復7E。 吉‖系

舛 2遺 t4面
雅盗

須恵器 唯
レ

体都内Ljし ながら外上方に

近びる。口縁端部四角く収
ちナア.体 部

霰

‐２
“

那外上方に延びる。I線
伝

口
莉

酷
如
脚

llttLB執 1'に 外 Ji方 に延び

る。工法口縁。 の費

舛2包含層
l■部内・」しながらタト上方に

Vく 施釉。

する。和は汁 く体部滋航台
の境

'近
まで施和。―都肖

台付近までかかる。体部内
面に匈でイと粉を鉗 く。内底
面見込みに浅い沈線状の猿
を有する。

4部～八部ロ
クロナデのち

第ワ包含隔

細 く朽 く直立 した高台を有
する。釉はVく 4Mlと 苗台
の境■近まで施釉。一部嵩

台付近までかかる。体部内
面に櫛でイと腹を描 く。

底都ロクロナ
構

白磁

体部内狩 しながらタト上方 1こ

のbり う。高台断面は台形
を皇する。広 .hの 歯Jり 出 し
は浅い。見込みに洸執状の

費を有する。

4部～底部ロ
クロナデ (2
胎)。 底部削
り出しヽ台

体部～底著F Cr

施納。沈線文。

螂
‐

みに一余の洸線が巡る。商
台断面形 は台形状 を皇す
る。求部削出 しは減い。肖1

り出し問台。

コナ7.高台 赤  雲 減責綺 哉費栓

体都外上方に延びる。前台
の削 り出しは浅 く、R部 の

器内は厚い。見込みに洸森
が巡る。4都下半～商台部
露脂。削 り出 しヽ 台外面カ

前台.l湾1り 出
し苗台。

体部～鷹部ロ

体部百絵的に外 上方に延び

と広苫[の Ifiに 泥撤よの段 を

もつ。日緑端部四狩く収め
る。内外而やや厚めに施れ,。

施れ,。 茂部

緑

口
釉

―-896-―



IE賦番 号 h土地点 層  位 郎 f“ 金右物411成
測
酌

と
ぃ 備    著苫

れ

器

破

(H ll)

体七卜短 く夕ヽ上方に延 びる(

日嵌珊剖:や や尖る。内顧F林

部とた部の境に茂い枕報状 施れ1。 広都Hl

ロ
ク
施

舛2包含吊

体 .l外 上方に延びる。口よ
端部丸く,又める.見込みに
一条の洸釈がヽる。肖1り 出
し平市台。

」泳～八部ヨ

台.

口根～氏剖
'ヨ

反恨彼元.外面に延弁

舛2包含壻 鵡
聰

4.Tj外上方に廷びる。口iよ

端部尖り欠味に収める。内
タト面Vく 施れ1。 みこみにた llt袴

螂
貶

る。旨1出平稿台。▲部タト面 ｍ”卿魏
第2包台隔

"2遣
tr面

II全
A都

4.lタト上方に廷びる。見込
み1こ た組有り。た,り 出し平
苗台.A.Fオ胎。 柳̈帥̈柳

長  赤

体部機jrL水 を皇する。受け

部は,よ 立猿t味 に立ち ヒが り

船部は班 く失る。内外mi施

和はれい。受け部虚胎.

血れ口縁部露

反は復元。白II・ 碗IV―

痛2包台婿
体部内曽しながら外 上方 (

延びる。口霰鶏都やや尖る

コ振～4部 ロ 日欲～

“

‖ロ

珊部九 く収める.タトF4に 逝
口無一

`郎
延

弁。

口穣～A‖ ヨ

体部内LIし ながら

'卜

上方に廷
びる。口器瑞.I'し く収める。
タト面に剋介文。和‖よ,い。

¬,禁 ～4部延
弁文 施和。

口振一体部 ヨ
赤 蓼

］̈中獅
帥
』
強
強
媒

４

延
刑

色
狂

口族一体吉トロ 口霰～4部 ロ
R 赤 雲

ll部内背 じながら外上方に

延びる。口霰服 卜丸く収め

る。外而に述升枚。内タト面

封入顕著。

に

“

ま～体都ロ

施刑|.紅 チ鞭

曹」出高台。■,オ 胎。和は

序 くたとは世味をすびた線

色を呈する。fh部内j.・ しな
がら外上方に延びる.口繊

部タト反じ端部 (よ 尖 う揆t味 に

収める。体常Iクト面に辿介文

日な一f4・ 部ロ

jht利 。氏部首1

1B街 台。■付

口識 ―痕部ロ

石 赤 要 裕

体 .Tjやや内

"し
な力くら夕ヽ上

方に延びる。口艦瑞都九 く ヨナデ。氏都
回転糸切 り。

口嵌～嵐那ヨ

体部タト上方に延びる。内外
面

“

文。前台断面形は台形
状をユする。再‖り出し嵩台。
Ft部の器内はVい。市台内

工胎。

口秩～嵐郡ヨ
ヨナテ毛 前台

日徹～氏 nllヨ
陸円形。

1朽 台が断面四角で古台部iと

llけ が霊胎である。FAtFの

居内が厚い。2本の洸級に

口縁～4部 ロ

施In。 氏部音I
Vい■み rSIい 寸み

反転復す

Ⅲl避 hll面
碗 嘲

・

商台は高 く断面は台形をこ

する。体部内世 しながら外
上方に延びる。洵〕り出し苗

台。■み付及び嵩台内藍胎。

デ。―部反憶

体苗F一氏吉Fナ

.l'ナ デ。

反転復元。内タト面媒付

着。

第 1む冊而

直上
醐
レ

苫台は高く断 fIは 台形を三
する。4部内管しながら外

台。留rl部霊胎。

体

“

～八Ⅲナ 体苗

`～

A常

`ナ

螂
レ

延びる。商台Ell面形は台形
状を呈する。A部の器内ほ

コナデ。百1出 体部～嵐菩トヨ
反lr復元。内外面施和。

第1包含婿 前
延びる。内外面無文。削 り

施和。!付 き

体剖
'～

A刊
'ロ

第2包含硝 (24)

体部内jjし ながら外上方に

延びる。施莉はVい。内八

両班胎。苫1」 I古台。背台は

四角 ,レ を三する。内腹面お
よび世仕 き.F年 始。

デ。A部喜1出
体都ロクロ,

庶部ロクロナ

肺
‐

体部内・Jし な力ぐらタト上方に

とびる。消台はやや占 く雹 施剤ぉ A部 削
り出 し苗 台

体部～庶部ロ

施れI。

2包 含埒
廷びる。高台断面形は台形
1六 を二する。11出 市台.A

II部～底部ヨ
ヨナデ。前台 赤 犠

螂
И

皿形に近く体部は内世 しな

がら外上方に延びる。外面
に辿介文。見込みに泥線。

t4は 厚 く 畳み付¢踏。

“

部ロクロナ
アのち施 lt/1。

商台内施莉。

第2ユ合層 る。釉は厚い。前台内はvI

脂。内X面 に革イと文。

デの ち施和。

青1り 出 し苛

第 14絣面

高台断面は四角形1大 をユす
る。内外面施れ1。 お台内(d

″胎。見込みに

"た

のスタ

螂
・

びる。内茂善Ⅲこ事イと文。高 クロナデのち ち施邪。■イと

唯
Й

体部タトL方 にとびる。rfr'

き部難胎。消1り 出しお台。

回は～代部ロ

施れ,高 台部
nllり 出し朽台。

沖
鰍

沖
靴

第2包 含fl

る。内面に泥嵌状の段な り。

見込みにJI水 I具 による施
文。口霰都やや外反 じ報部
は丸 く収める。れはFPい。

■人日立つ。底部は剤を猛
き取る。

施釉。底Ⅱ再1

胎)釉五きTk

日伝～痕

“

ロ
石 赤 ヨ 社
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世 lp 7i f」 形    態
色 調
(外面 )

色 測
(内面)

‖F   考器 商

Q-3】
lh部短 く外上方に延びる。
日族瑞部光くI又める。内鷹
面にItよ工兵による施紋。

ヨナデ。嵐部 持

第22合隔 嘲
И

林部短 くタト上方に延びる。

再Jり 出 し辛商台。

体部～た部ヨ
ヨナ7● 消台

台。

体部一氏部ヨ
コナア。痣部

赤  蜜 明赤欄 明赤欄

体部内世 しな力てら外上方に

lLびる。口霰船部九 く収め
る。貼lJ苫 台.市 台はMく
R方 ,レ状を三する。

口桜～民部べ
ラミガキ (�

4414)。 庶部
魅イ↓前台。

口艦～底剤
'ペ

9 mm)。

舛2包 含層
(140)

rl都直線的に外上方に延び

る。rl隷 鶉部は九く1叉める。
商台逼イヒ。

部舛|サ高台.

口族～林部ナ

込み平行ベラ

縦
鰺
競
灰

大撤

2包 含騒 口秩射部たく収める。A部

口隷～体都ナ
ア。点都ユ ビ 口霰～X部 ミ

密

隋円形になっている。
Th部に一部滉殻状のも

第2包台隔 ■1市 質■春 椀

体部内曽 しな力` らタト上方 (

高台断面。口縁瑞部は光

口縁～氏部ヨ
投

第2包書肘 郷醜
■前i貨■器 流 (11お )

体部内聖 しなが ら外上方に

延び途中で屈曲する。前台
断面は尖る。口緻鶏部は元

ヨナア。庶削
`

口霰～度都ヨ
外A面 すのこ痕市 り。

土師質上器
気味に収ゆる。皿形にtfI台

口霰～氏部ヨ

高台。

曰緑～底部 ヨ
積

舛2包 台層 土師質J:器
体郎直維的に外上方に延び
る。口霰・H部メとく収める。

コナデ。庶部
口霰～A部 ヨ

I・ 炭転彼元。和皮H-2。

苗■
土師箕土器 (7お )

る。口織瑞部は

'し

くI又める。
口l・

‐
糸切 り。

口伝～痕部回
戌廿橙

第 2遺拇面
主師質i器 (133) (α l)

倅部直線的に外 上方に延び

る。口縁船部四狩く‖又める。
山床面強いヨヨナアによる

段をなする。

回霰～A部 ヨ

テ。本部回転

こTR有 り)。

口縁一真部 ヨ
反載彼元。白磁皿Ⅳ―

第2包含暇

体椰やや内・Ijし ながら外上

方に延びる。内外面ヨヨナ
デによる段を有する。ロイテ
船部九く1文める。

ヨナ/.止部
回転糸切り。

口縁～監部ヨ
石 赤 雲 曽

体都直線的に外上方に廷び
る。口霰端苗Ⅲよ充く1又める。

口霰～体部ナ
デ。水 .71回 1磯 長 赤

弟2包 含層 土 H頭 質■器 方に延びる。口霰船部丸 く コナア。よ訃 石 赤 省 Ft

〕-21 上t"質 ■器

II部やや内IIjし な力∫ら夕I_L
方に延びる。内真面ヨコナ
デによる段を有する。日移
7yn部 九 く1えめる。

ヨナア。氏部

(す のこぶ /j

回岳～Tlt部 ヨ
愉 4

ユ師質と器

体椰直線的にタト■方に延ひ
る。内た面ヨヨナテによる

段を有する。日霰枡都九 く

回霰～八部 ヨ
ヨナテ。IIt部

回転糸切 り。

□霰～広部ヨ
亦  蟹

第2包合厨 土師資土器

体部直立気味に外 上方に延
びる。内氏面よこなでによ
る段を有する。日程端部九

く収ゆる。

回に糸切 り
(す のこ痕

=

怜 反転復元。

舛2包 含層

倅部やや内世 しながら外上

方に延びる。内外面ヨコナ

購部丸 くJ文める。

口様～体都ヨ
ヨナデ。夜部
回 転 糸 切 り

(す のこ痕有
り)。

灰資禍 灰貨禍

2包 台層 体郎直立負味に夕Ⅲ上方にlI
口器～底部ヨ
コナア。A剖

'

■師質i器 びる。日霰IFi部 イユ九く収め
□TR～ 体都回

転ナデ。京都
回t糸 切 り。

赤 蟹

第2包含Fv びる。 コ霰弱部は九く1文め
砿ナア。A部
回転糸切 り
(す のこ痕布
う).

H重ナア。

第2包含隔
体部外上方に延びる。内外
面ヨヨナデによる段を,す
る。口縁船部九く収ゆる。

口隷～体都 ヨ
コチ/.痕 部
回 転 糸 切 り
(す の こ痕右
り)。

船部丸 く収める。

口霰～え .Fヨ
ヨ ナ デ。 虞
部 回 に 糸 切

り)。

目法一本部 ヨ

士師質■器
方 tこ 延びる。内ウI面 ヨヨナ

アによる段を有する。口霧

rH緑 一体部ヨ
ヨナア。A部

(す のこ痕有

回線～llt部 ヨ
一部反転復元。

第2包 台Π
(上思 )

土器溜 まり 土AI質 土器

外

ナ
族

や
び
段

収

口憲～民部ヨ

回 転 糸 切 り
(す のこ痕有

口霰～蔵都 ヨ

上師質■器 杯
体部直線的にウト上方に近び
る。口桜珊部は九 く収める。

回
都
り

右『『］いり，。

口霰～ム./11回
密

ill質 と器 びる。口霰船 .Hlは 光 く収め
転ナ/.A郡

(す のこ痕有
り)。

舛2包台踊

体部直立気味に

'卜

上方に延
びる。内外面ヨヨナアによ
る段 を,す る。口嵌瑞部光

コIR～ 体刊
`ヨヨナテお嵐部

(す の こ狼有
葉 赤 雪

―-898-―



f」 別
測  電

(外面 )

測
め

色

ぃ器

帆

■師質主器

4部やや内4じ ながら外!
方1こ 延びる。日族瑞都丸く
収める。

口桜～氏部ヨ
ヨ ナ デ。 水
都 回 転 糸 切
う (板 日IJt4

■橙

主師質i器
る。内面 ヨヨナアによる段
を布する。口怒船部九 く収 的抑］］り，。

縦

第2包 含層 土llltttri

体部士立気味に外上方に延

剖
'反

転復元 )。 回霰～八部ヨ

ll“芭立気味にタト上方に廷
びる。口緑ll部メしく収める。

回転～体都回

転チデ。嵐部
回 転 糸 切 り

口森～成部回

土師質上轟 びる。口tA船部は九 く1文め

口″～体判
'回

回転糸切 り
(す のこ蕉有

口泳～AI卜回

土師質上7i

睡
И
螂
‐

船部北 く収める。
コナア。床都 百 赤 要 一部反転復元。

倅都やや内

"し
ながら外■

方に延びる。口緑鶏都売 く

口桜～床部ヨ
ヨナデ。虞都
回 転 糸 切 り

口4禁～底部ヨ

体都タト上方に廷びる。口搬
yl部ナしく収める。

口4チ～氏部ヨ

II部外上方に延びる。口族

瑞部丸 くⅨある。

ヨ ナ デ。 llk

部 回 (糸 切

り (板 口爽有

日緑～fFr都 ヨ

Q-36 主師質上器
4部外■オに延びる。口tx

賠VTj九 く収める。
口森 ―嵐部 ヨ

二師質■器
体部直線43に 外 ヒ方に延び 反 ほ復元。タイし径 1

ilT質 上器
II那直立気味に外 上方に延
びる。口織艦都九 くⅢ又ゆる。

」i師 質主器

体部直立気味に外上方に延

る段を有する。回転端 .T・ 丸 脚嘉』卿，。

口rt～ 八剖
'ヨ

体部外上方に延びる。日霰

瑞都丸 く1又める。

糸切 り。

(上扁)

■師質土器

体部芭■気味にタト上方に近
びる。内タト面 ココナデによ

る

'を
有する。日松珊綱 L

ヨナデ。底割∫

上師質上P.

体部直立気味に夕ヽ上方に延
びる。内外面 ヨコナアによ
る段を布する。口霰端郎

'Lく取める。

口転一体部ヨ
ヨナア。虞部
値転糸切 ウ。

朗赤鵜 明赤鵜
顔糾塗彩。

内外面赤色

■師質土器
体部 lJ立 気味 1こ ウト上方に延
びる。口霰船部九く収ゆる。

コナデ。人
部回は糸切
り (板 日英有
り)。

■ ,V質 上器 “

部th立 気味に外上方に延

る段をすする。口嵌瑞都丸

コ縁～4部 ヨ

回転糸切り
(す のこ痕右
り)。

石 赤 Fr 密

藩2包 台層 ■1師 質主器
びる。内タト面ヨヨナデによ
る段を有する。日縁un都丸
く収める。

口攘～Th那 ヨ
ヨナ/.嵐部

(す の こ式狩

口綴～fIR訃 ヨ
赤  套

体部外上方に延びる。 コ殺
鑑部は九 く収める。

口緑～体都回

転ナデ。嵐部
回 BA糸 切 り

(す の こ慎有

り)。

コ縁～底部回

転ナア。

上師質■BI 体都直線的に外上方に延び
口黒～底部ヨ
ヨナデ。氏都
回転糸切 り。

口霰～瓜部ヨ
I七 日形になっている。

第2包 含M 上師質■器

fhHVF・ 直立気味に

'卜

上方に延
びる。口緞瑞部は丸 く1又め

回線～4部口I

回転糸切り。

第2包 含爾 i師 質■器
体部タト上方に延びる。日森

口縁～底部ヨ

回転糸切 り。

窮2ユ含層 上師質■器

体部やや内
"し

ながら外上
方に延びる。口霰船剖Чよ九

口無～氏部ヨ

回 転 糸 切 り

(す の こ式有

石 赤 雲 雷

弟2包含厨

(上層 )
itW質上譜

体部直立気味に外 上方にを
びる。日霰瑞都丸 く収める。『抑］］帆

E法～八部ヨ

びる。内/1面 ヨヨナデによ
る段を,する。「峰 船部丸

コナア。A部
回転糸 切 り

り)。

口徐～庶ント郵

上師質上器
る。「H穣報部先く1又める。

口継～底都ヨ
ヨナデ。庶都
同 帷 糸 切 り

(す の こ衷布
り)。

密
士猾
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形   態
耐   路 測

ｍ
色
鶴

測
ｍ

と
ｍ苗

�
器
破

林部亡執nlに タト上方に延び ヨナふ TIk那

回 H賦 系 切 り

り),

4部外 と方にたびる。日霰
珊都九 (1文める。

日緑～茂.T・ ヨ
コナデ。A部

務2包 合, IItttrl立 気味にタトに方に延
びる。□根船部九く収める。

コナデ。底部
回 転 糸 t/」 り

(す の こ痕布

コ松～氏剖
'ヨ

密

に都直線的に外上方に延び

る。山底lHヨ ヨナデによる

,を有する。口縁船部九 く
口 憶 糸 切 り

(す の こ夜 右

体・ll直 立気味にタト上方に延
びる。日献咄都九く収める。

ヨ ナ み 太
都 回 転 糸 切

り (IIAB痕 有
り)。

うすい
■縦

反止復元す臆泉禁 I

体部やや内lJし ながら外 に

アによる■をなする。口務 『坤］］り，・
「
難

れ
触

(■層)

〕im質 ■器
体都タト上方に延びる。内夕| コナデ。A都

回 は糸 切 り
曰緑～A吉 [ヨ

■1"質 ■器

卜刊
`外

L方 に狂びる。
「

I息

端

`I丸

く収め る。体 部 内
面ヨヨナアによる段 をTFす

デ。虞部回工

糸切 り (すの
こ装布 り)。

に,ま～穴郡ヨ

五

`

離
狛
鰤
‐

体古Fタト上方に延びる。 コ稼
賠部

'こ

く収める。

回象～底都ヨ
ヨナデ。た部
回転糸切 り
(す のこ丈/1

り)。

上側i質 主器
瑞郁メしく1又める。

口を～FFkttFヨ

ヨナア。嵐部
曰霰～嵐都 ヨ

t器溜ま
る。日搬端部丸 くlXめ る。 『抑］］‐，，・

口隷～氏部 ヨ

L,V質 土器
醍
距
邸
‐

4椰外上方に延びる.ra稼
珊都丸く】又める。 ］力］］り，・

口法～氏部 ヨ

f4・ 部直縦的に外上方に延び

る。口濃珊部光 く収める。

口緑～I「 都ヨ

赤  雲 反llA復 え

体
=卜

th縦 的イこクト上方に廷び

口秩～氏部ヨ

回 転 糸 切 り

(す の こlRオ

Q一 ao
びる。口艦‖部九くJ又める。

日lR～ 度部ヨ
コナア.監 部

」隷～べ剖
'ヨ 止橙

上匈,ll土器
止部//1上 方に延びる。内ス

る。口恐yt割 :,し く収める。

口な～度‖コ
ヨナデ。氏部

匈霰一Atthヨ

船常['と く収める。

回線～/h謝

'コヨナデ。X部
」霰～氏部 ヨ

口族～八部ヨ
ヨナデLA部 に霰―A苫 [ヨ

舛2包 奇阿 上ll質 ■器
林部直立夕i味 に外上方に延
びる。口濃阻 Hよ メしく1又め

口,豪 ～底都回
にナアi llt部

■柿 I袴

■前FttI器 (115)
小都タト上方に延びる。口嵌
瑞部九 く収める。内颯面 ヨ

キヨコナメ。
企都下十ヨコ

オサエ。底都
回
=糸

tDり 。

口繊～度部ヨ

体制
'直

′欠味 tこ タト上方に延
びる。口法端部九 く収める。

キヨコナ7.
下十ヨヨナデ

エ.A部回1転

袴

■師質土器
体都外上方に廷びる。日織
射部たく,叉める。

コナデ。底部
回 転 糸 切 り

(す の こべ,

口縁～底部ヨ

i帥 質i器

体訃夕

`L方

1こ 肛びる。口振
端部丸くlXめ る。内底面強
いココナアによる段を,す

口森～fh部 に

IIk謝

`回

転糸切

口霰―A削
`ヨ

れ
雌 lk糧

(L用 )
■ 1市 質上器 る。口,虫珊部四狗くJ又める。

都■半ヨヨナ
為 下キヨコ

回H弦糸切り。

土師It i器
lTびる。口線鶏那尖 り気味
に1又める。内タトruナ デによ

る資 を有する。

割
'口

Ⅲ糸切
り (Ik国 痕オ
リ)。

口法～IAttFヨ

上lT質 ■器
る。日桜端部メとく収める。

口怒～K割
`ヨヨナア,床部

貨橙 賛袴
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鴇破番号 用  化 rl 別 器 花 形    善 含右物狙成
制
ｍ

測
ω

と
ぃ材

�

器

帆

体音F外上方に延びる。日緑

射部■く,又める。
体訃下部ヨコ

オサエ。穴部
回は糸切 り。

口級～八剖
'コ

第2包含騒

(■層 )

体部外 上方tt煙 びる。内痕
面強いヨヨナテによる段を

部ヨヨナデ。

工。k部口!は

口霰～八・Iヨ

上師質土器

口桜～A都 コ
コナア。llkttF

回転糸切り
(す のこ痕古
り)。

石 赤 雲

第2し含層

体都やや山管 しなが ら外 ヒ

方に延びる。口″瑞部九く

コナア。A部
回転糸切 り
(す のこllt右

り)。

「
縁～氏剖

'ヨ み軸 み蠅
― .l反転復元。記/t黎

系Ⅱ-1類。

ilTtti器 体糾タト上方に延びる。口濃

口尿―A都 ヨ
コナア。庶部

(す のこIIt有

口桜―底部ヨ

ilT質 よ器

体都やや内彎 しなが らウトと

方に延びる。口.■
■端部允く

口識～嵐部ヨ
コナデ。氏割

`

口法～底都ヨ

第2包含層 土師質主器 (123)

体部直立気味にタト上方に延
びる。日縁船部は光 く収ゆ

口緑一体都ヨ
コナア。A郎

(す のこX4
石 赤 雲 反ほ復元。

主前,質 土冊

tF椰外上方に廷びる。内外

る。口巖鶏部大く1又める。

コナデ。八菫ト

リ)。

遺

“

内l II士 主師質主器
びる。日秩報部光く1又める。

目隷一成部ヨ
ヨナデ。庶都
回転糸切 り。

rh部直立気味に外上方に延
びる。口稼船部■く収める。

ヨナデ

`fFk都

口霧～A部 ヨ

体部首立気味に外上方に延
びる。内外面ヨヨナデイこよ

る段を有する。日霰船部た

ヨナふ It部

回 転 糸 切 り
口霰～え部ヨ

土師質上器
体部直立気水に外上方に延
びる。口朕船部九く1又める。

回に糸切り 口霰～嵐部ヨ

上師質■器

4部 直線的に外上方に延び

る。内嵐面ヨヨナデによる

段を,す る。口霰鶉部メしく
回H転 糸切り 口法～た邪ヨ

反転復元。

■師質土器
びる。内外面ヨヨナアによ

る段を有する。口緑船判
'丸

口縁一体部ヨ
ヨナF.広都

口緑～鷹部ヨ
4

疎
И
螂
‐

林部外上方に妊びる。日秩
端部丸 く1えめる。

ヨナア。人部
回 主 糸 切 り

(す の こJR布

林ヤ

`世

立夕ヽ味に外 上方に延
びる。コ伝瑞部メしく収める。

コチデ。/A部

回 転 糸 切 り
口TR～底部ヨ

林部直線的 tこ 外上方に延び

る。口法船胆 しく1又める。 ］ヨナデ。い呻帆

コ森～A割
'ヨ

体部世撤的にタト上方に延び

る。口霰瑞部九 く1又める。 『抑］］り，。

口霰～A.ryヨ

(L層 )

回転糸切 り
(す のこlk 4

第 2包含 体部直線的 tこ 外上方に延び

る。口縁端絲花く収める。
コナデ。FA都

口霰～底部ヨ

第 2包含
上lT質 土器

体割
'直

立欠味に外上方 tこ 延

る段を有する。日霰瑞部九

く収める。
(す のこ夜言

日緑～嵐 .ljヨ

第2包 台屈

(上層 )
面 ヨヨナデによる段をなす

ヨナえ /1部

(す の こ兵有

口稼～A部 ヨ

る。内外面ヨヨナアによる

段を有する。口候瑞胆 しく

in部メしく収める。
(す のこ夜有
り)。

上師質■器

日縁～FFR都 ヨ
コチア。A部 赤 捏: 密 竹

上|1質 ■器
体部直立気昧に外上方に延 ヨナア。A吉 [ 赤  雲 密 性

コナデ。A訃
回転系切 り

|,)。

口隷～虞部ヨ
ミ 赤 」 笹 栓
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17」 報番身 謝
ｍ

測
め

と
ぃ li   考

残
'4

樹
洵

器
碗

前t

る。口散珊部九 く1又める。

回 転 糸 切 り
口憲～llkttFヨ 石 赤 蟹 内夕十面に赤 tl lll‖ 4

“

.Fタト上方に延びる。口霰
鶏部四狗く収める。

」lR～ 林判
'上

工。底都匹構

Iコ霰～X部 ヨ

林部外上方に延びる。口巌
ヨナデ。成部
回 転 系 切 り

(す のこ痕
`り)。

■

'W質

■器
4部 正立奈ヽ味に外 L方 に正
びる。口穣船 ./1丸 く1又める。

口霰～体部画

ばナア。度部
回 転 糸 切 り

(す の こllt有

り).

転ナデ。

体都芭立夕t味 に延びる。口

桜瑞部やや尖 り欠味 1こ 収め

る。内外面ナアによるFを

口秩～A部 ヨ
コナデ。FA都

回 l・・糸切 り
口秩～A部 ヨ

体部直線的に汐卜上方にたび

る。内外面よこなでによる
ヨナデ。A剖

'

(す のこlltオ

リ).

上lr質 上肝 If
体都世振的にウト上方に延び

る。日霰珊 .l九 く1又める。
コナデ。底糾

回緑～庶卸
'ヨ

i師 質とPI 面ヨコナデによる

'を
有す

る。口鉄鵡部丸く収める。

コナデ。八部

(す のこ夜有
石  赤

上肺質i器 体部直線的に外上方に延び

る。日艦珊都メしく1又める。

口患～lR剖 ,ヨ

ロ玉糸切 り。

回iR～に部ヨ 反転彼元。内外面赤色
顔‖塗杉。

II部直立気味に外 L方 に延
びる。日は船部メしく収める。 蜘嘉囀いう。

田稼～嵐訃ヨ
石 楽 雪 明I鴇 明X4B

舛2包含市 と

“

,質 土器
る。内flk耐 ヨヨナデによる
段を,する。回線射部九く

(す のこ夜右

口霰～広 .l.ヨ

"2包

含聘
(上層 )

林菩[亡 立夕ヽ休に外上方 (こ 延
びる。内成面コヨナデによ

る段をなする。口器jt部光

口法～flkイ トヨ
ヨナア。底部

(す のこ求4
り)。

舛2包合用
ヨナデ。A部

(す のこ痕者
り)。

口法～hiFlヨ

■ ,W女 上語
る。口縁船部は光 く1又める。

口霰一体那回

転ナア。底部

(す のこIltオ

「
1様～嵐部回

転ナア.

ル2包合FI tll ttIPT
rr部タト上方に延びる。回霰
・・E部は九(1えめる。成形F・ j

幅ナデ。底部

転ナデ。

土師質上器 (120)

口霰～底部ヨ
ヨナア。度部

口霰～llt部 ヨ

■4T資 土訃
体都やや内,サ しながら外よ

方に延びる。口桜鶏都は

'し

転ナア。A都

上師質上器
体刊

`芭

森的tt夕 上ヽ方 1こ 延び

る。口朕瑞部九 く収める。

口よ～庶部ヨ

回転糸切 ウ
(す のこ爽五
り)。

橙 栓

第2包 含硝 ■師質tFf びる。内外面ヨヨナテによ
る段を■する。口霰鍋都メし
く収める。

回緑～底部ヨ

回 情 糸 切 り

(す の こ痕有

口協～ム .7'ヨ

士横

第2包 合幅 ■師質と器
体部LH立 負Ir4kに タト上方に妊
びる。口霰鮒部丸 く収める。

コナ,。 底割∫
回転～FFk部 ヨ

主師質主器
射苫Ⅲ光 く収める。

民 赤 要

第2包合阿 主師質■器

体都直立気味 |ニ ウト上方い延

る段を有する。口法珊都丸

コナア。八剖
'

(す のこ荻有
り)。

回秩～庶部 ヨ

上師質■器

体都亡立気味に外上方に延
びる。内外面ヨヨナデによ
る段を有する。口霰瑞剖

'光

日森～底都ヨ

回 転 糸 切 り

り)。

反ほ復た。

醍
И
螂
・

る。口縁期部ユしく1又める。

日経～A部ヨ

回 転 糸 切 り

(す の こ喪 有

回松～庶部 ヨ

丼2包含用 i前,質 i器 体音[宦 立的に夕十二方に延び
る。口霰瑞部は丸 く収ゆる。

日霰～体都同

転ナア。嵐部

(す のこ戻右
り)。

士椅

体都直立気味に外上方に狂
びる。日霰船 .ll九 く収める。

回器～体部回

回 転 糸 切 り

つ)。

赤 よ
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II・ 獄番 〕 属 位 IF. ,1 器  狂

法   1と
測  整
(夕十面)

測
ｍ

削
０

色
ぃ器

は

■1市質■ 71
14.I外上方に延びる。口緞

船剖
'九

く収ある。

口縁～度部ヨ
コナデ。A・ ly

(す のこ戻/1

日器～虞都 コ

弟2包 奮隔 ■1市資■冊

4部内iサ しながら外上方1こ

廷びる。口TA船部丸く1又め
ヨナテЪ 底部
回 止 糸 切 り

(す の こべ石

口よ～庶剖;ヨ

4部タト上方に延びる。内クト
面ヨヨナアによる段をなす
る。にI献 船部九く収める。

回候～4訃 ヨ
ヨナ/.点割;

(す のこ央4

舛2包 含W 体部直立夕t味 に外 上方に廷
びる。日法翡部ユしく以ゆる。

ヨナ /.FLt
都回転糸切
り (板 口jjt有

回転～Jlk部 ヨ

上側itt■器

体部亡立う0米 に外 に方に延

る段を有する。 ¬篠瑞部丸

く収める。

口I砿 糸 切 り

(す の こ爽布

口秩一k部 ヨ

■師質と器
瑞訃光 く収める。

コナア.A部 石 赤 雲
内外mtttI・ lⅢ 笠彩。

弓■う。

■師質■器 柳ナデ。噛的，ｏ4剖,外 に方に近びる。内庶

4す る.

口伝～R.llヨ

コ転糸切 り。

日恐～A刊
`ヨ

Ji師質土器 方い延びる。口法瑞部尖 ゆ

口徹ヽJA部 ヨ

ロ l」 糸 切 り

(す の こ痕t

口法～鳴部ヨ

4部 苗撤的にタト_L方 に延び

る。内面 ヨヨナアによる歿

(す のこ浪狩

口議～A.Iヨ

舛2包 令W ilTtt■ 器
瑞部

'と

く収める。
ヨナテ。人部 石 赤 雲 F 郷

賄 貴橙

■鰤,I【i器
林打卜外 に方に延びる。内外

る.「14よ 船鵬 とく1又める.

に桜～仏部 ヨ
ヨナデ,llk喜ト

(す のこ菜有
り)。

反吐彼元。和ユ皿-3,

4Ⅲ』

'知
味にウト上方に延

びる。口よ船部
'と

く1又める。

口霰～ fF Ы;ョ

回転糸切 り
(す のこIIt t

口巖～に

“

ヨ

上師質土器
4部 itivnA的 に外上方に延び

る。
「

霰珊剖
'九

く収める。

ヨナア。 A

り (俵 日人有

第22台 FF 上師 tlJ!||

4部 やや内世 しながら外 ■

方に延びる。口法蝸割りしく

1えめる。

ヨナデ。A Ifj

巨艦糸切り。
赤  」 雀 A,

第2包 台婦 上洵,イ tJ=器 る。日承船部は九く】又める.
は,デ.農部
回情糸切り。

に 赤 密 ‖

第2を 含用
体部外上方に延 tltる 。

「
緻

船

“

たく1文める。山茂面ヨ
コ

'デ
による

'を
布する。

半 ヨヨナテ。
下十ヨコナデ

エ。lltttΠ ほ

口な～氏苫トヨ

端./1丸 く収める。え部に切

'Elじ

IItをすよたない。氏部
はユし味を,つ。

によ一人判
'ヨ

れ
鑑

上巨,ri器 る。日法鍛胡
`九

く収める。

rIょ ～火vョ
ヨナ為 た部
コ‖は糸切う
(す のこlkt

止級
反は復元。■泉年 ,磁
碗Ⅱ欺 ,

」
='市

ltJ!器

体謝
'や

や内ljし ながら外 L

方に延びる。山タト籠ヨヨナ

テによる段を/1す る。口穣
ヨナデ.A部

仕
VfDE線的にタト上方に延び

る。r碍船部は■ く収める。
ア。人部回転 は,デ・

方に延びる。口縁船都九く

収める.内 frtttiヨ ヨナアに

よる段を■する。
回H�糸切り。

口lt～ 氏部ヨ

体部やや内背 しなが ら夕ヽ L

方に延びる。内外面ヨヨナ
デによる段を有する。口桜
瑞 .l九 く収める。

ヨ
部

り
４］『］］り，。

口恐～κ部ヨ
反lv復ウと。

第2也含硝
体削

'や

や内Vし ながら外 L

方に延びる。口族鶏剖
'外

反
し,し く1来める。

ヨナえ A部
回転糸切り。

口伝～氏・・llヨ

弔2包 含層 ■師質土朴

体都直線的に外上方に延び

る。日な射部丸 く1文 める。
山体瓜面 ヨコナアによる歿

ヨナえ 衆部
日霰～Ft部 ョ

第2包 台隔
(下M) ■1"Fl■器 而菰いヨコナデによる段を デ。は部巨ほ

糸切り (すの
こ狼なり)。

「
l振 ～氏部ヨ

分 214任敵i

百上

口TI～ Ⅲ判
'回転ナデ。庶rT 省
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7J fl ,レ   態
(タト面)

測
耐

色

∽爆
噺

方に正びる。内外面ヨコナ
デによる段を有する.回繊
船部は光 く1又め、光線状の

ヨナデ。 FA部

回 Hk糸切 り。
長  赤 枡

th・flや や内lJし ながら夕II
方に廷びる。内面ヨヨナア

による段 を4す る。日族瑞 『坤］］り，。
石 赤 雲

f4部やや内■JEし ながらウト上

端./1九 く収める。

コナア。八営[
回■糸切り
(す のこ痕有
り)。

長 赤 雲
☆搭

体甘I内 ,し ながら外上方に

よる政を有する。口霰瑞那
九 く双ゆる。

ヨナテ。底部
回 露 糸 切 ウ

(す のこrR右

り)。

長  赤 引
齢

延びる。内穴面 ヨコナアに
よる段を有する。「織 端部

回は一八営Fヨ

回IA糸 切 り。

口微～嵐

“

ヨ 血来蕉系甘虚碗Щ-1
類。内外面施れ。一部

延びる。口泳珊部

'し

く1又め

ヨナえ 八部
回 1二 系 切 り
(す のこ痕右

flF部 内7_・ しながら外上方に
延びる。口法瑞部は光く収

l・ ナデ。A剖
`

(す のこ人在
り)。

抹  奮

`部
やや山曹 しながら外■

方に//fび る。日献蝸部

'と

く 部回転糸 切

I,)。

栓

Ⅲ2包合局
廷びる。内庶面ヨヨナテに コナデ。底 .71

口繰～療都 ヨ

延びる。口繊鍛謝
`九

く収め コナ/.八部「
1状～A割

'コ

第2包 含ll 上

“

,質上器
体部やや内け しなからタト上

方に延びる。口,瑞都九 く コナ∴ 底部
口稼～嵐部 ヨ

上

“

質土器 鶏部九く収める。内A面強
いヨヨナアによる

'を
なす

に伝～八割
'ヨ

オサエ。人部

口憩～A部 ヨ
世社 貨攪

第 2赳 tll面
上lp質 ■器

体部外上方に延びる。内夕I

体都ヨコナデによる段を有

口霰一体剖
'ヨヨナア。底部

口縁～た部ヨ

端都丸く収める。八

“̀中

央
にEH'レ 穿■ (焼 成泣)。 un

形に前いお台が付く。

ヨナアのちナ

体部外 i方に延びる。口霧 ヨナデ。A部
口縦～氏部ヨ

性 析

土師質上冊
体部 j● く外 上方に延びる。 ヨナア。A剖 ,

口,～ A部 ヨ

(r 8)
る。日族瑞証九 く1又める.

口績～A部 ヨ
ヨナデ。庶部

口識～虞部ヨ

第2包 含帰
体罰

'外

上方に延びる。口協

射部■く1文める。

口級～底部ヨ

赤  蜜

加2包 含馬 ■

“

,質」i器
倅 Hド 短 く外上方に延びる。
日法船il九 く4文める。

日霰～穴細;ヨ

“

2包含la 主器胡 まり 上

“

F質 J:器
内嵐部ヨヨナデによる段を

回転糸切 り
(す のこ痕有

口怒～八割
'ヨ

I師質上器

Πよ～本部ヨ

回転糸切 り。

体部灯 くタト上方に延びる。 ヨナデ。嵐部
回H拭糸切 り。

土師質■器
体部短 くウト上方に延びる。
口縁鶏削∫丸 く収める。

口稼～嵐部 ヨ

体笥
'短

くタト上方に延びる。
口秩珊部オ く収める。内A

日常よ～八をヽヨ
ヨナ7● 上部
回 17糸 切 り

(す の こ痕右

"つ

包含踊 上師■■器
4部舵 く外上方に延びる。
口縁船部九 く収める。

ヨナア。腹 .H

回 1ほ 糸 切 り

(す の こ求右
石 赤 要 ほ う

上IT tt■ 器
口緑船部光 く1又める。

回転糸切 り P

日は～広部ヨ

小部短 くタト上方に延びる。
日は I・ h七

`九

く収める。
部 回 に 糸 切

斜2包 含膨

有する。

ヨナデ。瓜部
口4～嵐部ヨ

第2J台踊
`都

短 く外上方に延びる。
ロイナ瑞著

`九

く1又める,

口綴～民

“

Fヨ

ヨナ九 I.A部 同安筆。

第2包合婦
体都短くウトヒ方延びる。日

緑報‖九 くlRめ る。 弾『”動
赤  雲 攪
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掲止rr弓 ,レ   態 測
耐

と Itl

残ケイ
市
れ

器
帆

体部短 く外上方に延びる.

口lt船・lj光 くJ又める.

コチ,お 末都
I「HⅢ 糸切 ,

(す のこ痕有
,)。

口はヽ八言Fヨ

に I
体古[短 く夕十に方に延びる.

ET琳部九く1又める。
コナア。llt部

口秩～茂那ヨ

体部をく外上方に延びる
には端.Fj丸 く‖Xめる。

回転糸切 ウ。

よ

“

,I(■器
口よ瑞刊mよ ,し く収める。

回線～体部回

回 l・ 糸 切 り
(す のこ猿/1

り).

には～八常

`回 Ill怜 壁笹

22含 lj imi質 上器
口桜～八剖

'ヨコナア.痕部

口霰～求:[ヨ
ヨナアのちナ 長 赤 雲

上側F貨 主器 (83)
Il・ 部短 くウト上方に延びる.

E法瑞部光く収める。

に1よ ―瓜削
'ヨ

flは 糸 切 り
(す の こよ右

よmit生工器 体f Fj短 く外上方に延びる。

「
転端都九く収める。

に1狭 ～氏部ヨ
コナア。(都 4F

上側
'It i4

内人面ヨコナテによる段を
,する。口縁 II‖ 九く1文め 回転糸切

'(す

凶|よ―(部 ヨ 反転狼元。内タト面赤色

漑料塗彩 .

体部灯くタト■方に正びる。
口法船‖九く収める.

コナデ.llk“
口法ヽ止常[ヨ

体部短 くタト上方に延びる。

に松～氏,F∋
コナア。A部

(す のこよ右

■1市 質上器

に法 ―大部ヨ
コナデ。人部

口霰ヽ八

“

ヨ

第2を含lI 上側ittI器
内A面 ヨコナアによう段を
布する。口霰鶏邪九く,XめＥ‐桜．穴部コナデ．八］］‐，，。

Iコ 法ヽえ部 ヨ
赤  雲

■器れまり 土

“

,質 ■器
口稼瑞 1卜北く収ある。

ヨナテ七 八‖ ―部反上独元。

体.l短 く外上方に延びる.
コナア.八部
回 llA糸 切 り ヱ 赤 雲 密 袴

体・ lj・lく 外上方に近びる。］抑］］‐，，。
永 雲

ll“ 短 くタト上方に延びる。
口族瑞・Fj光 く1叉める。

上
jI泊

ま 1:mittt器

上側ittI器 体部打 くタト上方に延びる。
回転糸切

'(す

冽ミ 要

第2■令Π 上側i′ (■器
体訃短くタト上方に延びる。
コ療触 IF2丸 く】Xめる.

部 回 転 糸 ID
口iチ ～氏邪ヨ 外A面すのこ式 (板 日)

Im,質 ょ器 体 rf・ 短 くタト上方に延びる。
コヤ余瑞部光 (1又める。

「
緑～体.Tjヨ

」は糸切つて
「

泳～Aヤ Lコ

世栓 Vt栓

第2t含昴 1前itti器 4那外 L方 に延びる。 E器
琳部売 く収心る。

コナデ。八古F 長 赤 状

口徐瑞部尖 り気味に収め コナア。八 .|

第2包今町
体部 i7く 外 上方に延びる

回上糸切 り。

I“,Iti器

口隷 ～度椰ヨ

部 」転 糸 t79

'(板
日|lt,

り)。

口法～氏剤:ヨ

Q― al 上側F rt■器

口i=～ A部 ヨ

回転糸切り。
石 ヱ よ 0 笹

体部短 く外」1方に延びる。
口法～体部チ
テ。庶郎回に
糸切 り。

震 赤

体部寂 く夕十上方に延びる。
口法瑞部メしく1又ゆる。

ヨナデヽ A剖
`

「 霰～k部 ヨ

体都短 く夕ヽ L方 に廷びる。

「
霰端部丸 くJ又める。

コイア～底部ヨ
にぶい褐

Fxl転独た。内外面赤色
lj「 オIイとイタ。

体士Frlく タト上方に延びる。
内嵐部ヨヨナアによるrkを

4す る。日徐船部九 (1又め

ヨナア。庶割
'

(す のこ人オ

体剖,短 く夕(上 方に延びる。
口緞珊部メしく1文める。

コイよ～嵐都ヨ

ll企 責F

itl質
`に

器
朧
鰤
携
・

口霧・|.ll丸 く収め
ヨナデ。A剖

'回転糸|・」り。
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jgJ波 番号 近 II 用  位 fr ,1 器 IL 形   態
測  娑
(内面 )

測
耐

色  J/1

(山 面)残存半 器
卿

第2包含FI
体部タト上方に延びる。口繊
i・ H部九く収める。

ヨナデ。虞割
'

猾

分2包合層
■ 1"質 ■希 『『］］り，。

Iコ iF～ A部 ヨ

土師質上器
体都短 く外上方に延びる

口霰 II部 丸 く1又める。

口桜～k.llヨ
ヨナデ。底部 にがい橙

土師賓■肝
内嵐面ヨヨナアによる段を

有する。口縁端都丸く1又め
回転糸切 り
(す のこ痕,

口縁～A営 [ヨ

耐側側脳 『抑］いう，。

口fR～ A都 ヨ

主師質■器
体部短く夕Ⅲ上方に延びる
ロイゑ船刊叡よ九く1文める。

回線～体翻
'回転チデ。A部 省 締

■m'質 主ri

”̈申
家
醇
る。

口隷～点都ヨ

回転糸切 り。
長 赤 要 反▼復元。

Im'質 ■世
体部短 く外上方に延びる。
口族船謝:た く以める。

回緑～底部ヨ 口は～A部 ヨ
ヨナテ (自 然 赤  g

ヨナえ 尺部
口法～A部 ヨ

爛
¨

体部疑 く外上方に延びる.

コ繊射部光 く収める。

コナデ。痕部

(す の こ頂有
徘

体部短 く外上方にたびる。
口法鮒判,九 く収める。 抑̈峙。体椰外上方に延びる。

「
無

/4部 丸 く収める。

〕¬法～A部 ヨ

ア。辰割
'回

厳
糸切り。

と
'Wtti器

I¬ よ瑞都

't(1又

める。

上前,質i器 完形
口よ珊 ./丸 く1又める。

口霰一広部 ヨ

回 IA糸切 り。

口隷～TIR T.ヨ
石 赤 要

］抑］］り‐・

口縁～嵐部ヨ

外 上方ヽ狂 びる.
目級～嵐部ヨ

回転糸切 り。
石 赤 蟹 雀 にぷい椅

口憲瑞 HIメしく収める。

口猥～広部ヨ
ヨナデ。底部 石 赤 雪 密 反転複元。和泉 Il一 a。

t師賀土器 ヨナみ k部
口霧～八部ヨ

舛2包 台FM 1,師 質■器
体部短 く外上方に延 びる.

口,チ・ t都丸 く1えめる。
ヨナデ。lLR部

回線～A.Tjヨ
朗赤禍

体部外上方に延びる。日移
賠郁丸く1又める。内K面 ヨ

口霰～度

“

ヨ
ヨナ為 度都
回主糸切り。

li

t師質■器
体.l短 く外上方に延 びる。
口霰端郎丸 く収める。

ヨナア。A割
'

ロイよヽ A部 ヨ

第2包 ,l・ Ji師 質上器
口憲珊部九 く収める。山只
面強いヨヨナアによる上を

rl.IR～ 仄 .ljヨ

デ。嵐部回転

糸切 り。

止師空上洛
体訃短 く外上方に妊びる。
口秩端部は九 くllkめ る。

ヨナア.八 刊
`

口i求～A部 ヨ

`.ll・

くタト上方に延びる.

口ll珊部■ く1文める.

口叡～嵐部ヨ

rt 赤 雲 狙 こおい栓

第2包 奮肘 土師質■器 ヨナデ。A部
ロイチ～IIt部 ヨ

第2包 含隔
14・ 41短 く夕

`上

方にlTびる。 ヨナデ。AⅢ
回森～に部ヨ

■れ

土師質主器
口縁瑞部光く1又める。

回霰～広部回

判1 仄☆禍 燕
■

反tr復元。内外面媒付
着。

卜士卜短 く外 上方に延びる。
口秩船部丸 く1又める。

ヨナデ.べ剖
'

口″～A部 ヨ

土師質主器
口絵珊部丸く収める。

口根～llt部 ヨ

ウ (挟 日lA4
鼓縁

第2i■IIj而

ど|■
口は～嵐部ヨ

2包 命隔
船部九 く収める。

回霰～求獅ヨ

ア。真那回1こ

体 .l・ 短 く夕1上 方 1こ 延びる。
口霰蝸部は九〈J文ある。

転ナデ。氏部
に 転 糸 切 Ⅲ

(す のこIkt

舛2也 台FV 上師質■器
体制

'短

く外上方に延びる。
回艦‖都九く収める。

ヨナア。ltt都
口霰～熊部ヨ
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,レ   態
監

， 含有171組 成
剖
耐

と
悌

測
め

色
ｍ

(IR“ 市)

第2包含層 ill質 上器
口緑対古[メしく収める。

ヨナ為 TIk部
口恩～度部ヨ

ttl澄

■ 1市 質上器
口緑瑞吉[九 く1又める。

ヨナら k那
回転糸切り。

暗赤灰
赤褐

II部短 く外上方に延びる。
口霰～

‐
H部 ヨ

ヨナア。床部

回転糸切 う。
長 赤 雲

窮2包含F 体部内前ヨヨナデによる段
を,する。I輩朗部九く収

口欲～II都 ヨ

口桜～本部 ヨ

日経瑞部は丸 く収める。

口霰～虞・Iナ

デ。嵐部回転

fh都短 く外上方に延びる。
口綜船部九 く1文ゆる。内A

口霰～鷹部ヨ

回 転 ヘ ラ切
浅☆栓 反転復元。

口法船都やや尖 りなモI昧に1メ

口織～嵐都ヨ
コナデ。氏背ト 日程～FH部 コ

第2包 含硝
口縁yE部九くJ又める。

日IR～ A部 ヨ
コナデ。産部

紛

ll部匁 く夕ヽ 上方に延びる。 口法～成部ヨ

第2包 含隔 欄
伽

醐
‐

弟2包 含用

(■猜 )

る。口縁船部狂 く収める。
口法～JIt部 ヨ
ヨナデ。IA部

口級～嵐部ヨ

1転 ナえ llt部

Π呟糸切 う。
赤 雲

口霰銘部丸 く収める。内A ヨナデ七嵐部
回転糸切り。

口織～A・ lヨ
橙

醐
‐

体部直線4Jに 夕l上 方に延び

る。日盤状の出台を村つ。
デ。人部回転 叫

ア。

直 上
椀 (156) 端部メしく収める。貼付稿台。

口4ま～嵐部ヨ

オサエ (幅 4

mm)。 嵐 部 ヨ
ヨナテ。即1,

柳つ『，。

ロ

コ

ミ
ヽ

価

長 赤 にぶい糧

体 riltH撤 的に外上方に延び

る。口縁狛部は九く収ある。

体部外面上桜合痕.苗台退

化。FT面三角形1人 をユする。

ピオサエのち

有り。嵐部JRI

オキ。)と 込み
平在ベラミガ

禍

IF部内

"し
なが らタト上方に

延びる。国緞船部メしく収ゆ
る。難付市台。Wl面 これ形

回転～八▼[ヨ

Il商 台。

口献～A部 ヨ

石 赤 ヨ 内タト面赤色版ポヤ蛮彩。

舛2包 台層
体

“

タト上方に延びる。日解
船 .4丸 くJXめ る。賊rl商台。

前台退化。

口霰―ム部ユ

ヨコナデ。八 ガキ (IF 03 世獲 賀■i

体部内IIjし な力ぐらタト_L方に

延びる。日緑船部丸 く収め

る。貼fJ占 台。高台速化。

口霰～A部 ヨ

ラミガキ (蝙
反上彼元t

第2 tl台層 椀 (144)

体部内

"し
ながら外上方に

延びる。日IR船部は九くIX

める。出台返イヒ.
ナえ A部 ,☆

王 赤

体都撹 く外上方にtrび る。
口器報部九 〈収める。

ア。氏部ユピ
口霰～A部 ヨ

反強復元。内外山1施刑。

わ2包台隔
体都短 く夕ヽ上方 tt延 びる。
口縁端部丸 〈収める。A部

ヨナデ。A部 日は～瓜那ヨ

体部タト上方に延びる。回岳
端 .I九 くTkめ る。

口霰～A部 上

部ナデ。下部 口桜～庶都ナ

第 244j面
直上

上師質封i器

体判的 管 しながら上方 tこ 延
びる。 口隷 部 はやや 1巴坪

反転彼元。

峨
ψ

方に延びる。口法都ややηE
え 体部～Jik

部格 子国タタ ″″
反囁夕元。

第2包含縣 宏忠質

に都直線的に外上方に延び

る。口森y fT部 剋厚 し、上方
口緩～残部ヨ

体部内Wし ながら外 上方に

延びる。市部に樹対の光級
体 部 コ転 ナ
デ 掟級。

長 赤 妥

第2包 台層
底部

(r S)
体都直線的に外上方に延び Ih都～A部 ヨ

体都～底都摺 5tほ 夕元。内外面赤色

醸
略
醐
‐

びる。口縁鶏部丸 く収める。
施剤。A部百J

出商台。

コ森～A判
'ロ

れれ1。 底部～ Ia

工緑口緑。4部 tH立 して外
上方tこ 廷びる。4都外面に
波水文。水部～宙台部れ1を

釉。体部上+
櫛II波 米 文。
下半PI体。火

口巖～京都ロ
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世 flj 形    態
測
耐

耐
耐

ｔ
ｍ ‖,   イ

残tイ
器

俄

内面は
'と

ノミでHlき lFkり 、

イと弁状にしている。訪合は
青1出崎市台。内タト直に責人

ヘラ(縦 に光

に攻1み を加え
てイじ弁状。瓜

丸ノミでnlぎ

(27) 方に延びる。肖lh苗台。世

コ法～A部 ヨ
コナデ。に部 郭

購

第 2 1tttr面
唐H!焼

体都タト上方に延びる。肖1口 ,

T・ 台.内 面鉄れによる年 1と
加利。大部削

コII～ (都 ロ

(116) (ao)

4.l・ 狂 く外上方に延びる。

内氏面に砂 国痕,コ巖北 .Tj

丸 く収める。削 ,出 しIf台

(こ イlllk)。

ヨナデれれ.

4部下割
'～

産 釉”
。

'f台

断面形は台形状 を
=する.削 H占台.内 jlt面 に砂

口霰～八削
'ヨ

41出 前台。

五 長 赤 密

J-19

第2包 奮ll 工師賃上お
円札水をユする.一部粧然

醜
腑

日霰～4部 ヨ

欲)

体 |[～ 獅状工

■によるた款
石 赤 よ ボい栂

反転独え。ウト画にltイ 1

者.

A部
(50)

施釉。注台内
lE山 系。

常4包 ♂Fl 剛
軒

体都外上方に延び、口桜部

屈 HIし てわすかに外反す
る。日緞珊部は尖 り気味に

収める。内面え込みにVl i�

側
わ
嘲
競

施莉 .

和
触

反ほ彼元。 ・l宏々

螂
И

ロナアのち施

上師器

4部内iψ しながら,卜上方に
延びる.回は賠ヤF九 く収め
る。高台Fl面 サレはた方

'レ

1人
成 .l回 転ベラ

森ョョナ”舛獅ｍむ。

反げ独元.夕(面 にjk仕

十。

延びる。「 秩船剖猟よ光く収
める。前台断面長方形1人を

口法一体謝
`に

のちナデ。ЯI
士袴

舛3包台F・

"3延
IIf・面

llnll山 Ⅲ しながらタト上方に

延びる.内八 miヨ コナデに

や外反 し、瑞 ./1は ■ く1又め

る.B台 lll面 は装方,レ,人 を

ヨナー.た 部
I古 イ寸れ台。

螂
И

体剖
'LH線

19に クト上方に延び

る。前台断面形は長方形状
を二する。

'ト

イ1ドf台 ;

4削 Iヘ ラミ才 林部～広判
'ヘ

5 mm).I再 2

■高台 .

」-22
分 3 jttlll‐ l

(上 面)

齢
明

体部直縦1,に 外上方に延び

る,「liF船 .lた く収める。高

台 lll雨 は四II形状をユする。

日は～哄部ヨ
コナア.に 部

3包台聘

体部亡撤的に外上方に延ひ
る。タト面ヨコナアによる段
を有する。日無船部丸くJヌ

口桜～本部ヨ
ヨナア。た‖

`

体都直線的にタト上方に延び

る。口巖船 ..tよ 九 く収める。

デ。人削
`Hば

口法～A謝 ,ナ
反は彼正

部外反 し射剖
'丸

く1文ある。 脚ナデ。名
口緑～八判

`ヨ AF 貨栓

倅部 Fま 線的に外上方に延び

る。日法鈷割
'丸

く1又める。
回 転 ベ ラ 切

ll軒FttTJし ながら夕

`上

方に

延びる。口族端訃やや外反

して光く1えめる。内面見込
み タト面底部に線核1の ヘラ

コナデ。上部

庶面「 ×」ヘ

第 8 1tt祉 蘭

(上面 )

体部短 く外上方に延びる.

口霰琳都つまみ上十デて丸 く
ヨナデ.べ剖

'回■ヘラ切

舛 3遺 IfI面
4都疑く夕1上方に正びる。
日篠端部タト反し

'し

く‖文め
ヨナテ,た・・ll

瞼
恥

体七
`狂

くクト上方に延びる。
口緑‖割,つ まみLげて,し く

口霰～体樹
'ヨコナテ。氏ヤF

回転ベラ切ウ

にI緑 ～八剖
`ヨ

反転彼元。

.ljや や外反する.口巖瑞‖ ヨナデ。(都
うすい
■徐 「

帥

舛3包 餅隔 I師器 醍
い

II七

`外

上方に延びる。に,'素

報部つまみ上げて

'と

く収め

た線が巡る。

に徹～flkttFヨ

ヨナデ。た部

林 .F内・」しながら外 二方に

延びる。日転糊 :つ まみ L
げて丸く1又める。夕m瓜 刊

`に隷夕1の ヘラ:じ号。

八判
'1

4部 AヽI[ヨ 倅部～氏‖ヨ 反1嗽復i。 内タトrl赤 色

―-908-―



猫1碇希, 避 IIj 含イェ物組成
謝
ｍ

洲

ｍ

色
ｍ残存イ

商

れ

器

帆

内面見込みに撤該1の ヘラ記
号。体部外上方 1こ 延びる。

ボい,

る。口秩船 .F・ 光 く収める。

ヨナデ.本 部
回 転 ヘ ラ 切

75)
体都短 くタト上方に延びる。
回線端部尖 り気味 に1ズ め

口法ヽA営トヨ

鰤

卿

輝

＋ 口巌船部九く収める。 回Ⅲヘラ切
口献～痕部ヨ

赤  督

体部直線的にタト上方に延び

る。口霰瑞都

'し

く1又める。

ヨナ/.A郎 反鷲復え。131後 半
14C前半。

舛3包含層 体部短 くクト上方に延びる。
口秩翡部丸く収める。 回 I・Aベ ラ 切

卜がい0

第9包含扁 林部短 く外上方に延びる。
日徐端都たく1又ある。

口献～IIR部 ヨ
ヨナ/.A部

(す のこ某有

五 長

婦9乞含府
体部短 く外 L方 に延びる
日霧報部は丸 くJ又める。

II激 ～Ih部回
転ナデ.八部

(す のこ痕布

回秩～A./1回

舛3包 含隔
倅部短 く外上方に延びる。
口霰珊部九 くJえめる。

コナア.穴 .F の(線

わ嚇
体部短 く外 上方に延びる。
内外面ヨヨナデによる段 を

4す る。口霰賠割猟またく収

口伝～A剖
'ヨコナデ。広部

回宝 ベ ラ切

口繊～A書 [ヨ にぶい0 におい0

第3包奮隔
体部短 くタトし方に延びる。
口霰朗部光く収める。日盤

回転～底都ヨ

回にヘラ切り
口禄～穴部ヨ

口攘珊部光く収める。高い
口徐～A“ ヨ 口霰―ム部ヨ

嵩台仕小皿
口霰競部やや尖る。現舶 出
台。商台は商 く、日tl人 を

口法～IP部 ヨ 口凧～A都 ヨ 石 長 赤

第3包 含府 る。口縁瑞部九 く1又める.
日霰～庶剖

'ヨ

第3包 含層
fF部直触的に

'卜

上方に延び
る。口濠鵜 l九 く収める。

回隷～体部回

回転ベラ切 り

口器～人部回

体部内切 しながらタト上方に

延びる。回転射都売 くlXめ
デ。終都～医
部ユ ビオサエ

ア。体部～底 反転復元。A謝コこベラ
記号■り。

第 3遺 flTjtti 須を器
PIIIN  ' 帷

レ
脚
肋

体部やや内警 しながらタト_L

方に延びる。受都は内傾 じ
上方に妊びる。珊部は九 く
,又める。口霰船削 よ尖る。

部ケズリ。脚 明裕灰 哉資社
彩。

峨
れ

に延びる。「く」の字よに
外反。国族瑞.7r上方につま

み 体 .lハ ケ

(lF O条 以上

ケ (幅 8条以

契 (2oe)

体部内ツ しな力
'ら

ウト上方に

ltびる。口継常I「 く」の年
状を

'I反

じ鶏部はやや上下
に拡張する。口法部と4部 (H6～ 7条

/cm). 楽 /21cm)。

に延びる。口4A部「 く」の

年状に外反.回患鴻部上下

口教～4部 ヨ

(|・ 7奈 以上
ハケ (幅 7条

■)。

体部中央に取子が付 く のちハケ (nII

4条 /cm)。

倅 部 上 部 ナ

"3包

命囁 赤  雲 t観十14彩。外瓜面に
ヘラ記将なり。

鍋の取子

主師質と器
体部内IPし ながら上方に延 体 .lj～ A部 チ 4部 ～床部ナ 長

軽
“
赤

土師質工器

本部直線的にウト上方に延ひ

る。内rA面 ヨヨナデイこよる

■を有する。口徐船部丸 く
陣1転 糸 切 り

(す の こ根右
☆智

第 3せ桂面
胡企区北確肘

i師質主器 IIN

舛 3避構 II

直下

外部内Wし な力
'ら

夕ヽ上方に
延びる。内外面 ヨコナアに
よる段を有する。日lR珊部
九 く収める。

口は一に判
`ヨヨナデ。た部

H載 糸切 り
(すのこ痕有
i,)。

第4包 含層
弟3遺‖面

芭F

体郎やや内ijtし ながら外上
方に延びる。内タト面ヨコナ

‖部
'し

く1又ある。

ヨナ九 尺部

(す のこk4
り)。

黄粉 黄紛

4部タトに方に延びる。日教
端部九く収める。

ヨナア。庶部
回 1ほ 糸 切 り
(すの こk有

石 赤 雲

t'W質上器

たく収める。
7p FA部 回転

うすい
反Ⅲ彼元。同安々 。

口徐瑞苗Lは 光 く収める。

口転～体部ナ

糸切 り。 縦灰白
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t il・ l

(内西i)
器

破

//.aι 在婦 土血聾上ト

口,ユ ～lrt判

`ョコナデ。度剖:

(す のこ天/j

茂止澄 載士桁

i",■ 上器
口霰船・ l'と く1又める。

コナデ。 |● 剖
'回転糸切 ウ。

■

“

,質 ■器
`部

灯く外上方に延びる
国篠鶏Fljは丸く収める。

デ。末部・ |に

糸切 り (すの
口な～llt‖チ

賞締
弾
齢

■前
'lli洛

小部外上方に延びる。口縦

第 3挫 IWf罰

直下

4部疑 く外 上方 1こ 延びる。
口穣鶏訃

'と

く4Xめ る。 ］『］］り，。

日雰～IF都 ヨ

■ll質 と士
4部直線4'に タト上方に正び

回転糸切 り.

第 3避 IIjコ

堪[I (箕と具 )

日,状 をヨし、瑞部は拡張

Q-39 上師質t冊 のあ辻元色 1こ 変と。一部被
赤  ■

反転復,E.タトhi赤 色顔

社笠形。

舛4包 台lil

前台 IIl状 のホ4の「 に椀形の1子

体がrtな る▼

錦4包 台

“

口桜部やや外戻し鶏都つま コナデ。A部 回転～llk部 ヨ 反転彼元。A部 にヘラ
七E;tう 。

上方に延びる。同秩瑞部つ
ま赤」」ナて九く1文ある。日

日よ～庶割
'ヨ

に本い粉
転

μ

f4都外上方に延びる。口lt■

t暗吉

`つ

まみ上げて

'し

くI又

コナア.FFk削

`

猫1也今隔

体V・短くやや内4し ながら

まみ上げて九 く1文める。ロ

秩鶏割
`内

面に洸根。

回転ヘラ切り
(すのこ衰■

「
1法 ～A部 ヨ

体部ウトL方 に班びる。 1コ 霰
瑞部つまみ 上げて九 く1又め

る。口態鶏部内画iに 涯撤が
密 蝙禍み 載資n

彩。

"4也

分町 ±1“ 4T 口舷瑞剤
`は

つまみ Lげて光
上ナア。A部 灰ば復元。内タト而赤也

み 上げ丸 く収める ,

コ霰―た部 ヨ

ヒ観壮覧形。タトえ面に

第4包 奮771

4部屈く夕ヽ上方に延びる。
日秩‖謝

'光

く収める。
ヨナア.氏 部 に  赤 雷 灰士鴇 灰資 flJ 風転夕九て

瘍4包 台罹 第4包 含ド
と而,I査

に篠～八削
'ヨ

反げ独元 .

に延びる。コ霰那「く」の
宇よに外反。匠I般蝸部光く
IXめ る.

九 4部ハケ
(帆 10条 以上

10条 以上 /10

mmtt L),体 密 :ふ い禍 反ば復7L

焚
「

I部 上部嘘がつ く。

お3面下

体部内lJし な力tら タト上方に

'卜

と外_に方に

'ち
上がるコ

イ釈部とからなる. コTR端部

夕■をよⅢつ。

ヨナデ。fIR部
デ。4部～広

(10B) る。口松部外反。口器州常ト

口II～ 体訃ヨ

赤  よ 密 二ぷい0 反転後 ,こ

びる。4都中央が景大体.

顎部は「く」の字状に外反
する。日燃部はやや内Ⅲし
な力!ら 上方に延びる。鶏削

'

為 頚部一体

(鰤 l mm)。 f4・

椰 下部～嵐部

/05cm)。

口ほ～嵐訃ナ
デ。体判;下 部

第1包奮肘ト

体部内・Jし ながら外上方に

妊びる。rli示瑞
=卜

九 く収ゆ
る。九「IN。

に霰～庶剖け に献～瓜部ナ

」-21
体部内世しながらタト上方に
延びる。口tR‖外反。口霰
賠都はわすかにつまみ上げ
尖る。

ケ (ti1 13条
ア.体 椰ケ 1こ メい褐

反III彼 ,と。クト面に狭付

舟S包合lt

体部内Ijし な力てらウト上方に

廷びる。猟部「 く」の字状
に夕1反 して直線的にウト_L方
にlFびる。口I状端 .ljク ミリタi

ヨナア。頻都
～ II.V・ ハケ
(“ 9ヽ条 /13

漁 頸部ハケ

貰猾
反転復元。

天上部は平ldで ■部下方に

延びる。日緑船部光く収め

体部内・ .・ しながら夕(上 方に

延びる。□桜端都丸 く収め
にイス～瓜淵

'ヨ

llfl高台。
赤 =

反転彼元。タト面赤とm
十14杉。

画ll側 II
体訃夕十上方 1こ 延びる。「 I転

に,求～底剖
'ヨ

長  芥
一部合成。外前亦色顔

料地形。
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測
耐

色
鋏

湖
耐

と

ｍ ‖,   考
残,■

苗

ｎ
恭
俄

延びる。1コ僚部ややタト反じ 枷坤時。仕

“

短 く外 L方 に延びる。
コ鞍瑞郡/tく 収ある。

口泳～求部ヨ
ヨナえ 痣部 口濃～八部ヨ

,lU側‖
体部短 く外上方に延びる。

度部丸味をもつ。口霰端部
メしく1文める。

回転ベラ切 り

(す の こ痕有

赤 督 伐■花 l■貫猾

4郁 短く夕l上方に延びる。
口i票船部九くJえめる.

にな～4営 F回

転ナえ 底部 口Tx～入部回

A橙 黄栓

体部短 く外 上方 1こ 延びる。

回よ～氏部ヨ
ヨナデ.k部
回転ヘ ラ切

体 .71楚 く外 上方に延びる。 コナえ TA部

回 転 ベ ラ切

口桜～氏

“

ヨ 在Ш白磁Й

】ヒ,」 Ir
口 卓 ヘ ラ切

日禄～嵐部ヨ

■ttrli淋
回な瑞都北く収める。

ヨナア。llt‖

W■部ナデ。 明赤lB色
十14彩 。

(240) (116)
延びる。口霰剖

'「

く」の守:

状に

'(反
・ 回転船部上方に

回線一林那ヨ

日.ハ ケ (幅

6条 以 上 /16
mm以 ヒ)。

(晰 7条 以上
狙 確

赤期
反転復た。

わずかに子Aを とどめる.

体部H訳的にタト上方に延ひ 吉卜′、ヶ彼以上，．

体

ＩＯ

ｍｍ

4部ハケ (幅

6条 以 L/11

(ll1 9) 体部ナア こがい0 にぷいで
Fxt復 元。内外面に赤

体
`卜

社独で内顧i上 位に波い

lt縦が巡る。日秩部を外反
させ、対部を水平

`ミ

してい

口lk～ II音トロ 口

'素

一体

“

トロ

施和。
オ森

I111lJ‖
「

部やや内

"し
な力ぐらタト上

方に延びる。外面イこ逆弁文。
削 ウイHじ嵩冷。嵩台の削 り

出 しは浅い。■付 き部 tI台

ヨナア
・

氏部
音1,世 じ前

体訃～人部 ヨ

Q-29
に霧一氏部ヨ

口法～底那ヨ
ミ 赤 雲

トレンテ0 土師資■器
体 IIly外 上方に延びる。

「
膠

Jn都光 く1文める。

凹緑～底那ヨ

糧

昔灰砂質
トレンテ①

体

“

獲 く外上方に延びる。
コ秩蝸部九 く収める。

ヨナデ。fiR.F
口級～瓜 m,コ

1ヒ 41‖ ■禽

"質

上器

口織～辰都ヨ
コナデ。底部
回1転糸切 り。

に族～A▼トヨ

第4包 含隔
itl質 ■器

体都短 く外 上方に延びる

日族船部九〈収める。

口識～度都 ヨ
コナデ。 IIR吉 ト
回1転ネ切 う。

疑 赤 雲

体都短 く夕ヽ 上方に延びる
コナデ。X割 ,

(す のこ英/11

歳贅締 反止彼元。

f4喜卜短 く外上方に延びる。
口桜州部丸く収める。

コナア。氏 Iゝ
コ継～底部ヨ 口族部―剖

`に

スラグ付

■41質 ■器
体宮卜短 く外上方に延びる。
口級端部は九く収める。

転ナデ。度樹,

体部内世 しながら外上方に

延びる。 コ霰部直立 し瑞部
は四角 く収める。口な外面
に短い男がつ く。

目霰～Ih部ナ

デ。体部ハケ

(幅 7条 /cm)。

反iぼ復九。外而に哄ll

(376) (112)

体部内Ijし ながらタト上方に

延びる。 El線 部「 く」の字
状にタト反。口法瑞都丸 くJtR

める。日霰著Fと 体部の境の
石 赤 ra 笹 澄

Thal内

"し
ながらタト上方に

ア。体青[上 部

回振～Anflヨ
ヨナ為 体都

枚。

(377) 口緑部直立。工霰口漂。 ア。体制
'～

枚 デ。4都～核
貫褐

体部外上方に延び、口法部
は外反 じる。口徐鶏 kT・ は四

角く収める。歯,り 出し占台。
高台断面は四角形。

口法一体部ロ

たfh(飲 和)。

台内健胎。

醸
如
腕

黄みの栓 反恨復元。

醒融
肺
‐
酷
勇

4部内暫じながら,,上方に
延びる。日森珊部外反し少
じ尖る。内底面幡状にIIを

回線～体 .TJロ

施和。湾台部
削 り出 し協

台。
噌”脚

純
俸
緑

一部合成。
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青銅製品観察表

掲よ番号
(cm)

赳IIjttlT上 不明 汁魏 llt品 2枚の r釧 で板状の家を狭みとんでいる

仏え今の部品 .

誠基A
("イと双鳥文策)

構状第製話

包含層

掲lk番 号 層  位 器 社 良さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 孟員 ( 陣
ｍ

表両
`こ

潜草。E文 を施す。

崎硼
銅範金銅張

不明言朗製品 (30)

Q-311

やや清EIす る。構状のPA品 ?

出土銭観察表 (未掲載含む)

書  体 背  面 回  名 初 " 午 終 " 袋 個   数 章几 (g) そ  の  他

死栄拒疵 劇れ
二宋JtL観 せ社内型t

▲木JuFll

遺社内理主

I・ ,元タ

世II内な!主

元祐逆貨

遺ITjttl・ t

元菅通貨

tr待 元費

Tr作 元j4
,ヒ 余

R事元 tt 躯『］
行世 jllllj内4■

大報通 III 躯『］
政和通 FFF 躯『的永楽逆rF

配蜘］
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6区

棚 1ミ 猛号 銀   名 よ  体 巨1  名 遺  lt

太平通安 不 明 Jヒ 宋 976 SP2070

箕祐通寮 象書 北朱 1056 SP2070

元豊通安 】ヒ宋 1078 SP2070

元祐通貨 行 嵩 北宋 SP2070

紹聖元貿 北宋 1094 SP2040

聖宋元賓 祭普 北 宋 SP2070

政和通費 北 宋 SP2070

共式通質 明 1368 Sp2070

永楽通費 明 1408 SP2070

一括大量出土銭 (SC1001)

開元通密 膚 621 SC1001
lB納銭

開元通賓 真普 唐 SC1091 埋納銭

太平通貿 北 宋
埋納銭
No 75

伴行通賓 1009 SCi001 理納銭

不 明 不 明 北宋 1094 SCi001 35 No69

紹聖元貨 築魯 1094 SC1001 29、  37

不 明 不明 150 SC1001 藪
４２

珀
　
ヽ

翌
３９

不 明 祭書 SC1001 埋納銭
G 37

不 明 不明
l「 納銭
16 No19

不 明 不明 SC1001
埋納銭

不 明 不 明 SC1001 埋納銭 B

不 明 不明 SC1001
銭
５

納

ヽ

埋
必

不 明 不明 SC10Э ユ
埋納銭
23、  20

不 明 不明 SC100ユ
鋭
２０

細埋

ｎ

不 明 不明 SC1001
10、 8

不 明 不明 016 SC1001
埋納銭
39 No2

包含層

祥符元賀 北宋 遺構内埋土

天蔽通安 第 2包含層 E-10

皇宋通安 鎮書 北宋 1038 第 1包含層 K-24

至和元賓 鎮音 1054 遺柑内理土

治平元貨 真書 北宋 I064 第 包含層 M― 邪

熙寧元賓 兵書 北宋 1068 第 1包含層

EE寧元貨 真普 北宋 202 第 1包含層

元豊通蜜 祭書 北宋 第 1包含層

元豊通費 鋲 苦 北宋 1078 355 第 2包含層

元豊通貨 北宋 1078 202 第 2遺構面 H-18

元祐通質 鋲 普 北 宋 1086 第 1包 含層

元祐通費 行 普 Hヒ宋 第 2包含層

元祐通費 行 書 1086 第 2包合層 K-29

大競通費 北 宋 第2包含層 L-30

永楽通賀 明 第 1包含層 I-57

覚永通貨
1期

第1包含層

不 明 第 1遺構面 O-29

1糸弱評 祭 普 第 1遺構面 0-29

不 明 第2遺構面 H-18

不 明 第 2包含唇 L-29

―
―
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鉄器観察表

鵜爪番号 jtt  椰
その他の法 j!

分1遺 IV面

鞠勒ｍ
rf両方形。

抵構内成部 U↑択を三する。

遺社内虞都

遺Ifj内 4■ 断面方形

策部「LJ,状を呈する。

避川内4■

避社内犯土

避構内埋と

遺社内jl■

船部ベラ1人 をPIす る.

Jlt都「LJ守!よ を―Fす る.

ほぼ完形 ?

幅平な竹日形状を i■ する。

嚇並
勁綿

J-27

4111内 埋■

u祉内埋上

SK I用

―-914-―



掲Ittf・ 弓 避  IIIj 出ill点 帆 (cm) |,さ (cm) (g)
その他の法,

(cm)

伽
却

瘍 2包 含層 飲汁 lljせ 171辿

犯
区

甑
ぅ

長方,レの依水を二する (短冊 )。

5巨

鋏津 (擁形V)

(90)

▲削
`分

力iね じれる.

顔
卿

力子の柄

靱

卿

ＳＸ
働

じ鵬

近冊内4■

択銀の娘身 一部木ffll lr

卿
区

上射 .I"IIす る。

体剖
'「

T」 字形をEす る。

包含層

lBrkT・ ヶ 赳  lll 屈 位 器 橿
',さ

(cm)
(cm)

中央部断面は四角形で両琳 上下ヘラ1人 を

第 2包含層
中央部所而は四角形で FTl鶏 に下ヘラ状を

分 2包含層

第 2包含Fl 第 2退 It面 れ,レ択,

不明飲興エ

第 2包含層
中央 .fl断 面は四角形で両珊上下ベラ状 を

舛4包含吊十
廃土表採

―-915-―



石製品観察表

協ukal号 JjI 概 陣
ω

を

世社内埋土

辻IIrr内4■

tn Iけ 状の形態をユする。共褒面はtl用 顕を

日魅状をユする。全� l1 1こ 側面に工兵夜

(■4)

長方形】太を■する。 生部に2ヵ 所の 再形寄

避lJj内4土 隷泥,キ岩 扁平れ円礫

避‖内lH■ 森泥片宿

jt■ 祉内塑上 扁平竹日礫

片石の稲平粕同碑を用いる.共 り1敵|お よび

狩側織 を正面としてrk用 .

赳fll内 4■

使用による変形

"者
。

同社米の片せIIを 使用。光瑞 .Tj敵 )]爽 ?

遺tllttj14■ 砺平自然門礫。

4hlj内逆土
石鍋転用。長方形】大を二 し ,サ 刊1す る。 上

削Щこ円形窮 し,外 面にノミ夜駈老。内mは
1すにlli膳 。

Q-40 llIIヤ 燃 央面に生
`チ

■,。

lkl午 :悦。 2‖「 よを二する。鵬十こ波よの装飾。

内法 i 220 に断面 崇 方 帷
″
�

経
コ
ガ・．

遺trj内 狂■ 短‖げよを三する。去芸雨に作業面(

砂岩をlEい る。 】方thを まする。

砂岩の Pl礫 を用いる。P.森 及び共褒面に観

卵
肝

避IIVf内 ,]を上 下十部欠損
`短

1,状 を二する。大面に使用 I」t。

短冊形を三する。下端欠投。大要面孤面と
してlk利 。中央部4猛 1こ よる少形顕者左右
側患に切ulfの 式,り 。

粕出の自然林 を使用.下 鶏都火損。全面に

上半部久損。四角形状を三する。

ずf方4を二する。長辺4敵 iを 作業面とする。

偏平な長竹円確 (自 然石)を 用いる。下霰

損。石材 :粘板岩.

JjllVI内

',■

嵐

石組赤
礫用下

倅都夕IL方 に

訛渤∫は呼く町

をユする。場
は短くタト方に

コイムー体 .l
I・丈。灰 灰。Fkほ 復元。遺物新号◎

盛土用

(流Ix岩質)

一部欠ift。 上下II及 び画14は に1,い報,J共。
袢1人の白外石を用いる.lⅢ期不明。

片岩
共EFEln。 玄A岩 質科色片岩。

SR llk

■仄ヒ 泥質局岩 ―苫卜欠景.文 面及び上敵i、 右11族に使用顔

同徐部に役

'?痕
。

(第 4包 )

一部欠根。た面及び に面 右伽1般 に使用夜。

1/tN人 の無泥片岩割石を使用 .

緑〕と片岩
に,,,蔽 ,llt。 左右両al霰 |こ 縦状人馘著。

奄のIl強材かな ?

火,ち石?

酬
ｍ
匪

激打択.

左側面に民イヒ物付た。文面に砥面。

(15つ ) (100)
砂岩のオ,同 礫を用いる。一部久景。去よ面
に誠〕よ顕皆。共よ�及び側面を低而とし

終狂冊貰1 砂岩白然蔭を用いる。た面及び右lW催 に使
ЛユlA。 (砥石 )。

―-916-



幅 (cm) 工 ■ (g) Ｄ
でｅｍ，

茂
'半

砂 岩 完形

第 0層
用による変形駈老。一部欠狽。

縮平な林状の片岩疎 を用いる。別嵌部に●Ix

周緑に疎

'痕
。上下鶏及び火前に散打痕顕

第 3層
砂者の亜角際を用いる。―部欠楓。大面に

砂岩の編平な狗礫を使用。共要面を孤面 と

孤面)。 1/20ド ット図なり。@。

第 4遺 lV・ 面
(17B) (141) (51)

自然味

真 要面及びた右側 LIIを fr面 として使用 .

lk用 による変形顕著。砂岩の自然礫を用い

6区

包含層

lBl� 希号 厚さ (cm) 1止
その他の法,

WIn霰 に弱い Jt'痕。器体 上半部は砥石 と

(cm)

第 1包含用

第 1避 IIIj面

毎 l包 含層

扁平推円礫

第 2包含厚 第 2抵 llj面
亡方44Aを ユする。宏茎 rn lttt l■ l顕密。下

半部欠損。器体変形。

第 1遺 ‖前
器体 J/2失 損。

第 2包含層 服高 (26)
口桜部外面にノミ痕。

反転復元。日法 V・ 宙立。船部は四角い。外

石白 (ljC自
択が残る。上面に受け皿と物配 り穴がする。

下面中央にはな4受け大が開けられl.B囲 に

は物配 りtrが巡る。摺面
`こ

はlF tt U●形の

JllIB内 ,里土
は粗 く、大面にノミlk告の凹凸駁普。

舛3遺 tWj面

紺査

第 3包台属

第 4包含層
器街 (54)

る。回転部やや内IFじ yn那 は四カい。回線

HF下 に鍔水平に延びる。内夕1面 (こ ノミ痕顕

―-917-一



瓦観察表

法   it 副  J‐
(狂面 )

Ё
ぬ

述削内坦■ 0 結 赤

JIIIPttJ L■ 独な質 (45) 右側般一部 lkFf 班成良好 ,

下紙および右IIII
一部残

'.引

:に 巴 4:日 lR。

4111jttjd土 平瓦 (5S) (40) ul成 貞好。

i“質

る。瑞部は面取 り
板ナみ (幅 1“ m
以上)端

“

F板 ナア。
ljtttA好。赤色椒料笠

焼成真好。お,■ 4'の 可

遺祉山4主 灰■樹
粧成賞好。粘土型の可

世II内 狂■ (72)

下裸および石側線
―部残存。

避IIjttIE土 独章質 焼成A好 言

両rrtの げみはやや
‖く上方にlkる 。 4「 日戻

遺‖内狙子 班成良好 .

4目 掟。

遺hTf内 ■■
上桜および右側iよ

赤活

/1目 よ

報荘文タタ■

避ITttl■ 士 範確文タ

宏■東

宏灯質

型

“

文

″tlL Ft=L器 北瓦

/1回 圧■t

独忠器

'F平

瓦
五 当 ruに 奈〕票 kr

純鷲文タタキ

板ナデ

抵t jttlH■ 布日某 . ● ●R よ 班成良玖F。

ill資

Iu継内下層 平瓦

『鰤
五当文Lk,I介人

弁逝 frttll九 ニタト
級にな■文を百Eす

IE当 文 様 に延 I
文。外rtに 奮草文

冊ll文 タタ■の

“

介 八介・ FF文 章 九

獅脚
須忠貨

瑯
帥

瓦当面1"整B冬
曽■文。ll面 ナデ。

■日妊択

瀞と市文 布日圧択

包含層

1慟 rk番 , 避  祉 形  態
測
ｍ

色  刊

狙」質

“

,九瓦 剤
膊蜘加配する。分tt質

―-918-―



土錘観察表

掲碇希弓 Ini地 点 用  位 fl ,1 Pr ,1
削   第 測

耐

色

佛
と FhJ

(山面)腱
くｇ，

借状■錘
キllNの ものにIH■ ををきIl

避ll ttjfI I 省】入上妊

粽W身の初撻形をヨする。|・

てイ形。共面はナアで」:L 赤  雲
班成長 llT。

壮泄山JL士
1人のものにID■を巻 きつけ
て整形。共面はナアで何:上

班成良好。売形。

て整形。表�はオデで■■
焼成■′F。

管状上盤
よのものに粘上を巻きつけ
てイ形。芸面は,デで■上 脱成ユ好。ほぼ完形.

辻‖向ll■

iII身 の紡狂形を呈する。騨

水のもの 1こ hi■を巻きつ1)

て坐形。去面は,デ(■ L
成世攪

第 2包 のものに粘上を巻きllけ ,レ

避社内11■

甘Ⅲ夕の訪聾形を見する。

“
状のものに型i■ を巻 きつけ
て整形。女面はナアで■■

状のものに‖■を巻きつけ
て整)レ。去面はオアで■■ 班成良好

^

赳lj内 埋! 省状 L如

組身の初」r・形を二する。4

てイ形。芸面はすデ(■上
(アる。

1人のものに‖■を巻きつけ
て弘形。来面は,デで仕上

班成IR灯 。

せlll内赳1■ 管1入i鈍
米のもの1=理 Fと をと きつけ
て整形。去面はナアで仕 上

遺f fj内 埋 J

測クの筋銭形をユする。中
1人のものにhH■ を巻きつけ
てイ,レ。去面はナアで悧iに

境成良好。

て老,レ。共面はナアで社 J;
斑成支灯。

赳lrlj内蜘1■

瓢身の紡trt'レ を二する。事
1人のものに41J上 をときつけ
てイ,レ。表面はナアで■上

状のものにhi上 をるきつ1)

て准形。表面は
'デ

で4:L
石 赤 督 明赤協 焼成k好。

なhlttII!上 上側F,t 件状 二錘

細身の紡錘形を皇する。+
状のものにIwiを 巻きつけ

llNの ものにItl■ をおきつけ
て整形。表面はナアで■上

Fi 赤 よ 班成良攻r。

,14rjttll■ 管状 上策
状のこのにお上を巻きつけ
てF,レ。共面はナアで,I

避村内■■■

細身の紡4」
r彦をiする。1`

水のものにIr iをときつけ
で輩形。表面は,デ(■ _L

イナる。

に
が

部

損

］的ある．,点のものに型F■ を巻きつけ
て笠形。表面はナデで和:ヒ

ljjttrt好 。

避社内

“

2■

瓢身の初錐形を呈する。1'

状のものにlu■ を/3き つけ
てF形。 rt面 はオアで仕上

虎止精

状のものにお上をるきつけ
て整,レ。表面はナアで■ Ji

石  赤 を

赳ftlj内 俎■ 倉1入 I聾

細ツの初jrF形 をとする。申

て推形。表顧iは ,デ(■ _L

イナる。

状のものにおitを をきつけ
て進形。共面はナデで仕上 渤釧

資荻 班成良好。

遣‖内狂土
4入のものにWiJiを巻きつけ
て整形.表面はナアで■上

Al鵜 内狙■
状のものに枯上を巷きつけ
て整形。大而はナアで■:上

・u祉内!ri 督1大■難 て輩形。装置は,デで■コ:

uIIjttPa. 笹状■雛

熟‖身の務難形を二する。:H

て整形。大面はナデで相 ト

―-919-



猫lkPI= 4 社 形   態
(タト面) (内面)

，

■ (g)

4‖内を!上

粽W身の紡熊形を星する。H古

】人のものにIDiを なきつけ
て整形。大面はナアで■:■

細 r/の TJJ艇 形を三する。■
状のもの 1こ II■ を巻きつけ
てイ形。表面はナアで仕上

石 長 )

細身の初猛形を星する。帯
状のものにおよを洛きつけ
て筆形。表而はナアで仕上 粧成長好。

巡Ij内 埋■ ■師質 管1大■lf
,入のものにhHr上 を巻きつけ
て整形。去面は,アで仕上 ほぼ完形

細クの紡鋲形を皇する。中
状のもの1こ IH■ を巻きつ4)

て乾形。去面は,アで■_ヒ

イデる。短くやや大ウ気味で

xu植 内j4Ji

細身のIIJ抵 形を呈する。騨
1人のものに粘■をときつけ
て整形。表前は,アで仕 Ji

1/・
k米エスにll上 を巻き

和[身の紡jt・形を里する。
=1人のもの1こ 4■ を巻きつけ

て整,レ。芸ffI Iよ ナデで仕上

イW身の初錘形を三する。中
状のものに■■を巻 きつけ

粧成賞好。

笛状 1上鋲
状のものにIwI■ を巻きつ1)

てイ形。表面はナデで仕_L 既成長好。

遺lT内 蜘!上

細身の紡熊形をミする。幸
1人のものに消上を巻きつけ
て紫形。表面はナデで和:上 歳☆枡

辻lj内 狙■

糾夕の紡銭形を里する。中
1人のものにIHと を巻きつけ
て堆形。表面はナデ(■ に
イナる。

篇

養 班成二好。

世lflj内 4■

IⅢ 身の初雛,レ を皇する。中

で4F形 。表面は,デで■■

細身の紡錘形を工する。申

て整形。共面はナアで仕上

細身の紡孤 ,レを阜する。串
状のものに枯上をときつけ
てИ形.表 �はナデで相iに

斑成良好.― II人 ‖。

41j内 狙上 音1人上7Ft (22)
て整形。芸而はナアで■I 班成良好

`

jt■ lllttJ4■

細身の紡館形を三する。中
米のものに粘■を巻きつけ
て整,レ。共巨は,ア で社■ 淡赤命

避構内11■

糾|夕のxl」 妊形を里する。い
よのものに名!■ を巻きつけ
てイ形。来面は,アで,t
tデる。

脱成良好。

遺lrT内 埋上

細身の紡延形を三する。申
状のものに粘■を碁きつけ
てイ形。共臓iは ナアで,I

糾夕の紡難形をユする。や
状のこの1こ IE■ をなきつけ
て整,レ。共mはナデで■上 班成A好。完 ,レ、

状のもの ,こ II上 を巻きつけ
て確形。去面はナアで■■ 班成rt好 .

省1大主釘
米のものにおitを をきつけ
てF,レ .去面は,デで■■ 班疵良1/1。

せ社内埋十 合状■煙

細身の紡鍾形を三する。 11

,人のものに略

`と

を巻きつけ
て坐形。表面は,アで■上

J-22 避lll内 |と土 付水上鍼

細身の紡妊形をこする。中
1人 のものにIl」

=を
巻きつけ

て整形。表面iは ナアで■ ■
石 赤 雲 班成長好。

細I身 の材難形を皇する。料

て整,レ。表而はナデで仕上 0 長 雲

dtlj内 埋■

細身の紡丼形をユする。中
状のものに‖上を巻きつけ
て整形。夕而1よ ナアで■上

/1N 蜜

細身の紡錐,レ を三する。Hi

て%,レ。表面はナデで■上

付状上鈍 (57) (13)
状のもの1こ hj■ を巻きつけ
て坐形。大面は,デ (fl:i ■栓

避社内jT■

細身の初挺形を三する。中
状のものに iヽ!Lを なきつけ
て堆形。共面はナアで■:上

焼成真1/7。 一 .ll欠ユ1。

細クの紡jH形を呈する。中
1人のものにII士 を心きつ1)

て整形。共面はナデで」:上
班成IIl好 。一部//N根 。
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猫載希号 出上地点 残存半 形   態 含有物組成
色 Ijl

王

礼
い

くｇ，

遺‖山埋i

和F身の初錘形をユする。牛
1人のものにIn上 をなきつけ
てJ/形。表師はナデで」:上

班f/k′F(先形。

辻社内Il!上 付 lA■鉦

細夕の統arF,レ を里する。申

で整形。去面はナデで相:上

世村内が■
状のものに粘上を巻きつけ
て整形。A面はナデ(仕 上

1人のものに‖土を/tkき つけ
て整形。共ね,は

'デ
て‖:■

細身の初鉦 ,レ をユする.1ト

てイ形。共面はナデで仕上 粧成kllT。

Itt■ 社内Jj!上
状のものにれ にを巻きつけ
て整形。共面はナデでイ「上 班成R好 .一 部火縦 .

細身の筋熊形をミする。中
,大のものにILIを ときつけ
て老形。狂面はナデて樹:■

Jtttl・ 山,I!■

細身の初鉦形を
=す

る。‖

てイ形。大前はナデ(J:上

411内 41■
て紫形。大両はナデでf[に

状のものに甲上をるきつけ
てIX形 。人面はチアで‖:二

削1'の 紡甚形を二する。中
状のものに型i■ を4き つけ

1デる。

班FxrR好 ,充形。

大夕の初振形をユする。11

てX形 .大山Fは ナデ(但:庄
情 反ll_彼 7L.

茂資オ0

制身の初疑,レ を三する.‖

てイ形。た面をナデで仕上
げる。と,レ。共面iは ナデで

狙

世IC 貨祥,

細身の紡鍾形を呈する。11

状のものに粘■を巻き■け
て14形.共面を,デ(■ _に

細才の紡す霊形を呈する。小
状のものに�itを /aき Ilけ

1する。

細夕のiVJ蕪 形を二する。

“
よのものに却i土 をを きイ↓け

釧身の紡誕形を きする。+

て監形。去前をナデでコ:L

管1人 上aFt
のものに粘■をなき伸けてと

〔 亦 女

卵
醐

状のものにおfiを なき1,け

■tl質 笹状J=釘
状のものに名fiを なき付け
て●/形。大IIを ナデで仕 L

細

'の
紡鍾形をユする。中

沢のもの1こ ■■を巻き付け
て整形。共面をナデ(仕 I:

西層

細クのiJ基 形を皇する。

“
状のものに�fiを 巻きIIけ
て整形。 �々をナデて仕L

付水 にltF
1人のものにhi■をなきIIけ
てイ形。大前をナデで仕上

細夕の筋熊 ,レ を二する。

細身の筋髯形を星する。

剰J身 の筋II形 を二する。

■1市 H 和1身 の初lt,レ を
=す

る。

ユi側 i質
のものに‖■をとき付けてイ

共にiは ナデで‖:rtナ る。

廿状■鍾

甜1身の材難形を皇する。キ

てlk,レ。
潰貨粘
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l.I 別 器 IIl 形   態
色 .Il 色 測

(内面 )礎
り

細夕の筋銭形をFiす る。lF

状のものに粘■を巻き,け
てイ形。共而をナアで仕上

省状■餌 紡楚形を,す る

よのものにIH■を合き付け
て整形。去面を,デで仕上
げる。整形。芸面はナアで

赤  雲
女攪

状のもの1こ れ■を4き ,け

■lW質 管状■鈍
制身の1/1Jlrt形 を呈する。中
状のものに粘■をときrl●

細身の効挺形を呈する。

'状つものに活■をなき,イナ
てイ形。人画を,デで■上

細身の紡鍾形を三する。事
人の ものに楷とを巻き41け
て娑形。共面をナアで■ L

笛,大■死
状のものに祐■を巻きIlけ

て整〕レ。去面をすアで仕上 .7j猛

管状■毎
状のものにおJiを 巻き41け
てと,レ。表面を,デで■,上

r師 質

itl身 の初蕪 ,レを三する。キ

て路,レ。女面をナデで」上

管よ■妊

躙H夕 の紡錘 ,レを二する。中
状のもの ,こ 壮 Lを巻きllけ

げる。整形。

ζ 赤

細夕の紡疑形をユする。キ

てイ)レ.去画をナデで」:上
班成k好

細身の紡錘形を三する。キ
状のものにID■を巻き付け
てセ形す共面をナアで■■

(グラグイヒ)

帷

如

４Ｂ

細身の材疑形をユする。キ
状のものに粘」:を ときIJけ
てイ

'レ

。共而を,デで仕上

状のものにWi■を巻きllけ

てと形。大面をナデで仕上

状のものに■■を△き,け
て1/形。共rdを ナデ(仕上

■ 1市 質 管状土基 (&7)
状のものにlJとをなき,オ
てと形。共面をナアで仕上

択肩

細身の効廷形を!す る。申

て整形。共面を,デで‖:庄

細1身の初盤形を二する。中
状のものに粘とをとき,け

密

J-27

細夕のF7」 疑形をユする。申
状のものに■■を巻き,1)
て半形。大面を,デで■■

制身の紡鍾形を三する。中
状のものに■i■ を巻き/1け

1する。

菅状土鍼

細夕の勅鍾形を呈する。中
米のものに

',■

を巻き付け
て%形。人面を,アで4:エ

管状上舒 (36)
よのものにIhiを 巻き悧け
て墜形。よ面をナデで■■

」-20 管,大■jf 次のもの 1こ 粘■ををき,け

干哲ン
。米面をナアで仕上

石  赤 密

町朝∞

細身の紡鍾形を呈する。1奇

よのものti粘 ■を巻き伺け
て整,レ。々面をナアで■_L

浅 Vt橙 焼成長IAtT

①～②

細身の勅簸形を呈する。申
水のものに‖■を巻き,け

菅状主雛 III身 の紡延形をヽする。

細身の.」妊形を呈する。・●
状のものにWi■ を巻き■●

誉状i経
てtk形 。共面ナデで仕上|ナ

ti状 ■雛 細夕の初鍾形を皇する

―-922-―



鵜破番 号

法   it
形   態

Fh  整

(内五 )

，
刊
耐

副
ω

色
俯肇

くｇ，

綱身の訪錘形を三する。

“
状のものに粘■を巻き付け
てと形。大面ナデ(仕 JJメ

水のものにお■を巻きIIけ

てイ形。た面ナアで■上げ

沢のものに粘■をなき付け
て整形。A面ナデで仕上げ

4W身の紡延形を三する。中
状のものにItiを ときIIけ

てと形。た面ナアで仕上げ 石 赤 雲
貨褐

辻fijttjII 省1人生領

細身の紡無形を皇する。帯
1人のものに程上を巻きイJけ
て∠形。表面ナアで■_LIア

粗

て整形。共面ナデで仕上げ

itli質 笹状上餌

コ‖身の紡錘形を二する。中
水のものに誦i■ ををき,け
て整形。共議Fナ アで■上げ

細身の務無形を皇する。

細身の紡難形を≒:す る。キ

て整形。去面ナテて仕上げ

状のものに粘上ををき,,
てJ/形 。去面ナアで仕上げ

細身の筋鍾形を皇する。中
状のものにIH■ を巻きIl,
て

`形
。去面ナアで仕上げ

上0市賀 管状上熊 細身の紡熊形を三する。 密

てと ,レ 。去面ナデで仕 上げ

■ mi質 長

状のものに輝とを巻きおけ
てイ形。表面ナアで■上げ 赤協

細身の紡無形をミする。中
沢のもの 1こ 絡上ををき付け
て路形。央面ナアで■上げ 燕構

智状土鍾 和1身 の紡錘形を皇する 伐責澄 班成k好

11,の初鍾,レ を二する。

智よijF 伏のものに糾F■ を各きイサけ
て整形。よ面ナアで,Itナ

初

の
　
ｏ

剃

よ

て

る

仕】入上熊

細身の紡妊形をユする。事
状のものに粘上を巻き付け
て整形。業面ナデで仕上げ 決赤■

状のものに粘iを巻きI」 け
て望形。去前ナアで仕上げ

近‖内ll■ 上 ,市 質

細身の務鍾形を三する。

“
よのものにr4主をなきイ1け
て整形。よ面ナアで■上げ 石 民 赤

社社内埋土 管1大■雲

細身の紡無形を皇する。事
人のものにお上を巻き刊け
て整形。表而ナアで4:上げ

巡II内理■ 件状土銀

組クの紡舞形をまする。串

て整形.楽 面ナデで仕上げ

営水土熊 剰1身の紡銭形をユする。

土lT質

細身の紡銭形をユする。■状
のものに■■を巻きイサけてと

状のものにIb■ を巻きrlけ
て整形。A面 をナアで■上 班成良舛。

督1人 iart 細夕の紡錘形を二する
褐

細IIの 紡鈍,レを皇する。串
状のものに対iをなき,け
てIr形 。去而をナデで■上

令1人生疑

彗状■聾

細身の紡鍾,レを呈する。申
状のものイこIL上 をなき付け
て坐形。表面をナアで■_L

lt仄
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将報希〕 u 構 種  別 残44 嗣
巾

t 測
漿

孔

状のものにIJ上をとき1,け
て整形。た面をナアで仕上 灰責鶴

細I身 の紡lf形 を生する

組身の紡飩形をユする。

状のもの1こ ILJ=を巻きllけ

て紫形。表面をナデで仕上

て堆,レ。共而をナデで■_L

細身の紡鍾形を見する。卑
水のもの 1こ 消■を巻きflけ
て墜形。大顧iは ナアで仕上

管Ж■丼

ムのもの1こ Iuとをなきイ」,
てイ形。去面はナデ(仕 二

】人のものにお■をるき■け
てイ形。去置は,アで■二 密

状のものに粘■を蓉きllけ

て整形。共面はナデで■_L
留

む状I鋭
てF形。表面はナデでコ■に

±1市 コ 菅1大土顕

細身の紡art,レ を三する。騨

1人のものに格■を碁きイ〕け
て輩形.衣面はナアで■ L

管よ に餌

,Wr/のIJ晦形を三する。「ド

てイ形。大面は
'テ

で■■

ぜ水上知

粽WクのflJ鋭 形をユする。HJ

〕人のものにIu上をとき付け
てイ形。人面はナアで仕上

土師質

烈,身 の紡錘形をP‐ する。キ

細身の紡鯨形をユする。

■師質

細身の初fr形 をユする。4
状のものにIh上 を巻きrlけ

て推
'レ

。大面は,アで■■

,】人■飯

細身のFJ妊形を▼する。イI

状のものにお■を心き何け

細|クの
・/縣形を二する。4

1Aの ものに卍i上 を合き付け
てイ形。共面はナデで社I AX,

悦成長野

状のものにltl■ をおき付け
て性形。大面はナデで相i■

石 赤 雲

て整形。共面iは ナアで■■

取
ビ

Ｐ２

５ 上1頂′1 督 llN■錘

縦身のn/J銭

'レ

を呈する。中

状のものにIJ上を巻き11●
てIX形 。表面はナデで仕 L

やＰ２

・Ｏ
TI尺上jRt 状のものにIh上 をとき,け

て推形。去面はナアで仕上 ft 赤 妻

細身の紡錘形を皇する。キ

て整,レ。表面はナデで■ I

瑯
ビ

Ｐ２

５ 督状上疑
1人のものにll■ を巻きIlけ

て雅形。共面はナデで■_し

制身の31J挺 形を豆する。11

状のものにお1■ をとき■,

状のものにおtを巻き,け
て推形。去面はナアで仕上

iII身 のi/麟形をユする。事
状のものに枯土を巻き伺1)

て整形。共西Fは ナデで■■
1メる。

てイ形。大面は
'デ

で■■
焼成よケr。 黒班ぁり

世lll内 41■ 上れ,資 督よ■節

太身の紡,選形をユする。申
状のものにII士を巻きつけ
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判址II号 IH hII 残々 卒 形  態
測
雨

と
研

測
耐

色
ｍ

段

■ 奈
ぐｇ‐

赳411内 埋土

組1身の紡妊形を二する。事
状のものに林■を巻きつけ
て整,レ。表面はナアで■ に 石 良 雲 焼成k好。ほぼ売形。

状のものにIw上を巻きつけ
て整形。表面はナテで社 上 長 赤 雲 脱茂良好。完形。

辻IVj内 坦■ 省状土鍼

細Iクの41」 延形を呈する。事
lAの ものに‖上を巻きつけ
てVX形 .表面はナアで仕L 班成長野。

上師質

瓢身のi/J妊 形をユする。中
】人のものにhl■を巻きつけ
て整形。表面はナアで仕 に 留 赤IP」

4泄内埋土 上肺質
て笠形。表面はナデで■ と 焼成F_好。

4rlrttlI土 管A■ 銭

細身の初Illt形 を皇する。帯
状のものにII主 を巻きつけ
て整

'レ

。文面はナアで仕上 役 llt精
よ竹

状のものに礼■を巻きつ1)

て整形。表面は,デで社 二

4111内埋土 付状上策

細身の紡鍾,レを呈する。騨
よのとのに枯土ををきつけ
てイ形。求面はナデで仕上

珊身の務釘形を星する

細JVの 前錘形を三する。H・

状のものに■■をときIlけ

て整形。衣面は,アでlti 斑成良好。

細身の紡妊を三する。事状
のものに粘■を巻きflけ 形 班成k灯

組身の紡錘を星する。帯状
のものに猫■をなき,け形
茂。表面は,アで■:上 げる。

物仄

ムのものに粘上を者きつけ
て整形。去面は,デで社上 焼成長好。全林に昇斑。

せ催内とE■ 土師蜜

細身の初延形を三する。尊
状のものにお■を巻きつけ
て整形。大面はナアで仕 上 士骨

焼成長好。

和I身の紡鍾形をヨする。4
状のものにIOtを 巻きつ1)

てV形。表面はナアで■■

越IIVj内 Ⅲl■ 上Fl質
状のものに粘土を巻きつけ
て整形。よ面はナデで仕 L 班成史好。

遺冊内姐t i師 質 宙よ■鍾

大 回の初iF,レ を皇する。常
状のものにお■を巻きつけ
て整形。表面 tよ ナアで仕上 郭

触

J-22 状のものにIJ■ をるきつけ
てイ形。Jt直 は,アで■■ 赤網

班成良好。

遺l lttlT土 JitT質 智状工雛

細身の紡ftI形 をユする。中
よのものに粘上をるきつけ
て坐形。表両はナデで■ ■
1ナる。

状のものにお■を者きつけ
てWr'レ 。表面はナアで仕上 女4k

赳狙内jI■

4Ⅲ身の初錘形をIPす る。申
ムのものにれ|■ を巻きつけ
て整形。表面は,アで■■

片
里

て輩形。表面は,デで仕上

jllIIIf内 4」 仕状土 III

Ч‖身の紡鈍形を皇する。串

てVX形 。去面は,デで■■

避IIII内 埋土 合状■顕
て墜形。大面はナデで仕上

避社内jI■ 状のものに枯■を巻きつけ
てと,レ。業面はナアで仕上 0 焼茂ミ好。

(郵 )
状のものにIhiを 巻きつけ
て路

'レ

。火面は,デで,二 栓 粧成R好。

管状■餌

細クの紡錘形を星する。中
1人のものに粘■をときつけ
て整形。A面はナアで■■ 〕柿

還社内|と土 状のものにIBIを おきつけ
て整形。去両はナアで社二

uFIT内 型上 状のものにhi■ を港 きつけ
て整形。大面はナアで■ 上 班成k好。

管状上雛 (32)
よのものにII■ を巻きつけ
てV/形 。共面はナアで■_L

石 長 赤
礼雅

班就良好。

避IVIttjE土 省状■錘

細身の初lI形を呈する。学
状のものにれ■を巻きつけ
て監形。衣而はナアで■ に Fu 長 オ
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ltJk希号 属 位 ,1別
副
ｎ

し
ぃ (山�i)禁

くｇ，

てV形 。大 |口 は,ア で■■
密 にメい控

1大のものに推■をおきつけ
てを,レ。表面はナアで仕上 ″ 17t成よ好。

組身の紡frt'レ を三する.区
司i場 のものに祐■を巻き付

けて撃形。文強iは ナデて仕

紛基形を星する。よ面はナ

無締

避llj内狙司 i師 賓 省水 ヒ延
'‖

才のilJ錘 形を,す る。11

よのものに粘■をるきつけ
てイ形。宏西

'1よ

ナアで仕上
1)る 。

灰 Ilt桐

省1人i師

和1夕の紡餌,レ を呈する。中
llNの ものにIh上 をなきつけ
て整)レ。表面はナアで仕上

とX面 督1人土錘

細身の紡9fF形 をユする。中

て

`形
。表耐Fは ,デで■ に

状のものに枯■を者 きつけ
て推形。よrHは ナアで仕上

攪成真好。

に

形
て%形・ 冊II・ 外而ナデ。

411j内狸_L

組1/の 初jft形 を,する`亭

てイ形.ぺ面はナアで■ に

遺れ山下層

細クの41唖形を三する。11

状のものにIDよ をとき付け
て整形。大面は,アで仕上

一部久強て

避lllttll■ 帥伽

細クのilJ鉦

'レ

をユする。申

て4形。大mは ,デでィ「 li

dIIj内 型よ のに4度 を巻 きIlけ て雅

水のものにIIIを 巻 きつけ
て整形`共而は

'ア
で■.止

■匈,領 仕状■lM
ほ

花

れ‖夕の粉鍾,レ を,す る(“
状のものに■■を沓き付け
てを形.肝去面はナアで仕 A栓

巡ll内 下扁 會状i鋭

細身の筋X影を望する。中

待1大■餌

細身の初工形を阜する。Ri

状のもの1こ 鶏|■ をなさ何け
て推形。器共顧iは ナアで■

41j内 川1■

鶏1'の I」疑形を皇する.11

て整,レ。大llは ,アで悧:i
明力t欄 枕成長好。

巡I jttlT■

大いIjlft,レ を二する。騨状
のものにIj上 を巻きつけて
jr形

。女面は,アで4:上け
■成良好.

細身の効般形を黒する.“
水のものにlD上 を巻き付け
て坐,レ 。共14は ナアで仕上 掟村

状のもの(こ 活上をなきllけ

て輩形。/t諏 iは ナデで■ に
工 》

SX燃彫 管1大■鋲

細身の紡lt形を呈する。中
よのものにお■をもき句,

棚幽
綱身の紡鍾形を三する( 粗

■■

のもの1こ お上を巻き41け ,レ

成。Ft面 はナデで■■げる。
F・

て盟形。表而チデ(■」」ア
密

止竹

管状土錘 細
'の

務,こ形を阜する.

米のものに型i■ を巻き付け
て整形。表面はナアで」:L

密
貰I争

状のものに枯■を巻きIlイ ナ
て整形。

省1人■錘 のものにhiユを巻き,け 形

螂脚
i11'1( 省水上策

細身の勒鈍形をFする。Ⅲ
よのものに‖土を巻き,け
て整形。去前ナアで仕上げ

班戊ミ好。

筋ffI,レ をユする。 赤  = 明赤禍
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桐‖希ケ 選 II
(ク ト�) (杓n)

のものに‖■をとき付けで推
形。々 �ナテ(■上げる。

(第 3面 ,Vr  ぞ
HI状 のものに粘上を巻き付
けて士形。兵面はナアでイ[

巡lrttl■ 士
tiμ   省 紡ir形 をユする。両ll而

遺tT・ 内理i 水のものに粘上を各さ付け

水のものに粘Jiを 巻き41け

て坐形。大而は,アで■■
石 赤 雪 班就真好

細‖身の初錘形を三する。4

てV4,レ 。大面は,デ (■:■

浅Iや

避社内TE■ 付状上疑
状のものに担i■ をるきイ↓け

1人のもの 1こ 枯:上 を巻き1,ナ

てと,レ。表面はナアで¬:上
一
触

`状
■91F

組身の紡簸形を星する.4
1大のものに活■を巻き付け
て整形。芸面はナアで■ に

近trI内 坦〕
て坐形。主面はナデで■ と

灰 員

∞

一 て之形.よ面はナデで■_し

∞

一
須忠質

“

状のものにお土をときll

けて整形。大面はナアで仕 密

状のものに粘■を巻きIlけ
て整形.共面はナアでli上

上げる。 よ稚

四
］

勺
ょ

督llNt,V 細夕の前鈍形をユする。 長 赤 ■ 仄女栂

細身の紡策形を景する.“
状のものに粘Jを巻き,け
て整,レ。た面はナアで仕上 資Ⅲど

のに札土をるきIlけ てV
,レ。去而Iよ ナアで■上げる。

■価質 てイ形。芸面はナデで■上

状のものにお■を巻き付tナ

て牲形.共直iは ナアで仕上

■師rl 省状i好

細身のT7J無形を皇する。卓

てイ形。表両は
'デ

で■と

米のものにII■ をとき41け k 赤 雲
世椅

上

“

,資 昔水土JfF
】入のもの1=粘■をなき付け
て整形。水面はナデ(仕上

対1夕 の紡疑,レ をユする。中

て整形。夫FFは ナアでII:■

て整形。共面はナアで■上

細身の紡錘形を里する。帯
1人のものに41J上 ををき付け
て輩形。表面はナアで仕上

よつものに粘土を巻きlltナ

て整形。表面はナアで■_ヒ

4H身のIJ晦形を呈する。串
状のものに粘上をるさ付け
てと形。共面は,デ(■ ■

状のものに粘■を者さ付け
て整形。妄面は,デで■ 上

上師質
状のものにお上を巻きIlけ
て整,レ。大面はナデで仕上

相1身 の紡釘形をユする。キ

て整形。表面は

'デ
でコ:上

て率形。A前は,デで社_L
灰 白
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It■  lfl Π  位 種 ,〕 器 II 残存単 形  態
胡
ω (内面 )

幅

笙

賊

■ 終
ぐｇ，

細1身のllJ厳 形を二する。■
状のものに粘■を巻き付け
てV/形。大面は,デで■■

音人土妊 (34)
状のもの1こ お■をときrlけ

て整形。表面は,デで仕上

細身の紡ifF形 を二する。中
状のものに招■を巻き付け
て整形。芸面は,デで仕上 赤  簑 密 鼻班tり 。

状のものにthiを 巻き付け
て整形。共面はナデで和:上

状のものにお■を巻き,け
て整形。去面はナアで仕上

上師質

細身の務錘形を皇する。

“
状のものにIII上 を4き 付イナ
て整形。表面は,デで■■

± 1市 質 督IA■餌
状のものイ

=粘
上を巻きrl'

て笠形。去面は,アでIti

細クの務挺形を皇する。斗!

状のものにTh■ を巻き付け
てHtk形。表田ほナテで仕上

土rFコ 管1人 と節
状のものに祐■ををきllけ

てVk形 。表面はナアで■上

1大のものに催土を合きIlけ
て整,レ。表面はナアで■上

6区

lB根稚; 世 tll 屈 位 lT 別 恭 f菫
朋
ω

営

俳
脚
め

と
ｍ そ  の  他姿

⑭

上

'W頸

行状■舞

■1人のものにお■を巻き41

けて整,レ。表面はナアで■

卵
・Ｂ亜

守1大土丼
1人のこのにIh■ を巻き付け
て整形。共面はナデ(仕上

勁主殖
嘗状上延

細身の紡fFt形 をユする。荘
1人のものにIh■ を巻きIlけ
てWIk形 。表面はナデで仕上 明赤褐

Ｄ２０‐
・Ｂ虹

付状よ鍾 けてV形。来面は,アで■
貰猾

Ｄ２０‐
・Ｂ破

のに41上 を巻きllけ てV
形。表面は,アで■■げる.

土師質 笛状■錘 (31) IjJ妊 ,レ をFする

２０‐

区

劇1身の紡ir形 を三する。■
状のものにllHiをとき,け
て確形。表前は,デ(■■ 石 赤 要

加
Ｘ 初銭形を皇する。

郷
区

けて整形。共面はナデで■ nF ttjlt

勁郎
に1“ 器 管状上錘

細身の紡廷形を呈する。中
水のものにll■ をときI11)
てIIk形。去面は,デで■ 二

よのものにIh■ ををき付け
て3/形。表面は

'デ
で■■

珈醒
のにIHriを もき41け て唯
形。芸面はナデで仕J‖ ナる。

完形
状のものにlL上 を巻き11け
て笠形。表面はナアで仕上

閉
旺

細身の筋錘形を皇する。卓

て踏形。表面はナアで■上

閉眈
状のものに粘土を巻 き付け
て′形。共面はナデ(■ ■

朋
区

ｏ
■

仕

糊
胸
響
鴨

石 赤 去

■ 1市 質 曾よ土銭
状のものにIHr上 を巻 き仕け
て整形。共面はナテで仕上

効∝

剥1身のlJ錐形を皇する。

“
状のものにIII主 をなき付け
て整形。表面はナデ(■■

1人のものに粘■を/3き ,け
で推形。表面は,アで■■
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包含層

zi rl
測
ｍ

と
ぃ

師
脚

ＳＲ
脚

けてF形。(而はナデで■

状のもの1こ 粘 Jiを 巻き刊け
て整形。共山iは チアで仕に 外面に「 ×」ヘラ記号。

細身の紡延形を二する。‖
Ilkの ものに却F■ を巻きIlけ

IIk

第 1巡 lWF西 F

■1“ Jt

細クの初錐形を,す る。中

てイ形_た面はナデで■に 士狩

舛14泄 面

綱身の紡妊形を■する。申
択のものにIu上 を巻きIlけ

て整形。央面はナアで■ L

細身の粉Ifr形 をユする。4

て雅形。芸面は

'デ
で仕J=

よのもの1=Il上をときIlけ

て予形。大面はナアでイtL

llkの ものに‖i■ をなさ,1)

"1包

合壻 ■ ,"質 管1人」
=frF てイ形.共面はナテで襴■に

"1也

金

“

,1人 上距
水のものにll:に をなさイJ,

曾状とFf

細クの紡却レをiする。申

て整形。た面はすデで■上

土n,「1

細1/の 紡lJF,レ を星する(1'
状のものにIu上 をときIltナ

細身の紡策形を三する。中

て整形。大面は,デで■■

綱身の紡jfF形 を,す る。Ⅲ
よのものに‖F■ を巻きflけ 陛

■一
細身の4/町形を,す る。■

て整形。共面はすテで相:L よれ

よのものに‖上を巻きI11)

て老形.表面はナアで■■

舛1包含尉 ■状■鉦 て4/形 .共面は)デて仕上

管1大生策
状のものに‖Iを なきIlけ

て坐形.共面はナデで■■

菅状!と鉦

細|夕の紛IfII形 を呈する.1甘

てイ形.共腱|は ナデで■ に

を状土策

細身のIIJ延形を二する。中
状のものに‖F上 を碁き何け

細身の粉IF形 をユする,‖

て●・ 形.共面は,デで■ 上

“

m身の紡鉦形を二する.中
状のものにIuiを 巻 きll,

J=師虫 曾状 に餌
状のものにlti上 を巻き,け

管状■無
水のもの 1こ III上 を巻き利け
てと形。大面は,ア でな:上

牛 14粘 面
管状上妊

初抵形を工する。4状のも

第2包 含踊 にlb上 をときllけ て輩形。
表面はナデで仕上げる。 おミ 雲

のにホi■ をときllけ て整 茂女活

世状土Jr

紡難形をヽ する。41人 のも
の1=,Lを 港きllけ て摯
形。去面は

'ア
で相:に げる.

曾状■鈍
状のものに壮■を巻きllけ

てと,レ。去rtは ナデで何:上

細身の紡・fr,レ をユする。中
状のものに‖上を巻きllけ

て整,レ 。去ΠFは ナデでコ:に
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出立地点 残存率 形  態
鯛   路

(内面 )

訓
ｍ 印角面 )

そ  の  他最大幅 」
⑭

■れ,質

紡無,レ を二する。

“

状のも
のにhi■ を碁き付けてを

管状■鋲
状のものに鶏iを おきI↓け
てイ形。去面はナデで仕上

主師質 のに粘■ を番 きIす けて整

状のものに粘iを なき刊け
て推形。求面は,デ(■上

細夕の紡妊形を星する。や
状のものにI161を巻きIIけ
て整形。芸面はナアで■ ヒ

瞥状■錘
水のものにお■を巻き付け
て整形。共面はナテ(■上 黄椅

売形

細身の紡銭形を二する。串
状のものに楷上を巻きIlけ

|メる。

,

∽
区

組身の紡錘形を星する。中
状のものに粘上を合きIlけ
て整形。表面は,アでfJ:L

第 24社面 ■師イ
形。共両は

'デ
(■上げる。

赤欄

舛2包 合局 曾状■銀

Nl'の 初錘形を二する。申
kの ものに粘上を巻き,,
て整形。表rtは ナデで■_と

状のものにFli■ を巻き付け
て推形。大面はナデで■:上

第2包含昴

細身の紡鍾形を呈する。尊
水のものに粘■を巻きIlけ
て堆形。表面はナアで■■ 密 橙

J■7 ■術,質 音決土餌
Aの ものに粘上を巻きrlけ

て笠形。共面は,アで仕上

遺htl内

■師ft

細身の務lL形をこする。串
八のものにお■をなき付け

第2包台層 Ⅲl人主髪
形。芸面はナデで仕 Lげる。

第2包含層 土肺質 空状土顕
状のものに祐■を巻きlJけ

て整形。来面はナデで仕上 貴粧

第2包含婦

剰1身 の紡鍾形を皇する。キ
状のものに粘土を巻きlJけ

て整形。A面 はナアで■ L
石 赤 雲 浅A袴

管状上基
1六のものに粘土を巻きIlけ
て整形。妄面はナアで仕上

2包 含蔚

剤1身 の紡錘形を二する。尊
1人のものに型i■ を者き付け
てイ形。去面はナデで■上

第2包含扇
ilT質 管よ土餌

氷のものに粘主を巻き付
'て整形。表面はナデで■上 赤  雲

in,質 省状土鈍

細夕の紡鍾形を主する。軒
状のものイこ粘土を巻き句け
て整形。女面は,アで■_L

状のものにおよを巻き付け
て整形。表面は,アで■■ 戌jlt橙

上何F無 管1人■lr
よつものにIhiを ときIlけ

て墜形。去面はナアで社上

第ワ包台用

細身の紡鍾形を呈する。卓
よのものに粘土を巻き付け
て整形。大面はナデで仕上 長 赤 橙

赴社面直上 士師コ 答状■籐
よのものにお上ををきllけ

て撃形。表面はナアで■と

(早色辟 )

細身の紡錘形を星する。幸
状のものに枯上を巻きllけ

て4/形。表面はナアで■上

上師質 省状■露
て整形。芸面はナアで■ ヒ

管状i聾

細身の筋錘形を二する。キ
状のもの(こ 粘■を巻き付け
て4F形。表面はナアで仕上

第2包 台用 1人のものにlu■ を巻き付け

,メる。

上師質 管状上錘
状のものに粘主を巻き刊け
て整形。表面はナデで仕 L

細才の筋丼形を星する。4
状のものにIIl■ を巻きれけ
て整形。表面はナデでイ[上

にぶい橙
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測
ｍ

測
ｍ

Ｏ
鮪十

■

ill質

削〃の紡折形を,する^小

てイ,レ。去�はオアで社「

上師Tl

細,の紡fr形を1こする。Hニ

状のものにヽ jJ:を 恣きllけ
竹

第彦包含層

細クの初並ナレをJする。小

て整,レ。去面はナデで和_「 貰社

管状 主延

細身の紡,I形 を三する。中
1大のものにI● ■を巻 き,け
てI形 。表面はナアで■上

細1身 の■l町形をユする。牛
1人のものに‖上を巻きnけ
てIt形 。共面「はナデ(■ 上 資命

組夕の訪鋭形をユする。事
状のものに■■を巻き伺け
て整形。芸面はナデで相:に

1人のものにおiを巻きイJけ
止笹

弟2包含ll

て4形.共而は,デで■い I橙

上lT丁1 缶状■疑
状のものすこth卜 を

`き

Ilけ

てt/形 。共面はナアで仕 L

舛2包含婦 営状■紅 て七形.よ面は,デで仕I

ri l人 ■狂
】人のもの1こ II Iiを るきイ,,
てイ形.去面は,アで仕上 密

組|ンの初妊形を二する.II

測
状

て
げ

仕水■飯
状のものにlu■ をなき付け
て整ナレ。大面はナアで社 ヒ

莉l1/の 紡熊形を■する。と,

て整,レ。去面はナアで■ |

荘2包今F・ 付状土Jf
て I‐ 形。共mは ナアで■ ■

舛9包 含吊
】人のものにl● ■をるきllけ

A猾

舛9包 含轟

和1身の紡錘形を■する。キ
状のものにlII土 を巻きflけ

て娑
'レ

.共面はナアで相:「

弁Э包奮F・ を1人 t策
て推形。共 Ilは ナデで■ に

lmク の紡無形を呈する。●・
1人のものにIb上 を巻きIlけ

てy'レ。表而はナアで,上

省状とすI
状のものに14■ を巻きイJけ
て推形.7k面 は,テで■I

4W身 の紛lf形を呈する。申
状の ものに却Iを るき伸け

舛3ι台晴
状のものに‖F■ を巻き何け

占状上jI よのものに‖上を巻きイ〕け
てと

'レ

。去面はナアでイ[I 赤  雲 (1

tl在

加■/の 勒鍾形を皇する。li

てイ ,レ 。大mlよ ナテ(イ[に Hれ

射3包 奮孵
1人のものにIj■ をも きIJけ

茂Iκ

細身の筋鋭形を,す る。4
1人のものに粘J=を ときllけ

て輩)レ`芸而はナデで■ に

省状!節
て整,レ。共臣

「はすデ(■ L

令状「 郷

4 jllt形 を呈する。Hと よのも

'レ

。共腫itよ ナアでコ:上 げる。

督状と獅
よのものに‖上をなきれけ
て堆形.火 niは ,テでI[L
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場1∝番号 赳 概 出土地点 厨  位 穫 ,】 器 II 残存半 ,レ  憲
測  イ
(外直)

整

，
謝
⑪ (内 直)

最大幅
子し 空【

確
０

舛0包含硝 盤IP と師質 管状土鱚

紡錘形を呈する。串状のも
のにra土 ををき,け て整
形。_/t面はナアで■上げる。

瘍3超 lll面

(trtr4■ 薇)

制オの勅艇形を皇する。 IF

状のもの 1こ 理■をな き付け
て坐形。共面は,デで牲上
イナる。

班密 全部 139い 。10211g。

第3色含暇 土師質 笹よよ鍾

細身の紡廷形を三する。4
水の ものに鶏■を巻き■け
て整形。表置は,デで■ 上

上師質 智沢itHI
れ円形をし上下に2カ 所売 『

船
射4包含隔

管状主策

翻身の紡錘形をユする。■
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図版 1

調査前風景

調査区全景 (東より)

調査区南壁土層堆積状況



韓
巖轟蘊

調査区南壁土層堆積状況

調査風景 (西より)

第 1遺構面

遺構出土状況 (東より)



図版 3

SP1215

菊花双鳥鏡出土状況

SP1215

菊花双鳥鏡出土状況

SX1040

滑石製温石出土状況



図版 4

SP1231

滑石製温石出土状況

SP1973扁平円礫

出土状況

第 2遺構面

遺構出土状況 (西より)



図版 5

一括大量出土銭

出土状況 (北 より)

―括大量出土銭

出土状況 (北 より)

SX2032石敷遺構

出土状況全景 (西より)



図版 6

SX2030・ 2032石敷遺構

出土状況全景 (北より)

SX2030石 敷遺構

出土状況 (西 より)

SX2030石 敷遺構

出土状況 (西 より)



図版 7

SX2030石敷遺構

掘り下げ状況 (北より)

SX2032石 敷遺構 (水路 ?)

掘り下げ状況 (南より)

SX2032石 敷遺構 (水路 ?)

掘り下げ状況 (南より)



図版 8

SX2403土器溜まり

遺物出土状況 (南より)

SX2403土 器溜まり

遺物出土状況 (南より)

SX2404土 器溜まり

遺物出土状況 (北より)



図版 9

盛土整地層土器溜まり

遺物出土状況

盛土整地層土器溜まり

遺物出土状況

SD2001西肩

遺物出土状況 (北 より)



図版10

SX2028土 器溜まり

遺物出土状況 (西より)

SX2001白 磁水注

出土状況

第 3遺構画

遺構出土状況 (西より)



図版 11

第 3遺構面

遺構出土状況 (北より)

SX3001

遺物出土状況

第 4遺構面

SB群出土状況 (北より)



図版12

SB4001

竃出土状況 (南 より)

SB4003

電出土状況 (南 より)

SK4012

遺物出土状況 (南 より)


